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　見渡す限りが真まっ青さおだった。

　少女は寝そべって、ただ空を見上げている。

　濃く深い青みを湛たたえた、雲ひとつない空は、やや薄暗く感じられた。〝空〟というよりも、そこは海の底から見上げた水面にも見える。

　降ってくる淡あわい光も、薄いフィルムを通したかのように青い。

　──空じゃない。ここは、水の中──

　少女は冷さめた頭で、そんなことを思った。

　少女のその視界では、奇妙な形の魚達が泳いでいた。

　二つの目玉が異い様ように大きく、水晶球のように左右へ張り出している。鱗うろこのない白い肌はだは、青い光を受けてきらきらと輝いていた。

　──これも、意識障害を起こしているのか？

　誰だれかの声が、耳元に聞こえた。

　──白はく、わかる？　声が聞こえていたら、手を握ってごらんなさい。

　女の声に言われるまま、少女は片手の指先に少しだけ、力を込めた。

　体が重い。起き上がるだけの気力も体力もなかったが、人の声は聞こえている。

　──意識はあるようだ。だが、喋しやべるのは無む理りかな。

　──ショックが大きかったんだろうさ。向こうに戻して、しばらく経過を観察しよう。

　周囲から、そんな声が聞こえていた。

　少女はただ、奇妙な青さを湛えた空に見み惚ほれていた。綺き麗れいな青さだったが、それはいかにも汚れやすそうで、人を不安にさせる色でもあった。

　──しかしレティスマには、あまりひどい副作用もありませんね。

　──あぁ。意識障害が四例、即死が二例、他に異い能のうの覚かく醒せいなしの生存が四例……

　──そして成功が五例。確かに、成功率がいい。十五例中の五例が成功だ。

　──もっとも、与えられる力もそれなりですよ。この子は、どうでしょうね。

　青い世界に沈んだ白衣の男女が、口々に呟つぶやいた。

　少女を乗せた担たん架かが、天てん井じようのない渡わたり廊ろう下かをゆっくり運ばれていく。

　群れをなして〝空中〟を泳いでいた魚達が、一いつ斉せいにその後ろへとついてきた。

　──なんだ？　こいつら。

　──あぁ。この子の額へ移植した組織に、反応しているんでしょう。

　──屋敷の中には入ってこないから、放っておけ。

　魚達は、少女の視界をかすめるように泳ぎながら、その行く末を見つめていた。

　少女は心の中で、奇き態たいの魚達に別れを告げる。

　何故なぜか──彼らのことが、自分の仲間のように思えた。
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　地下室の壁際、散らかった作業机──

　自分だけの小さなその仕事場に、その娘、津つ雲くも白はくは静かに座っていた。

　額で鈍にぶい光を宿す宝石に、そっと自らの細い指を当てる。

　こん、こん、こん──

　爪つめの先で、軽く叩たたく。

　人ひと肌はだよりも石に近い硬こう質しつな音は、額を通して頭の内側にまで響いた。

　真まっ青さおに濁にごったその宝石は、肌からそのまま生えている。

　外はずそうと思えば外せる品だった。しかしまた数日で、同様のものが生成される。

　剝むき出しのコンクリに四方を囲まれた地下室は薄暗く、肌寒く感じるほどに飾り気がなかった。これといって目立つ装飾品もないその部屋で、彼女の額についた宝石だけが、ひどく高価なもののように異い彩さいを放っている。

　指が叩くごとに、その石の色は青い深みを増していった。指をとめると、じょじょに元の薄青い色へと戻っていく。

　白は怜れい悧りな眼まな差ざしを、机の一点に据すえていた。そこにある物の細部を見逃すまいと、まばたきをやめ、じっと眼めを凝こらす。

「──ん。よし──」

　独ひとり肯うなずいて、微笑を漏もらした。

　種々の工具と、ある種の──人肌を思わせる質感の材料が散らばった作業机には、優やさしげな少女の横顔が載のっていた。

　白は細い指先で、その頰ほおを撫なで回し、柔やわらかな感かん触しよくを確かめる。

　瞼まぶたを閉じた優しげな少女は、微動だにしない。

　それは人形の顔だった。首から下の体は存在せず、植毛が終わったばかりの長い髪が机の上に広がっている。

　整った顔立ちは、しかし決して、人形だから美化されたものでもない。モデルとなった人物を忠実に再現しようとした結果、白の手はその寝顔を造り上げた。

　机の脇わきには、資料となった娘の写真と、スケッチブックに描かれた一枚のラフ画があった。絵の中で、少女は柔らかく微笑ほほえんでいる。

　白が造り上げた顔の造ぞう型けいは、主に写真より、そのラフ画を参考にしていた。

　それは粗あらい線画ながら、実写よりも生身に近く、どこか生気をすら宿して見えた。同時に白は、その絵が、描き手のモデルに対する思い入れを代だい弁べんしているようにも感じた。

　はじめてそのスケッチを資料として見せられた折には──たいした腕前だと感かん嘆たんした。直接に作者と会ったことはなかったが、白はくはその描き手に、尊敬にも近い興味を抱いている。平面と立体という表現手法の違いはあれ、純粋に表現者として、敬意を表したかった。

　その平面に描かれた絵の少女を、完全に再現することはできなかったが──しかし、少女に対して格別な思いをもたない白にとっては、その人形は満足すべき出で来き栄ばえに達していた。

　ようやく完成した少女の顔に、透明のプラスチックケースをかぶせ、白は服の胸元を大きく広げた。ゆったりとしたシャツの内側に籠こもった熱が、体温を奪いながら外へと逃げていく。

　薬品や塗料を扱う関係もあって、地下室には大型の空調が備えられており、その室温も低く保たれていた。しかし集中して作業をすると、室温とは無関係に、どうしても体が熱くなる。

　そして、仕事を終えた後の心地よい暑さと、それを冷さますこの時間が、白は好きだった。

　その作品は、彼女にとっても会かい心しんの作だった。

　しかし残念なことに、その展示場所は、あまり人目に触れる場所ではなく──また「人形」ではなく、「生身の人間」と偽いつわって展示されることになっていた。

　マネキンで代用する体は毛布に、そして口許の大部分は酸素吸入器に隠かくされ、やや薄暗い照明の下に安あん置ちされる──それが、その顔の展示方法だった。

　人形の顔は、ある事情から姿を消した少女のものだった。

　今は病院の集中治療室にいると偽られていたが、実際の彼女はこの世界にはいない。病室では今、あまり似てもいない即席の顔に包帯をぐるぐると巻いて、親の眼めをごまかしてある。

　白の元に顔作りの依頼がきたのは、その包帯を外はずす日が来ることを想定してのことだった。

　ごまかす相手は主に、彼女の親や友人達だが、集中治療室はガラスの壁で仕切られており、顔も遠とお目めにしか見られることはない。

　──だから、騙だませるわけだが──

　口の中で呟つぶやいて、白は薄い微笑を浮かべた。

　この顔なら、たとえ間近に見られても、騙しおおせる自信があった。さすがに触さわられれば発覚してしまうだろうが、人形師として、充分に満足のいく仕事ができたと思う。

　視線を人形から逸そらし、白は時計を見た。

　午前四時──もう明け方が近い。

　ここしばらくは人形作りに没ぼつ頭とうするあまり、不規則な生活を送っていた。この時間でも特に眠気はなかったが、シャワーでも浴びてこようかと椅い子すから立ち上がる。

　その時、地下室へと続く階段を、やかましい足音が駆け降りてきた。

「白！　いる？　起きてるよね？」

　薄い扉ドア越しに、聴きなれた甲かん高だかい声が響く。

「いる。起きてる」

　白は静かに応こたえて、鍵かぎを外はずした。

　扉ドアを開けるなり、銀髪の娘が部屋に飛び込んできた。白はくの脇わきをすり抜け、止まりきれずに作業机の近くにまでつんのめる。

「きゃっ……！」

　銀髪の娘、フローラが、かぼそい悲鳴をあげた。彼女の目の前には、仕上げたばかりの〝顔〟がある。

「え？　ゆ、弓ゆみちゃん？　……うわぁ……」

　机に手をついたフローラが、人形の顔をまじまじと見み据すえ、次いで口許を押さえた。彼女は、人形の顔のモデルを見知っている。

「それ、今、仕上がった」

　白は呟つぶやいて、再び椅い子すに座す。次にフローラが発する言葉には、予想がついていた。

「き……きもちわる……」

　古くからの親友がもらした本ほん音ねに、つい苦笑する。

「気持ち悪いか。私はこの娘を、佳か人じんと思ったが」

　白が言うと、フローラはやや慌あわてて、首を横に打ち振った。長い銀髪が左右に揺れる。

「う、ううん、綺き麗れいなんだけど、似すぎてて、なんか……えー。白って、ほんとに器き用ようだよね」

　フローラはまだ視線を人形に据えながら、体だけを白に向き直らせた。薄手のＴシャツにホットパンツの軽装は、彼女の寝巻きでもある。

「それにしても、そっくり……あ……そ、そうだ。それどころじゃなくて！」

　フローラはやっと、視線を白に向け、

「白、ちょっと一いつ緒しよに来てくれない？　なんかおかしいのよ、碧へき洲しゆう楼ろうの方──」

　不安げな声でそう言った。彼女の様子に、白は不ふ審しんを抱く。

　碧洲楼は、ここ、紅あか街まち中華街きっての高級料理店だった。料理店とはいっても、豪ごう勢せいなビルが一棟、丸々レストランとなっており、外観はむしろホテルにも近い。

「何か、あったのか」

　白はあくまで静かに問う。

「何か、って……聞いてないの？　今夜、あそこで榊さかき先生と仙せん崎ざきたちの取引きがあるって──昨日きのうから街まち中じゆう、警備で大変だったじゃない！」

　まくしたてるフローラの声は、半なかば呆あきれていた。

　白は、すっと顔を背そむけた。派は閥ばつ争いや組織の事情には、あまり興味もない。

「そう。しばらくここに籠こもっていたから、知らない」

　そう応こたえると、フローラは小さく肩を落とした。

「……じゃ、とにかく一緒に来てよ。ついさっき、ガラスが飛び散ったみたいな変な音がして……ファウナは寝てて起きないし、夢ゆめ路じさん達も碧洲楼の方にいってるから、何かあったとしたら……」

「ん」

　軽く頷うなずいて、白はくは座ったばかりの椅い子すから再び立ち上がった。派は閥ばつ争いは嫌いで、また面めん倒どうでもあったが、何か変事が起きているとすれば、紅あか街まち中華街の住人としては見過ごすわけにもいかない。義理というものもある。

「先に〝乾けん坤こん〟を遣やって、様子を探らせる」

　白は、机の下に置いたある種の〝人形〟を、その意思でもって動かした。

　飛び出した四つ足のからくり人形は、猫そのままの敏びん捷しようさで、地下室から続く階段をすばやく駆けぬけていく。

　乾坤という名のその人形は、子猫の姿を模もして、白が造った品だった。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐん、瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの異い能のうを受け継ぐ白には、他のレティスマの異能者にはない特殊な力がある。通常のレティスマの異能者は、その喉のどに、本人が出した球同士で音声を伝達する〝通信球〟を生成するだけだった。

　白にもその力は備わっていたが、彼女はそれに加えて、〝操そう神しん珠じゆ〟と呼こ称しようされる、特殊な青い石を額で生成している。その石を人形などに取り付けることで、白は思いのままに、その品を操あやつることができた。

　レティスマの通信球が伝えるのは、基本的に音だけだが、白の操神珠は、さらに視覚情報をも伝える力を持つ。ただし、操神珠は球同士での情報を交換することはなく、あくまで白と操神珠との間でしか作用しない。レティスマの通信球とは、性質の異なる品である。

　駆け抜けたその人形の後を追うようにして、白は階段へと歩みだした。

　その背後へ続いたフローラが、やや焦あせりの籠もった声をよこす。

「今回の取引き、榊さかき先生絡がらみってことは……ひょっとしたら、真ま砂さごと由ゆ姫きも来てるかもしれないよ」

「そう」

　白は澄み渡った声で、短く返事をした。木製の段を地下から一階へ、ぺたぺたと素足で上っていく。

「そう……って、それだけ？」

　フローラが不満げに問う。

　白は振り返りもせず、背後に続く銀髪の娘に声を落とした。

「榊先生の所に、由姫がいることは聞いている。真砂は初耳」

「だよね。ほんの一週間くらい前から、榊先生の護ご衛えいについたんだって。ほら、東とう都とまごころファイナンスで、人員整理するとかって話だったでしょ？」

「そう」

　表面上は軽く流したが、碑ひ文もん谷や由姫、乾いぬい真砂らの名は、白にとって殊こと更さらに懐なつかしいものだった。なんとはなしに縁えんが切れて十年ほどにもなるが、忘れられない〝戦友〟達でもある。

　階段を上りきった白はくは、足早に勝手口へと歩いた。

　外の道へと続く扉ドアの下には、猫用の出入り口がついている。乾けん坤こんが抜けた直後のその扉は、まだからからと揺れていた。

　白はフローラと共に、紅あか街まち中華街の裏通りへと出た。白と彼女の義ぎ父ふとが経営する人形店、界かい来らい堂どうの軒のき先さきを抜け、まだ夜の明けない空の下を小走りに駆けていく。

　しばらくして、白は細い眉まゆをひそめ、小声に唸うなった。

　人形、乾坤を通して、その道の先の光景が、白の脳のう裏りに映っていた。

「なに？　向こう、どうなってるの？」

　フローラがいぶかしげに問う。

「騒がしい」

　白は短く答えた。何が起きたのか、視覚的な情報だけでは摑つかめなかったが、人形を通して映った光景にはどうにも人が多く、その表情がいずれも険けわしい。混乱の具合からして、何かが起きていることは間違いない。

　フローラの表情が、目に見えて曇くもる。

　走るにつれ、喧けん騒そうは近づいてきた。

　数台の車が脇わきをすり抜け、同時に周囲で待たい機きしていた住民達が、ばらばらと騒動の中心・碧へき洲しゆう楼ろうへと駆けていく。

　白とフローラは、彼らを追い抜き、時に追い越されながら、脚を急がせた。

　息を切らしながら、フローラが問う。

「そんなにひどいの？」

「人が邪じや魔まで、よく見えん。直じかに見た方が早い」

　取引きの場所となっていた高級料理店、碧洲楼は、もう目の前だった。

　夜も明けきらぬ時間とは思えない人数が、店の前でざわついている。

　騒ぎは収しゆう拾しゆうに向かっているのか、あるいは店内だけで外にまで波及していないのか、または方向が違うのか──そのいずれかはわからなかったが、それほどに逼ひつ迫ぱくした気配はない。しかし、非常時であることが容よう易いに察せられる程度には、騒がしく混乱している。

　中国語で何事かを叫ぶ者がいるかと思えば、見当違いのところから、「裏に抜けられた！」と、怒ど鳴なる者がいた。

　紅街中華街の住人達には、『道どう士し』と呼ばれる、祭さい夏か老ろう派に属する異い能のう者しやが少なくない。彼らと思おぼしき人影が、件くだんの高級料理店を出入りしながら、連絡の声を張り上げている。

　騒ぎの中心は店の反対側の出口らしいと、白は睨にらんだ。

「ん」

　その視界に見えたものに気付いて、白は唐とう突とつに足を止めた。

「フローラ、待った」

「なに？」

「──真ま砂さごがいた」

　呟つぶやきながら、白はくはその怜れい悧りな眼まな差ざしで、道の端をじっと見つめた。

「──え？　どこ⁉」

　フローラが声を張り、視線を泳がせる。

「そこ」

　路ろ傍ぼうの一角を指で示しつつ、駆け寄っていく。

　街灯の脇わきに、知った顔の老人と、懐なつかしい面おも影かげを残した少年がいた。

　太った老人は、疲つかれきった様子で座り込んでいる。

　一方の少年は、その背にもたれるようにして気を失っている。

　その衣服はずたずたに裂け、いたる所に血の染みが濃いが、しかし出血は止まっているらしく、すでに表面は乾きはじめていた。

　白は少年の顔を見るや、すぐさまにそれが、十年ぶりに会う〝乾いぬい真砂〟だと看かん破ぱした。

　むろん、年とし相そう応おうに成長はしていたが、整った面おも立だちはあまり変わっていない。なにより──その手の甲には、千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの爪つめが丸く植えつけられている。

　手の甲にその爪を持つ者は、この世に乾真砂、唯ただ一人しかいないはずだった。他の被ひ験けん者しやは、実験の最中か直後に、軒並み死んでいる。

　ともに座り込んでいる太った老ろう爺やは、もっと慣なれた顔だった。この十年ばかりをともに過ごしてきた義理の父親、人形師の津つ雲くも老人である。白は甲こう院いん派の施設が壊かい滅めつした後、彼の下に引き取られていた。

　乾真砂の血に染まった衣服を見るなり、傍かたわらにいたフローラが蒼そう白はくとなった。

　白はつかつかと、老人と少年に向けて歩み寄った。

「親父おやじ殿どの、どうされました」

　ひっそりと溜ため息いきを吐ついていた着流しの老人は、声をかけられてようやく白に気付き、皺しわ顔がおを上げた。

「ん？　おぅ。白にフローラか。ちょうどえぇとこにきたな」

　津雲老人は力なく笑って見せた。その面上には、やや疲労の色が目立つ。

「──何事ですか、これは」

　白は周囲を見渡しながら問いかけた。人は少し減り、その多くが店の裏側へと回りはじめていた。しかし周囲の家々から飛び出してくる者も後を絶たず、混乱の度合いはあまり変わっていない。

　津雲はしきりに首を振り、

「いやぁ、わしにも、よぉわからへんのやけど……」

　困こん惑わくげな様子で呟つぶやいた。

「真ま砂さご⁉　真砂っ！」

　白はくと津つ雲くもの会話をよそに、フローラが意識のない少年に取りすがる。

「落ち着け、フローラ。傷も見当たらんし、出血はない。服のそれは返り血だろう」

　薄暗い街灯の下で、白は冷静に真砂の身を観察し、そう判断した。津雲老人はしかし、そこで大きく首を傾かしげる。

「傷、か……確かに、きれいに消えとるわなぁ……」

　釈しやく然ぜんとしない義ぎ父ふの口調に、白は違い和わ感かんを覚えた。

「──消えた？」

「……いやな。さっきまでは、生きるか死ぬかっちう、大おお怪け我がやったはずなんやけど……」

　津雲の言葉を受けて、白は冷さめた眼めのまま、眠る少年の顔を覗のぞき込んだ。

　心配げにその身へ寄より添そったフローラも、真砂の身に傷が見当たらないことを確認して、やや落ち着きを取り戻す。

「──それよりな。わしもちと、向こう行くさかい、こいつのこと頼んでええか？　もうじき、榊さかきはんがこっちに車まわしてくるはずなんや」

　津雲はそういって、真砂の身を手で押さえながら立ち上がった。すかさずフローラが、津雲に代わってその支えになる。

「親父おやじ殿どの、詳くわしい事情は──」

　白が声をかける。

　津雲は頷うなずき、

「あぁ、後でな。まぁ、詳しい事情いうても、ようわからんねん。中にまだ怪我人もおるかもしれんし、手伝うてくるわ」

　そう言い残して、足早に店の中へと消えていった。

　その背後を、白の店から先に飛び出た小さな影──人形の乾けん坤こんが、小走りについて行く。

「ねぇ、白──」

　真砂を支えるように座り込んだフローラが、心細げな声を出した。

「由ゆ姫きや夢ゆめ路じさん達、無事かな？」

「さて」

　まだわからない。白は、その場に座り込んだ。

「……店の中の様子、見える？」

　フローラに問われて、白は無言で頷いた。

　白の視点は今、二つに別れていた。

　一つは、フローラとともに、真砂を看みている自分の視点──

　もう一つは、店の中に送り込んだ人形、乾坤の視点。

　前者は純粋な意味での視覚と聴覚だが、後者は間接的に、体から離れた視覚と聴覚の情報が、そのまま頭へと届いてくる。




　──甲こう院いん薫かおるが、復活した──




　ふと、耳にではなく頭の中に、そんな声が聴こえた。

　白はくは、小さく唸うなった。

　傍そばにいたフローラが、ぴくりと小さく反応する。

「……なに？　どうしたの？」

「いや──後にしよう」

　白は眼めを閉じた。自分の眼と耳ではなく、人形の側の視覚と聴覚に、意識を集中させる。

（……甲院──？）

　白はフローラに聞こえぬよう、心のうちだけで、その忌いまわしい名を呟つぶやいた。

　店の中に潜もぐり込ませた人形の視覚と聴覚は、内部の状況を忠実に〝本体〟である白へと送信していた。

　その視点は、人よりも低い位置から世界を見上げ、周囲に満ちる会話を盗ぬすみ聞きする。

　脳のう裏りに映った店の中は、荒らされていた。

　ところどころの壁が外はずれ、意外な安やす普ぶ請しんであることが露ろ呈ていしつつある。小さな火事も起きているらしく、かすかな煙が廊ろう下かまで漏もれ、スプリンクラーの水音が小さく聞こえた。

　──甲院薫が、復活した──

　確かに今、何者かのそんな会話が、店の中でなされていた。

　白自身からは隔かく絶ぜつしたその視界に、さきほど別れたばかりの津つ雲くも老人の背が見えた。

　白はそっと傀かい儡らいを忍しのび寄らせ、狙ねらいを定めて、その背に飛び乗らせる。

　老人は瞬間、肩をすくませたが、すぐにその人形を笑って見返した。

「おぅ、なんや。白か」

『なにか、手伝えることは』

　子猫を象かたどった人形──その額につけた操そう神しん珠じゆから、白は小声に言葉を紡つむいだ。

「えぇって、えぇって。それより降りぃな。重い」

　津雲が応こたえる。

　白は、飛び乗らせた人形を肩から降ろしながら、その口でもって、津雲の着流しの帯に小さな玉を押し込んでおいた。透き通ったびい玉のようなそれは、レティスマの通信球である。

　老人はその行為にはまるで気付かず、そのまま先へと歩きはじめる。

　白は人形の操そう作さを中断し、眼を開けた。

　改めて、すぐ隣に死人のような顔で眠る真ま砂さごを見つめた。

　フローラに抱かれた昔馴な染じみの少年は、ぴくりとも動かない。血に染まったその腕は、アスファルトの上に力なく投げ出されていた。

　──背筋にふと、寒さむ気けを覚えた。

〝甲こう院いん派〟は、非人道的な人体実験がキャラバンに問題視され、十年ほども昔に壊かい滅めつしたはずの派は閥ばつだった。

　白はくは真ま砂さごやフローラとともに、その甲院派の同じ研究所で幼少期を過ごし、そして真砂は千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの組織を移植され──白は、瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの組織をその額に植えつけられた。

　人の身に神しん群ぐんの細胞を移すその移植実験は、甲院派では植しよく神しん実験と呼ばれていた。各種の実験の中では効果が強く、他の異い能のう者しやにはない異能を得ることがある代わりに──その拒きよ絶ぜつ反応が激しく、死に至る確率も極めて高い、危険な実験だった。

　似たような実験を施ほどこされた同じ境きよう遇ぐうの子供達は、他にもいる。

　そしてその中で、乾いぬい真砂は、白にとってばかりでなく、同じ研究所の仲間達にも一いち目もくを置かれる存在だった。

　十年ぶりに見るその彼の寝顔に、白は死を連想させる冥くらさを感じた。

　細い眉まゆを歪ゆがめ、その頰ほおにそっと手を添そえる。

　──触れた頰は、汗と水に体温を吸われて、ひどく冷たかった。
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　乾真砂は独ひとり、暗い部屋の天てん井じようを見つめていた。

　そこは完全な闇やみではなく、うすぼんやりとした赤い光が、視界の一杯に満ちている。

　赤い光の正しよう体たいは、自らの血液だった。眼めの中に、血が薄く染みている。

　──さして痛いとも思わない。

　つい先程まで、体の内側が耐え難い苦痛の波にさらされていたが、今は落ち着いている。

　──否いや。

　落ち着いたというよりは、全身の感覚が、すっかり消失していた。だからこそ、体はもちろん、眼の痛みも感じない。

　まだ小さな手足は、部屋に入ってすぐに、冷たい鉄製の寝台ベツドへと括くくりつけられていた。

　真っ赤な血で染まった視界には、無機質な実験室の天井と、覗のぞき込んでくる禿とく頭とうの男が映っているだけだった。

　全身の感覚はないのに、眼が見えて、意識があることが不思議だった。

　びくん、と体の内側で何かが跳はねたが、振動が視界を揺らしただけで、感覚としてはやはり何も感じない。

　──死んだか？

　頭の上で、甲かん高だかい男の声がした。禿とく頭とうの、実験中でもサングラスを外はずさないその男は、ティギーという名で研究者達に呼ばれていた。

　その周囲には、他の研究者達もいるはずだったが、寝かされた真ま砂さごの位置からは見えない。

　──心臓は動いている。だが、この様子だと、あたまの方は壊こわれたかもしれん。

　別の所員が呟つぶやく声が聞こえた。

　真砂は何も感じずに、ただその声を聞き流していた。

　先程までの痛みによって、物を考えるだけの精神力は、もう喪そう失しつしていた。体の中を内側から抉えぐられるような痛みの前に、しかしのたうち回ることも許されず、真砂は寝台ベツドに括くくりつけられていた。

　その痛みが来る直前に、真砂は全身麻ま酔すいを受け、両手に何かの移植手術をされた。そして麻酔が切れないうちから、痛みは突然に襲ってきた。

　身を裂かれるような痛覚は体内を暴あばれ回り、神経の束たばを食い千ち切ぎって、幼い意識を酸さんで溶かした。

　生きているのか死んでいるのかさえ、自分でもわからなかった。そもそも、何かを考えることすら、その身が拒きよ絶ぜつしている。

　──失敗、か。

　誰だれかが言った。

　──ルールーブの移植は、どうもうまくいかない。拒絶反応が激しすぎる。

　──これで打ち切るか？　頭さえ無事なら、惜しいところまでいっているのに。

　──まだ七人目だ。十人までは試してもいいだろう。幸い……

　──そうだな、まだ何人もいる。これまでの失敗作でも、こういう実験にはちょうどいい。

　──しかし、うまくいく見込みはあるのか？

　ひそひそと交わされる声は、真砂の耳に、別の世界での会話のように聞こえていた。

　──わかりません。ですが、わからないからこそ、試す価値もあるでしょう。神しん群ぐんごとの相あい性しようもあるはずです。一度上手うまくいけば、それがいいデータになります。複ふく神しん効果で上手くいくこともありますし、休きゆう憩けいの後は予定どおり、例のアラクナの異い能のう者しやに施ほどこしてみましょう。

　若いわりに落ち着いた女の声が、その場を締めた。

　女の名は、ヴィヨンといった。

　やがて室内からは、真砂一人を残して、人が去っていった。強化ガラスを挟はさんだ隣室に、経過を見届ける職員だけが残り、他は廊ろう下かへと出て行く。

　真砂はただぼうっと、力を失った視線を虚こ空くうに据すえていた。

　眼め、鼻、口、耳、およそ体内に通じる穴の主たるものから溢あふれた血が、実験室の床ゆかに溜たまっていた。

　誰だれもいなくなったはずの実験室で、何者かが、真ま砂さごのすぐ脇わきに立った。扉ドアは開いておらず、またガラス越しの職員達も、その何者かには気付いていなかった。

　ほとんどの感覚を失っている真砂もまた、すぐにはその存在に気付かない。

　唐とう突とつに霞かすみのようにあらわれたその人影は、血の広がった床ゆかに足あし跡あとをつけていなかった。

『──生きてるかな？』

　くすくすくすと、声の主は細い息いき遣づかいで、嗤わらいながら言った。声は甲かん高だかくも聞こえ、同時に低くもある。二つ以上の声質が、それでいて二重にならず、一つのものに調和した不思議な声だった。

　男のものとも、女のものとも言い切れない。

『今、君は自分が誰だか、わかっているかい？』

　何ど処こからあらわれたとも知れぬ声の主は、真砂にそう囁ささやいた。

　真砂はしかし、答えることもない。声がその耳に届いていても、その意味を咀そ嚼しやくするまでには至っていなかった。

『君も同じなのかな。今までの子達と』

　頭では理解できずとも、その声ははっきりと、真砂の耳に音として届いていた。隣室の職員達は、まったくその存在に気付かない。──見えてすらいない。

『何も考える意思をもたずに、ただ神しん群ぐんの色に馴な染じめないまま、そうして朽くちていく──儚はかないね』

　声はさも可笑おかしげに嗤わらっていた。

『いいことを、教えてあげようか』

　真砂の頭上には、確かに何者かがいた。しかしその何者かは顔を見せず、また輪りん郭かくもぼやけて、判はん然ぜんとしていない。闇やみが喋しやべっているかのような印象さえある。

『迷めい宮きゆうをさ迷う彼らは、君達が思っているよりも、もっとずっと複雑で、同時に恐ろしく単純でもある』

　謳うたうような調子で、その人物はそう言った。

『君は今、その異質さと直接に触れてしまったことで、自分を見失っている。もし君が、今の状況でも自分を保てるなら──神群の力は、君自身の力に変わるだろう。もっともそれは、誰にでもできることではないけれど──』

　声は呟つぶやきながら、真砂の上に手をかざした。少なくとも、真砂にはそう見えた。

『……だめかな、君も。まぁ仕方がない。生まれてほんの数年の命では、自分を保てるほどには成熟していないだろう。まして、ルールーブは人に毒どくされて、少し歪ゆがみすぎていたからね』

　呟きながら、声はじょじょに遠ざかろうとしていた。しかし存在そのものは、まだ真砂のすぐ脇に留とどまっている。

『そうそう、君の隣の子──彼女が君の次に、同じ実験を受けるらしいよ。今、向こうで準備をしている』

　──隣の子。

　誰だれだっけ、と、真ま砂さごはほんの一瞬だけ考えた。答えを思い出す前に、壊こわれかけた意識は閉じてしまう。

『可哀かわい想そうだけれど、もたないだろうね。この施設の者達も薄うす々うす気付いてはいるようだけれど、ルールーブは人に移植するには、相あい性しようがよくない。君はなかなか頑がん張ばったよ。ひょっとしたらと思ったけれども、惜おしかった』

　言葉のわりに、声には残念そうな様子もない。淡たん々たんと嗤わらいながら、真砂をからかうように言葉を紡つむぐ。

『じゃあね。もっとももう、会うこともないかな？』

　声が遠ざかり、その存在はあらわれたときと同様に、唐とう突とつに消えていった。

　血の混ざった紅あかい視界に、ぼやけた天てん井じようが映る。

　──君は自分が誰だか、わかっているかい？

　ふと、憶おぼえたはずもない声が反復して聞こえた。小鳥が鳴なき真似まねをするように、言葉の音だけが意識の底に残ざん響きようを残す。

　誰だか──誰だか──

　自分の名前は、思い出せなかった。実験動物、誰かからそう言われていた記憶はかすかにある。それも、一人や二人からではない。

　実験動物は、研究者に玩もてあそばれる。

　彼らは研究のため、人のため、あるいは学問の進歩のためといって、生き物を殺す理由をそこに見つけだす。決して殺すことが目的ではないと言いながら、それぞれの目的のために殺し続ける。

　しかし殺される側にとっては、その理由などなんの慰なぐさめにもならない。他者によって殺されるというその重い事実だけが、厳げん然ぜんとしてそこにある。

　それが悪いことだとは思わない。

　そこにあるのは結局、強い者と弱い者の差だった。真砂はだから、自分が弱いから殺されるのだと思っていた。

　もし、強かったら──

　殺されなかっただろうか。もっと長く、生きていられただろうか──

　言語としては構成されない思し考こうで漠ばく然ぜんとそんなことを思いながら、真砂はぴくりとも動かなかった。

　たとえもう少し長く生きていられたとして、それは苦痛の時間が長引くだけのような気がした。

　鉄の寝台ベツドに囚とらわれて、少年はただ、死のその時を静かに待っている──
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　染みるような薄荷ハツカの香かおりに、目が覚めた。

　覚かく醒せいを促うながすその香りは、真ま砂さごにはどこか懐なつかしく感じられる。

　薄く眼めを開けると──すぐ目の前に、銀髪の少女が腰を浮かせていた。

　開いた真砂の眼と視線が交こう錯さくするや、少女の顔がぱっと輝く。

「真砂⁉　よかった、気がついた？　声、ちゃんと聞こえてる⁉」

　甲かん高だかく澄んだ声が、狭せまい部屋に反響した。

「──フローラ、か」

　真砂はぼんやりと呟つぶやいた。名を呼ぶと、少女は端たん正せいな顔をほころばせた。

　一目でわかった。

　つい先日に、電話でその声を聞いていたせいもあるが、真砂の名を呼び捨てで呼べる銀髪の娘など、彼女、〝深しん緑りよくのフローラ〟しかいない。

　その容よう姿しには、さすがに十年分の成長が感じられたが、面おも影かげには見覚えもある。

　真砂はゆっくりと身を起こし、自分の居場所を確認した。

　窓も壁も、そして寝床も白一色──一見して、病院ということはすぐにわかった。

　寝起きの頭は少し揺れたが、体に痛むところはない。

　思し考こうはまだぼやけていたが、しかし記憶は確かだった。

　手を握り込み、拳こぶしをつくる。

　気を失う直前まで、そこに握っていたはずの手の主は、そこにいなかった。

「──フローラ」

「……うん」

　真砂の沈んだ声に、これから発せられる問いを察したか、フローラは顔を俯うつむけた。それだけで、真砂は彼女の答えに予想がついた。

　それでもあえて、問いかける。

「──由ゆ姫きは？」

　フローラが、深く溜ため息いきを吐ついた。

「行方ゆくえ不明……っていうか。指名手配、かな」

　最初の答えは予想どおりだった。だがその次の答えに、真砂は眉まゆをひそめる。

　首を小さく横に振りながら、フローラは続けた。

「詳くわしいことはわかんないけれど──いろんな人を斬きり倒して、仙せん崎ざき達と一いつ緒しよに、紅あか街まちから脱出したって」

「──そうか」

　真ま砂さごは──ひとまず、安あん堵どした。護まもれなかったことは痛つう恨こんだったが、生きてさえいれば、まだ機会はある。

　気を失う寸すん前ぜんの、あの時──

　甲こう院いんは刀を通じて、籤くじ方かたという男の身を乗っ取っていた。由ゆ姫きが仙せん崎ざき達と逃亡したのは、男と同様にして、甲院にその身を乗っ取られたと考えれば辻つじ褄つまが合う。

　自分の体が、まったくの無傷なのも──おそらくは、由姫のおかげだろうと思った。どんな手段を使ったのかはわからないが、瀕ひん死しの怪け我がが完全に癒いえているとなれば、それは神しん群ぐんの力としか思えない。

「今、夢ゆめ路じさんや榊さかき先生達が、対策を練ねるっていって、山やま之の内うち派の幹部会に出てて……末まつ端たんまで、情報が流れてこないの。でも真砂は、何があったか、知っているんでしょ？」

　フローラの声には、隠かくしようのない不安が籠こもっていた。

「真砂も後で、参考人として呼ばれるはずだけど、その前に教えてよ。昨日きのうの夜、一体あそこで何があったの？」

　真砂は言葉を選びながら応こたえる。

「……甲院薫かおるが復活したとか、夢路さんが言っていた。籤方って奴やつが持っていた、あの刀のことは知ってる？」

　フローラが、息を吞のむようにして頷うなずいた。

「あの刀に、死んだはずの甲院の意思が宿っていたって……そういうことらしい。由姫はたぶん、その甲院に乗っ取られて、連れて行かれたんだと思う」

「──そう」

　フローラは、悔くやしげに俯うつむいていた。

「ごめん」

　真砂は低く呟つぶやいた。

「ぼくが傍そばにいたのに──護れなかったどころか、由姫は逆に、ぼくを助けようとして、甲院の誘さそいに乗ったんだと思う」

「どういうこと？」

　フローラは眼めをしばたたかせた。

　真砂は、病院で着せられた服の袖そでをまくった。人ならぬ爪つめをもつ腕を露あらわにし、そこを確かめるように、もう一方の手で撫なでる。

　そこには傷きず跡あとどころか、小さなかさぶたの一つもない。

　真砂は自らの腕を撫でさすりながら、強く強く、唇を嚙かんだ。

「ヴィヨンと戦って、怪我をしたはずなんだけど、完全に治っている。甲院が由姫と約束していたんだ。自分と一いつ緒しよに来るなら、ぼくを助けてやる、って……だから由姫は、あいつに従ったんだと思う」

　真ま砂さごは、ぐっと拳こぶしを握り込んだ。

　由ゆ姫きの身が心配だった。

　殺されていないとはいえ、しかし安あん堵どできる状況ではない。事がどう動こうとしているのか、起きたばかりの頭ではまだわからなかったが、少なくとも甲こう院いん派の存在を、今の山やま之の内うち派が許すとは思えなかった。

　山之内派は、甲院派に対抗する勢力としてキャラバンに認知されていた。首しゆ魁かいである〝沈ちん黙もくの山之内〟が、甲院派を倒すために組織を強化し、そしてその壊かい滅めつ後は、神しん群ぐんそのものを敵てき視しする集団になった。

　異い界かいより訪れて、人に様々な影響をもたらす迷めい宮きゆう神群──

　その存在を悪用しようとした甲院派という実例を踏まえて、山之内派は〝神群〟の全すべてを狩り出す決断をした。

　とはいえ神群そのものは、将来に渡ってもあらわれる可能性がいくらもある。山之内派が行っているのは、つまりは神群の〝被害〟を広げないための、対症療法に過ぎない。

　一方で、山之内派が敵視した甲院派は、〝全ての人類〟に神群の異い能のうを与えるための研究を重ねていた。この両極端な二つの派は閥ばつが、同じ世界にいて相あい容いれられるはずもない。

「──大丈夫だよ、真砂！」

　勇気づけるように声を張ったフローラが、半身を起こした真砂の布ふ団とんを勢いよく剝はいだ。驚いた真砂がフローラを見ると、彼女は強気に笑っていた。

「由姫はきっと、助けられるから。私達も手伝う」

「……達？」

　折りよく、病室のドアが開いた。

「ファウナ！　白はく！　ちょうどいいとこに来たね。真砂が起きたよ」

　入ってきた二つの人影に向けて、フローラが声を投げた。

　二人のうち、一人はフローラと同じ顔をした金髪茶ちや眼がんの娘だった。もう一人は、ゆったりとした中華風の服に身を包んだ、やはり同年代の娘である。その額に目立つ青く濁にごった宝石は、彼女だけが生成できる操そう神しん珠じゆという特殊な玉だった。

　漂う怜れい悧りな雰ふん囲い気きは、真砂の知る子供の頃ころとあまり変わっていない。

　二人はいずれも、同じ研究所で〝実験体〟とされていた仲間だった。

　懐なつかしい顔に出会って、真砂の顔に自然と微笑が浮いた。しかしすぐに、心には由姫の面おも影かげが浮かび、その笑顔は続かない。

「わぁ！　ほんとに真砂だっ！　懐かしい！」

　子供じみた声で喚わめいて、金髪の娘、ファウナがいきなり飛びついた。寝起きのために、真砂は受け止め損そこねて、再びベッドに押し倒される。

　両手で真砂の頭を抱え、頰ほおをすりよせて甘あまえるファウナの様子は、どこか子猫を思わせた。

「とっ……よせって、ファウナ！」

　暑苦しさと甘あまい匂においに辟へき易えきして、真ま砂さごはもがきながら声を荒げた。

「うわぁ、大きくなったね！　背ぇ伸びた？」

　両手で力いっぱいに頭を抱きしめ、ファウナが耳元で喚わめく。

「……当たり前だ、何年ぶりだと思ってる？」

　憮ぶ然ぜんとして、真砂はわかりきっていることを問う。

「えぇと、十年ぶりぐらいだっけ？　でも真砂、おんなじ匂いがする！」

　嬉うれしげに言って、ファウナは軽く喉のどを鳴らした。

　この病室で起きてすぐにフローラを見たときは、その成長した姿に、十年の歳月を感じた真砂だったが──ファウナの言動は、逆にその歳月をまるで感じさせなかった。鬱うつ陶とうしい反面、少しは微笑ほほえましくも思う。

「ちょっとファウナ！　静かにしなさい！　ここ病院よ！」

　フローラが双ふた子ごの妹の肩を押さえ、引き剝はがしにかかった。それでもファウナは少しも動じず、接着されたように真砂から離れようとしない。

　満面の笑みは子供の頃ころのままだったが、命の危険にさらされていた当時に比べ、その無む邪じや気きさには磨みがきがかかってもいた。

　真砂は、呆あきれ返って口もきけない。

「ファウナってば！　離れなさい！　真砂も疲つかれてるんだから！」

「お前も充分にうるさい。声が廊ろう下かにまで響いている」

　ファウナと同じ声で喚くフローラの背後から、独ひとり静かな娘がぽつりと呟つぶやいた。口調は冷たいが、顔にはわずかな微笑が浮いていた。

「ファウナ、くっついたままでいいから、おとなしくな」

　白はくは、ファウナを諭さとすようにそう告げた。

「うん！　わかったー」

　白の許可を得たファウナは、さらにべったりと真砂に身を寄せた。

　真砂は諦あきらめて、ファウナをそのままに放っておき、ベッドに半身を起こした。一方でフローラは、仕方ないとでもいいたげに肩をすくめる。

　ファウナの度を越した甘え癖ぐせは、昔からのことだった。何かに甘えていないと落ち着かない性しよう分ぶんで、それが現在も続いているらしい。

　今日はたまたま、十年ぶりに会う懐なつかしさのために真砂が選ばれたが、昔はいつも、姉のフローラや、他の仲間達がしがみつかれていた。また彼女は、実験から受けた影響のために、人よりも睡眠時間が極端に長い。年に似ない子供っぽさは、そのあたりにも一いち因いんがある。

　白の指示に従って、ようやくに黙りはしたものの、ファウナは真砂から離れなかった。

　久ひさ々びさの再会とはいえ、真砂にすれば妹のようなものである。暑苦しくはあったが、あまり気にもならない。

「久しぶりだな、真ま砂さご」

　ベッドの傍かたわらに空あいていた椅い子すへ、白はくがゆったりと腰を下ろした。細い身と優ゆう雅がな物腰、そして少し粗そ雑ざつな言葉遣づかいは、年のわりに彼女を大人おとなびて見せている。

　この場にいる三人の娘は、ほぼ同じ年齢だったが、年とし相そう応おうなのはフローラだけで、あとの二人は両極端だった。

「あぁ、久しぶり。そういえば、白もフローラ達も、紅あか街まちにいたんだっけな」

　白は、あぁ、と、気のない口調で頷うなずいた。

「積もる話は後にしよう。それより今、ファウナを連れてくる途中に、この階の廊ろう下かでおもしろい顔に会った」

「誰だれよ？」

　フローラが問う。白は、相変わらずの冷めた表情を崩さない。

「桂けい、だ。昨日きのうの騒そう動どうに、あいつも絡からんでいたらしいな。真砂のことも話しておいたから、後で来るかもしれん」

「桂……根ね黒ぐろぉ？」

　フローラが端たん正せいな眉まゆをひそめた。

　真砂は、あ、と小さく声を漏もらした。

　根黒桂は、ともに紅街で仙せん崎ざき派と戦っていた。その存在を忘れていたわけではないが、由ゆ姫きのことで頭がいっぱいになっていたらしい。

　もっとも──頭のどこかでは、おそらく桂は無事だろうと、勝かつ手てに確信してもいた。

　根黒桂は、賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの異い能のうに加えて、状況を冷静に判断できるだけの戦略眼をも備えている。無口なために誤解を受けやすいが、真砂は根黒桂の本当の実力は、戦闘力よりもその判断力にあるとさえ見ていた。

　根黒の話が出たことで、真砂は霧きり塚づかや榊さかきの無事も、まだ確認していないことに気付いた。榊は幹部会に行っているらしいが──霧塚に関しては、おそらく面めん識しきのないフローラ達に聞いても、無む駄だだろうと思った。

　先夜の騒動の折、霧塚雅みやびは、甲こう院いんの切り崩した壁の下敷きになったが、その壁はごく薄いパネル状のものだった。いかに彼女が鈍にぶくとも、重傷を負ったとは思えない。

「桂も入院してるのか？　怪け我がは？」

　真砂は白に問いかけた。

「無傷。誰かの見舞いだそうだ」

　そう応こたえて、白はフローラに視線を移した。

　フローラは、不機嫌な顔をしていた。

「ふぅん、あいつもここにきてるんだ……」

　その嫌そうな調子の声を、真ま砂さごは奇き異いに感じた。

　口の端をからかうようにもちあげて、白はくが薄く笑う。

「そこまで嫌わずともよかろうに」

「だって……あの子、結局、私達のこと──」

　フローラは言葉を濁にごした。

　真砂は、首筋にまとわりつくファウナをそのままに、フローラへと向き直った。

「なにかあったのか？」

　真砂は声をひそめて、フローラに問いかけた。

　十年前、山やま之の内うち派の幹部だった南なん郷ごう司つかさに引き取られてすぐ、真砂は海外に出た。数年前に日本へ戻ったものの、フローラ達の事情には疎うとい。根ね黒ぐろ桂けいとは同じ会社にいたが、彼は余よ計けいなことを一いつ切さい喋しやべらない性格だった。

「別に──たいしたことじゃないけど……」

　フローラの声は冴さえない。

　真砂はフローラに、なおも視線で答えを求めた。肩をすくめたフローラは、ぼそぼそと語りだす。

「根黒は……あの華かヶが瀬せの部下になっちゃったでしょ？　あそこに就職するって聞いたとき、私や白は止めたんだけど、あの子、それを無視して──結果的に、紅あか街まちや夢ゆめ路じさんの敵にまわっちゃったから──」

　フローラは視線を逸そらしながら答えた。〝あそこ〟とは、つい先日まで真砂も社員の一人だった組織、東とう都とまごころファイナンスのことに他ほかならない。表向きは中小企業向けの小さな金融会社だったが、その内実はキャラバン山之内派の強行派が揃そろった〝神しん群ぐん狩がり〟の集団でもあった。

「それを言ったら、ぼくもあそこの社員だったはずだけど？」

　根黒桂を擁よう護ごするつもりで、真砂はそう言った。

「だけど……真砂は、もう辞やめたじゃない。変な仕事は自分で断ってたみたいだし。それに、南郷さんのためだったんでしょ、あそこにいたの？」

「え？」

　フローラの指摘に、真砂はつい、頓とん狂きような声を上げた。

「みんな言ってたよ。南郷さんと華ヶ瀬が仲悪かったから、華ヶ瀬の監かん視し役やくに真砂が、って……」

　真砂は苦笑した。そういう噂うわさが流れていたことは知っていたが、事実には遠い。

「違うよ。ぼくは本当に、自分の意思であそこにいたんだ。南郷さんには少し止められたけど、最後は折れて、ぼくの好きなようにしろって言ってくれた」

　喧けん嘩か別れにも近かったことは隠かくしておきつつ、真砂は本当のことを語った。

　フローラが、端たん正せいな眉まゆをひそめる。

「……ほんとに？　なんで、あんな奴やつのところに……」

「あんな奴って、華かヶが瀬せさんのことか」

　フローラはぴくんと体を震わせてから、小さく頷うなずいた。

「さんなんてつけることない、あんな奴に」

　かわいげのある顔には不ふ似に合あいに、フローラは吐はき捨てるように言った。

　姉の様子に怯おびえたファウナが、さっと真ま砂さごの背に隠かくれる。二人は顔は同じでも、髪の色と性格、そして得ている異い能のうは大きく違っていた。

　真砂は、社員達からも畏い怖ふの念を抱かれていた華ヶ瀬清きよ元もとの、その面おも影かげを脳のう裏りに浮かべた。

　性格の荒っぽかった彼は、様々な人間、生物を殺しすぎていた。

　嫌われても、仕方がないとは思う。

　フローラの顔は険けわしさを増していた。

「なんで？　なんで、あんな奴のところに行ったの？」

　重ねられたその問いに、真砂は苦にがい笑みで応こたえる。

「あの頃ころ、ぼくはあんまり、華ヶ瀬さんの悪い噂うわさを知らなかったから。それにぼくも──神しん群ぐんは、嫌いだったし。

　それに、あの人はぼくの力を純粋に買ってくれた。南なん郷ごうさん以外で、ぼくを雇やとおうとする人なんて少ないからね。いつまでも、南郷さんだけに頼っていたくはなかったし──こんな力、戦い以外には生かせないから、しょうがない」

　真砂は自らの爪つめを伸ばして見せながら、若じやつ干かんの自じ嘲ちようを込めて呟つぶやいた。

　まだほんの十歳の頃──真砂は、〝ハンター〟とまで呼ばれた異能者の女、ヴィヨンに勝ったことがあった。

　たかだか十歳の少年が、あのヴィヨンを退しりぞけた──その話が尾お鰭ひれ背せ鰭びれを伴って流れた結果、真砂の力は過大に評価され、その動向を注視されていた。

　ことに穏おん健けん派の中では、南郷の庇ひ護ご下かにあった真砂を雇う行為は、他派を刺激することにもつながりかねない懸け念ねんを持たれていた。

　東とう都とまごころファイナンスの華ヶ瀬清元は、そんな事情を顧かえりみず、ただ真砂を〝戦力〟として認め、南郷のルートを無視して彼を雇ったはじめての人間だった。

　人として尊敬できるタイプではなかったが、真砂はその点で、華ヶ瀬には感謝にも近い思いを抱いている。

　その男も、今は鬼き籍せきに入っていた。

　死んだ時も、真砂は特に哀かなしいとは思わなかった。少なくとも、天てん寿じゆを全まつとうできそうな人間でもなく、また彼自身も、死を常に覚かく悟ごしながら戦っていた節フシがある。

　フローラが彼のようなタイプを嫌うことは、なんとなく理解できた。

「うん──まぁ、フローラが、あの人のことを嫌いなのはわかるかな。いろいろと、問題のある人だったから」

　真ま砂さごはフローラを刺激せぬよう、殊こと更さらにゆっくりと呟つぶやいた。

「でも、ぼくはともかく──桂けいは、好きであそこにいたわけじゃないと思う」

　真砂がそう言うと、フローラはきょとんとして、かすかに首を傾かしげた。表情は、まだ険けわしい。

「昨日きのうの夜……っていうよりも今朝けさなのかな。紅あか街まちであの騒そう動どうが起きた時にさ。桂はすぐ、南なん郷ごうさんのサポートに回っていたんだ」

　フローラが眼めをしばたたかせた。

　その意味を測りかねて、ファウナが真砂の耳元へ囁ささやく。

「それってどういうこと？　南郷さんて、華かヶが瀬せと仲悪かったんだよね？　桂は、その華ヶ瀬の部下でぇ……」

「なるほど」

　白はくが薄く笑った。

「真砂ではなく桂の方が、南郷氏が華ヶ瀬の元に潜もぐり込ませたスパイだったわけか？」

　察しのいい白の言葉に、真砂は頷うなずいた。

「混乱してたから、確認したわけじゃないけど、たぶん……だからさ、フローラ。ぼくのことはともかく、あいつのことは、少し察してやってくれ」

　フローラは上うわ目め遣づかいに真砂を見て、すぐに眼を逸そらした。

「それ……ほんと？」

「後で、本人に聞いてみたらいい」

　とりあえずはそう言いながらも、真砂の思いは確信に近かった。

　桂が加か勢せいについたとき、南郷の側にも驚きは見られなかった。それはつまり南郷にも、根ね黒ぐろ桂の加勢を自然のものとして受け入れる理由があったことを意味する。

　フローラは、俯うつむいたままだった。その眸ひとみの色に、自らを責せめる様子が濃くなっていく。

「珍しい話でもないが、見事に謀はかられたな」

　白は薄く笑い、

「だがフローラ、気に病やむことはない。黙っていたあいつが悪い」

　気を抜いた声で、そう言った。フローラは、それでも固まっている。

「でも私……けっこう、ひどいこと言ってたかも──」

　消え入りそうな声で、呟いた。

「そんなのは気にしちゃいないと思うよ、あの桂のことだから」

　真砂も苦笑を交じえて言った。

　もとより子供の頃ころから、フローラと根黒桂はそれほど、仲が良くもなかった。間に真砂が入って、ようやく関係が成り立っていた印象も強い。

　そんなフローラに嫌われたところで、桂けいの性格から、それほど堪こたえていたとは思えない。また堪えないがゆえに、平気で騙だましていたとも言える。

「──さて、と。ぼくはちょっと、南なん郷ごうさんのところに行ってくるよ。由ゆ姫きのことで、情報もほしいから」

　真ま砂さごはこきこきと首を鳴らし、リノリウムの床ゆかに足を下ろした。体に異常がなければ、病院に寝ていても意味がない。由姫の身を考えると、どうしても気は急せいた。

　その肩を、白はくの手がそっと押さえた。

「待て──」

　小声に呟つぶやき、白はゆったりとした衣服の胸元に、細い指を突っ込んだ。

「いい話が聞けそうだ。ちょうどそろそろ……」

　胸元から出てきた指先には、小さなびい玉を入れる籠かごのついたペンダントがあった。

　そこに内包された透明な石からは、複数のくぐもった人の声が聞こえはじめている。

　レティスマ系の異い能のう者しやが使う通信球──それは異能者の喉のどの奥で生成される品だった。取り出された後は数週間で効果を失うが、同じ人物が吐はき出した球同士に限って、音声による通信が可能となる。

　白はペンダントを捧ささげ持つと、指先を口許に添そえ、静かに耳を澄ますよう合図した。

「こちらからの通信は切ってあるから、向こうの会話だけが聞こえる。静かに聞け」

　何を、と真砂が問うよりはやく、通信球の声がわずかに音量を増した。

『──緊急のことでしたが、よくお集まりいただけました。さっそくですが……』

　球から漏もれ響いてきたのは、真砂の以前の雇やとい主ぬし──南郷司つかさの声だった。
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「さっそくですが、はじめましょう」

　朗ろう々ろうたる声を張ったその中年男──南郷司を横目に、榊さかき糾ただすは椅い子すに深く腰掛けていた。

　そこは近代的で清潔で、そして無機質な、オフィスビルの会議室だった。

　近隣のビルを眼下に臨のぞむ高層の窓からは、東京都内を越して、薄く山々の稜りよう線せんが見える。

　その部屋に集まった人々はしかし、景色には一いち瞥べつもくれず、ただ南郷司を注視していた。

　──はじまった──そう思うと、榊はやや、気が滅め入いるのを感じた。

　やけに広い会議室の端で、彼女は不機嫌に腕を組みつつ、会議のはじまりを告げる南郷の声を聞いた。

　幹部達に囲まれると、榊だけが飛びぬけて若く、この場ではその存在そのものが浮いている。加えて、スーツや着物姿の権力者達が多い中で、彼女だけは部屋着そのままの格かつ好こうだった。

　しかしながら、その表情の厳きびしさは似たり寄ったりではある。

　南なん郷ごうが口を開くや、すぐに周囲の私し語ごが止んだ。

　会議室に集まった顔かお触ぶれは、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな榊さかきの眼めから見ても錚そう々そうたるものだった。主あるじの山やま之の内うち本人こそいないが、その腹心と目される南郷司つかさを筆頭に、名の知れた幹部達が一堂に揃そろっている。

　ただし──ほんの先日まで山之内派内部の一大勢力だったある派閥の関係者達だけが、そこからはすっぽりと抜け落ちていた。

　その空席を、榊は苦にが々にがしい思いで睨にらみつける。

「──経過を記したレポートには、もう目を通していただけたかと思います。あの甲こう院いん薫かおるが、刀を媒ばい介かいにして復活いたしました。その甲院に従い、仙せん崎ざき達の一派も離り反はんしています」

　とっくに承しよう知ちのことだけに、幹部達は一様に押し黙ったまま、どよめきもしなかった。ただ南郷の、次の言葉を静かに待つ。

「由ゆ々ゆしき事態です。山之内さんはこの場に間に合いませんでしたが、決議権は受け取りました。これから事情を説明した上で、皆さんの決けつを採とり、今後の山之内派の指針といたします。ここからの報告は、そのつもりでお聞きください」

　ぽつぽつと、数人の幹部が頷うなずいた。

「榊女史」

　議長役を務める南郷に呼ばれて、榊糾ただすは立ち上がった。一同の視線が、まだ若い、一いつ介かいの研究者に過ぎない娘に集中する。

　榊糾は、さして緊張もしていなかった。しかしどうにも、いつもとは勝かつ手てが違う。

「えー……」

　心を落ち着ける意味もこめて、榊は低く呟つぶやいた。

「ご承知のとおり、そういうことです。あの甲院が息を吹き返しました」

　そんなことはわかりきっている──そうは思いながらも、その事実を改めて口にすると、榊の背にはどうにも寒さむ気けが走って仕方がなかった。

「復活の原因については、把は握あくしきれていません。ただ、彼女の受け継いでいたアラクナの異い能のうというのは、他人に対して〝言語を無視した意思の伝達〟を行うという質のものでした。おそらくは、死の寸すん前ぜんか、あるいは埋まい葬そうされた折に、その意思が〝人〟ではなく、〝刀〟に移ったものと考えられます。アラクナではありませんが、無機物に対して人の意思が宿った実例は、過去にもありましたから……

　今回のケースでは、これまでにその気配もまったくなく、また刀を所持していた籤くじ方かた刀とう至じにもその認識がなかったらしいことから、甲院がその意識を取り戻したのは、ここ最近のことかと思われますが……これは、あくまで推すい論ろんです」

　話しながら、榊は役に立たない話だと思った。今、必要なのは対策と指針──そしてその指針は、すでにほぼ固まっているはずだった。

　理由も何もない。山やま之の内うち派が、〝甲こう院いん〟の存在を許せない以上、その指針は戦いという結論に行き着くしかない。

　だから榊さかきが今、話していることは、現状を正確に把は握あくする上での予備知識でしかなく、またそれ以上の役割を期待されてもいなかった。

「……現状でわかっていることは、まず、甲院薫かおるが意識として〝刀〟に宿っているらしいこと。

　そしてその甲院を中心に、離り反はんした仙せん崎ざき派が新たに〝甲院派〟を再構成しつつあること。

　また甲院は現在、その依より代しろを籤くじ方かた刀とう至じから碑ひ文もん谷や由ゆ姫きに変え、逃亡中であること。

　以上の点です。残念ながら、その行方ゆくえは見失いました。

　ここから先は、推すい論ろんとしても根こん拠きよの薄い指摘になりますが……」

　榊は、そこで少し間まを置いた。語るべきか否いなか、迷いはあったが、述べておいた方がよいだろうと思った。

「籤方から碑文谷由姫に、刀に宿った甲院の意識が移ったこと……この点に関しては、現状でいくつかの疑問があります。

　例えば籤方刀至は、翁おきな居い夢ゆめ路じ老の保護下にありました。そんな厄やつ介かいな人物に刀を持たせたままにせず、刀の持ち主──つまり甲院の依り代を変えてしまえば、紅あか街まちでの一件は、もっと安全に運んだはずです。

　このことから、考えられる可能性は二つ。

　一つは、刀の依り代となることは誰だれにでも可能なわけではなく、そこにある種の条件が必要な可能性。

　もう一つ──こちらの方が、可能性としては高いと思われますが、籤方は甲院に乗っ取られたことで、彼女が持つなんらかの〝秘密〟や〝情報〟などに触れ、甲院派としても不用意に手放すことができなくなったという可能性です。

　この場合、彼らはアラクナ聖せい典てんと籤方の引き換えを前提としていましたが、籤方を返すにしても、彼が得た秘密を我々に喋しやべられるわけにはいかなかったはずです。

　これらの推測から、彼らの策を予想しますと、甲院薫はまず、聖典を確実に入手した上で、籤方の体ごと夢路老の下に戻り、いずれ時を見て拠きよ点てんに戻るつもりだったのではないでしょうか。同時に、夢路老の下にいれば、山之内派や他派の情報も入手しやすくなります。詩し乃のに見破られさえしなければ、かなり有効な策だったはずです」

　榊は語りながら、まだ思し案あんをしていた。

　仙崎──否いや、甲院派は、なにをさておき、まずは穏おん便びんにアラクナ聖典を取り返そうとしていた。

　仙崎達とすれば、籤方刀至を返さなければ、交換にアラクナ聖典を得られない──その前提は、彼らが提案してきたものでもある。先夜、仙崎派の戦力が揃そろっていなかったことからも、詩乃の眼がん力りきによって見破られ、紅街で乱らん闘とう騒ぎが起きたのは、彼らにとっても誤ご算さんだったと見ていい。

　あるいは──とも思う。

　もし、詩し乃のが〝甲こう院いんの気配〟をそれとして憶おぼえていなければ、今でも山やま之の内うち派は甲院の復活に気付かず、いずれは折を見て、寝ね首くびを搔かかれていたに違いない。

　榊さかきは改めて、アラクナ聖せい典てんへの不安を強く感じた。どうやって使うのか、そして何ができるのか──かの神しん具ぐには、曖あい昧まいな点が多すぎた。

　そして、現在では唯ゆい一いつ、アラクナの異い能のうを受け継ぐと思われる由ゆ姫きが、甲院にさらわれた事実が、その不安をさらに搔き立てる。

「──前者の仮か定ていに関してだが」

　老齢の幹部の一人が、思し案あん顔がおに榊へ問いを投げた。

「乗っ取られる条件というと、たとえばどのようなものが予想できる？」

　榊は体を幹部に向け、しかし視線は机に落とした。

「──残念なことに、籤くじ方かた刀とう至じの出生記録を含むほとんどの情報は、甲院派の壊かい滅めつ時に焼失しており、現存していません。

　碑ひ文もん谷や由姫の場合には、迷めい宮きゆう神しん群ぐん、長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナの異能をもつ実験室の子供という要素がありますが、この二人の間に、甲院を受け入れるに足る共通項があったのかどうかは、今の段階では不明です。

　ただ、籤方刀至の体では、聖典の中のアラクナとの交信に失敗した様子でしたから、神群・アラクナに関かかわる影響という共通項は削さく除じよできます。

　それ以外となると……わかりません」

　榊はある含みを持たせて、一同にそう告げた。

「つまり……」

　議長である南なん郷ごうの傍そばにいた老ろう爺やが、しわがれた声を漏もらした。立りつ派ぱな髭ひげをたくわえた人の好さげな老人だったが、その眼めにはどこか底光りするような凄すごみがある。

　老人は、真ま名な井いグループの総そう帥すい、真名井秀ひで世よ──榊としては、会えば雑談になるような、個人的に知った顔でもあった。

「もしその二人に、刀に乗っ取られるような類たぐい稀まれな共通項があった場合には、例えば戦闘部隊の〝誰だれか〟が刀に触れても安全ということか。

　しかしもし、後者だった場合──事が複雑になる。

　甲院が返すと約束した籤方は、奴やつらの情報を得ており、どうしてもそのまま手放すことができなかった。そしてまた、甲院が自らスパイとして夢ゆめ路じ老の下に入り込む予定であったとすれば──刀による乗っ取りには、特に人的な制約がないという公こう算さんが強くなる。そういうことでいいな？」

　榊は頷うなずいた。

「はい。例えば、甲こう院いんの始し末まつに向かった誰だれかが、新たに乗っ取られる可能性も否定できません。また甲院側としては、本物の刀を別の者に持たせ、現在の依より代しろである碑ひ文もん谷や由ゆ姫きを、影かげ武む者しやとして使うことも可能なはずです。また同様に、似た刀をいくつも用意すれば……」

「それこそ詩し乃のの見立てでもなければ、本物の甲院を見分けることさえ難しくなる、か」

　老いた体を椅い子すに深ふか々ぶかと沈め、真ま名な井い秀ひで世よは嘆たん息そくした。

「そないなると──是ぜが非ひでも、夢ゆめ路じはんの──いや、詩乃のご協力がいりますなぁ？」

　別の老おいた幹部が、訛なまりの目立つ口調で横から呟つぶやいた。でっぷりと太ったその幹部、津つ雲くも老人は、山やま之の内うち派の人間として、祭さい夏か老ろう派との折せつ衝しよう役やくを務めている。日ひ頃ごろから紅あか街まち中華街に住み暮らし、先だって甲院の復活が判明した折にも、その現場にいた。

「……協力はする」

　この場にいる者達の中では、やや若い男の声が応こたえた。

　若いとはいえ、その容よう姿しは三十の坂を超えており、加えて実年齢は百五十歳の老ろう爺やである。灰色の作さ務む衣えに鉄煙管キセルを携たずさえたその姿は、全すべての幹部達の生まれる前から変わっていない。

「甲院はやばい。あいつらのやった人体実験は度を越していた。その思想からして、同じことを繰り返すのは明白だろうし……」

　甲院の思想は──異い能のう者しやへの差別をなくし、同時に人類をより強くするために、全ての人間を神しん群ぐんの異能者に変えることだった。その過程で、その影響の副作用や拒きよ絶ぜつ反応に耐え切れぬ死亡者が数多く出ることを承しよう知ちの上で、彼らは人を異能者に変えるための研究を重ねていた。

「──やるしかないだろう。あいつらは、極端すぎる」

　翁おきな居い夢路の沈ちん痛つうな言葉に、また別の幹部が割って入った。

「そうですな。大まかな拠きよ点てんさえ摑つかめれば、あとは山之内さんに……」

「うん。下手へたな対応をして、被害を広げてもつまらん」

「どだい此こ度たびの反はん逆ぎやく者しや達は、生かしておいても危険なだけとくれば……」

「確かに、捕らえても殺すしかない」

「では、その方向で」

　口々に話しはじめた幹部達は、しかし南なん郷ごうが手を打ち鳴らすと、すぐに静まり返った。

「──失礼。細こまかい話に入る前に、もう大筋の結論は出たと見てよさそうですね。ここで先に、今後の前提となる指針を決めさせていただきます」

　南郷は机に手を置き、ゆっくりと立ち上がった。

「民主主義の基本は多数決です。この多数の論理が、常に正しいとは間違っても言えませんが、それでも皆さんに票を投じていただかぬ限り、結論が出ません。議題は、甲院派に対する山之内派の対応についてです。

　彼らの〝殲せん滅めつ〟に賛成の方は、ご起き立りつをお願いいたします。反対の方はそのままで結けつ構こうです。また、殲滅策以外の案がございましたら、現在の時点で挙きよ手しゆによるご意見を賜たまわりたく……」

　──アドバイザーとして同席を許されていた榊さかきは、黙って眼めを閉じた。彼女に投票権はない。しかし投じられる一票があろうとなかろうと、結論が変わらないことも予想できた。

　南なん郷ごうの声はむなしく会議室に響き渡り、次いで複数の人々が次々に立ち上がる気配があった。

　代案を述のべられる者は、そこにいなかった。
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　真ま砂さごの目の前で、白はくが深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「──まぁ、予想どおりの結果か」

　冷たくも聞こえる声で言い放ち、白は通信球を吊つるしたペンダントを、再び胸元に仕し舞まった。

　真砂もまた、〝予想どおり〟の結果に、暗あん澹たんたる思いを抱く。

　病室には、重苦しい沈ちん黙もくが訪れていた。

　白の通信球が盗とう聴ちようしていたのは、たった今、都内で行われているはずの、山やま之の内うち派幹部会の模様だった。

　白が呟つぶやく。

「聞いてのとおりだ。近く会議があろうと思い、今朝けさ方がた、乾けん坤こんをもって親父おやじ殿どのの帯に通信球を仕込んでおいた」

　びい玉程度のサイズしかない通信球は、盗聴器や携けい帯たい電話と異なり、電波を発することもない。その存在を直接に見つけられない限りは、盗聴が発覚する心配もなかった。忍しのばせるにはもってこいの品といえる。

　真砂は軽く拳こぶしを叩たたいた。

「──殲滅、か」

　低い声で呟く。

「由ゆ姫きの身なんか、気にもしないってことか……」

　議題にものぼらなかった。一いつ緒しよに殺してかまわない……つまりは、そういう結論である。

　不思議と、怒りは感じなかった。頭のどこかでは、そうした結論が出るとわかっていた。

　傍かたわらで、白が視線を逸そらして呟いた。

「仕方あるまい、組織とはそういうものだ」

「ちょっと白！　あんた、どっちの味方よ？」

　フローラが不満げに問う。

「敵も味方もない。これは、ただの事実。眼めを逸らさずに、直視しろ」

　白に言い負かされたフローラは、言葉を見つけられずに押し黙る。

　真砂は、ベッドから立ち上がった。関節にも痛みはなかった。どんな治療を施ほどこされたのかはわからなかったが、〝アラクナの加か護ご〟は、甲こう院いんの約束どおりに授けられたらしい。

　由ゆ姫きをさらった張ちよう本ほん人にんに、感謝する気にはなれないが、しかしこの状況ですぐに体が動くことはありがたかった。

　気き合あいを入れようと、真ま砂さごは自らの頰ほおを両手で軽く張った。

「よし。少なくとも、あの人たちより先に甲こう院いんを見つけて……由姫の身だけでも、確保しなきゃいけないってことだな」

「あぁ」

　白はくが微笑し、頷うなずいた。あまり表情のない顔に浮いた微笑は、どこか彫ちよう像ぞうを思わせる。しかし幼い頃ころの彼女を知る真砂は、そこに確かな温かみを見出すことができた。

　真砂が頷いてみせると、白はフローラの方へと向き直った。

「そういうことだ。フローラとファウナはどうする？」

「え？　どうするって……」

「私はこれから、真砂を手伝って由姫を探す。二人はどうする気だ」

「……それって、わざわざ聞くようなことじゃないでしょ」

　フローラは即答した。

「由姫と私らは、姉妹みたいなもんなんだから。偉えらいさん達がどういうつもりでも、そんなの関係ないし」

「うん。私もー」

　真砂に頰をすり寄せながら、ファウナも応えた。

「ね、法のり章あきとネイにも手伝ってもらおう。由姫のことなら、二人とも来てくれるよ」

　ファウナが口にした名は、特に関係の深い同じ研究所の出身者達だった。

　グランレイスという絵描きの異い能のうを受け継ぐ珍しい被ひ験けん者しやだったネイは、山やま之の内うち派からカーマイン派へと、その籍せきを移していた。もう一人の少年、桝ます村むら法章は、今も国内にいると聞いている。

　フローラはしかし、険けわしい顔で首を横に振った。

「あのね、同窓会じゃないのよ？　それにネイは海外だから無む理りだと思う。来るまでに時間もかかるはずだし。あと法章は……ちょっとなぁ」

「──なんだよ、フローラ。桂けいだけじゃなくて、法章とも喧けん嘩かしてるのか？」

　真砂が問うと、フローラはその表情を曇くもらせた。

「違うって。法章はさ、体の具合、よくないみたいで……」

「……あぁ、そうか」

　真砂はすぐに合が点てんした。

　幼い日、甲院派の研究所で、真砂達は無理な実験を繰り返された。その見返りに、望まぬ異能を得た者はまだ運のいい方で──拒きよ絶ぜつ反応により死んだ者の方が、遙はるかに多い。

　そして桝村法章は、死ななかった代わりに、副作用によって、ある不治の病やまいを得た。山之内派に救われて以来、彼はその病やまいとともに生きている。

「法のり章あきの具合、そんなに悪いのか？」

　真ま砂さごは、暗あん然ぜんとして問いかけた。

「私も全然会ってないけれど……良くなったり悪くなったりらしいから、動き回るのは無む理りじゃないかな」

　フローラの言葉を受けて、法章の名を出したファウナは、残念そうに黙り込んだ。

　この十年──真砂は、碑ひ文もん谷や由ゆ姫きのこともたまに思い出すくらいで、その所在を確かめることさえしなかった。そして同じように、仲間だったはずの法章のことも、さして気にもしていなかった。

　薄はく情じような、とは思う。しかし、いざ会うとなると──どんな顔をして会えばいいのか、わからなくなり、そのまま時が過ぎた。

　フローラとファウナ、それに白はくの三人は、住居が近かったために、その縁えんが強いままらしかった。真砂も、この病室で目覚めてすぐに彼女達がいたことで、自然に接することができた。

　しかし、会いたいと思ってしまうと、なかなか行き足がつかない。

　それは当時の思い出に、あまりいいものがないせいだった。

　互いの顔を見れば、どうしても当時のことを思い出す。懐なつかしいのと同時に、ある種の痛みが蘇よみがえる。

　フローラ達は、この十年、三人でまとまっていたためか、その傷を窺うかがわせなかった。しかし真砂は──彼女達の揃そろった顔を見てから、表現しにくい感かん慨がいに心を満たされていた。

　彼女達、そして自分は、今も生きている。しかし当時──死んだ仲間も、大勢いた。その幼い顔が、一度に思い返されてくる。

　顔ではフローラ達と微笑で接しながら、脳のう裏りに浮かび続ける彼らの顔に、真砂はわずかな息苦しさを感じていた。由姫と再会した時はさほどでもなかったが、あの頃ころの生き残りに、こうしてまとめて会うと──日頃は思い出さない顔まで、鮮せん明めいに浮かんでくる。

「いま……法章は、どこにいる？」

　気になって、真砂はその問いを発した。

「あの研究所の跡あと地ち」

　答えたのは白だった。

「今は寺になっている。真砂が海外へ出てすぐ、法章は出しゆつ家けした」

「……出家？」

「理由は、言わずともわかるだろう」

　白が冷さめた声で言った。真砂は頷うなずきを返す。

　実験の犠ぎ牲せいとなった仲間達──彼らが、そこにいる。そこで出家したという法章の思いは、真砂にもわかるような気がした。自身も体が弱いとなれば、なおさらである。

「じゃ、私達だけで、由ゆ姫きを探すの？」

　傍かたわらからファウナが言った。

　真ま砂さごはしばらく、考え込む。

　甲こう院いんが何ど処こに逃げたか──心当たりの場所はいくつかあったが、自信はもてなかった。そのうちのどこにいてもおかしくない上に、甲院や仙せん崎ざきには、また新たな拠きよ点てんを作るだけの力もある。真砂如ごときの知る心当たりは、山やま之の内うち派でも把は握あくしているはずのもので、つまりはそこに、わざわざ甲院が逃げ込む可能性も低い。

　しかしそれ以外で探すとなると、また見当もつかない。組織を相手に個人で動く不利は、真砂もよくわかっていた。

　考え込む真砂の横顔を、白はくがじっと見つめていた。

「南なん郷ごう氏の所へ戻るか。山之内派の動きは、摑つかみやすくなるはずだ」

「いや……」

　真砂には、嫌な確信があった。

　保護者として世話になった南郷司つかさとは、それなりに長い付合いだった。その付合いの過程で知ったことは、彼は大たい義ぎのために、個を犠ぎ牲せいにするタイプということである。決して非情ではないが、甲院の殲せん滅めつと由姫の命を天てん秤びんにかければ、心中では迷いつつも行動で殲滅を取るはずだった。

　その決定を責せめることはできない。真砂にしても、もし乗っ取られたのが仲間の由姫でなければ、殲滅策に異いを唱となえなかったろうとも思う。

　先程の会議の様子を盗とう聴ちようするまでは、接触して、山之内派の指針を確かめるつもりだった。しかし、その必要も今はない。

「事情聴取があるはずだから、一度は戻るけど……すぐに別行動に移る。あの人の指揮下に戻ったらきっと、ぼくは甲院への対策から完全に外はずされるよ。南郷さんは、そういう人だから。むしろ榊さかき先生に会って、あの人から甲院の裏事情を聞いた方がいいような気がする」

　白が頷うなずきを返した。

「なら、山之内派内部の情報は、私とフローラ達で集める。真砂は真砂なりに動いてみるといい。どちらかが先に由姫を見つけたら、すぐに連絡を」

　白は自らの細い喉のどに指をあて、喉のど仏ぼとけをしばらく触さわった。くっ、と一瞬、息を詰まらせ、口の中に指を差し入れる。

「んっ……うん」

　喉から出した指には、無色透明のびい玉が一つ、鈍にぶく光を反射していた。唾だ液えきを軽く拭ぬぐったハンカチごと、真砂へと差し出す。

「純度の高い通信球だ。二週間くらいはもつ」

「あぁ、ありがと」

　白はくから真新しい通信球を受け取ると、真ま砂さごは自らの手の甲にそれをあてた。そこには、千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの組織の一部が移植してある。

　爪つめの質感をもつその甲に、真砂は球を沈める小さな穴をつくった。ゼリー質の爪を上からかぶせ、蓋ふたをするように固定する。通信がしやすいように、球が落ちない程度の小さな穴も空あけておいた。

「わぁ、それ便利」

　肩口から覗のぞき込んでいたファウナが、器き用ように蠢うごめくその爪を見て、無む邪じや気きな歓かん声せいを上げた。

「前もそんなこと、できたっけ？」

　フローラも眼めをしばたたかせて言った。彼女らはいずれも、真砂の爪をよく知っている。

「どうだったかな。昔から、爪を伸ばしたり硬かたさを変えたりはできたけれど……手の甲の部分は特に意識してなかったから、いつからできるようになったかは憶おぼえてない」

　真砂は、自らの唯ゆい一いつの武器を見つめて呟つぶやいた。

　その手の甲についたルールーブの組織は、指を通してそれぞれの爪ともつながっていた。その甲にある爪の質量分だけ、真砂は指側の爪を伸ばすことができる。硬さを保ちながら細く伸ばせば、それは強力な武器にもなった。

　ルールーブの爪は、彼が甲こう院いんの実験を経て、激しい拒きよ絶ぜつ反応の末すえに手に入れたものだった。

　甲院によって授けられた爪で、その甲院から由ゆ姫きを救おうとしている自分に、真砂は皮ひ肉にくなものを感じた。

　思えば迷めい宮きゆう神しん群ぐんもまた、人へ無差別に力を与え、その力によって狩り出されている例が少なくない。神群が人に影響を与えるプロセスは今一つはっきりしないが、結果だけを見れば甲院もまた、敵対する者に力を与えてしまったことになる。

　──千界の鍛冶師・ルールーブの爪。

　その爪を備えた、人ならぬ自らの両手を、真砂はじっと見つめ続けていた。

　その爪が、彼の唯一の武器であり、そして最大の力だった。

　望んで手に入れたものではない。しかし今は、その存在を心強く思った。
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　世界の全すべてが青かった。

　青い大理石の広間から、低い段差を経て接した庭は、明るい海の底を思わせる水の色に覆おおわれていた。

　珊さん瑚ごに似たオブジェが浅い森をつくり、その合間を、自然界には存在しない魚の群れが泳ぎまわっている。

　魚はすべて、不ふ釣つり合あいに大きな、青く透き通った目をもっていた。

　熱帯魚に似た薄っぺらい体に、左右に張り出た球状の目玉、そして白か桃もも色いろにも近い鱗うろこのない肌はだと、横から見たシルエットは魚のものながら、その外がい見けんは魚とも言いがたい。彼らは水のない中空を、ゆったりと泳ぐように飛んでいる。

　水族館のようなその景色は、しかしガラスやアクリルによって隔へだてられてはいなかった。

　広間に佇たたずんだ少女、碑ひ文もん谷や由ゆ姫き──否いや、彼女の身を借りた甲こう院いん薫かおるは、その景色と同じ空気を吸い、そして大きく吐はき出した。

　そのまま、幾度となく深呼吸を重ねる。

　呼吸する感覚すらが、久しくなかったことのように思えた。

　彼女の意識は刀に宿っていた。

　刀の身に、身体からだが持つような感覚器官はない。だから、乗っ取った相手の感覚を共有することになる。

　籤くじ方かたという青年の体よりも、その少女の体は居心地がよかった。その身が健康なのに加えて、甲院薫自身が女だったことが、その理由である。

　男の体は勝かつ手てが違う。戦闘力などの点では便利でも、しっくりとこない。呼吸をするのも、同じようで何ど処こかが違っていた。

「この体……悪くない」

　深呼吸を終えた甲院薫は、少女の声で呟つぶやいた。

　籤方の声帯からも、女の声は出た。しかしそれは、籤方の声自体がやや高かったためにできたことでもある。性差のためか、しかしその声には甲院自身にも違い和わ感かんがあった。

　今の甲院は、由姫の声を出している。意識と身体の性別が同じせいもあるが、籤方の喉のどよりは、由姫の喉の方が合っているということらしい。

「仙せん崎ざき。この娘を、アラクナの異い能のう者しやとして作っておいたのは正解だったな。まさか、こんなことに使えるとは思わなかったが」

「は──」

　甲こう院いんの呟つぶやきを受けて、その背後にひざまずく老ろう爺やが頭こうべを垂れた。

「山やま之の内うち派の動きはどうだ？」

「元より、相あい容いれられる関係ではございませぬ。我らの行方ゆくえを、血ち眼まなこで探しておるかと」

「だろうな」

　まだ幼さの残る娘の顔に、酷こく薄はくな微笑をのせ、甲院は腹心の部下を振り返った。

「さて──これから我らは、どうしたものか。仙せん崎ざき、腹ふく案あんはあるか？」

「お恐おそれながら……」

　仙崎竜りゆう太た郎ろうが、皺しわ顔がおを上げた。

「日本国内は、山之内派の勢力圏でございます。ここは一度、米国アメリカに渡り、地下に潜せん伏ぷくしているガムナの者達と共闘を……」

「ガムナ教団、か──」

　甲院は苦にが々にがしい思いとともに、その名を呟いた。

　神しん群ぐんに関かかわる者達の派は閥ばつは、過去から現在まで、いくつも生まれては消えていった。翁おきな居い夢ゆめ路じが創そう設せつした〝キャラバン〟はその中でも最大のものだが、内部の事情は一つの組織とは言い難く、各派の連合のような体てい裁さいをとっている。

　ガムナ教団は、そのキャラバンの派閥とは無関係に存在した宗教団体だった。迷めい宮きゆう神群を神として崇あがめたという点では、祭さい夏か老ろう派や甲院派とも通じる部分をもつが、しかしガムナ教団は、あくまで新興宗教を母体とした、狂信者の集団だった。また古来より存在し続け、後にキャラバンと関係を持った甲院派とは違い、創設当時から壊かい滅めつの時まで、彼らはキャラバンと馴な染じまなかった。

　ガムナ教団はある神群の力を行こう使しし、時代遅おくれの思想をもって──自らが、世界の中心になることを望んだ。結果、キャラバンによって本体が潰つぶされ、今はその残党が少数、地下に潜もぐっているのみと聞く。

　彼らと甲院にとって、キャラバンは確かに共通の敵だった。

　しかし──と、甲院は迷う。

「寝ね首くびを搔かかれはしないか。奴やつらは、信用できぬ」

　ガムナ教団は、自らの神ばかりを盲もう信しんしている。つまるところ、他者と関われる組織でないと甲院は考えていた。

「合がつ併ぺいを、とは申しませぬ。あくまで別の組織として、そして、ともにキャラバンを敵視する者として、非常時の協力を取り付けるだけならば……また米国ならば、山之内派の影響が薄うなります。向こうには、それぞれの派閥の拠きよ点てんこそありますが、基本的に一つの勢力が極端に強いということがありませぬ。何せあの広さです。少なくとも、この小さな島国よりは安全かと……」

「……ふむ」

　甲こう院いんは曖あい昧まいに頷うなずいた。海外に出るのは気が進まなかったが、仙せん崎ざきの提案には理がある。

「わかった。その件は座ざ王おうが着いてから、改めて話し合おう」

「は。では、のちほど……」

　仙崎竜りゆう太た郎ろうは、広間を後にした。甲院は彼に、他ほかの仕事も与えていた。

　この水中庭園──その位置を山やま之の内うち派に知られないために、いくつかの工作を行う必要がある。これからの指針も大切だが、まずはその工作を完かん遂すいすることが先決だった。

　後に独ひとり残った甲院は、再び庭に向き直った。

　水の中にいるような青さが、心を和なごませる。畸き形けいの魚達も、見み慣なれると美しい。

　広い庭に面した、豪ごう奢しやな神殿じみた邸てい宅たく──

　そこは、人の世とは異なる空間にあった。〝マリアンヌの水中庭園〟と呼ばれる神しん具ぐの、その内側にあたる。

　古代に存在した伝説の神具職人、マリアンヌの作り出した神具は、他にも複数が確認されていた。

　ある程度までの大きさのものを一つだけ収容し、その時を止める〝虫むし籠かご〟。

　永遠に燃え盛る炎を宿し、周囲に熱を放射する〝紅こう玉ぎよく〟。

　誰だれにも開けられたことのない、固く閉じられた〝宝石箱〟

　そしてこの、水中を模もした庭園と魚達を内包する、〝水中庭園〟。

　そういった神具のほとんどは、この世に一つ限りの、不思議な道具だった。

　小さな異い界かいを創つくり出す異い能のうを持っていたと思おぼしき神具職人・マリアンヌについては、名前以外の全すべてが謎なぞだった。故こ意いに隠かくされたわけではなく、単にその生きていた時代が古すぎて、誰も知る者がいない。

　甲院薫かおるは今、その神具の一つ、水中庭園の主あるじだった。

　甲院派では、山之内派に獲とられまいとして、アラクナ聖せい典てんの中にいくつもの神具や、また金銭や貴金属の類たぐいを隠しておいた。聖典の価値は無む論ろん、そんな軽微なものではないが、彼かの本を取り返したことで、甲院派はこの水中庭園にも、再び足を踏み入れることができた。

　さして広くないとはいえ、そこは人の世とは隔かく絶ぜつした異界の一つだった。

　この世界にいる限りは、詩し乃のの眼めに見つけられることもない。また、人の世にある水中庭園への入り口はごく小さく、中に入ってしまえば、多人数での移動も目立たずに容よう易いとなる。

　甲院は、その庭に広がる懐なつかしい光景を、じっと見つめた。

　庭園を泳ぐ魚達は、龍りゆう舌ぜつ魚うおと呼ばれていた。正確には、彼らは魚といえる存在でもない。水の中ではなく中空を泳ぎ、また鰓えらで呼吸するわけでもなく、鱗うろこも持たず、さらには魚類にあるべき脊せき椎ついもないことが確認されていた。身がまるでないために、食用にもならない。

　水晶のように透き通った巨大な眼をもつ魚達は、細長い群れをなして庭を泳いでいた。そこに見えない壁があるかのように、決して邸内には入ろうとしない。

　捕まえようと思えば簡単に捕らえられる、弱い魚だった。

　弱い者は群れる。天てん敵てきのいないはずの、この水中庭園の中でさえ、彼らは常に群れていた。死んだ仲間の共とも食ぐいを繰り返し、常に一定の数の範囲を保って、彼らはずっと、他の生物の存在しないこの世界に生きている。

　甲こう院いん薫かおるは思う。

　自身もまた、甲院派という派は閥ばつを率ひきい、群れの先頭に立っている。本質的には、自分も弱いのだろうと思う。

　おそらくは、人の全すべては、それほど強くない。そして甲院の眼めからすれば、彼らの多くはいかにも弱過ぎた。

　それは体質の問題ばかりではない。欲望を抑おさえられない意思の弱さ、贅ぜいを望み、星を壊こわして先のことを考えない、その享きよう楽らく的てきな弱さ──

　耐え難い、そう思う。

　甲院薫の目的は、全ての人間を異い能のう者しやに変えることだった。異能者ならば心が強いというわけでもないが、弱い人間達は、異能者を知れば毛嫌いする。奇妙な力、人と違った容よう姿しをもつ人々が迫はく害がいされた例は、事実、少なくない。

　だが異能者が多数派になれば、その立場は逆転するはずだった。

　所しよ詮せん、迫害は数と力の差異によって、そして人の弱い心によって起きる。

　できうれば──甲院薫は、一人残らず、全ての人間を異能者にしたかった。異能を得ない人間がもしいたとすれば、今度は彼らが、異能者によって差別される。それも望まない。

　山やま之の内うち派は、むしろその異能者の数を減らそうと、神しん群ぐんを狩り出していた。

　甲院派は、その対極を行く。異能者を増やし、そうでない者を減らす──そのための研究を重ねてきた。

　人は少し増えすぎたと、甲院は本気で考えていた。だから、減らす必要がある。

　しかしその選別を、同じ人が行うことはできない。だから、〝神群〟に委ゆだねる。

　その論の過程と結論に、暴ぼう論ろんが混じっていることは自覚していた。しかし、もはや暴論を行こう使ししない限り、どうにもならないところまで人は及びつつある──甲院には、そんな思いもある。

　誰だれかのためでも自分のためでもなく、使し命めい感かんすらもそこにはない。ただ、そうするのが星と人にとって、もっともよい折り合いをつけることになると思った。たまたま自分が、それを行うに有利な立場にいただけのことである。

　神群への拒きよ絶ぜつ反応は、本人の資質次し第だいでは生き残れるという点で、公平な裁さい定ていだった。

　ただし実験の段階では、その拒絶反応の発生する率が極めて高く──そのまま全人類に施ほどこしたとすれば、絶滅が危ぶまれる。

　まだ、遠い──

　そんな思いを抱きながら、甲こう院いん薫かおるは、自らの派は閥ばつが実験で生み出した少女の身を、その腕で軽く抱きしめた。

　その手元には、一本の刀が握られている。

　携たずさえた妖よう刀とう・真しん女め──それが、今の彼女だった。乗っ取っている体は、仮かりのものに過ぎない。

　なぜそんな奇妙なことになったのか、甲院薫自身にも、よくわかってはいなかった。しかし志半なかばで死んだ彼女にとって、今の状態は得え難がたい好機でもある。

　彼女──由ゆ姫きの意識は今、眠っているような状態にある。甲院は、彼女の体を違い和わ感かんなく扱うことができた。

　一つだけ──

　気になることがある。

　碑ひ文もん谷や由姫の体を乗っ取った際に、甲院は彼女と約束をした。

〝乾いぬい真ま砂さごの、その怪け我がを治す〟──

　甲院薫は、その約束を護まもった。

　由姫という娘にとっては、それは最後の願いであり、せめてもの慈じ悲ひ心ごころで叶かなえてやってもよかろうと思った。

　そして後になって、そのことを知った仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうに窘たしなめられた。

　腹心の部下である彼は、現実主義者だった。

　仙崎は、あの少年を生かしておけば、必ず由姫の身を取り返しに来ると警告した。殺して後こう顧この憂うれいを絶っておく──それが正しい決断だと主張した。

　むろん、主あるじに対して非礼のないよう言葉遣づかいには気を遣っていたが、甲院は彼にそう言われた事実を、それなりに重く受け止めていた。

　確かに、殺しておくべきだった──今はそう思う。

　ただの少年ならばいざ知らず、パナンゾロン系の強力な異い能のう者しやを圧倒し、戦闘にかけては定評のあったヴィヨンとさえ対等に渡り合った少年である。

　数年後には、あるいはもっと化ばけているかもしれない。甲院に由姫の体を手放すつもりがない以上、わざわざ小娘との約束など護ることもなく、身を乗っ取った時点で殺しておけばよかったのだ。

　──最後の願いを叶える、せめてもの慈悲心？

　甲院薫は、自問した。

　研究のため、いくつもの幼い命を殺してきた自分に、まだそんなものがあったことに驚いた。

　由姫を無む理り矢や理りに連れて行かなかったのは、ただ乾真砂を警戒してのことだった。死しに物もの狂ぐるいになった相手ほど厄やつ介かいなものはない。いくら弱っていたとはいえ──真砂という少年の眼めつきには、鬼き気き迫るものがあった。その威いが甲院を吞のみ、由姫を自ら来させる方向に言葉が動いた。

　そんな相手を、甲こう院いんはしかし、見殺しにしなかった。

「……まぁいい。国外に出るとなれば、どのみち、そうそう会うこともあるまい」

　呟つぶやいて、甲院薫かおるはすらりと白はく刃じんを抜いた。

　その刃に映った少女の眸ひとみには、どこか怯おびえに似た色が浮いていた。
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　山やま之の内うち派の事情聴取を手て短みじかに終えた真ま砂さごは、東とう都とまごころファイナンスを正面に臨のぞむ喫茶店の一いち隅ぐうに座っていた。

　目の前の会社を解かい雇こされたのは、つい数週間前のことだったが──華かヶが瀬せの死後、後任として就つく予定だった社長は今、仙せん崎ぎき竜りゆう太た郎ろうとともに行方ゆくえをくらまし、社員の中からも失しつ踪そうする者が出ていた。

　まだ決定事項ではないが、近々、会社としては処理されることになるらしい。

　その後はおそらく、また別のキャラバンの関係会社が入るだろうが、企業名もその体質も変わるはずだった。

　その会社を懐なつかしむように窓から眺めながら、真砂は先ほどまで受けていた事情聴取のことを思い返していた。

　病院で目覚めてすぐに、真砂は山之内派の拠きよ点てんの一つに出頭し、あらかたの事情を語った。

　とはいえ、真砂が知る程度の事は、榊さかき糾ただすや、先に気がついた霧きり塚づかの証言で把は握あくされており、目新しいことは何もなかった。

　真砂が彼らに告げたことは、甲院薫が由ゆ姫きを乗っ取ったことぐらいだが、それすらも、現場から逃走したのが〝碑ひ文もん谷や由姫〟だったために、すでに把握されていた事実だった。

　彼らが真砂に期待していたのはむしろ──何故なぜ、真砂の傷が消えたのか、また何故、甲院が彼を助けたのかという事情についてだったが、気き絶ぜつしてしまった真砂が、そのあたりの事情を知るはずもない。

　結局のところは役に立たぬまま解放され、真砂は今、喫茶店で人を待っている。

　聴取の前に安い服を調達し、今の真砂は、何ど処こにでもいそうな普通の少年に化けていた。ただし革の手袋だけは外はずさずに、きっちりと両手を隠かくしている。まだ冬には早い時期だけに、少し人目にはついたが、しかしルールーブの爪つめを露ろ出しゆつさせて歩くわけにもいかなかった。

　さして広くもない店内は、がらがらに空あいていた。

　店の自動ドアが開くや、ぼうっと会社を眺めていた真砂は、入り口の方向に視線を向けた。

　眼鏡メガネをかけた髪の長い女が一人──背後に他の人影がないことを、真砂はまず確認した。

　入ってきた女は、真砂の今の雇やとい主ぬしだった。きょろきょろと辺りを見回しはじめた彼女に向けて、真砂は軽く手を上げる。

「榊さかき先生、こっちです」

「あ、いたいた」

　ほっとした様子で、榊糾ただすは足早に真ま砂さごのテーブルへ歩いてきた。

「……よかった、ほんとに体、だいじょぶなんだ？」

　真砂の姿を確認するなり、榊は眼鏡メガネの奥の眸ひとみを和なごませた。

「えぇ。車で病院まで、運んでいただいたそうで……ありがとうございました」

「ていうか、車に乗っけた時は、もう傷口がなかったんだけどね」

　榊が苦笑しながら言った。暇ひまを持て余す店員に、メニューも見ずにアイスティーを注文して席につく。

「今朝けさはお疲つかれさま。体の方、なんともない？」

　榊は心持ち、声をひそめた。

　真砂は頷うなずく。

「おかげさまで。霧きり塚づかさんのことも聞きました。軽傷だったみたいで、なによりです」

　霧塚雅みやびの負った怪け我がは、軽い脳のう震しん盪とうだけだった。状況を考えると、運がよかったともいえる。

「後は……由ゆ姫きのことですね」

　真砂が言うと、榊の微笑に陰かげりがさした。その顔色を窺うかがいながら、真砂は言葉をつなぐ。

「……幹部会の結論は、あまりいいものじゃなかったんでしょう？」

　盗とう聴ちようしていたことは隠かくして、そう問いかけた。

「あの人達は……人一人の命なんて、考えないから」

　榊は溜ため息いきを交じえて応こたえる。

　注文したアイスティーが運ばれてきて、会話はしばらく中断された。店員が去るのを待って、榊は控えめにゆっくりと、口を開く。

「……無む茶ちや苦く茶ちやなことも言ってたわ。紅あか街まちで、ヴィヨンを捕まえたでしょう？　あいつの頭の中を、ファウナに検索させれば、何か情報が得られるかもしれないって……夢ゆめ路じさんや津つ雲くもさんが大反対して、否決されたけれど」

　その言葉を受けて、真砂は膝ひざの上に拳こぶしを握り込りこんだ。

　実験室の子供の一人──ファウナの持つ異い能のうの一つに、脳のう内ない検けん索さくという特殊な技能があった。相手の頭の中に記憶として残る情報を、外部から読み出すものだが──検索された側は、強制的に脳死の状態に追い込まれる。また人に使用する場合、情報量の多さから、ファウナの側にも相そう応おうの負担がかかり、彼女の命に危険が及んだケースも過去にあった。

　つい数ヶ月前に、彼女は実験用のモルモットの脳内を検索し、ある事件の容よう疑ぎ者しやを割り出したばかりだったが、対人の場合には、保護者の夢路が、彼女にその技を決して使わせないよう盾たてになっている。

　榊は、来たばかりのアイスティーを一息にあおった。

「だいたい、もしヴィヨンがあいつらの居場所を知っていたとしたら、甲こう院いんの連中は、そこを避けて隠かくれてるはずよね。別にヴィヨンを助けたいわけじゃないけど、あいつの狂った頭の中なんか覗のぞいたら、ファウナの方が壊こわれちゃうわ。

　あー……ストレス溜たまる、ああいう連中の相手すると」

　ぼやいて、榊さかきはがりがりと頭を引っ搔かいた。

　真ま砂さごは頷うなずいた。

　榊の言うことには一理あった。もとより、甲院は今の切せつ迫ぱくした状態を想定してはいなかったはずである。たとえ非常時の策は用意していたとしても、ヴィヨンや他の重傷者達を山やま之の内うち派に捕らえられたまま逃亡している以上、その隠れ場所は騒そう動どうの後に決めなおしたと見ていい。

「その甲院派の居場所について……榊先生は、心当たりありませんか？」

　さして期待もせずに、真砂は念のために問いかけておいた。榊糾ただすは、元は甲院派の研究者だったと聞く。少なくとも自分よりはその内情に詳くわしいはずだが、しかしそれも十年前の話だった。

　案あんの定じよう、榊は首を横に振る。

「さすがにそれはわかんない。でも、甲院薫かおるや仙せん崎ざきの性格は知っているから、次にどう出るか、ある程度は予想できる」

　榊の言葉には、どうにか一いち縷るの望みをつなげられそうな程度の曖あい昧まいな可能性が含まれていた。

「仙崎はきっと、まだ山之内派とは事を構えたくないはず。だけど日本国内じゃいずれ見つかるから、国外に逃げることを最初に考えると思う。

　行くとしたら、アフリカ方面か、ロシア、アメリカかな……祭さい夏か老ろうのいる中国と、カーマインの拠きよ点てんの欧州ヨーロツパ一帯は避ける。ただし……」

　榊は、肩をすくめた。

「その裏をかいて、国内に留とどまるって線も有り得ない話じゃないんだけど」

　──わかっていたこととはいえ、まるでお手上げに等しい。

「でも、国内はないかな……仙崎にすれば、せめて甲院だけでも国外に出したいはずよ。山之内派が分裂気味っていったって、その情報収集能力は馬ば鹿かにできないし、この国はただでさえ、隠れるには向かない」

　榊はそう断じた。

「じゃあ山之内派はもう、飛行場やら船舶関係の監視ははじめてるんですね？」

「もちろん。そういうのは早いね、あの人達」

　頰ほお杖づえを突いて、もう一言。

「穴だらけだけど」

　さらりと厳きびしいことを言ったが、真砂も同じ印象を持っていた。相手がこの狭せまい国内に留まるとなれば、いずれは見つけられるだろう。だが抜けるだけならば、一瞬の隙すきを突けばいい。

「……とはいっても、仙せん崎ざき派……っていうか、甲こう院いん派にも、それなりの人数がいるからね。国外に出るとなれば、何人かは網に引っかかると思うし、山やま之の内うち派も必死で探してる」

　真ま砂さごにすれば、甲院薫かおる──ひいては碑ひ文もん谷や由ゆ姫き一人を見つけられなければ、あまり意味がない。下位の構成員を捕らえて情報を聞き出すにしても、その構成員が仙崎らの囮おとりで、知らされている情報が虚きよ偽ぎのものである可能性さえも疑わなければならなかった。

　今いま更さらながらに、紅あか街まち中華街で由姫をさらわれたのは、痛つう恨こんだった。もっとも彼女がさらわれていなければ、真砂は死体になっていたかもしれない。

　──なればこそ、余よ計けいに放っておけない。

　その意思を込めて、真砂は榊さかきと視線を合わせた。

「榊先生は、これからどうするんです？」

「私は家に帰って、〝アラクナ〟について、ちょっと調べなおしてみる。結局、あいつらがなんでアラクナ聖せい典てんを欲しがってたのか、わかんないまんまだし……それに、うちには、神しん群ぐん関係の研究者の住所録もあるから。適当にその手合いの先輩達にも当たってみるよ。真砂君は？」

「昔の仲間と連絡が取れて……手分けして、情報を集めることになってます」

　真砂が言うと、榊は眼めをしばたたかせた。

「昔の、って、研究所にいた頃ころの？　そっか──」

　しばらく黙って、榊は一人、頷うなずいた。

「よかった。あの子にも、そんなふうに心配してくれる友達がいたんだね」

　しみじみと呟つぷやくその顔には、微笑が浮いていた。

　榊は視線を、窓の外に向ける。

「──雅みやびの方はさ。けっこう真面目まじめに学校とかも行ってたんだ。だけど由姫は、勉強そのものより、学校っていう場所が嫌いだったみたいで……まぁ私もそうだったし、それに甘あまやかしちゃったもんだから、結局、ほとんど通ってないの。だから、友達とかもあんまりいなくて……雅もそのあたり気にしてて、真砂君に頼りたかったみたい」

　榊の声は、二人の娘に等しく愛情を注いでいた。

　真砂は頷いた。

　それは榊の言葉に同調しての頷きではなく、彼女の思いに対する、ささやかな敬意だった。

　幼くして仙崎竜りゆう太た郎ろうに利用されていた由姫が、しかし榊のような保護者の下で育てられたことは、仲間として素直に嬉うれしかった。同時に、そんな榊のもとへ、由姫を帰してやりたいと切実に思う。

「……うん。でもよかったよ。あの子のために、動いてくれる子達がいて……こんな時に不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、ほっとした」

　何度も頷く榊糾ただすの顔は、真砂の眼めに、母親のそれと似て映った。
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「あると便利な物もあるから、持って行けば何かに使えるって。適当に見み繕つくろってあげる」

　車を軽快に走らせながら、榊さかき糾ただすが機嫌よく言った。

　真ま砂さごは彼女の車に乗せられて、軽かる井い沢ざわにある榊の家へと向かう途中だった。そこには神しん群ぐん関係の資料の他ほかに、榊が秘ひ蔵ぞうする神群に関かかわる道具──神しん具ぐもいくつかあるという。

　戦闘や情報収集に役立つ品もあるといわれ、真砂は車に乗せられた。

　甲こう院いんの手て駒ごまに、もうヴィヨンがいないとはいえ、その戦力にはまだ未知の部分が多い。先夜以降、山やま之の内うち派で行方ゆくえを把は握あくできなくなった異い能のう者しやも多く、紅あか街まちでの騒そう動どうの折にはいなかった部下達が、今の彼女の下には集つどっていると見ていい。

　榊は運転の傍かたわら、助手席の真砂に語りかける。

「由ゆ姫きを助けられたって、君が死んじゃどうしようもないんだから。心強い装備とまではいわないけれど、ないよりは絶対まし」

「……はぁ」

　真砂はつい、気のない返事をした。

　神具については、いろいろと聞いてはいる。

　神群や、その異能に関係した道具の数々──例えば、アラクナ聖せい典てん。例えば、グランレイスの絵画。例えば、白はくの扱う傀かい儡らい・乾けん坤こん。例えば、マリアンヌの虫むし籠かご。

　そして例えば──妖よう刀とう・真しん女め。

　使い方さえ間違えなければ、それらは便利な道具のはずだった。ところが多くの神具は、その使いこなしに思わぬ落とし穴があることも多い。

　使い慣れない道具を、付つけ焼やき刃ばで扱うことには不安もあった。

　それでも榊に勧すすめられ、またアラクナに関わる情報が少しでも欲しい事情もあり、真砂は同行を決めた。神具については、実はそれほど期待もしていない。

　なにはともあれ、情報──願わくば、由姫の居場所につながるそれが欲しい。しかし明確なあてもない今は、榊の資料と、その研究者の人脈に期待したかった。

　榊は真砂の内心の焦あせりを知ってか知らずか、法定速度を時折超える勢いで、アクセルを踏んでいた。

　高速を抜けた車は、軽井沢の奥、榊糾の家に向かい、着実に走り続ける。

「榊先生」

　声を低くして呼び、真砂は運転席の榊を横目に見た。

「山之内派は……由姫も、殺すつもりなんでしょうね」

　それは口にするのも嫌な現実だった。

　榊さかきも運転を続けながら、ぴくりとその肩を震わせる。

「……正確に言うと、強しいて殺すつもりはないと思う。でも、助けるつもりもない。たぶん──どうでもいいのよ、そんなこと」

　榊の声には怒りが籠こもっていた。

「あの人たちは、甲こう院いん薫かおるを殺せればそれでいいの。刀を封じる方法はわからないけれど……硫酸か何かで溶かして、海にでも撒まくつもりかな。それとも活火山の火口にでも投げ込むのかしら──怪かい獣じゆう扱いね、ほとんど」

　軽口を叩たたく表情は、少しも明るくない。

「だから、刀を奪う過程で由ゆ姫きが死んでも、そんなの気にしないだろうね。

　甲院の体の乗っ取りはたぶん、生きている持ち主の脳に、刀から間接的に命令を送っているんだと思う。念ねん力りきみたいな力で無む理り矢や理りに体を動かしているとすると、刀だけでも動けそうなものだけど……そんな気配はなかったから。つまり、脳と体が生きている人間しか操あやつれないことになる。

　でもって、甲院が本当に、生きている者しか操れないなら……山やま之の内うち派としては、遠い間ま合あいから持ち主の体を殺しておけば、まず逃がさないですむわよね。連中が考えているのは、そんなとこ。たぶん──山之内さん本人か、文ふみ槻つき派のメリアあたりを担かつぎ出すと思う」

　榊の声は暗かった。

　山之内派の首しゆ魁かい、〝沈ちん黙もくの山之内〟は、あまり表には出てこないが、しかし切り札にも近い強力な異い能のうを持つと聞く。〝腐ふ食しよくのメリア〟は別の派は閥ばつの幹部の一人で、こちらもキャラバン内では名が知られていたが、真ま砂さごはそのどちらにも会ったことはなかった。

　榊の答えを受けて、真砂は思し案あんした。

　つまるところ、碑ひ文もん谷や由姫の手、あるいはその身辺から、肝かん心じんの刀を離せば、その身は解放されるということになる。由姫の身さえ保護できれば、仙せん崎ざきや刀の始し末まつは、山之内派に任せてしまえばいい。

　そのためには、組織として動く山之内派より早く、由姫の元に辿たどり着く必要がある。仮かりに山之内派が、甲院の拠きよ点てんを真砂達より早く、あるいは同時期に見つけた場合──おそらくは、真砂が手出しをする間もなく、その殲せん滅めつが終わるはずだった。

　車は深い林道へと入った。

　別荘地からも離れ、他に建物も見当たらない林の奥まった場所に、榊の住む家がある。

　しばらく走り続けた後で、真砂はふと、違い和わ感かんを覚えた。ここ数日で慣れた森に、慣れない異質な気配がある。

　窓を開けると、かすかな焦こげ臭くささが鼻び腔こうをついた。

「榊先生──」

「ん？　なに？」

「なんだか……外、焦こげ臭くさくないですか？」

　榊さかきの表情が固まった。家の敷地は、もう目の前に迫っている。月明かりと車のライトは、しかし木々以外の何も照らしてはいなかった。

　──その合間に見えてこなければならないはずの〝屋根〟が、いつまで経たっても見えてこない。

「……えーと」

　不安げに呟つぶやいた榊は、視線を左右に泳がせた。

　林道の奥に突き当たり、駐車場に車を停とめる。

　何が起きたかは、もう明らかだった。途と方ほうに暮れる榊の姿が気きの毒どくで、真砂は何も言えない。

「……っとに、性しよう悪わるっ……」

　榊はハンドルに額を当て、大きな舌打ちをかました。

　車の中から、ライトに照らされて、家の跡地が見えた。

　ほんの一日前までとは、まるで違うその光景を見つめて、真砂は溜ため息いきを吐つく。

　そこには炭化した柱が数本──

　後は屋根までがすっかり、焼け落ちていた。
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　水の世界を模もした庭に、少女は佇たたずみ、眼めを細めていた。

　その眼前には、屈くつ強きような男の背に担かつがれた着流しの老人がいる。

　豊かな白髪を頭とう頂ちようで束ねた老ろう爺やは、骨と皮ばかりの細身だった。

「座ざ王おう。息そく災さいでなによりだ」

　甲こう院いん薫かおるは涼すずやかな声で、その老人の長寿を祝した。

「はぁ、恐おそれ入ります」

　気の抜けた声で応こたえた老人は、にこにこと愛あい想そがいい。その両足は太ふと腿ももの半なかばから断たれており、一人で歩くことのできない体だった。

「もういいですよ。降ろしたってくださいな」

　優やさしげな声で老人は言って、男の肩を叩たたいた。男は慎しん重ちように膝ひざを折り、粗そ相そうのないようにと気を配りながら、老人を大理石の床ゆかに座らせる。

　すぐに男は、一礼を残し、広間の外へと出て行った。水中庭園の内部には、甲院派の兵隊百人ほどが待たい機きしていたが、この広間に留とどまる資格のある者は、ほんの数えるほどに過ぎない。

　下ろされた老人の背には、一本の長い刀が背負われていた。足のない身では、抜刀にも手間取りそうな代しろ物ものではある。

「座ざ王おう、よぉ来てくれはったなぁ」

　甲こう院いんの傍かたわらから、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうが歩み寄り、座王という名の老人の両手を捧ささげ持った。瘦やせ細った老人の腕は、しかし筋だけが硬かたく太い。

「どうも竜りゆうさん、お久しぶりでございます。それに薫かおるさまも、まぁ、えらく若わこうなって……」

「若返ったわけでは、ないのだがな」

　苦笑を送りながら、甲院薫は新しい体を見せるように、その場で軽く手足を動かした。

「ははぁ、なるほど」

　服の上からでも、座王の眼めは、その体の〝性能〟を見極める。

「……体力はそれほどでもなさそうですな。瞬発力は、まぁ、娘にしてはある方でしょうが……筋が柔やわらかそうですから、鍛えれば、それなりの物にはなりましょう」

　座王は、一人合が点てんしたように何度も頷うなずいた。しわがれた声には、ある種の達たつ観かんした響きがある。

「あくまで、一般の者としては、でございますが──」

「仕方があるまい。アラクナの異い能のう者しやは、身体的には常じよう人じんと変わらぬ」

　甲院は呟つぶやいて、自らは椅い子すに腰掛けた。

　仙崎竜太郎と座王は、甲院の左右の手ともいうべき腹心の部下達だった。先代のアラクナの巫女みこの頃ころから甲院派に仕えており、他の幹部達とは一線を画す存在として扱われている。

「さて、来る道すがらにうかがいましたが、この国を出られるとか」

「あぁ。そいで、座王の意見も聞いとこ思うてな」

　仙崎が脇わきから言うと、座王は大きく一度、頷いた。

「竜さんは、どこへ出られるおつもりで」

「わしゃ、アメリカがええと思うとる。ガムナ教団の連中の力も、ちいとばかし、拝はい借しやくしたろ思うてなぁ」

「ははぁ……なぁる」

　座王はまた頷いた。にこにこと、愛あい想そ笑いは崩さない。

「いや、しかし竜さん。それは難しいかと思われます」

「そないに難なん儀ぎか？」

　仙崎が、いぶかしげに問いかけた。

「いえ、ご存ぞん知じないのも、当然ではありますが……わしは先年まで、教団の者とも連絡をとっておりまして」

　座王の言葉に、甲院は驚いた。

　彼の老人は、甲院派の生き残りだった。甲院派が山やま之の内うち派に負けた折、彼は先に山之内派の内部に潜もぐり込んでいた仙崎の庇ひ護ご下かに隠かくれ、辺へん境きようで隠いん居きよも同然の生活を続けていたと聞く。

　仙せん崎ざきもまた、狐きつねにつままれた顔をしていた。

「座ざ王おう、そいつぁ……」

「いや、隠かくしていたことは申し訳もございませぬ。ただ、いざというときに、なにか竜りゆうさんのお役に立てればと思いまして、私的な連絡を少々……」

　座王は微笑を崩さずに言った。

　仙崎が勢い込んで問う。

「座王、そいで、難しいっちうのは？」

「そうです。ガムナ教団はもはや、存在いたしませぬ。地下組織も含めてでございます」

　老ろう爺やの言葉に絶ぜつ句くして、仙崎は眼めを剝むいた。

「かくいうわしも、教団の幹部の一人から伝え聞いたのみでございますが……彼らは、カーマイン派と合流いたしました。神しん官かん達がほぼ代替わりし、以前ほどの狂信もなりをひそめておりまして……」

「……せやったか……」

　仙崎は、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　甲こう院いんは──時の流れを、切せつ実じつに感じた。

　彼女がまだ〝甲院薫かおる〟の体を持っていた頃ころ、ガムナ教団といえば、少数派ながら恐きよう怖ふの対象だった。それが今では、キャラバンの別の派は閥ばつに飼かい慣ならされてしまったことになる。

　甲院はふと、切ない感情に襲われた。

　──あるいは、自分達も──

　ガムナ教団と同じく、過去の存在なのかもしれない。事実、碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの体を乗っ取っている今の甲院などは、現世に彷徨さまよい出た亡ぼう霊れいと、なんら変わりはなかった。

「──座王、おかげさんで無む駄だ足あしを踏まんですんだわ。助かった」

　仙崎は有り難がって、座王の老いた両手を押し戴いただいた。

「なんの、わしもガムナ教団には、見切りをつけておりましてな。そんなわけです、竜さん、薫さま。アメリカはもう、水面下ではカーマインの勢力圏でございます。今、逃げるとすれば──そうですな、それぞれの拠きよ点てんを避けさえすれば、どうとでもなりますかな」

「……そうか。では場所の選定と、日程、手段は改めて任せる」

　甲院は、なかば投げやりな心持ちになって決断した。むろん態度では、その弱気を悟さとられぬように声を張る。

　──もうこの地上に、我らの居場所はないのかもしれない。

　甲院は、そんなことを考えた。

　山やま之の内うち派は、躍やつ起きになって自分を封じ込めようとするはずだった。キャラバンの他の勢力にも、甲院に味方する者が期待できない以上、孤こ立りつ無む縁えんといっていい。

　仮かりに──たとえ今いま更さら、主義主張を変えたところで、過去の罪が罪だけに、許されるはずもなかった。

　理で考えれば、確かに海外へ逃亡することは最善の手段である。行った先も安全ではないが、他ほかに道はない。

　その策に際しての案あん件けんが、もう一つあった。甲こう院いんは二人の腹心のうち、太った老ろう爺やに視線を送る。

「それと仙せん崎ざき──龍りゆう舌ぜつ魚うおの件は、もうすんだのか」

「は、ただいま処理中です」

　仙崎が、恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

　その傍そばで、座ざ王おうが首を傾かしげる。

「はて、龍舌魚と申されますと」

　その問いに、甲院薫かおるは微笑を送り、肩の後ろを指差した。

「あぁ。あれだ」

　指のさす先、広間の奥に、象ぞうが通れるほどの大きな扉とびらがあった。開け放たれたその奥は闇やみに閉ざされ、中に何があるかは窺うかがえない。

　座王は口をぽかんと開けて、あぁあぁと頷うなずいた。

「外の世界に、四つほどの標本が流出していた。うち二つはカーマインの勢力圏だが、他の二つは国内だ。その二つをまず、急いで始し末まつさせている。カーマインの方は、さすがに今は手出しができない」

「しかし……」

　座王はまた首を傾げた。

「無む理りに標本を取り返せば、我々がこの庭園に隠かくれていると、奴やつらに教えるようなものではありませぬか？」

「だが、我らが庭園ごとに動けば、〝標本の向き〟も変わってしまう。いずれ気付かれるならば、早々に処理しておいた方がよい。特に、山やま之の内うち派の中にある物はな」

　甲院は確信を持って応こたえた。

　水中庭園に住む、龍舌魚──彼らには、奇妙な特性があった。

　庭園の中で自由に泳ぎまわる彼らは、外──つまり人の世界に出ると、たとえそれが死んだ標本の状態であったとしても、方位磁じ石しやくが常に北を指すように、水中庭園のある方角を向き続ける。

　確たる理由はわからない。しかし──彼らの神が、この庭園にいる。

　あるいは彼らは、常に神のいる場所を求めているのかもしれなかった。

　甲院の言葉に重ねて、仙崎が口を開いた。

「あと、ついでっちゃあなんやけど──龍舌魚なんちゅう希き少しよう品ひんをコレクションしとる所には、神しん群ぐん関係の他の資料やら、神しん具ぐもあるやろ思うてな。これから物入りやさかい、少しは集めとこっちゅうこっちゃ」

　座ざ王おうは頷うなずき、眼めを細めて、甲こう院いんと仙せん崎ざきを交互に見た。

「では、いよいよ……あの時の借りを、山やま之の内うちらに返せますな」

「あぁ。貴き公こうにも手伝ってもらう。まだまだ、老ふけ込ませぬぞ」

　甲院は少女の顔で笑って、座王に歩み寄った。

　束ねた白髪を床ゆかまで垂らし、座王は深ふか々ぶかと頭こうべを垂れる。仙崎もまた、同様に畏かしこまった。

　二人の老ろう爺やに忠ちゆう誠せいを誓ちかわせる少女の姿は、神こう々ごうしいほどの威い圧あつ感かんを放っていた。そこに、内うち気きな一いつ介かいの少女──碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの面おも影かげはない。

　甲院薫かおるは、彼女の体を完全に支配していた。
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　宅地の焼け跡に、榊さかき糾ただすは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「見事に焼かれたなぁ、これは……」

　苦笑を交じえて呟つぶやく榊の肩を、真ま砂さごは軽く押さえた。

「先生、もう行きましょう。ここにいても……」

「まぁ……ね」

　榊は応こたえて、しかし動こうとしなかった。

　真砂は、榊をはやくここから移動させたかった。あまり長く見せていたい光景ではない。

　十数年を過ごした家が、目の前で、今は灰かい燼じんに帰きしている──

「由姫のものも、雅みやびのものも……みんな、焼けちゃった」

　微笑で呟いた榊の頰ほおを、涙が一筋、つたっていった。真砂の眼を避けるようにして、その涙はすぐに拭ぬぐわれる。

「あぁ、真砂君の私物も焼けちゃったね。あー、もったいない」

　榊はそれでも、気き丈じように笑っていた。

「先生──」

　真砂は体の距離を離したまま、背後から榊の両肩に掌てのひらを置いた。そのまま、細い肩をぐっと強く握る。

「よく聞いてください。まだ霧きり塚づかさんも由姫も、ちゃんと生きてます。燃えたのは、その持ち物だけです」

　ぴくん、と、榊の肩が動いた。

「ぼくは家を失ったことがありませんから……ていうより、一つの家を持っていたことがありませんから、生意気なことは言えませんけれど……人が生きてさえいれば、あとはなんとかなります」

　榊さかきは──背を向けたまま、わずかに頷うなずいた。

「……うん。そうだよね」

　小声に呟つぶやき、ふうっと大きく、息を吐はいた。

　指先で涙を拭ぬぐい、振り返った榊の顔は、もういつもと変わらなかった。

　吞のん気きで怠たい惰だで、そのくせ、どこかに芯しんの強さを感じさせる理知的な表情──

　その顔に、真ま砂さごは安あん堵どした。

「あーあ。由ゆ姫きのサンドバッグも燃えカスか。あの子、あれ気に入ってたのに。帰ってきたら残念がるよ、きっと」

　榊の強がりに、真砂は微笑を返す。

「新しいのを買いますよ、ぼくが。貯金はそれなりにありますから」

「ふふっ──色気のないプレゼントだね」

　榊は言いながら、暗い夜空の下、焼け跡を歩きはじめた。

「榊先生、今度、昼に来ましょう。今夜はもう……」

　月明かりがあるとはいえ、光量は充分でない。足元の悪さを気にして、真砂は榊に声をかけた。

　榊は、振り返って真砂を手招きした。

「真砂君、ごめん。手伝って。ほとんど燃えカスだけど、ひょっとしたら、何か残ってるかもしれないし……」

　真砂は躊ちゆう躇ちよした。

　この火事は、甲こう院いん派の仕し業わざだと確信していた。その証しよう拠こに、周囲の森への延えん焼しようがほとんどない。家屋が全焼するほどの火ならば、森へも燃え移っておかしくないが、まるで線を引いたように家の敷地だけが焼かれていた。

　おそらくは事前に家や捜さがしをして、目ぼしいものは持ち去っていると見ていい。

　しかし榊は、書しよ斎さいと隠かくし部屋の跡地を目指して、家の間取りを思い出すように歩いて行く。

　月明かりの下、黒焦こげの廃はい墟きよを歩く彼女の背には、止めがたい雰ふん囲い気きが漂っていた。

　──付き合おう。

　真砂はそう決めて、榊の後を追った。どのみち、彼女に車を運転してもらわねば、ここから移動することも難しい。

　時折よろけながら、榊と真砂は、かつて書斎があったと思おぼしき一角に辿たどり着いた。

　焼けた残ざん骸がいは、真砂が思っていたよりも少なかった。本などの紙製品が多かった事情もあるだろうが、あらかたの物は焼ける前に持ち出されている。

　壁はもう崩れていたが、そこには埋め込まれていた金庫の残骸が転ころがっていた。

　アラクナ聖せい典てんを仕し舞まっていたその金庫の、少し前の足元を、榊は手探りでいじりはじめる。焦げたものの残骸を、少しずつ除よけようとしているが、女の細指ではうまくいかない。

「先生、そこに何か？」

「あ、うん……床ゆか、見えるようにできるかな？」

「床はもうないですけれど……」

「あぁ、違う違う。地面」

「はい。それじゃ、少し横に避よけていてください」

　真ま砂さごは手袋を取った。異い形ぎようの爪つめが月明かりを吸ったように、鈍にぶく白い輝きを宿していた。

　千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの爪──その爪を伸ばして、幅広に固める。

　腰を屈かがめて、ただの一振り──

　その一振りで、足元の残ざん骸がいは軒並み、数メートルの距離を吹っ飛んだ。

　傍かたわらで榊さかきが、軽く口笛を吹く。

「すっご……さすがって感じ」

　土の露ろ出しゆつした足元を見て、真砂は笑った。

「ぼくも……さすが榊先生、と、思いました」

　真砂が残骸を退どけた足元には、地下へと続くらしい扉とびらがあった。榊糾ただすは、書しよ斎さいの隠かくし部屋、隠し金庫だけでなく、床下にまで同種の物を用意していたらしい。

「やだなぁ。この地下は、別に私が作ったんじゃないよ。書斎は改築させてもらったけれど……言ったでしょ。この家は元もと々もと、キャラバンからタダ同然で借りてたって。この地下のは、前からあったの。ただ、書斎を改築した時に──」

「改築分で、上を隠したんですね？」

　榊は、軽い悪戯いたずらを咎とがめられた子供のように笑った。

「上の隠し部屋の物は、あらかた持っていかれたみたいだけど、ここまではさすがに気付かなかったんじゃないかな。そんなにゆっくりとは探さなかっただろうし」

　話しながら、榊は地下へと続く扉を開けた。内部に残っていた火災の熱が、むっと顔に吹きつけた。

　たまらずに、榊が顔を歪ゆがめる。

「うわ、強烈……」

「中のものは、大丈夫でしょうか」

「どうかなぁ……」

　そこはいわゆる床下収納庫で、子供が一人、膝ひざを丸めてやっと入れるほどのスペースしかなかった。

　榊はポケットから取り出したペンライトを片手に、その中へ手を伸ばす。

「──あった。よかったぁ、周りの包み紙は燃えちゃってるけど、中身は無事みたい」

　そういって榊が取り出したのは、一本の細いナイフだった。柄つかと鞘さやも含めて、全すべてが銀色の金属でできている。

　大小の葉をあしらったその意い匠しようは、芸術に疎うとい真ま砂さごの眼めにも、上品な印象をもって映った。

　収納庫に収まっていたのはそれだけで、他には何もなかった。あるいは紙のものなどがあったのかも知れないが、すでに燃えてしまっている。

「そのナイフは？　なにかの神しん具ぐなんですか？」

　榊さかきは、照てれたような、しかし嬉うれしさを隠かくせない顔で笑った。

「これ──ナイフじゃなくて、ペーパーナイフなんだ。鞘さや付きの」

「……はぁ？」

「由ゆ姫きと雅みやびがね。ずっと前に、私の誕生日にくれたのよ」

　榊はそう言った。真砂は混乱する。

「ペーパーナイフなら、普通に使うものですよね？　それをなんで、こんな所に」

「実は……同じのがもう一本あって、普ふ段だんはそっち、使ってたんだ」

　榊は、嬉しそうに笑った。

「二人には黙っておいてね。このデザインのナイフ、私が雑誌で見て〝いいなぁ〟って言ってたヤツなのよ。そしたら、誕生日に二人がなけなしのお小こ遣づかいからプレゼントしてくれて。

　……で、その何日か後に、私が通販で注文しておいた同じナイフが届いちゃって」

「あ。なるほど」

　真砂は合が点てんした。期きせずして、同じ品が二つになってしまったらしい。

「でも、けっこう高い買い物でさ。貰もらった方を使って、買った方を処しよ分ぶんすればよかったんだけど、私も貧びん乏ぼう性しようだからどうも捨てづらくって……で、貰った方を使うことにして、買ったのはここに隠しておいたわけ」

　榊は苦笑して、優美なデザインのペーパーナイフを愛いとしそうに撫なで回した。

「これは……あの二人がくれたのとは違うから、代だい替たい品ひんかもしれないけれど……でも、あの子達に見せてあげられる。〝今も大事にしてるよ〟って」

　榊が手にしているのは、ただの品物ではない。それは彼女の、ひいてはその家族との、思い出そのものだった。

　真砂は、ふっと頰ほおが自然に緩ゆるむのを感じた。

「よかったですね」

　──本当に。

「思い出の品が、きれいに残っていて」

「……うん」

　榊は、小さく頷うなずいた。

　ぱっと顔を上げて、気分を変えるように明るく声を張る。

「さて、と。時間取らせちゃってごめんね。とりあえず、東京に戻ろうか？　ここにいてもしょうがないし」

「そうですね」

　真ま砂さごは頷うなずき、改めて隠かくし部屋の焼け跡を見回した。

　焼ける前の隠し部屋に入ったのは、二回だけだった。一度目は、榊さかきにアラクナ聖せい典てんを見せられたとき。二度目は、その本を持ち出したときである。

　焼け跡に、その面おも影かげは微み塵じんもなかった。

　焼ける前、そこには様々な品が並んでいた。各種の得え体たいの知れない本に、鎖くさりで縛しばった蓋ふた付きの鏡かがみ、虹にじ色いろの花弁はなびらを持つ花、刃先がぶよぶよとしたナイフ──

　そして──

　真砂は、その隠し部屋に入って、最初に見た魚のことを思い出していた。

　それは奇妙な魚だった。

　ひと抱えもあるガラス筒つつに収まっていたその標本は、白く滑ぬめった肌はだに覆おおわれ、水晶にも似たひどく大きな目玉を持っていた。シルエットは熱帯魚にも似ていたが、人の世に種しゆとしては知られていないものである。

　つい先日のことだが──その奇妙な姿は、強く脳のう裏りに焼きついていた。

「連中、あの変な魚も、持っていったみたいですね」

　書しよ斎さいの跡には、ビーカーのガラス片や、あの円えん筒とう形けいを構成していた金属の残ざん骸がいなどが見えなかった。かさばる物ではあったが、珍しい品には違いなく、持っていったことは想像できる。

「魚？　あぁ、龍りゆう舌ぜつ……」

　榊がふと、そこで言葉を止めた。

　思し案あんげに、細い顎あごへと指を添そえ、視線を中空に泳がせる。

「龍舌魚……あれ、持っていったんだ……ふぅん──……」

　何か引っかかるものを思い出そうとするように、榊は頭をがしがしと引っ搔かいた。長く美しい髪が傷いたむことを、真砂はつい気き遣づかってしまう。

「龍舌魚……龍舌魚……水中庭園……？」

　呆ぼう然ぜんとして、榊は小声にそう呟つぶやいた。

「そうか──確か、水中庭園は甲こう院いん派で……十年前から紛ふん失しつしてるはずだけど、それがもし、向こうの手元にあるなら……」

　ぶつぶつと呟きながら、自分の世界に没ぼつ頭とうする榊糾ただすを、真砂はある種の期待をもって静かに見つめていた。目の前の研究者が今、何がしかの手て応ごたえを得つつあることは、傍はた目めにも明らかだった。

「マリアンヌの水中庭園……あれなら、たくさんの兵力を内包しても、こっち側にいる一人の人間だけで何ど処こへでも運べる──それに、異い界かいの境界線があるから、詩し乃のの眼めでも絶対に探たん知ちはされない……」

　榊は一人で何度も頷き、しばらくしてから、真砂に視線を向けた。その眸ひとみには、これまでになかった強い光が籠こもっていた。

「真ま砂さご君、ぬか喜びで終わるかもしれないけれど……」

　そう言いながらも、榊さかきの眼めつきと言葉遣づかいには、確信の様子が強い。

「摑つかめるかもしれないよ、甲こう院いんの居場所。車に戻ろう、幻げん三ぞうさんに電話して、確認してみるから」

　榊と同じ迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究者、翁おきな居い幻三の名は、真砂も聞いていた。神群に関かかわるその知識の量は、研究者のうちでも随ずい一いちと評判が高い。

　頷うなずいた真砂は、ようやく手かがりの一いつ端たんに近づきつつあることを、榊の様子から予感した。
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　──由ゆ姫きは？

　──連れてかれた。

　額に青い宝石を持つ少女は、片かた頰ほおを腫はらして小声に応こたえた。

　銀髪の少女が、その頰を気き遣づかわしげにさする。

　──あんたまさか、抵てい抗こうしたの？

　──嫌な感じ、したから。

　──無む駄だでしょ。あいつらに、抵抗したって……

　──そうだけど、でも。

　──白はく……あんたがあの子のこと、大事にしているのは知ってるけど……

　白の腫れた頰を撫なでながら、フローラが泣きそうな顔をして言った。

　──どうにもならないことって、あるから。

　呟つぶやいたフローラは、白の身をぎゅっと抱きしめて、微かすかに嗚お咽えつを漏もらした。

　──わかってる。

　みんな、いずれ死ぬはずだから。それが今か、少し遅おそいかだけの違いだから──

　白は、そう思っていた。

　研究所にいる他ほかの子供達も、いずれは殺されることになる。

　逃げる力もなく、逃げられる先もなく、囚とらわれたまま実験の素材にされて、いずれは〝失敗〟のために殺される。

　そして実験動物は、死んでも補ほ充じゆうされ、また殺されていく。

　──フローラ。

　──なに？

　──死にたくない。それに、もう誰だれかが死ぬのもいやだ。

　──うん。

　頷うなずくだけで、銀髪の少女はただ、白を抱きしめていた。

　そのとき、ふと──

　階下の実験室に、壁の崩れる轟ごう音おんが響いた。
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　暗い部屋に、白は膝ひざを抱えて丸まっていた。

　傍かたわらでは、ファウナが軽い寝息をたてている。

「……ただいまぁ。あー、疲つかれたぁ……あれ？　真っ暗……」

　勝かつ手て口ぐちから、聞き慣れた娘の声が入ってきた。

　白はくは身を起こし、出迎えに立ち上がる。その裾すそを、眠るファウナが強く握っていた。ぎゅっと握りこまれた指は、外はずそうと思えば外せたが、無む理りに動かせば起こしてしまう可能性もある。

　仕方なく、白は服を脱ぎ捨てた。

　薄いシャツ一枚の軽装になると、さすがに少し肌はだ寒さむい。

　廊ろう下かに忍しのばせた足音が立ち、部屋の前に影が浮いた。

「……白……寝てる？」

　戸口から足音を忍ばせて来たフローラが、小声に問う。

「ファウナだけ」

　白はぽつりと言って、部屋を出た。ファウナを起こさぬように、明かりはつけない。一度、寝入ってしまえば、彼女は一日、二日と起きないのが常だった。

〝獣じゆう王おう〟という大おお仰ぎような異い名みようを持つファウナは、甲こう院いん派の実験を施ほどこされた結果、思し念ねんの鎖くさり・ラドゥーティという神しん群ぐんの組織をその身に植えつけられていた。

　植しよく神しん効果と呼ばれるその実験は、神群の組織そのものを人に移植する質のものだった。拒きよ絶ぜつ反応は激しいが、成功した者の中には、他には類を見ない奇妙な力を得たケースが多い。

　ファウナが〝獣王〟と呼ばれるのは、人よりも獣けものにことさら好かれやすく、また彼らを従わせるためである。また彼女は、相手に半強制的な好意を抱かせるラドゥーティの通常の異い能のうの他ほかに、対象の脳内を検けん索さくする奇妙な力をも併あわせ持もっていた。

　それらの特殊な力の副作用として、彼女は常じよう人じんの数倍の睡眠時間を、日ひ頃ごろから必要としている。精神的な成長が遅おそいのは、その活動時間が、同世代の人間より遙はるかに短いせいもあった。

　くうくうと眠りこけるファウナをそのままにして、二人は寝室を出ると、居間に向かい合って座った。

「ごめん、起こしちゃった？」

「いや、これを聞いていた」

　白はそういって、掌てのひらを広げた。そこには、小さなびい玉が一つ──通信球からは、かすかに誰だれとも知れない男の声が漏もれていた。

「……何か、わかった？」

　フローラに問われて、白は首を横に振り、通信球をペンダントの籠かごに仕し舞まった。

「だめだ。親父おやじ殿どのの帯に仕込んでおいたのも、どこかに落とされたらしい」

「こっちも全然……てゆーか……山やま之の内うち派の人たちも、網あみを広げるのに手て一いつ杯ぱいで、探しあぐねてる感じみたい」

「そう」

　白はくは軽く流して、冷蔵庫から麦茶を出した。

　ここは中華風喫茶、『点てん心しん華か心しん』と隣りん接せつした、フローラ達の住む家だった。今は主あるじの夢ゆめ路じや、その従じゆう者しやを気取る詩し乃のが出かけている。

　人の家とはいえ、白にとっては、遠えん慮りよする必要もない程度に慣れた場所ではあった。

「フローラ」

　白はぽつりと、古くから付合いのある名を呼んだ。

「なに？」

「さっき──由ゆ姫きのことを思い出していた」

「ふぅん」

　白がそういった話を振るのは、珍しいことだった。フローラは、静かに聞く姿勢を取る。

「真ま砂さごは、あの頃ころのままだったが……由姫の方も、相変わらずだと思うか？」

「どうだろうね……会って聞くしか、ないんじゃない？」

　しみじみと言うフローラの眸ひとみは、今ではない遠くを見ていた。

「由姫は……私には、打ち明けてくれてた。あの頃、真砂のことが好きだと」

「うん」

　フローラは頷うなずいた。彼女にとっては、はじめて聞く話でもない。

　フローラ達のような事情を持つ生存者は、キャラバンの内部で、〝実験室の子供達〟と呼ばれていた。そしてフローラ達は、同じ研究所の出身でもあり、幼少期をともに過ごしてきた。

　その頃から、もう十年の月日が流れてはいたが、血のつながりはなくとも、もっと強い絆きずなで今も結ばれている。

　フローラや白にとって、真砂や由姫を含む当時の仲間は、いずれも大事な兄か弟、姉か妹のような存在だった。根ね黒ぐろ桂けいのように、あまり相あい性しようのよくない相手でも、仲が悪くかわいくない弟のような感覚がどこかにある。

　真砂にしても、おそらくそれは同様で──なればこそ、今も由姫のために必死になっているはずだった。

　しかし、碑ひ文もん谷や由姫にとっては、乾いぬい真砂の存在が特別のものだったことを、白もフローラも知っていた。

「由姫は今でも、真砂に特別な好意をもっているのかもしれない」

　静かな口調で、白はその疑問を口にした。フローラもまた、その問いに答えられるほど、由姫の現在を知ってはいない。

「どうかなぁ……まぁ、あの子、内うち気きで一いち途ずなところあったしね……それに、榊さかき先生のところに真砂が雇やとわれたのって、由姫のことを知ってる誰だれかが、あの子のために呼んだんじゃないかって……そんな気がするかな。少なくとも、偶ぐう然ぜんじゃないでしょ？」

「たぶんな」

　白はくも同意した。

　当時の仲間の誰だれかが、仮かりに結婚するということになれば、フローラや白は何の気き負おいもなく、本心から祝福できる。

　しかしもし、乾いぬい真ま砂さごに、そんな相手がいた場合──そしてそのことを、由ゆ姫きが知った場合。

　彼女はおそらく、傷つくことになる。態度と言葉では祝福するだろうが、心の奥底では泣くに違いない。

　白とフローラは、互いにそんなことを感じていた。それは妹の失恋を心配する姉の心境に近いが、複雑なことに、ここには真砂という弟の事情も重なってくる。

　白は、一呼吸の間を置いた。

「真砂は……どうなのだろうな」

「え？」

「真砂は今も、由姫にそういう感情は持っていないだろう。大切に思っていることは確かだが、どちらかといえば、兄弟愛に近い。おそらく由姫に好かれていることは知っていても、由姫の持つ感情も、兄弟とか姉妹とか、そんな感覚だと誤解している」

「かもね」

　フローラも、そのことはわかっていた。真砂が鈍にぶいわけではない。昔から、自分達はそういう関係を続けてきた。

「真砂は、由姫を助けられると思うか」

　白は、感情のない冷さめた声で言った。しかしその実、そこには長い付合いのフローラでなければ聞き過ごしてしまいそうな、底の深い不安の響きがある。

　フローラは、応こたえなかった。

「体の方は──難しいが、どうにか助けられるかもしれない。真砂もやる気になっている。だが、心の方は……」

「でも真砂に、そんなことまでは背負わせられないでしょ」

　フローラは声を低くした。

「ことこればっかりは、お願いできるようなことでもないし……第一、由姫と真砂の問題だし。なるようにしか、ならないんじゃない？」

　フローラが諭さとすように言うと、白はゆっくりと頷うなずいた。

　ペンダントに吊つるした通信球が、ぼうっと淡あわい光を宿した。

『白、聞こえるか？　聞こえたら受信してくれ』

　話題の主、乾真砂の声だった。

　白はさして動どう揺ようもせずに、細い指先で通信球を手にする。

「聞こえている。何だ？」

『あぁ。今、榊さかき先生と軽かる井い沢ざわの方に来ているんだけど、先生の持っていた神しん具ぐが、連中に盗ぬすまれてたんだ。どうも〝龍りゆう舌ぜつ魚うお〟って魚の標本が、目的だったらしいんだけど』

「それで？」

　白はくの涼すずしい声こわ音ねに、期待の響きが籠こもった。

『先生が言うには、甲こう院いんの連中は水中庭園ていう特殊な異い界かいに隠かくれていて、その龍舌魚は、水中庭園の位置を知る羅ら針しん盤ばん代わりになるっていうんだ。

　で、榊さかき先生の家にあったのは盗とられた後なんだけど、幻げん三ぞう先生に連絡してみたら、同じ物が幽ゆう禅ぜん寺じって寺にあるはずだって教えてくれた。場所は……』

「いや、いい」

　白は即座に答えながら、席を立った。フローラは、早くもファウナと夢ゆめ路じにあてた書置きを記しはじめている。

『いいって……場所、わかるのか？』

「ん。それは法のり章あきのいる寺だ」

　通信球の向こうで、真ま砂さごが息を吞のむ気配が伝わってきた。

　傍かたわらから、フローラが口を挟はさんだ。

「お寺っていっても、甲院派の研究施設の焼け跡に、そのまま建てられてるから……そういう怪あやしいものが残っていても、不思議じゃないわね。

　それでどうするの？　甲院派が動いているなら、お寺の方にも連絡して、用心するように言っておいた方がいいんじゃない？」

　警告のためには、ある程度の事情を説明せざるを得ない。しかし細部まで話してしまっては、肝かん心じんの品を山やま之の内うち派に渡されてしまう恐れもある。

　それでも、甲院派に奪われる可能性を考えれば、連絡はどうしても必要だった。

『あぁ。今、榊先生が携帯で連絡して……え？』

　通信球の向こうで、ごそごそと話す声が聞こえた。白は耳を澄ますが、うまく聞き取れない。

「どうした？」

『あ、いや……もう襲われた後だって』

　フローラが、がっくりと大おお仰ぎように肩を落とした。

「そう」

　白は冷静に呟つぶやいたが、軽い苛いら立だちが、その切れ長の目元を険けわしくしていた。

『あ、いや！　ちょっと待った』

　通信球の向こうで、真砂が声を荒げた。またしばらく、聞きとりにくい話し声が続く。

『……大丈夫だ。まだ、盗られてないって』

「え？　だって、襲われたって……」

　フローラが問う。

『あぁ。襲われたんだけど、追い返したらしいよ。電話でそう言ってるみたいだ』

　白はくとフローラは、顔を見合わせた。

　キャラバンに縁えんのある寺である。それなりの異い能のう者しやがいてもおかしくはないが、しかし甲こう院いん派も襲いに行ったのならば、それなりの異能者を送っていたはずだった。

「そう。じゃあ私達も急いで行ってみる。真ま砂さご達の方が先に着くだろうけど」

『うん、現地で合流しよう。また何かわかったら連絡する』

　真砂はそういって、通信を切った。

「あのさ、白」

　フローラが首を傾かしげて問う。

「泥どろ棒ぼうを追い返したのって、法のり章あきじゃないよね？」

「無む理りだろう」

　白は即答した。

　今は寺の僧そうをしている桝ます村むら法章──彼もまた、白達と同じ研究所の出身者だった。そして彼は、様々な実験の副作用により体を痛めたが、まったく何の異能も得ていない、いわば失敗作である。

　実験がエスカレートする前に、山やま之の内うち派の襲撃によって一命をとりとめたが、異能を持たない身で、しかも病弱とあって、キャラバン内での仕事が務まるような人間でもなかった。そのためか彼は僧となり、闘病生活を続けながら、仲間の菩ぼ提だいを守っている。

「じゃあ、誰だれか強い異能者のお坊さんがいたのかな？」

「かもしれない。行ってみればわかる」

　件くだんの幽ゆう禅ぜん寺じは、元は非合法の研究所跡地だけに、やや不便な地にあった。すぐに車で向かえる真砂と榊さかきはともかく、白達はどうしてもその交通手段に迷う。

「白、タクシー呼ぼうか？」

　フローラが携けい帯たい電話を取り出して言った。夜も更ふけつつあり、電車となれば、途中で終電に引っかかる時刻だった。

「本気か？」

　白は呆あきれた眼めつきでフローラを見た。運賃も恐ろしいが、なにより甲院の再襲撃がある可能性も否定できない。そんなところに、一般人が運転する車などで向かえるはずもない。

「だいじょーぶ、お金のことなら心配ないって。スマイル０円で走ってくれるから」

　フローラは気安くそう言って、携帯のメモリーから番号を呼び出した。無料と聞いた白は、わずかに眉まゆをひそめる。

「……それ、まさか」

　電話がつながった。

「あ、もしもし？　誠せい二じくん？　私よ、フローラ。あのね、ちょっとだけ、お願いがあるんだけど──……」

　猫をかぶった甘あまえ声で、フローラは電話口の青年を口く説どきにかかる。

　かけた相手は、古くからの知り合いだった。翁おきな居い夢ゆめ路じの腹心であり、また真ま名な井い財ざい閥ばつの縁えん戚せきにも連なる大物だが、人に頼まれると嫌と言えない好人物でもある。

　白はくはひっそりと溜ため息いきを吐ついて、おそらくは徹てつ夜やで運転させられる青年の、その不運を気きの毒どくに思った。

　無む論ろん、フローラを諫いさめる気は毛もう頭とうない。
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　榊さかきの運転する車が、その寺、『幽ゆう禅ぜん寺じ』に着いたのは、もう明け方のことだった。

　途中に幾度か道を違え、迷い迷った末に辿たどり着いた場所は、真ま砂さごの記憶にある研究所の面おも影かげすらも残してはいなかった。

　薄白い朝あさ靄もやに覆おおわれて、寺の全景は見えない。山間の狭せまい平地に建つ寺としては、かなり大きなものだった。来るまでに坂道は多かったが、寺にありがちな長い石段もない。

　玉たま砂利じやりの敷かれた駐車場に車を留めると、来訪を知らせておいたゆえか、すぐに一人の僧そうがあらわれた。

　車を降りた榊が会え釈しやくし、真砂もそれに倣ならう。頭をつるりと剃そった中年の僧は、和なごやかな微笑をもって二人を出迎えた。

「ようこそおいでくださいました。道には迷われませんでしたか？」

　僧が言う傍そばから、榊は寝不足の眼めを擦こすっている。

「はぁ……少しだけ」

「左さ様ようでしたか。まぁ不便なところですから──ともあれ、ご無事に着かれて、なによりです」

　僧は笑って、先に本堂へ続く石いし畳だたみの道を歩きはじめた。

　気だるい足取りで歩む榊の背後に、真砂はぴたりとつく。転ころびそうになったら、支えに入るつもりだった。

「……お疲つかれさまでした、先生」

　真砂は本心から榊を労ねぎらった。慣れない山道で、しかも夜の運転である。もともと運転が上手うまいわけでもなく、さぞかし神経を使ったろうと思った。

「あぁ、うん。真砂君は、ちゃんと寝れた？」

　榊は欠伸あくび交じりに言った。

「はい、おかげさまで」

　真砂は苦笑して返す。

　国内での免許は持っていない真砂だが、運転の技術だけは海外で得ている。何度も榊に交代を申し出たが、榊さかきは頑がんとして譲ゆずらず──逆にいつ起きるかわからない戦闘のために、今は睡眠を取っておくようにと諭さとされた。真ま砂さごはその言葉に甘あまえて、まったくの寝起きである。

　先を歩く中年の僧そうが、背を向けたまま話しはじめた。

「榊様のご高こう名めいは聞き及んでおります。龍りゆう舌ぜつ魚うおがご入用とのことですが？」

「えぇ。ちょっと気になることがありまして……しばらく、お貸しいただければと」

　榊が応こたえた。噓うそは言っていないが、しかし真実を告げているわけでもない。もし真実を言えば、寺の者は戦力に乏とぼしい榊や真砂より、信用の置ける山やま之の内うち派に龍舌魚を渡すはずだった。

「──甲こう院いんの者も、それを狙ねらってきたのでしょうか？」

　問う僧の口調には、何かの含みがあるように、真砂の耳には聞こえた。

「さぁ？　そこまでは……」

　榊はすっとぼける。由ゆ姫きのためならば、山之内派を裏切る結果になっても構わない──彼女のそれだけの覚かく悟ごに、真砂は気付いていた。仙せん崎ざきの駒こまにされていた過去はさておき、つくづく、由姫はいい人物の下で育ったと思う。

「──ふむ」

　僧の背中は、迷いを示すように頼りなかった。

　真砂は歩きながら、朝あさ靄もやの中に視線を巡めぐらした。

　大きな寺だった。交通の便はおそろしく悪いが、それだけに土地も安価ということらしい。

　元の研究所も、国内に複数あった甲院派の施設としては大きな方で、多数の真砂達のような被ひ験けん者しやを抱えていた。

　この寺に着くや、自然に過去が思い返された。

　甲院の研究者達は、ここで、真砂達の身を弄もてあそんだ。真砂達は植しよく神しん効果の研究のために、人とは異なる存在の組織を体に植えつけられ──仮かりにそれが成功しても、複ふく神しん効果の研究のために、似た実験を何度も繰り返された。

　実験に成功した者は、結果として、他の異い能のう者しやにはない特殊な異能を身につけたが、しかしそれは決して自ら望んだことではなかった。

　たまたま同じ区画で管理されていた、たまたま同じ世代の子供達──

　フローラ──双そう頭とうの女め神がみの右みぎ・クティカの血をひいたが、その異能は覚かく醒せいせず。蔦つたをまとった僧そう兵へい・ナシュレイの組織の移植により、植神効果の発現に成功。その発現に合わせて、クティカの能力である霧きりの発散に似た力も覚醒。植神・複神効果の成功例。

　ファウナ──双頭の女神の右・クティカの血をひいたが、その異能は覚醒せず。思し念ねんの鎖くさり・ラドゥーティの組織移植により、植神効果の発現に成功。

　白はく──瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの組織移植により、植神効果の発現に成功。

　法のり章あき──各種神しん群ぐんの移植実験を施ほどこされるが、ことごとく失敗。拒きよ絶ぜつ反応のみで異能には覚醒せず。

　ネイ──遙はるか見み晴はるかす眼め・デフィスボンスの異い能のうを受け継ぎ、さらに神しん具ぐ・グランレイスの絵画による影響を付加され、複ふく神しん効果の発現に成功。

　桂けい──賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの組織移植により、植しよく神しん効果の発現に成功。

　由ゆ姫き──長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナの組織移植により、植神効果の発現に成功。

　真ま砂さご──千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの組織移植により、植神効果の発現に成功。

　──甲こう院いん派の研究所で、真砂達はそんな〝実験の結果例〟としてのみ、扱われてきた。ことに真砂達のいた、ティギーやヴィヨンといった過か激げきな研究者達の受け持ち区画では、拒きよ絶ぜつ反応が激しく、死に至る危険の高い植神効果の実験が頻ひん繁ぱんに行われていた。

　──生きている仲間より、死んだ知人の方が多い。

　静かな寺の趣おもむきは、過去にこの場で、そんな実験の事実があったことなど少しも感じさせなかった。

　時が流れていることを、真砂は今いま更さらに実感した。

　研究所から山やま之の内うち派の手で救い出されて、もう十年の月日が経たっている。その間、施設での悪あく夢むを忘れたことはなかったが、仲間の身を案じつつ、どこかでその過去から距離を置こうとしていた。

　自分の知らないところで、皆が幸せになっていてくれれば──そんなことも考え、強しいて誰だれとも会いたいとは思わなかった。会えば自分はともかく、相手にも〝当時〟のことを思い出させてしまう。

　いざとなれば、当時の仲間のために動くという約束も、あくまで〝いざとなれば〟のもので、その事態が来ることを決して望んだりはしなかった。

　──しかし、その事態が今、真砂を翻ほん弄ろうしている。

　石いし畳だたみを歩きながら、真砂は溜ため息いきを吐ついた。由姫の身への不安に気が昂たかぶり、息を強く吐はかないことには、その意識を鎮しずめられそうになかった。

「榊さかき様、こちらで、靴をお脱ぎください」

　受付を兼ねているらしい広い玄関に、僧そうは二人を招きいれようとした。

　研究所がなくなった後に建てられた寺は、まだ築八年目と寺社にしては新しい。装飾や内装には木材が多く使われていたが、骨組みは鉄筋コンクリートのものだった。

　さして来客があるとも思えない立地だが、寺の造りは無む駄だと思えるほど豪ごう奢しやなものだった。キャラバンに深く関かかわる者、また死亡した引き取り手のない異能者で、この寺に埋まい葬そうされる者も少なくないらしい。

「靴、手に持っていっても構いませんか？」

　段差の前で靴を脱ぎながら、真砂は問う。小さなことだが、靴の有う無むはいざという時の機動力に大きく影響する。

　普通の客相手でもなく、また状況のこともあって、僧はあっさりと頷うなずいた。

　朝の冷たい空気の中、板張りの廊ろう下かを進んでいくと、やがて居住空間と思おぼしき一角に入った。

　朝食の支し度たく中らしく、何ど処こかから、ほのかに味み噌その香かおりが漂い出てくる。

　橙だいだい色いろのぼんやりとした明かりに包まれた廊下の先に、開きっぱなしの襖ふすまが見えた。

　その襖の前で、僧そうは立ち止まる。

「こちらにて、お待ちください。ただいま、応対の者が参ります」

　僧は案内だけの任だったらしく、真ま砂さごと榊さかきを部屋にいれるや、自らは何処かへ立ち去った。

　畳たたみ敷じきのその部屋は、がらんとしていた。

　部屋の隅すみに積みあがっていた座布団を二つ、真砂は手にとって、床ゆかに並べる。

　榊は倒れこむようにそこへ座した。

「ありがと。ここって、けっこう大きなお寺なんだね」

　榊は物珍しげに部屋を見回していた。

「えぇ。ぼくもはじめて来ましたけれど──あの研究所の、面おも影かげもありません」

　ある種の感かん慨がいを込めて、真砂は呟つぶやいた。

　十年前──真砂達はここで、いつも死を待っていた。

　同じ境きよう遇ぐうの子供達が何人も殺され、自分達もいつ殺されるかと、そんなことばかり考えていた。

　その忌いまわしい場所も、今はこの世にない。時の流れはこんな短い期間でも、様々なものを変えていく。

　通された客間は縁えん側がわに面しており、そのまま外につながっていた。外の様子が気になって、真砂は部屋と縁側を遮さえぎるガラス戸を開けた。

　まだ明け方の空は薄暗く、庭中に白い靄もやが立ち込めていた。その靄の中、一面に木々が浮いて見える。

「あ、桜さくらの木かな？　春になったら綺き麗れいそうだね」

　そのまま奥の森につながる庭を眺めて、榊が言った。

「桜──」

　真砂の胸にふと、ざわざわとしたものが広がった。

　この寺は、あの研究施設の跡地にある。ならば目の前の桜は、真砂が囚とらわれていた頃ころから、ここにあったもののはずだった。

　知らず知らず、真砂は自らの胸を摑つかんでいた。

　──来たくなかった。

　本当は、この場所に来るのを怖こわがっていたことに、真砂は今、はじめて気付いた。

　この場所には、嫌な思い出ばかりが残っている。それらと真正面から向き合うには、まだ時が欲しかった。

　自然と、吐と息いきが荒くなる。廊下に足音が立ったのにも、真砂は気付かなかった。

「よく、おいでくださいました」

　涼すずやかな声が、客間に響いた。

　真ま砂さごは、はっとして振り返る。部屋の前に、まだ少年のような顔立ちの若い僧そうがいた。墨すみ染ぞめの僧そう衣いに包まれた体の線は細く、頭はつるりときれいに剃そられている。

　優やさしげな顔立ちは、色白の肌はだとあいまって、尼あまのような印象を醸かもしていた。

　真砂と視線が合うや、僧はにっこりと柔にゆう和わな笑みを浮かべた。

　真砂はそこで、固まった。

　──初対面の相手ではない。

「あ、どうも……」

　榊さかきが挨あい拶さつしかけたその寸すん前ぜんに、真砂の小さな声が重なった。

「法のり章あき──か？」

「え？」

　榊が、僧と真砂の顔を交互に見た。

「ひさしぶりです、真砂」

　年若い僧は、合がつ掌しようの上で一礼した。

　桝ます村むら法章──彼は、真砂と同じ研究所にいた、実験室の子供の一人だった。フローラ達との電話で、この寺に法章がいることは聞いていた。ひょっとしたら会えるかもしれないとも思っていた。

　しかしこうして、直じかに顔を合わせてみると──格別の思いが湧わいてくる。それには無む論ろん、この場所が持つ事情も影響していた。

「法章君？　って、真砂君達の──」

　榊が頓とん狂きような声を上げた。

「はい、こいつです」

　真砂が応こたえると、法章は畳たたみに座し、深ふか々ぶかと榊に一礼した。

「お初にお目にかかります。今は法名を授かりまして、法ほう昌しようと名を変えました。榊先生のご高こう名めいはかねがね──」

「あ。いえいえ、ご丁てい寧ねいに」

　榊が慌あわてて返礼をする。

　立たち居い振ふる舞まいだけならば、榊よりも年上に見えるほど、法章の物腰は落ち着いていた。

「ほうしょう？　名前、変えたのか」

　真砂が問う。考えてみれば、出しゆつ家けした僧にはそれなりの名前がつく。

「えぇ。でも、昔のままでも構いませんよ。名前などに、それほど意味はありませんから」

　法章は応えて、また微笑を真砂に向けた。言葉遣づかいが妙に丁てい重ちようなのは、子供の頃ころからのことだった。その意味では、まるで変わっていない。

「甲こう院いん派のことは聞いています。由ゆ姫きが、難しいことになっているそうですね」

　法のり章あきは悠ゆう長ちような調子で言ったが、声はところどころが掠かすれていた。真ま砂さごは耳ざとく、それが熱のせいであることを察する。

「……体の具合、悪いのか？」

「いえ、そんなには──相変わらずに、寝たり起きたりですけれども」

　苦笑して、法章は否定する。しかし、慢まん性せい的てきな熱で瘦やせた体には、まるで力が感じられない。その痛いた々いたしい姿は、真砂が抱いた再会の喜びを打ち消してしまうほどだった。

「私のことより今は、由姫のことでしょう。龍りゆう舌ぜつ魚うおをお探しとのことですが、真砂までここにいるということは、これもあの子に絡からんでのことですね？」

　全すべてを見通したような澄んだ眼めで、法章は二人を見た。

　榊さかきは口を噤つぐみ、真砂も返答に困る。

　法章を信用していないわけではない。しかし、この部屋の会話を、他ほかの者に聞かれていないとも限らない。

　法章は、自らの不明を恥はじるように、首を横に振った。

「少し、意い地じの悪い質問でしたね」

「──法章」

　真砂は、革の手袋を取った。ルールーブの爪つめが露あらわになる。

「フローラ達との約束は、憶おぼえているよな？」

　──誰だれかが危なくなった時は、それを助けられる誰かが助ける──

　十年前の夜、真砂達はここで、目の前の桜さくらを眺めながら、その約束をした。

「もちろん」

　法章は涼すずしい顔のまま頷うなずいた。

「じゃ、頼む」

「承うけたまわりました」

　打てば響くように応こたえて、法章はすぐに立ち上がった。

「宝ほう物もつ庫この方にあります。素直に頂いただけるかどうかはわかりませんが、説せつ得とくしてみましょう。だめでも私がなんとかしますから、こちらへどうぞ」

　話の早さに、榊が驚いて首を傾かしげた。

「あの、法章君。いいの？　本当に」

　法章は笑う。

「そこの真砂は──」

　目線で示し、声をひそめる。

「私が拒否すれば、無む理り矢や理りにでも品を持っていくはずです。なにせ五歳の当時、研究所の職員達を蹴け散ちらしたくらいですから」

　くすくすと、法のり章あきは肩を揺らして笑った。榊さかきは振り返って、真ま砂さごを見る。

「大人おとなしいふりをしていますが、本当は、とても気が荒いのです」

「法章、あんまり変なこと、榊先生に吹き込むなよ」

　真砂は言下に否定した。実際、大人しく見えて気き性しようが荒いというのは、根ね黒ぐろ桂けいのような者のことだとも思う。

「私は、噓うそはつきません」

　法章は笑いながら流し、歩みはじめた。

　板張りの廊ろう下かを、来た方角からさらに奥へ、先導していく。榊は、二人の再会に水をさすまいと気を遣つかったか、少し離れた後ろについた。

　法章は歩きながら、真砂を振り返った。

「真砂。みんなは、元気にしていますか？」

「あぁ。フローラとファウナと白はくは、元気そうだった」

　法章は笑う。

「相変わらず、姦かしましいのでしょうね。眼めに浮かびます」

「由ゆ姫きもさらわれる前までは元気だったよ。あと桂も、相変わらずだ」

「ネイは？」

「あいつは海外だから、わからないけれど……元気でやっているんじゃないかな？」

　答えながら、真砂は思う。当時の仲間の中で、もっともその安あん否ぴが気遣われるべき存在が、目の前にいる法章だった。

　実験によって、彼はいくつかの神しん群ぐんの組織を、その体の中に埋め込まれた。しかし法章は特殊な体質だったらしく、どの異い能のうにも決して覚かく醒せいしなかった。

　とはいえ──死なない程度の拒きよ絶ぜつ反応と、副作用はその身に残った。

　どうにも体が弱く、その体調が安定せずに、熱の上下が激しい。不意に倒れると、意識を失うほどの高熱が出ていることもあった。

　熱に伴って、頭痛、眩暈めまい、発ほつ疹しん、下げ痢り、手足の痺しびれなどの諸症状も激しくなる。呼吸さえも困難な状況に陥おちいることさえ、珍しくないと聞く。

　騙だまし騙し、彼はその体と折り合っていた。

　ほぼ慢まん性せい的てきな熱に瘦やせた体は、柳やなぎのように細かった。しかし真砂は、彼の姿に、目立たないがしなやかな生命力をも感じていた。

　体は弱いが──しかし、彼の心は強い。

「──法章の方は、最近どうなんだ？」

　答えを予想しつつ、真砂は問いかけた。

「私は別に。ここでの生活は、特につらいこともありませんから──ここは正式な寺でもありませんので、修しゆ行ぎようなどもそれぞれの任意なんです。私は、楽をさせてもらっています」

　健康な人間よりも、遙はるかに苦しい時を多く過ごしてきた少年は、笑ってそう答えた。

　真ま砂さごは何も言えなくなる。フローラやファウナならば、こうした時に景気づけるようなことも言えるはずだったが、真砂には何も、気の利きいた言葉が浮かばない。

「──そっか」

　だからただ、頷うなずいておいた。

　法のり章あきは、微笑を浮かべている。

「真砂」

「うん？」

「先程、庭の桜さくらを見ていましたね」

「……あぁ」

「憶おぼえていますか？」

「そりゃ……ね」

　歩きながら、法章は振り返った。

「春になると、綺き麗れいに咲くんです……それはもう、哀かなしくなるほど、綺麗に」

　法章の言葉を聞くのが、真砂はつらかった。

「そして、散っていくんですね」

　法章は続けて呟つぶやいた。

　──過去がそこにある。直視するのはつらいが、しかし決して忘れたくはない。

「……そうそう。昨日きのうの、夜のことですが──例の桜の前で、読ど経きようをしておりましたら、季節外れの花弁はなびらが風に流されてきました」

「ふぅん……？」

「春の花が、秋まで腐くさらずに残っていたとも思えませんで、よくよく見てみましたら──一枝だけ、季節を間違えたか、狂い咲きの花をつけておりました。あれはひょっとしたら、真砂の来訪を皆が知って、咲かせたのかもしれません」

　法章の静かな声には、懐なつかしさと再会の嬉うれしさと、そして過去の傷の痛みとが、渾こん然ぜんとなって同居していた。

　真砂もまた、喉のどが詰まるような息苦しさを再び覚える。

「法章。みんな、まだ……」

「えぇ」

　法章は、頷いた。

「あの木の下に──眠り続けています」
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　記憶の波が揺らいでいる──




　ぼんやりと夢ゆめ見み心地ごこちに、少女はその思い出の海をたゆたっていた。

　鉄の寝台ベツドに、両手足を固定されていた。

　全身麻ま酔すいを打つための太い注射器が、目の前にあらわれる。

　怯おびえた少女は、恐きよう怖ふに負けて眸ひとみを瞑つぶった。

　幼い体には、それまでにもいくつもの注射を打たれてきた。その時も、注射を打つところまでは、それまでと変わらないはずだった。

　しかしその先で──それまでと同じく、生きていられるとは限らない。

　実験にはいつも、切せつ実じつな恐怖がつきまとっていたし、実験後の拒きよ絶ぜつ反応に苦しみもしてきた。それでも、今まではどうにか助かってきた。

　──今回は、本当に殺されるかもしれない──そう思った。

　同室の白はくは、無む駄だな抵てい抗こうをしてまで、護まもってくれようとしていた。彼女もまた、その実験の成功率の低さに、薄うす々うす感づいていたのかもしれない。

　その少女──碑ひ文もん谷や由ゆ姫きは、寝台の上に身を硬かたくしていた。悲鳴をあげても、聞く者がいないことはわかっていた。だから少女は、息を止めるようにして、ただ苦痛の時がやってきて、そして過ぎていくのを待つつもりだった。

「これは、アラクナの異い能のう者しやだったな？」

　脇わきに立った禿とく頭とうの研究者が呟つぶやいていた。

「あぁ。アラクナの植しよく神しん実験で、唯ゆい一いつの成功例だが──」

「どうにも弱すぎる。アラクナの異能者というだけではまったく使えない」

「しかし、複ふく神しん効果の被ひ験けん体たいにするには少々、惜おしくないか？」

「あのアラクナの拒きよ絶ぜつ反応にも耐えた娘です。ルールーブの強い拒絶反応にも、あるいは耐えられるかもしれません」

「ま、試してみよう」

　研究者達の冷さめた会話は、モルモットを扱う時と同じ口調だった。

　──だれか、たすけて──

　声には出さずに、由姫は祈いのっていた。しかしこれまでに、そんな祈りで実験が中断されたことはない。

　自分より先に死んでいった子供達の顔が、脳のう裏りに浮かんだ。

　実験動物──彼らも自分も、ここではそう扱われていた。人じん為い的てきに生産され、そして消費されるモルモットと変わらない。

　少女の白い肌はだに、注射器の針が近づいていく。

　恐きよう怖ふのために眼めを瞑つぶっていた少女は、しかしまた恐怖のために眼を開けた。見える恐怖と見えない恐怖、そのどちらもが、少女の身には重すぎた。囚とらわれた手足に力をこめても、鉄の枷かせは無情に幼い体を離そうとしない。

　針が近づく。

　──たすけて──

　少女がもう一度、儚はかなくそう願った瞬間──

　唐とう突とつに、実験室の壁が崩れ落ちた。

　研究者達が、慌あわてて周囲を確認する。

　轟ごう音おんを立てて崩れたのは、隣り合った実験室との境をなす壁だった。分厚い鉄筋コンクリートの残ざん骸がいが、いくつかに分断され、砕くだけて床ゆかに落ちている。

　少女がそこに見たのは、全身が血に染まった少年だった。何が起きたのか、咄とつ嗟さには理解できない。

「な……お、おい！」

　実験動物の〝暴走〟に驚いた研究者が、裏返った声で悲鳴を上げた。

「なんだこいつ！　隣の──ぎゃっ！」

　悲鳴は、短い絶ぜつ叫きように変わった。

　いつのまにか、少年は寝台ベツドの脇わきに立っていた。その手から不自然に伸びた爪つめに、研究者の一人が腕を切り裂かれ、悶もん絶ぜつして床を転ころげ回る。

　血に染まった少年は、続けざまに長い爪を振り回した。たちまちに辺りの医療器具が切り裂かれ、焦こげた臭においとともに火花を散らす。

　爆発に近い壊こわれ方をした器具の破片が、部屋中に飛び散り、煙が周囲を満たした。その大きな破片の一つが、少女の顔にめがけて疾はしる。

　少女は咄嗟に眼を瞑ったが、衝しよう撃げきはいつまで経たっても、襲ってこなかった。

　恐おそる恐る眼を開けると、少年の手の甲が目の前にあった。

　破片から少女を護まもったその手の甲には、爪のような質感の丸い塊かたまりが移植されていた。血で汚れてはいたが、半透明に透けて、手の中の血管が脈打っている様子まで見える。

　次の瞬間、少年は煙に紛まぎれて、広い実験室の中を駆け回った。

　たちまちに部屋のあちこちで悲鳴が上がり、もう一つ隣の実験室に続く壁までが破壊された。

　少女はあっけにとられて、寝台から身を起こした。

　いつのまにか、手足の戒いましめも外はずされていた。振り返って見れば、寝台についていた鉄製の輪はいずれも千ち切ぎれ飛び、跡あと形かたもない。

「あのガキ！　なんだ、あの爪は！」

　煙の中、爪つめの攻撃を逃れたらしい禿とく頭とうの男が、白衣の内側に手を差し入れた。

　その仕し草ぐさを見み咎とがめた長髪の女が、男の腕を押さえる。

「ティギーさん、待ってください。あれは紛まぎれもない成功例です。ルールーブ、初の……」

「ヴィヨン、だからといって、このままでは！」

「しかも、この破壊力は……」

　男の声を無視し、女は恍こう惚こつとした声で呟つぶやいた。禿頭の男が舌打ちをかます。

「ちっ……麻ま酔すい銃じゆうをもってこい！　あのガキ、ほっといたらここを……」

　また、轟ごう音おん──

　隣りん室しつの実験用の器具が、少年の攻撃を受けて爆発していた。職員達の悲鳴と怒ど号ごうが交こう錯さくする中、全すべての明かりが唐とう突とつに消える。電気系統が破壊されたらしい。

　真まっ暗くら闇やみの中で、少女は誰だれかに手を取られた。不思議と、怖こわいという気はしなかった。

「──由ゆ姫き、生きてるか？」

　少年の掠かすれた声が、耳元に聞こえた。由姫はそこではじめて、血にまみれた少年が、隣室に起居する仲間だと気付いた。

　様々なものを壊こわしてまわった動きは早く、その顔までは確認できていなかった。そして、何より──由姫の知る彼の手は、今見たような力を宿してはいなかった。

　それでも由姫は、それが彼だと確信する。

　少年が問う。

「──まだ、生きてるか」

　由姫はただ、黙って頷うなずいた。闇の中で、その動きは見えないはずだった。胸が詰まって声にならず、由姫はその額を少年の胸に当てる。ぬるりとした血の感かん触しよくが額を濡ぬらしたが、今はそれさえも気にならない。

　──　あ　り　が　と　う　──

　その意思を込めて、少女は少年に、心を伝えた。彼女が受け継ぐアラクナの異い能のうが、言葉を伴わない感情の伝達を可能にする。

　少年は、心しん底そこからほっとしたように頷いた。まだ震えがちな少女の身を抱えるようにして、混乱する実験室から廊ろう下かへと飛び出す。

　研究員達の制止する声を振り切って、少年は駆けた。行きがけに、すれちがった者の腕や足を切り裂いていく。

　由姫はその身にしがみついて、暗闇の中、ぼうっと少年を見つめていた。停電のためにその姿は見えなかったが、存在は確かに、温ぬくもりとして感じられた。

　その晩、少年が壊した施設の修復と、怪け我がをした研究者達の完治までには、それから数ヶ月を要した。

　そして、その間──研究所における全ての実験は否いや応おうなく休止に追い込まれ、施設の復旧とほぼ時を同じくして、子供達は山やま之の内うち派によって救出された。

　由ゆ姫きは今でも、この記憶を夢ゆめに見ることがあった。

　嫌な記憶にも関かかわらず、うなされて目が覚めることはほとんどない。むしろ起きたときには、心音が無む闇やみに高鳴っていることさえあった。

　注射器が迫る場面までは悪あく夢むでも──その後は、違う。
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　いつもなら、そこで醒さめるはずの夢が、しかし今日は醒めなかった。

　由姫の視点は、知らない光景を見つめていた。

　そこは何ど処ことも知れない村の、小高い丘の上にある神社だった。彼女は、そこから村を見下ろしている。

　石段の下、鳥とり居いの向こう側にある村は、火の海になっていた。

　──創つくられた夢にしては、現実感があった。しかし夢であることには違いなく、他人の記憶を盗ぬすみ見ているような、そんな印象を抱く。

　すぐ傍かたわらの石いし畳だたみに、足のない老ろう爺やが座していた。

「薫かおるさま、ここはもう、もちませぬ」

　静かに呟つぶやき、老爺は背に負った刀の柄つかに指をかける。

「この石段は、私めが死守いたしますゆえ、その間に裏から──」

　老爺は高い石段から下を見み据すえ、不ふ敵てきな笑みを見せた。

　眼下の火の中では、二つの派は閥ばつの異い能のう者しやが、それぞれにせめぎあっていた。石段は最下段でまだ守られているものの、いずれは突破されそうなほど、敵の勢いが強い。

「座ざ王おう。私は逃げない。聖せい典てんを取ってくる」

〝由姫〟は、夢の中の自分にそう呟かれ、違い和わ感かんを覚えた。

「しばらく護まもれ。危あやうくなったら投とう降こうしていい。ここでは命を捨てるな」

「はぁ……」

「向こう側には仙せん崎ざきを潜もぐり込ませてある。投降さえすれば、私はともかく、お前達の命まではとられぬはずだ」

　老爺は嗤わらった。

「──いまさら、この老ろう残ざんの身など」

「まだ、働いてもらう機会もある。ここで死ぬことは私への裏切りと思え」

　由姫ではない誰だれかが、由姫の体をもって呟いていた。

　否いな──誰かの体に宿った記憶を、由姫の意識が覗のぞき見ている。

　座した老爺は深ふか々ぶかと頷うなずき、その気を練ねりはじめた。

　女は老ろう爺やを石段の上に残して、独ひとり、本殿へと歩きはじめた。周囲にはまだ、近きん侍じの者達がいたが、従おうとした彼らを女は拒きよ絶ぜつする。

　薄暗い本殿の奥に入ると、慣れた手つきで、地下へと続く床ゆかの隠かくし扉とびらを開けた。

　端の黒ずんだ蛍光灯が、暗い土壁に挟はさまれた小道を照らし出す。木製の階段は梯はし子ごにも近い急なものだったが、女は半なかば飛び降りるようにして、下までを降りた。

　その先は、板床の敷かれた洞どう窟くつになっている。

　歩くその足取りは、緩かん慢まんなようでいて滑すべるように素早かった。

　その薄暗い道の両りよう脇わきには、いくつかの板戸が並んでいたが、女はそれらに見向きもせず、奥へ奥へと進んでいく。

　細いその道の向こうから、人影が足早に駆けてきた。

　神社の地下には場違いな、白衣に身を包んだ女だった。

　由ゆ姫きの視点を持つ女は、彼女を呼び止めた。

「何をしている。非戦闘員は逃げるように通達があったはずだ」

　白衣の女は、駆け寄りながら一礼した。

「すみません。逃げる前に、研究室で、大事な資料をまとめていまして……」

　応こたえる女は、その小脇に革製の鞄かばんを抱えていた。

　重そうに膨ふくらんだ鞄に、由姫が盗ぬすみ見る記憶の主は一いち瞥べつを送り──若い研究者に、脇を通るよう指示した。

「──急げ。下はもう包囲されている。隠し通路の三番だ」

　白衣の研究者は、足早にそこをすり抜けた。

　由姫は、その研究者の顔を知っていた。榊さかき糾ただすという名のその女は、甲こう院いん派を壊かい滅めつさせた立たて役やく者しやでもある。もっともそれが公おおやけに知られたのは、現実に甲院派が瓦が解かいしてからのことだった。

　──なんとなく、わかってはいた。由姫の視点は今、〝甲院薫かおる〟と同化している。榊糾の顔をここで見たことで、由姫の意識はそのことに確信を得ていた。

　見ている光景は、甲院薫の持つ記憶──

　甲院薫は今、由姫の体を使っているはずだった。そのために、彼女の記憶が、由姫の見る夢ゆめと重なっている。

　由姫たちが研究所から助け出される、その数日前に、甲院薫はもう死んでいたはずだった。今見ている夢は、その甲院薫がまだ、存命中の昔のことと見ていい。

　甲院は、榊と擦すれ違った後も地下の廊ろうを進み続け、やがて石造りの重い扉を抜けた。

　扉の先には、ドーム状の広い空間があった。

　天然の岩がん壁ぺきに囲まれた部屋、その中央に、磨みがいた石造りの祭さい壇だんが見える。

　その祭壇の上を見渡して、甲院はぴたりと足を止めた。

　そこには厳重に鍵かぎを施ほどこしたはずの、鋼こう鉄てつの箱が据すえつけられていた。

　その蓋ふたが──今は、開いている。鍵かぎは何かの工具で破壊され、その場に砕くだけていた。

　駆け寄った甲こう院いんは、空からの箱を覗のぞき込み、愕がく然ぜんとした。

　そこになければならないはずの品が──消え失うせている。

　招しよう神しん帳ちよう、あるいはアラクナ聖せい典てんとも呼ばれるその品は、甲院派の切り札だった。内部に棲すむ神しん群ぐん、〝長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナ〟は、そのまま強力な味方となる。

　その神群を呼ぶために必要な聖典が、あるべき場所から消えていた。

　甲院は、ついさきほど、擦すれ違った女のことを思い出した。

　抱えていた重そうな革の鞄かばん、あの、中身は──

「──まさか、あの女」

　踵きびすを返して、甲院は駆け出した。しかし祭さい壇だんの間まを出るか出ないかのうちに、その眼前にするりと黒い影が降り立つ。

　唐とう突とつにあらわれたのは、由ゆ姫きも、そして当時の甲院も、見たことのない知らない娘だった。

　漆しつ黒こくの光こう沢たくを放つ髪の少女が、くすくすと嘲あざけるように笑いながら、祭壇からの出口に立ち塞ふさがっている。薄着の装よそおいは、街まちで見かける娘のものとさして変わらない。

「貴き様さまか、招神帳……アラクナ聖典を盗ぬすんだのは？」

　問う甲院の声には、激しい怒りが滲にじんでいた。

　少女は、からかうように嗤わらって応こたえる。

「ううん。私は知らないわよ。さっきの子じゃないの？」

　その少女は素す手でだった。目立つ荷物も持っておらず、何ど処こにも甲院の探すものを隠かくしている様子はない。

　苛いらついて、甲院は先に進もうと、彼女を突き飛ばした。

　その手をすり抜けて、娘はまた前に回り込む。

「──どけ。斬きるぞ」

　甲院は激しい口調で威い圧あつしつつ、腰に佩はいた愛刀を引き抜いた。構っている暇ひまもないが、斬り捨てる程度の余よ裕ゆうはある。

「そんななまくらで、私を斬れるの？」

　挑ちよう発はつする娘に、甲院はすかさず斬りつけた。手て加か減げんをする気もなく、低い天てん井じようの下、やや薙なぎ気味の袈け裟さ懸がけで、肩口から胸にかけて切り下げる。

　──娘は、平然とそこに立っていた。

　肉と骨を断つ手応えはあった。事実、刀は娘の臍へその上までを斬りつけ、そこで止まっている。しかし相手の体に食い込んだ刀は、そこで石せつ膏こうか何かに固められたように、まるで動かなくなった。

「──ね？　無む理りだったでしょう？」

　娘は血も流さずに、平然と言ってのけた。

　甲こう院いんは、その頰ほおにひきつった嗤わらいを浮かべた。

「──貴き様さま……フェルディナンか」

　吐はき捨てるように、その名を呟つぶやく。甲院薫かおるの知る者で、刀の斬ざん撃げきをこのような形で受け止められる者は、その忌いまわしい名を持つ者しかいなかった。

　甲院は少女を睨にらみつけた。

「どういうつもりだ。邪じや魔まをする気なら──」

「邪魔をする気よ。でも、どうしようもないでしょう？　無力な貴方あなたには」

　嘲あざけるその声に激げつ昂こうして、甲院は手から刀を離し、素す手でで殴なぐりかかった。

　拳こぶしは空転して岩いわ肌はだを叩たたき──次の瞬間、甲院の鳩尾みぞおちに、娘の体に捕えられたままの刀の柄つかが食い込んだ。衝しよう撃げきで、刀身は真ん中からぱきんと真っ二つに折れる。

　体を反そらすと同時に反撃をした娘は、その場にうずくまる甲院を見下して、甲かん高だかい嗤い声をあげた。

　折れた刀が、地に落ちる。

　黒髪の少女は、笑い声をおさめると、細い指先でその口許を押さえた。

「馬ば鹿かな子。聖せい典てんを失ったアラクナの異い能のう者しやなんて、何の力もないも同然なのに──」

「──フェルディナン……貴様、何が狙ねらいだ」

　軽く嘔おう吐としながら、甲院は叫ぶように問いかけた。

「狙いというほど大おお袈げ裟さなことはないけれど──貴方に、アラクナの力は──ちょっと過ぎているんじゃないかしら？」

　満まん月げつのフェルディナン──そうキャラバンの内部で呼ばれる奇妙な者は、馬鹿な子供を諭さとすように言った。わざと癇かんに障さわるよう、その声には嗤いを含ませている。

　甲院は口許の吐と瀉しや物ぶつを袖そでで拭ぬぐいながら、折れた刀の柄を拾った。

「──聖典を盗ぬすんだあの女も、貴様の差さし金がねか」

「ふふっ……別にそういうわけじゃないんだけれど──」

　少女の人形のように整った顔立ちに、酷こく薄はくな笑みが浮く。

「ああいう無む茶ちやな子、嫌いじゃないから。それにあの子は、人にしては神しん群ぐんを大事にしてるから、少しは手伝ってあげてもいいかなぁ、って」

　甲院は歯は嚙がみした。

　長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナの巫女みこである甲院薫には、〝対象に意思を伝達する〟という、戦闘に向かない異能しかなかった。自己防衛の手段として剣術を学んではいたが、フェルディナンを相手に立ち回れるほどの腕はない。

　──そもそも、目の前の相手には〝刃〟が通じそうにない。

　その思し考こうを察したように、フェルディナンは嗤った。

「でもね。ここに来たのは、気まぐれってわけでもないの」

　甲こう院いんは、震える四し肢しに力を込め、岩がん壁ぺきに手をつきながら立ち上がった。

「……アラクナが狙ねらいか？　貴き様さまには確か、神しん群ぐんを配下に加える趣しゆ味みがあったな」

　甲院が指摘すると、少女は軽く肩をすくめた。

「別に、アラクナのことなんてどうでもいいの。あの子は、レブルバハトやルールーブみたいに、人に毒どくされすぎてて、私の言うことになんか耳を貸さないし。

　それに〝配下〟じゃないわ。私は、彼らを〝保護〟しているだけ。ときどき、力を貸してもらうことはあるけれど──私が我が慢まんならないのは、貴方あなた達みたいな人間が、たいした考えもなしに彼らを利用すること。

　特に貴方達は、やりすぎたの」

　美しい少女の顔で、フェルディナンは微笑ほほえみ、そして軽く小首を傾かしげて見せた。

「いずれ諦あきらめると思って、しばらくは実験も見逃してきてあげたけれど、それももうおしまい。なにより、あんな連中を相手に、アラクナを召しよう還かんするなんて馬ば鹿かげてるもの」

　甲院は、吐はき気けをこらえて声を張った。

「貴様には関係のないことだ！　我々のことは放っておけ！」

「だぁめ」

　フェルディナンの眼めが据すわった。

「あなた、知らないの？　〝稲いな穂ほの姫ひめ・コリン〟を食い荒らした、〝長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナ〟は、その報むくいとして鬼き神しんの怒りを買ったの。あの子がその末端だけでなく、本体ごと完全にこっちへ出てきたら、他の神群も無関係じゃいられない。なんのために、あの子が聖せい典てんの中に封じられているか──考えたこともないのかしら？」

　馬鹿にした口調で、フェルディナンは言った。

　甲院は、脂あぶら汗あせのにじむ眉み間けんを寄せた。

「またすぐに、聖典の中へお戻りいただくさ──山やま之の内うち派の連中を、退しりぞけたらな」

　鳩尾みぞおちの痛みを堪こらえながら、甲院は一歩、フェルディナンに近づいた。折れた刀を握り、抵てい抗こうの意を込めて前へと突き出す。

　フェルディナンは、その白く細い両手を広げ、甲院を迎えようとした。

「もう一つ、私が邪じや魔まをする理由はあるのよ？」

　甲院が逃げる間もなく、その両手が細い身に絡からみつき、きつく抱ほう擁ようされる。折れた刀は、甲院とフェルディナンの間に挟はさまった。

　黒髪の少女は、上うわ目め遣づかいに嗤わらった。

「……私、あなたのこと、嫌いなの」

「フェルディナン！　きさっ……」

　──甲院薫かおるの絶ぜつ叫きようじみた怒ど声せいは、最後まで続かなかった。少女の体が、人の身には有り得ない高熱を発し、甲院の爪つま先さきから脳のう天てんまでを、業ごう火かが柱となって包んだ。

　火か炎えんの向こう、すぐ目の前に、黒髪の少女の微笑があった。

　満まん月げつのフェルディナン──その名を、甲こう院いんは最さい期ごの意識に、恨うらみをもって刻きざみつけた。

　ただの一瞬で、甲院の記憶、そして由ゆ姫きの意識は暗あん転てんした。
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　かすかな吐はき気けを覚えて、甲院薫かおるはふらりとよろめいた。

　水中庭園の魚達が、優ゆう雅がにゆったりと目の前を泳ぎ過ぎていく。

　傍そばに控えていた座ざ王おうが、その顔色の悪さに目ざとく気付いて問いを発した。

「薫さま、どうかされましたかな」

「いや──なんでもない」

　そう答えつつ、甲院は眉まゆ根ねを歪ゆがめ、数歩を歩いて椅い子すに座り込む。

　何者かに、自分の中身を覗のぞかれているような違い和わ感かんがあった。電話を盗とう聴ちようされるよりも、あるいは風ふ呂ろを覗かれるよりも強い不快感が、じわじわと心の底から湧わき上がってくる。

　その理由は、なんとなくわかっていた。

　体の持ち主である碑ひ文もん谷や由姫の意識が、無自覚のうちに甲院薫の記憶に触れている──それが、吐き気と違和感に関係している。

　籤くじ方かた刀とう至じを乗っ取っていた間にも、同じようなことは幾度かあった。そして、籤方の意識を解放した時に──彼に、甲院薫が持つ記憶の一部が伝わっていることも判明した。

　思わぬ副作用ではあったが、予想できなかったことでもない。一つの体に二つの意識が宿る以上、その関かかわり合いは二重人格のそれのように、歪んだものになると予測はしていた。

　甲院の側は、乗っ取っている体が持つ〝記憶〟を知ることはできない。籤方の時は、彼とともに過ごしてきた〝刀〟としての記憶がかすかに残っていたが、由姫に関しては、彼女の一いつ切さいを甲院は知ることができなかった。

　その歩んできた人生はもちろん、性格や考え方も、知ることはできない。

　多重人格者にも、同じような症状が出ることはある。ある人格は様々な記憶を共有するが、またある人格は、他の人格が持つ記憶を共有できない──そんな偏かたよった不公平な状態を、一つの身に抱えるということの不安さを、甲院薫は今、漠ばく然ぜんと実感していた。

　もっとも、多重人格の場合は、どんなに性格が違っていても〝一人〟の人間から生まれる人格には違いない。しかし今の甲院は、まったく別個だった二つの人格が、一つの体を使っている。そして、体を持っていた元の人格は、甲院によって封じられていた。

　──多少の不快は、我が慢まんせねばな。

　甲院は内心で独ひとりごちた。一度は死んだ自分に、再び自由に動く体が得られただけでも、充分すぎる幸運だった。その上、得た体は、聖せい典てんの加か護ごを得られるアラクナの異い能のうを継ぐ者でもある。これ以上の僥ぎよう倖こうはないと思ってもいい。

　しかし理り屈くつでそうとは思っていても、〝自分〟の体内に、由ゆ姫きという異い物ぶつが紛まぎれ込んでいるような嫌けん悪おは消せなかった。

　──慣れるしかない、そう思う。なんとなれば、現在、アラクナの召しよう還かんを可能とする肉体は、この由姫のものしかない。

　アラクナの召還には、聖せい典てんとそれを扱える体が必要だった。

　甲こう院いんと座ざ王おうは今、その聖典の扱い方について、話し合っていた。

「薫かおるさま。アラクナの力は、時によっては確かに便利なものですが、やはり切り札ですな」

　座王の呟つぶやきに、甲院も吐はき気けから立ち直って頷うなずきを返す。

「確かに──今ひとつ、不明な点が多い。私の最さい期ごに、フェルディナンが言い残した言葉も気になる……」

「左さ様ようでございます。加えて、今は手て駒ごまも少ないわけですし──隠かくれて力を蓄たくわえつつ、時を待つしかありますまい。なにせ山やま之の内うちも高齢です。奴やつが寿じゆ命みようで死ねば、山之内派も弱体化は必ひつ至しかと──」

　結論がそこに行き着くことはわかっていた。甲院派は再結成がなされたばかりで、まだキャラバン側の出で方かたすら明確には把は握あくできていない。仙せん崎ざき個人が、どうにか秘ひ密みつ裏りに派は閥ばつを維持させていたとはいえ、十年の歳月は、さすがにその情報網を錆さびつかせていた。

　広間に突然、その仙崎竜りゆう太た郎ろうが駆け込んできた。

「──薫様、申し訳もありませぬ」

　開口一番に言って、仙崎はすぐに平へい伏ふくした。

　徒ただ事ごとではないその様子に、甲院は眉まゆをひそめる。

「仙崎、どうした？」

「は。先程、連絡が入りまして──龍りゆう舌ぜつ魚うおの始し末まつ、一匹分をしくじりよったそうです。敵方の寺に、予想外の戦力があり……すぐに、第二陣を組織いたしましたが──」

「戦力に不安がある、か？」

　仙崎が、顔を歪ゆがめて頷いた。

　甲院は思し案あんする。

　動かせる私兵の数は、あまり多くもない。紅あか街まち中華街で聖典を取り戻した際には、ヴィヨンをはじめとする十数人の忠実な部下達が捕らえられていた。

　この水中庭園の中には、まだ百人ほどが待たい機きしているが、戦闘には向かない人間もいる。なにより、これから先のことを考えれば、派閥を維持するだけの戦力はどう考えても足りない状態にあった。

　決して、無む駄だに死なせる策は取れない。

「その寺の戦力というのは、どれほどだ？」

「詳しよう細さいは不明ですが、戦闘に長たけた異い能のう者しやを六人送り、うち二人が生死不明です。他の四人は、不利を悟さとって一度、退ひきました。何かの神しん具ぐを備えておったようです。忍しのび込むのも可能とは思われますが、今は警戒を強くしていますゆえ、少々、人数を用意し、陽よう動どう策さくが取れればと──」

「ふむ──」

　甲こう院いんは、細い顎あごに指先を添そえた。

「ほう。薫かおるさま、竜りゆうさん。そういうことでしたら、この老ろう骨こつが参りましょ」

　足のない老ろう爺やが、微笑を浮かべて言った。

「いや、しかし座ざ王おうの手ぇ借りるほどのこっちゃ……」

　仙せん崎ざきがそう言ったのは、座王の手て柄がらを恐れてのことではない。足がなく、また高齢の老人に、余よ計けいな負ふ担たんをかけるのが躊躇ためらわれたためだった。この二人の間には、やや奇妙なほどに連帯感が強い。

　座王は好こう々こう爺やとした笑みを見せた。

「しかし、竜さんや薫さまが外へ出るのは危険でございましょう。現地で指揮をするにも、わしがおった方が都つ合ごうがいいはずです。それに──わしもここ数年、人を斬きっておりませぬ。焰えん鉄てつ衆しゆうとともに、勘かんを取り戻し、体を慣らすのにも丁ちよう度どいいかと──」

　物腰は柔やわらかいものの、老爺の座王には、言い出したら聞かぬ頑がん固こさがあった。それを知る甲院は、強しいて止めずに頷うなずく。また、座王ならば仕し損そんじることもないと思われた。

「わかった、頼もう。仙崎、戦力の選定は任せる。好きなだけ使え」

　仙崎は、畏かしこまって頭を下げる。

「は──承うけたまわりました」

「では薫さま、また後ほど」

　座王は即席の車くるま椅い子すに乗せられ、仙崎とともに広間を退出していった。

　後に独ひとり残った甲院は、椅子に深々と腰掛け、眠るようにその眼めを閉じた。

　すぐ背後に──ふと、人の気配が立った。空気が密度を増したように、重苦しく転ずる。

　察した甲院は、刀の柄つかに手を添そえ、静かに呟つぶやいた。

「──何者だ」

　──あらかた、予想はついていた。今のこの場で、甲院の背後を取れる者など、この世に二人しか知らない。

　一人は、満まん月げつのフェルディナン──来たのが彼かの人物ならば、しかしもっと明確な悪意を感じ取れるはずだった。

　もう一人の、心当たりは──

『これはこれは──あの甲院薫が復活したと聞いて来てみれば、ずいぶんと可愛かわいらしくなったものだね』

　男でも女でもない、中性的な軽い声が、耳元に囁ささやかれた。

　甲こう院いん薫かおるは、そっと溜ため息いきを吐つく。

　──いずれ、あらわれるとは思っていた。何か変事があるたびに、とりあえずとばかりに顔を出しては場を荒らす、厄やつ介かいな相手である。

　星ほし詠よみのエスハ──人であるかさえ疑わしい彼は、翁おきな居い夢ゆめ路じが作り上げた組織、キャラバンに昔から関かかわる存在だった。

『甲院薫。元気だったかな？　君が意思を取り戻すのは、もう少し先のことかと思っていたけれど──満まん月げつのフェルディナンを斬きり、その体液を刀身が吸ったことが、〝気き付つけ薬ぐすり〟になったみたいだね』

　占うらない師しの声は嗤わらっていた。

「──三流占い師が、何をしに来た？」

　甲院は、冷たい声で彼の存在を拒きよ絶ぜつした。

　背後の存在は、くすくすと癇かんに障さわる声で嗤う。

『冥めい界かいより戻られた姫君に、せめてご挨あい拶さつをと思いまして──まずは、甲院派の復活をお祝いさせていただくよ。おめでとう』

　からかうように、そう言った。

「祝しゆく辞じなら、背後ではなく前から来い。それが礼というものだ」

　甲院は、吐はき捨てるように呟つぶやいた。

『これは失しつ敬けい──では』

　眼前の空間が歪ゆがみ、甲院の目の前に、フードをかぶった人影が浮かび出た。半分透けた体の向こうに、広間の出口が見えている。

　甲院の前にひざまずいた占い師は、しかしそのポーズとは裏うら腹はらに、さらに挑ちよう発はつの言葉を続けた。

『これでお気に召めされましたか、姫君──？』

「……なんのつもりだ、その〝姫君〟というのは。挑発ならば乗らんぞ。貴き様さまには刀も通じぬし、体力の無む駄だになる」

　甲院は疲つかれたように言った。はやく消えて欲しいと思ったが、そう言って消えてくれる相手でもない。

『挑発なんて、とんでもない。姫というのは紛まぎれもなく〝貴方あなた〟のことだよ。その体の持ち主の名は、〝由ゆ姫き〟というんだろう？』

「──体の持ち主は、な。今の私は、甲院薫だ。碑ひ文もん谷や由姫ではない」

　その答えに、星詠みのエスハは、耳みみ障ざわりな薄笑いを漏もらした。

『ふふ……そう？　本当に君は碑文谷由姫じゃないのかな？』

　ぴくりと、甲院の──由姫の顔の、眉まゆが跳はねた。

「……言いたいことがあるのならば、はっきりといえ。貴き様さまの婉えん曲きよくな物言いには、昔からうんざりしていた」

　俯うつむいたまま、エスハは嗤わらう。

『じゃあ、言ってあげるよ。君は碑ひ文もん谷や由ゆ姫きだ。山やま之の内うち派の連中はおそらく、君を甲こう院いん薫かおると思って襲いかかってくるだろう。だけど、彼女はもうとっくの昔に、人としては死んでいる。今の君は、碑文谷由姫だよ』

「たとえ意識とその記憶は、この甲院薫でも、か？」

　甲院は嘲あざわらった。

「なるほど、体は確かに、この娘のものだ。だがそれを動かしているのは、今や彼女ではなく、この私だ。だから、私は甲院薫であって、碑文谷由姫ではない」

　甲院はそう断じた。

　人の体を乗っ取っている以上、まだ違い和わ感かんはあった。だがそれも、慣れればじきになくなるはずだとも思う。

「……もちろん、私がこの娘の体を解放すれば、また話は別だが」

『違うよ。私が言っているのは、そういうことじゃない』

　エスハはくすくすと嗤った。

『君はまだ、本当に気付いていないんだね──』

　甲院は椅い子すから立ち上がり、すらりと刀を引き抜いた。

　フードに遮さえぎられて見えないその顔に、甲院は刃の切っ先を突きつける。

　エスハは微動だにしない。たとえ刺したところで、刃は空くうを斬きるだけだということは、甲院にもわかっていた。ただ、敵意を示すためにその行動を取る。

「失うせろ、エスハ。そして、山之内派には、ここのことを絶対に話すな。この約束を破るなら、私は今後、貴様を敵視する。今はまだ、共存すべき他者として認めぬでもない」

　そう言って、甲院はすぐに虚きよ勢せいの刃を納めた。

　エスハは、まだくすくすと嗤っていた。

『また来るよ──それまでにもう少し、今の自分について、理解しておくことを薦すすめよう』

　エスハはそう言い残して、煙が散るように姿をくらました。元から幻げん影えいだったかのように、後にはなんの痕こん跡せきも残さない。

「……余よ計けいな、お世話だ」

　甲院は低く呟つぶやいた。しかし、心の何ど処こかに、エスハの言は確かにこびりついた。

　──今の自分について？

　自分は──なんのためにこの場にいるのだろうと、ふと思った。

　山之内派やキャラバンには恨うらみもある。だがそれを晴らすことは、目的としては弱い。そして、全すべての人類を異い能のう者しやに変えるという甲院派の主義を果たすには、今の自分達は弱すぎた。

　その目標を果たすために、これから組織を強めるにしても──それには、罪ざい人にんとしての甲こう院いん薫かおるの存在、そのものが足を引っ張っている。キャラバンが甲院派を敵視している限り、その存在を彼らが許すはずもない。

　新規の同志を集めることさえも難しい現状では、組織を強めるという策さえも、実現の難しい絵え空そら事ごとのように感じられた。

　──ならば自分は、何なに故ゆえここで、その残ざん党とうの指揮などを執とっているのか──

　甲院薫は、身を震わせた。

　過去の亡ぼう霊れいのように自分が復帰したことで、仙せん崎ざきや座ざ王おうといった、古い甲院の流れを汲くむ者達が、彼女の下に集つどっていた。

　彼らは山やま之の内うち派から即座に離れ、甲院に再度の忠ちゆう節せつを誓ちかってくれた。

　山之内派の内部には、まだ甲院が潜もぐり込ませている幹部や構成員達もいたが、彼らの忠誠心はこの十年でどう変化したか、怪あやしい節フシもある。

　今、甲院薫の身近にいる部下達は、甲院派の中でも、特に忠誠心の厚い者達といっていい。

　見方を変えれば──山之内派は、甲院薫の復活によって、逆に獅し子し身しん中ちゆうの虫むしともいうべき反乱分子を一いつ掃そうしつつある。

　あるいは──

　自分の復活は、山之内派の者達にとっては、不運ではなく──むしろ望むところでさえあった可能性に、甲院薫は思い至っていた。そこに何者かの意思が働いていたとは思わないが、これでもし、山之内派が甲院派の壊かい滅めつに成功すれば、二度と甲院派が息を吹き返すことはない。

　アメリカにいた、ある神しん群ぐんの信しん奉ぽう者しや達──ガムナ教団のように、地下に潜せん伏ぷくする余よ裕ゆうさえなく、甲院はこの地上から消えるはずだった。

　甲院薫は、怯おびえていた。

　仙崎にも、そして座王にも決して見せない弱気が、彼女の中に芽め生ばえつつあった。

　甲院派が強い勢力をもっていた十年前とは、立場がまるで違う。当時の甲院派と山之内派は、拮きつ抗こうした戦力を互いに保持していたが、今は比ぶるべくもない。甲院は追われる立場で、山之内派はまさに狩人かりうどだった。

　──怖こわい。

　はじめて、そう思った。

　死ぬのが怖いということでもない。一度は死に、新しい体を手に入れた。

　しかし──甲院薫は、もっと恐ろしいことに薄うす々うす、感づいていた。

　今の自分の意識は、鞘さやに納められた、腰の刀に宿っている──肢し体たいは、他人の物を借りて利用しているだけに過ぎない。

　自分は、あるいは──もう死ねないのではないかと、ふと思った。

　山之内派に捕らえられ、刀の状態で閉じ込められれば──例えば、海の底にでも沈められれば、彼女はずっと孤独な状態で、数百年──あるいは数千年と、時を過ごさねばならなくなる。

　人の心が、そんな状態に耐えられるはずもない。それは死よりも怖こわい悠ゆう久きゆうだった。

　甲こう院いんはふと、頰ほおに手を当てた。

　──濡ぬれた感かん触しよくが、掌てのひらに伝わる。我われ知らず、彼女は涙を流していた。

　柔やわらかい我が身をぎゅっと両手で抱きしめ、誰だれにも見られていないことを信じ、微かすかに嗚お咽えつを漏もらす。

　──何故なぜ、生き返ったんだろう──

　彼女は今、そんなことを考えていた。

　──甲院薫かおるは、気付いていない。

〝昔の彼女〟ならば、そんな想像に怯おびえることなく、むしろ野や望ぼうを実現するための時間が長くなったことを、ただ喜ぶはずだった。

　少しずつ──彼女の中の歯車は、狂いはじめている──
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　宝ほう物もつ庫こにまで続く廊ろう下かを、真ま砂さごは法のり章あきの案内で歩いていた。

「甲こう院いんの連中が来たのは、いつ頃ごろなんだ？」

　先を歩く法章に問うと、僧そう形ぎようの友人はすぐに答えはじめた。

「昨夜、まだ日が暮れてすぐの頃でした。はじめは、ただの盗ぬすつ人とかとも思ったのですが──こんな田舎いなかの寺に、盗人もありませんよね。捕らえてみれば、パナンゾロンの異い能のう者しやが二人ほど──何が狙ねらいかは口を割っていませんが、真砂達と、目的の品は同じかもしれません」

　法章の答えに、真砂は首を傾かしげた。

「二人……だけか？」

　襲撃にしては、あまりに人数が少ない。

「いえ、他ほかの仲間もいたのでしょうが、逃げた様子です」

　法章は淡たん々たんと語った。

　真砂と法章の会話を背後で聞いていた榊さかき糾ただすが、控えめに口を挟はさむ。

「パナンゾロンの異能者を捕まえられたってことは、このお寺にも戦闘系の異能者が多いの？」

　榊の疑問は、真砂も感じていたことだった。

　鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロンの異能を受け継ぐ者は、その身に鋼鉄にも近い装そう甲こうをまとう。銃器の類たぐいもほぼ通用しない彼らに、常じよう人じんが立ち向かうことは難しい。

　法章は笑って、首を横に振った。

「いえ、多いというほどのことはありませんが──幾人かは、現役から退ひかれて、仏ぶつ道どうに入られた方もいらっしゃいます。それに神しん具ぐもいくつか──まぁ、賊ぞくはたまたま、運が悪かったのでしょう」

　合がつ掌しようして、法章は曲がり角に立ち止まった。真砂達からはまだ見えないその先に一礼し、涼すずやかな声を張る。

「失礼を致します。客きやく人じんをお連れいたしました」

　真砂と榊も、廊下の角を曲がった。

　目の前に、鉄作りの巨大な扉とびらがそびえていた。寺の他の部分とは明らかに様子が異なり、廊下と蔵くらとを直結させたような造りになっている。

　門の正面には、その番人と思おぼしき二人の僧が座していた。

　椅い子すも何もなく、ただ座布団に腰を下ろしているところを見ると、甲院の再襲撃を警戒しての臨時の警備らしい。

　手て薄うすではあったが、寺にいる人数を考えると、精せい一いつ杯ぱいの警備には違いない。二人の傍かたわらには、大おお仰ぎような凹おう凸とつのついた金かな砕さい棒ぼうと、柄つか尻じりの部分に宝石をあしらったアンティーク風のナイフが置かれていた。

　重過ぎる金砕棒と小さなナイフでは、どちらもあまり、実用性のある武器には見えなかったが──ナイフの方は、何かの神しん具ぐを思わせる神秘的な印象も漂っている。

「そちらは？」

　僧そう達は、法のり章あきの背後に立つ真ま砂さごと榊さかきをいぶかしげに見た。

「迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究をされていらっしゃる、榊糾ただす様です。山やま之の内うち派の命で、保管されている神具の一つを借り受けにいらっしゃいました」

　法章は淀よどみなく涼すずやかな声を張った。さりげなく、その言葉には〝噓うそ〟が織り込まれている。榊も真砂も、山之内派の命は受けていない。その機き転てんに、真砂は感謝した。

「……榊様──？　あぁ、これは、お初にお目にかかります」

　丁てい重ちように一礼して、僧は扉とびらの鍵かぎを開けた。

　それだけで確認がすんでしまったことに、真砂はここでの法章の信用が、相当なものであることを察した。真砂と同じ十六歳と、年は若いが、しかし彼はこの寺ができた時──否いや、できる前から、この場所に居る。その意味では、誰だれよりも古い住人のはずだった。

　そして同時に、相手が榊糾を知っていたことにも驚く。〝甲こう院いん派を潰つぶした立たて役やく者しや〟として、彼女の名は、この場でもそれなりの重みをもっていた。

　真砂と榊は、法章に続いて扉をくぐった。

　鉄てつ扉ぴの奥は想像以上に広い空間だった。

　高い天てん井じようまで続くスチールの棚が、ずらりと揃そろっている。その列の多さに、真砂はただ驚いた。棚の多くは箱型で、鍵穴のない錠がかかっている。

　大小様々のそんな棚が部屋には並び、正面は別の大型の棚に遮さえぎられて、その先が見えない。照明が薄暗いせいもあって、部屋の広さには見当をつけにくかった。

　どことなく図書館の資料室を思わせるその部屋は、寺の外観に似合わず、温度と湿度を調節する空調や、防災用のスプリンクラー、さらには赤外線による侵入者の監かん視し装置までを備えた、最新鋭の設備をもっていた。

　当然、壁に窓などもなく、鉄扉の他に出口もない。床ゆか材ざいは板からリノリウムに変わり、その雰ふん囲い気きも寺の内部からは一変していた。

「……ちょっと待って。何、これ」

　榊が呆ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。間違っても、そこは〝寺〟に必要と思われる部屋でもない。

　法章は声をひそめて答える。

「榊様、こちらのことは、どうぞご内ない密みつに──この寺は、山之内派の、俗ぞくに言う〝隠かくし金きん庫こ〟の一つなのです。ここには、神群に関係する様々な神具や稀き覯こう本ぼんばかりでなく、山之内派が派は閥ばつとして所有する、銀行などには預けられない資産の一部などが保管されております。広さはだいたい、体育館ほどでしょうか──何ど処こに何があるかは、実は私も把は握あくしておりません」

　その答えに、真ま砂さごは頰ほおを引きつらせた。

「──探すのか？　この中から？」

　棚の高さは、真砂の身長の倍ほどもあった。そんな棚が、体育館ほどの広さに密集しているとなれば──調べるにしても一日、二日で終わる量とは思えない。

　法のり章あきは苦笑した。

「いえ、さすがにそれは……この奥に、収蔵物を管理している機械がありますから、検けん索さくして調べてみます」

　法章は二人の先に立ち、壁に沿って歩いた。真砂はスリッパの代わりに、持ってきた靴を履はき、その後を追う。

　入り口からは物もの陰かげになって見えなかった場所に、壁面に埋め込まれるような形で、一台のパソコンが置かれていた。

　その真正面の椅い子すに腰を下ろし、法章はてきぱきとキーボードを叩たたいた。すぐにモニターには、龍りゆう舌ぜつ魚うおの保管場所を示す結果が表示される。

　保管場所のロックをシステム上で外はずして、法章は機械の操そう作さを終えた。

「こちらのようです、どうぞ」

　す──と、立ち上がり、年若い僧そうは目的の棚を目指して歩き出した。真砂と榊さかきは、すぐにその後を追う。

「──ここにあるのが全部、貴き重ちよう品ひんなのか？」

　周囲を見回しながら、真砂は啞あ然ぜんとして言った。法章は、軽く肩をすくめる。

「そういうことになっています。それにここには、とんでもない品もあるんですよ。先夜、賊ぞくを捕らえられたのも、ここにあった神しん具ぐを持ち出してのことで。まぁ──」

　法章は、広々とした部屋の、棚に挟はさまれた狭せまい通路に視線を巡めぐらせた。

「ここに押し入る気ならば、よほどの戦力が必要でしょう。龍舌魚というのは知りませんでしたが、他ほかにも貴重な品が多いだけに、防犯設備が整っていますから」

　この寺に、龍舌魚が保管されていた理由。そして、甲こう院いんの人間が襲撃に失敗した理由について、真砂はようやくに得とく心しんした。田舎いなかに隠かくれた地ではあるが、ここは山やま之の内うち派の〝拠きよ点てん〟の一つとも言うべき場所らしい。

　法章は、部屋の中央に程近い棚の前に立ち止まった。

　棚の蓋ふたを開けると、そこには真砂も知る〝魚〟の姿があった。

　出で目め金きんのように張り出した、丸い水晶の目玉が、真正面から真砂を見み据すえていた。

　目と目の間には、小さな口が縦に四つ連なっている。プランクトンしか口にできなさそうなその口の奥には、丸まったストロー状の器官があった。

　龍りゆう舌ぜつ魚うおと呼ばれるそれは、向きこそ違え、榊さかきの秘ひ蔵ぞうしていた品とまったく同じだった。薄暗い宝ほう物もつ庫この明かりの下、白色の皮ひ膚ふがぬるりとした光こう沢たくを放っている。

「──これがその、龍舌魚ですか？　私もはじめて見ましたが──なるほど、妙な品ですね」

　法のり章あきは、その魚の奇き態たいに戸と惑まどうように呟つぶやいた。

　真ま砂さごはホルマリン漬づけのガラス筒つつを手に取り、その胸に抱え込んだ。漬けられた液体の中で、龍舌魚の体はある一定の方向を指し続ける。

「ずいぶん、あっさり手に入ったかな」

　やや拍ひよう子し抜けした気分だった。

「特に持ち出し制限もかかっていませんし、保管物としてのランクは、かなり低い品のようです。ここでは、さして重要なものと思われてはいないのですが──真砂達には、必要なのでしょう？」

　法章の問いに、真砂は頷うなずいた。

　榊の話では、この品が示す方角に向かえば、〝水中庭園〟という神しん具ぐの在あり処かに辿たどり着けるはずだった。現状では、そこが彼らの拠きよ点てんになっている可能性がもっとも高い。由ゆ姫きが必ずそこにいるとは限らないが──他ほかには、たいした手がかりもない。

「じゃあこれ、しばらく借りるよ」

　ずしりと重いガラス筒を後生大事に抱え、真砂は歩き出した。

「はい。私は、邪じや魔まになるでしょうから一いつ緒しよにも行けませんが……気をつけてください。そして由姫が戻ったら、今度は是ぜ非ひ、皆でおいでください」

　宝物庫の出口に向けて先導しながら、法章は柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「あぁ、そうさせてもら……ん？」

　──ぞくっ──

　突然、背筋に得え体たいの知れない悪お寒かんが走った。真砂は咄とつ嗟さに、龍舌魚を榊に押しつける。

「……先生、すみませんが、ちょっとこれを……」

「え？　あ、うん」

　訳わけがわからぬまま、榊はガラス筒を受け取る。女の身にはやや重過ぎる品で、よろめいたところを法章が支えた。

「真砂？　どうしまし……」

　法章の言葉は、不意の轟ごう音おんにかき消された。
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　近い距離から鼓こ膜まくに響いた音は、宝物庫の壁が崩れたためのものと、すぐに推察できた。棚に阻はばまれて視認はできなかったが、音を伴った衝しよう撃げきが空気の震えとなって、真砂と二人を叩たたく。

　──襲ってきたタイミング、その手て際ぎわの荒さからして、甲こう院いん派の再襲撃であることは疑いない。

「法のり章あき！　榊さかき先生を安全なところへ！」

　叫んで駆け出した真ま砂さごに、榊が慌あわてて手を伸ばした。真砂の指示を受けた法章が、すかさずその身を押さえる。

「真砂君⁉」

「ご心配なく。様子を見てくるだけです」

　心配げな榊の声に、軽く応こたえておいて、真砂は音の方向を探した。走りながら革の手袋を外はずし、ズボンのポケットに突っ込んでおく。

　金色の輝きを宿す両手の爪つめは、獲え物ものを求めて鋭するどく尖とがり、長さと硬かたさを増しつつあった。

　棚の間をすり抜けていくと、空調の風とは明らかに違う、湿りすぎた外気の流れを感じた。方向は間違っていないと見て、真砂は周囲を見回しながら駆ける。

　──ひゅん、と、風を裂く音がした。

　ぞくりと背が粟あわ立だち、真砂はたたらを踏んで立ち止まる。何かが脇わきを通り過ぎたと思った瞬間、頰ほおに熱いものを感じた。

　そっと触れた指先に、血の筋がつく。

　痛みは薄かったが、鋭えい利りな刃物で切られたような傷口は、意外なほどに深かった。

　特に何かが、飛んできたということもない。

　──見えない真空の刃──咄とつ嗟さに、その可能性を考えた。珍しい技ではあったが、噂うわさに聞いたことがある。甲院派の旧幹部に、神しん具ぐの刀が作り出す、真空の刃を扱う剣けん客かくがいたのは有名な話だった。

　──もちろん、実戦で遭あったことはない。

　聞いたところでは、その幹部は完全に真空の刃を〝操あやつれる〟わけでもないらしい。紙飛行機を飛ばすように、ある程度の指向性はもたせられるものの、刃の動く先は安定しないともいう。

　たった今、頰をかすめたのは、その流れた刃の一部かと判断した。

　甲院の一派に属する異い能のう者しやの数は知れている。そして、この宝ほう物もつ庫こを襲ってきたのが甲院派と思われる以上、相手がその剣客である可能性は決して低くない。

　真砂の視界、棚の合間に、崩れた外壁が見えた。分厚いコンクリートの塊かたまりがいくつにも分割され、そこから得え体たいの知れない黒くろ装しよう束ぞくの一群が入り込もうとしている。

　その黒装束達が担かつぐ小さな輿こしの上には、一人の老ろう爺やが座していた。やはり黒装束をまとった瘦そう身しんに、一本の細長い刀を背負い、柔にゆう和わな微笑を振りまいている。

「や、そこの方かた」

　老人は、棚の隙すき間まから顔を覗のぞかせた真砂を、目ざとく見み咎とがめた。

　真空の刃を扱う、その異い能のう者しやの名は、確か──

「わしは座ざ王おうという者じゃ。ちぃとお邪じや魔まさせてもらいますよ。なに、長なが居いはしませぬから安心なされい」

　──〝座すわり居い合あい〟の、座王。

　その名で畏い怖ふされる老ろう爺やは、孫のような歳としの真ま砂さごへ、にたりと笑いかけた。

　神しん群ぐんの異能者が鍛えたと思おぼしき神しん具ぐの刀を用いる彼は、鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロンを土地神として信仰していた村の出身者だった。

　必然的に、彼自身もパナンゾロンの異能を受け継いではいたが、また彼は同時に、自ら望んで甲こう院いん派の実験に身を委ゆだねた者でもあり、それ以外の技も使う。

　実験の副作用で脚を失った彼が、それでも甲院の幹部として存在できた理由は、その技ゆえに他ほかならない。甲院の壊かい滅めつ後はすばやく投とう降こうし、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうの庇ひ護ごのもとに隠いん居きよしていたはずだが、甲院の復活に伴って行方ゆくえをくらました一人でもあった。

　意外な大物の出現に、真砂は歯は嚙がみした。座王の傍そばには、黒くろ装しよう束ぞくの男が六人──いずれもが輿こしを担かついでいたが、その物腰はただの担ぎ手とも思えない。ある種の戦闘術を修おさめていることは、その気配から容よう易いに窺うかがえた。

　加えて、座王には飛び道具ともいえる真空の刃がある。命中率に難があるとはいえ、援えん護ごもない状態で、一人で立ち向かうには不利が大きい。

　真砂のそんな迷いを知ってか知らずか、輿に担がれた老爺は、ややしわがれた声を張った。

「そこの方かた。退のかれませい。わしらは、こちらに用がありましてな。退いていただければ、殺す手て間まが省はぶけて助かり申す」

　座王の言葉を無視して、真砂は棚に隠かくれつつ、機を窺った。

　高まる緊張感に伴って、ルールーブの爪つめが長さを増していく。鷹たかにも似たその爪は、至近距離でなら無敵にも近い武器だった。とはいえ、無む理りをすれば相打ちを覚かく悟ごする羽は目めになり、また遠い距離から攻撃されれば、爪が届かぬうちに殺される危険もはらんでいる。また、相手にかわされれば話にもならない。

　そして困ったことに──座王の周囲には、付け入るだけの隙すきが見えなかった。

　紅あか街まちでヴィヨンと戦った時には、死を前にした恐きよう怖ふはあったにせよ、近づきさえすればどうにかなると思えた。しかし今は、仮かりに近づけたところで、あまり勝てそうな気がしない。爪が届く前に、相手の刀が自分の首を切り落とす──そんな光景が、脳のう裏りに浮かんだ。

　棚の陰かげで、真砂が考えあぐねる隙に、座王を載せた輿の両りよう脇わきから、黒装束とは別の者達もあらわれはじめた。

　いかにもといった迷めい彩さい服ふくに銃器を携たずさえた者が三人、さらにはパナンゾロン特有の鋼鉄の皮ひ膚ふに覆おおわれた者が二人、そこに加えて、能力のわからない背広姿の人間が三人──

　座王と輿を担ぐ者達を含めれば、十数人と戦力が揃そろっている。

　賊ぞくの数が予想より多いことを知り、真ま砂さごは眉まゆを歪ゆがめた。パナンゾロンの異い能のう者しやをあしらう自信はあったが、複数の銃じゆう器きに近距離で狙ねらい撃ちされれば、とても勝ち目はない。

　──ここは退ひくか。

　一いつ旦たんは、そのつもりになった。

　しかしその思いを固めかけたところで、外の庭から、また別の足音が聞こえた。まだ賊がいたのかとうんざりしかけたが、外にいる座ざ王おう達の側が、その足音に警戒の反応を示す。

「甲こう院いん派──ざ……座王と焰えん鉄てつ衆しゆうか⁉」

　慌あわてたような、そんな声が聞こえた。

　表に来たのは、寺の者達らしい。背後にも人の気配を感じて振り返ると、宝ほう物もつ庫この前にいた警護の僧そうが二人、ちょうど駆けてくるところだった。

　援えん軍ぐんとして、どの程度の期待ができるかはわからなかったが、少なくとも敵側の目標が自分一人に集中しなくなったことは、真砂にとって幸いだった。奇襲をかけやすくなるだけでなく、相手の奇襲も受けにくくなる。

　背後から駆けてきた二人の僧は、変へん容ようした真砂の爪つめを見て、目の前にいる少年が何者かを察したようだった。

「まだ、近づくのはお待ちください」

　僧の一人が、真砂を抑おさえるように言った。その手元には、柄つか尻じりに宝石のついたナイフが握られている。

　真っ赤な光を籠こもらせた石はルビーのようだったが、仮かりにそれが神しん具ぐであれば、見た目と石の種が合致するとは限らない。

「いま、これで──」

　僧は片腕を棚から覗のぞかせ、紅あかい石のついたナイフの刃先を座王に向けた。何分にも距離が遠く、相手にも意識されていない。

　真砂は黙って、僧の仕し様ようを見ていた。

　残った一方の手の平で、僧は紅い石を軽く叩たたいた。その途と端たんに短剣は、矯ためられた矢が弓から放たれたように、勢いをつけて疾はしった。

　純粋な手の力で放たれたわけではなく、そこには明らかに、何か別の力が働いている。

　短剣は薄うす闇やみの中、ほぼ一直線に、座王の小さな体へ狙いをつけていた。標的は気付かぬ様子で、外にいる僧達を眺めている。

　その刃が、胸に刺さる寸すん前ぜんに──

　真砂の眼めには、斜めに光の筋が見えた。

　ただのそれだけで、座王は平気な顔のまま、輿こしの上に座していた。

　ナイフは刺さっていない。やや間を置いて、かつんと、何ど処こかの棚に短剣が当たったと思おぼしき音がした。

　僧そうが放ったのは、スナイプナイフと呼ばれる暗殺用の特殊な神しん具ぐだった。素人しろうとでも簡かん易いに扱え、相手を示せば、数度くらいの角度で追つい尾びも可能という便利な品である。

　その武器が、理り屈くつは知れないが、座ざ王おうにはまるで通用しなかった。

　真ま砂さごの傍かたわらで、僧そうが眼めを剝むいた。

「──弾はじかれました、か？」

　真砂に向けて、呆ぼう然ぜんと問う。

「見えませんでしたけれど、たぶん、そうだと思います」

　真砂は曖あい昧まいに応こたえておいた。少なくとも、相手に刺さってはいない。

　おそらくは──背に負った刀、それを抜いて払ったものと思われたが、抜き手もさることながら、納のう刀とうの瞬間さえも見えなかった。そもそも、不意を打って飛んできたナイフを見もせずに払った時点で、相手の力量の凄すさまじさが知れる。

　真砂の頰ほおに、冷や汗がつたった。これまでにも常じよう軌きを逸いつした相手はいくらか見てきたが、座王というその老ろう爺やには、また格の違うものを感じた。

　傍らの僧達も、脚がすくんで動けぬ状態にある。

　座王の輿こしは、棚の隙すき間まが狭せまい宝ほう物もつ庫こには入ってこなかった。代わりに、他の部下達が続々と踏み込んでくる。

　ひとまずは、御ぎよしやすそうな彼らの相手をすることにして、真砂は僧と別れ、座王の視界を避けるように棚の合間を動きはじめた。

「──ほぅ、待ちなさい。そちらはいけない」

　座王の声が、宝物庫に踏み込みつつあった部下達を呼び止めた。真砂までがつい、脚を止めて耳を澄ます。

「君らじゃ敵かなわぬのが一人おるわ。わしと焰えん鉄てつ衆しゆうで、あぶり出してみようかの。下がりなされ」

　どきりとして、真砂は壁際に身を寄せた。漠ばく然ぜんと嫌な予感がした。

　庭の側で、座王とその輿を担かつぐ黒くろ装しよう束ぞく達が激しく動き、次いで轟ごう音おんが襲って来た。真砂は勘かんだけで、横へ転ころげるように身を投げる。

　宝物庫の内側で、小規模な爆発が起きた。

　棚と、棚の中におさまっていた柱とが、いともたやすく崩れ落ち、目の前の視界が急に広くなる。庭に面した壁もまた、先程よりも大きく崩れていた。

　棚からこぼれた金の延のべ棒ぼうが、鈍にぶく甲かん高だかい音を立てて床ゆかに散り広がる。

　真砂は眼めを疑った。

　頑がん丈じような棚と柱は、小さな爆発程度では壊こわれないだけの強度を備えていた。それが崩れたにしては、しかし爆発が弱すぎる。

　その矛む盾じゆんの答えは、足元に落ちてきた棚の残ざん骸がいを見て氷ひよう解かいした。

　破壊された棚の一部に、刃で斬きられたと思おぼしき鋭えい利りな断面があった。

　小さな爆発と斬ざん撃げきが、同時に繰り出された──真ま砂さごはそう推察する。

　座ざ王おうという老ろう爺やは、パナンゾロンの異い能のう者しやだと聞いていた。

　小規模な爆発であれば、その装そう甲こうで身を守りつつ、斬ざん撃げきを繰り出すことも可能となる。爆発によって相手の眼めをくらまし、その隙すきに刀を振るう──今の技は、そういうことだった。加えてその爆発により、斬った後の残ざん骸がいが崩れる方向を操あやつることもできる。

　濃い煙の奥──座王とその輿こしを担かつぐ部下達は、先程までとさして変わらぬ姿で、そこにいた。

　まとった黒くろ装しよう束ぞくがやや汚れ、ところどころに焼け焦こげた跡は見えたが、それが身体からだへのダメージにつながっているようには見えない。

　忍にん者じやの扮ふん装そうを思わせるその装束の下に、肌はだから生成されたパナンゾロンの装そう甲こうが隠かくされている可能性を、真砂は思った。

　一方、生なま身みの真砂は、攻撃の寸すん前ぜんに転ころげて避よけはしたものの、破片による切り傷をいくつか負っている。怪け我がというほどの怪我ではないが──仮かりに直撃を受ければ、死が待っているはずだった。

　倒れたままの真砂と、輿の上に座った座王の視線が交こう錯さくした。

「──おや。若いとは思うたが、近くで見れば、まだ子供でしたか」

　好こう々こう爺や然ぜんとして、座王は眼をしばたたかせた。

「殺すには少々、忍しのびない。退のきなされ」

　にっと笑ってそう言うと、座王は真砂を無視し、庭の僧そう達に向き直った。

　壁際に転がったまま、真砂は、冷や汗の止まらぬ額を掌てのひらで拭ぬぐった。

　座王と、眼が合った瞬間に──死んだ、そう思った。

　圧倒的な力の存在を、老爺の細身から感じ、そして威い圧あつされた。差がありすぎて、悔くやしいとさえ思えない。

　座王が背を向けても、真砂の冷や汗は引かなかった。

　外の庭へ駆けつけた僧達に、そのとき動きがあった。

　一台の大砲を中心に据すえ、狙ねらいを座王の輿に定めている。竜りゆう虎こが浮き彫りにされた異国風の装飾を持つ大砲は、数百年は昔の物に見えたが、細部までが美しく磨みがき上げられていた。

　射線を隠かくしていた僧達が一いつ斉せいに脇わきへ避けるや、

「撃て！」

　甲かん高だかい号令が響き、子供の頭が入るほどの暗い穴から、見えない弾が飛び出した。

　どん、と、くぐもった衝しよう撃げき音おんが響くのと同時に、座王の姿は輿の上から消えていた。六人の担かつぎ手てもまた、輿から離れて周囲に散る。

　大砲から打ち出された空気の弾は、その先にいたパナンゾロンの異能者の一人を直撃した。

　鋼こう鉄てつの皮ひ膚ふに覆おおわれた男は、衝撃で寺の一いち隅ぐうにまで吹っ飛び、土壁を壊こわしてその奥に消える。

　座ざ王おうと黒くろ装しよう束ぞく達に攻撃を避よけられたことに慌あわてつつ、僧そう達は目標の姿を辺りに探した。

「そこ、退のかれるがよろしかろう」

　座王の声──

　僧達は一いつ斉せいに、上を仰あおいだ。瘦そう身しんの、脚のない老ろう爺やが地上に降ってくる。その着地点には、僧達の囲む大砲があった。

　真ま砂さごが見守る目の前で、血の嵐あらしが散った。

　抜く手も見せずに、座王の周囲に斬きられた手足が舞まい踊おどる。朝あさ靄もやに血が霞かすみとなり、大砲はたちまち細こま切ぎれにされていた。

　気付けば、座王の姿はまた消えている。

　まるで幽ゆう霊れいを見たような気分だったが、現実に僧達の死体が、そこにばらばらと落ちていた。転ころがった禿とく頭とうに、死の瞬間を自覚さえしなかった虚うつろな眼めが哀かなしい。少なく見ても、六人ほどの僧が、ただの一瞬にして命を落としている。

　火薬の匂においに混じって、血の匂いが鼻をついた。

　真砂の中に、火がついた。頭がかっとなり、爪つめを伸ばしたまま庭先へ出る。

　殺されたのは、大砲の間近にいた数人の僧達だけだった。その周囲にいた僧達も、座王の放った真空の刃に手傷を負い、倒されてこそいたが、見たところでは軽傷が多い。

「座王っ！」

　真砂は、見えない屋根の上に向けて声を張った。この場で瞬しゆん時じに隠かくれられる場所といえば、その上しかない。

「退きなされ、若いの。やるというなれば、ご覧らんのとおり、我らは加か減げんができませぬ」

　屋根の上から、声が返ってきた。

　真砂は歯を食いしばる。事実、一人で勝てる相手でもない。なにより、真砂にはここで死ぬわけにはいかない事情もある。

「座王様！」

　輿こしの担かつぎ手て達とは別の背広の部下が、不意に叫んだ。

「龍りゆう舌ぜつ魚うおが移動をしていると、本営から！　寺を出ようとしております！」

　真砂は眼を剝むいた。敵がどうして、龍舌魚のある場所を知ったのか──気にはなっていた。おそらくは仙せん崎ざきの情報網が捉とらえていたのだろうとぐらいに思っていたが、敵側にその〝正確な位置〟を知る術すべがあるとしたら──

　危ないのは、自分より榊さかきの身だった。

　駆け出そうとした真砂の前に、黒装束が立ち塞ふさがった。

　僧から〝焰えん鉄てつ衆しゆう〟と呼ばれていた座王の部下達は、隙すきのない構えで真砂の進路を塞ぐ。

「座王様、ここは我々が──お急ぎください」

「はいはい、任せましたよ」

　飄ひよう々ひようと嗤わらいながら言い、座ざ王おうの声は屋根の向こうに遠ざかっていく。焰えん鉄てつ衆しゆうのうち、三人がそれに伴って姿を消した。

　真ま砂さごの周囲には、残る三人の黒くろ装しよう束ぞくがいた。斬きられた僧そう達は、怯おびえて動けないか、あるいは別の武器を探しに消えつつある。一部の無傷の僧達は、残った敵の相手をしようとその場にいたが──足が震えている者もあり、あまり当てにはできそうにない。

「どけっ！」

　真砂は一声叫んで、黒装束の一人に飛びかかった。左腕から繰り出した爪つめが空くうを切り、続けざまに出した右腕もまた、かすめる程度に避よけられる。相手は明らかに、一流の格かく闘とうの技術を身につけていた。

「ルールーブの異い能のうか」

　嗤わらいの籠こもった声で、黒装束の一人が言った。

「手て加か減げんはできぬかな」

　また一人が言う。

「この子供は、なかなかに厄やつ介かいそうだ。動けぬよう、ここで封ふうじておこう」

　最後の一人、真砂の攻めを流した男が、呟つぶやいた。

「戦国より培つちかわれし、鬼おに貴たか村むらの忍しのび──その鉄と火薬の技を、とくとご賞しよう味みくだされぃ」

　目の前に、閃せん光こうが走った。

　突然の小さな爆発に吹っ飛びながら、真砂は身を丸め、両腕で全身をかばった。ルールーブの爪つめを移植された彼の腕は、人よりも遙はるかに強きよう靱じんではあったが、爆発物の中に紛まぎれ込んでいた鉄片がいくつか刺さる。

　運よく、眼めなどの急所は護まもりきった。着地してすぐに、真砂は転ころげながら、庭の奥──森の中へと逃げ込んだ。

　間近で爆発を受けたのは、それを放った黒装束も同様だった。しかし彼らは、まるでそのことに頓とん着ちやくしていない。

　鬼貴村の忍び──彼らは、自分達のことをそう言った。

　鬼貴村は、鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロンが発見された村の名前だった。その村の出身者ということは、鉄の皮ひ膚ふをまとうパナンゾロンの血筋を、間違いなく引き継いでいることを意味する。

　目の前の黒装束達も、その下に薄い鉄の装そう甲こうをつけていると、真砂は推測した。でなければ、爆発物によるダメージは免まぬかれ得ない。そしてまた、爆発物の威い力りよくが低いのは──彼らの装甲が容よう易いに耐えうる威力に、火薬の量を調節しているためと察した。

　つまるところ生なま身みの僧達に、彼らの相手をする力はない。

　真砂は木こ陰かげに身を寄せ、辺りの気配を窺うかがった。

〝忍び〟──彼らはそう自じ称しようしていた。

　神しん群ぐんの異能を得た者は、必然的に、その異能を〝隠かくす〟か、あるいは〝生かす〟しかない。古来より、その異い能のうを集団の単位で生かす方向に使ってきた者達がいることは、真ま砂さごも知識としては知っていた。

　パナンゾロンを擁ようした鬼おに貴たか村むらは、過去にその内部で、方針の相違から対立を招き、まとめ役だった穏おん健けんな真ま名な井い家と、もう一つの別の勢力との間で分裂したという。

　その後、平和と安定を望んだ真名井家は、商業で財をなしつつ、キャラバン山やま之の内うち派と密接に結びつき──別の勢力、つまり座ざ王おうのまとめる古い一派は、甲こう院いんについていた。

　要するに黒くろ装しよう束ぞく達は、時代を無視した、戦闘集団の残ざん党とうということになる。

　……ぼとぼとぼと──

　逃げ込んだ森の樹上から、小さな火薬玉が数十も落ちてきた。

　真砂が危険を察するより早く、火薬玉は中空で爆発する。連れん鎖さ的てきに閃せん光こうを発し、爆ばく竹ちくのような音と煙が身の周りを包んだ。殺傷能力はほとんどなかったが、視覚と聴覚、さらには嗅きゆう覚かくをも一時的に失う。

　その場に留とどまっていれば、死を待つしかないことは明らかだった。視覚を失いつつも、真砂は両手を振り回しながら駆けた。敵に当たることを期待してはいない。腕を振るったのは、前方に進路を阻はばむ木があった場合に、その木を打ち倒すためだった。

　背後で、ばしゃりと液体の落ちる音がした。眼めが見えず、振り返る意味もない今は、そのまま先へと駆け続ける。

　何を落としたのかは、想像がついていた。焰えん鉄てつ衆しゆうというからには、炎と鉄を操あやつる者達である。鉄はパナンゾロンのそれ、炎は火薬だった。

　もし仮かりに、頭から〝油〟を浴びせられれば──後は小さな爆弾一つで、対象は死ぬ羽は目めになる。背後に降った液体は、そういう意味を持っているはずだった。

　眼を封ふうじられた真砂の手に、かつんと触れるものがあった。その直後に、離れた位置で爆弾が破裂する。がむしゃらに振り回した腕に当たったのは、木ばかりではなかったらしい。直撃は避けたものの、爆風によって真砂は体勢を崩した。

　眼が見えない今は、平へい衡こう感覚を保つのさえ至し難なんの業わざだった。

　まず眼などの感覚を封じ、油を落とす。それをかわしても、爆弾がくる──三段構えの包囲網が、真砂を捕らえていた。

　座王ではなく、その部下──だからといって、決して油断していたわけではない。しかし三人の黒装束は、いずれもただの異能者ではなく、特殊な訓練と豊富な実戦を経ていた。その経験と装備の差が、真砂と彼らの決定的な差となっている。

　転ころげながらもどうにか立ち上がり、真砂は止まらずに駆けた。視力が回復するまで時を稼かせがなければ勝機は薄いが、相手がそれを待ってくれるはずもない。

　──ここまでかと、一瞬思った。

『真砂！　右に九十度曲がれ！　走りながらだ！』

　不意に、きんきんとした金かな切きり声が響いた。麻ま痺ひした聴覚に、その声はやや遠かったが、しかし内容を聞き取るには充分な声量だった。

　声の出で所どころは把は握あくできなかったが、真ま砂さごはその声に導かれるようにして、指示通りに方向を変えた。すぐ左ひだり脇わき──直進していたらまともに通った場所に、ばしゃりと油の落ちる音がした。

『とまるな！　そのまま三十メートルほど走れば森が切れる！　上に木のあるところでは勝てん！』

　聞こえてきたのは、研究所にいた頃ころの仲間、白はくの声だった。左手の甲に嵌はめた彼女の通信球から、指示が飛んでいる。

「白か⁉」

　走りながら、真砂は手の甲に埋めた通信球へ問いかけた。

『今、すぐ近くまで来ている！　乾けん坤こんを通して、そちらの状況が見えているから、視力が回復するまでは指示に従え！　私が眼めになる！』

　白の声は必死だった。

　瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマの組織を額に移植された彼女は、そこに他ほかの異い能のう者しやにはない〝操そう神しん珠じゆ〟という、特殊なタイプの通信球を生成できる。その珠たまは、視覚・聴覚を彼女と共有し、人形などの品に取り付かせることで、遠くから操あやつることもできた。

　その操神珠をつけられた、彼女が操る人形・乾坤が、どこか真砂の近くにいるらしい。

「それより、榊さかき先生が！」

　この期ごに及んでも、真砂はそのことを気にしていた。

『そっちは無事だ！　今は自分の心配をしろ！』

　日ひ頃ごろはひたすらに穏おだやかで冷静な白が、珍しく大声を張っていた。それは彼女の悲鳴でもあったが、同時に、爆音によって耳の遠い真砂を慮おもんぱかってのことでもある。

　心中で頷うなずいて、真砂はひとまず走り続けた。

『五メートル先、正面に木！　左に十五度曲がれ！』

　即座に指示どおり動く。木の根につまずきかけてよろめきながらも、どうにか転ころばずにすんだ。

『方向を戻せ！　戻しすぎだ！　そのまま、そのまま！　連中は三人とも後ろだ、突っ走れ！』

　白の声に背中を押されて、真砂は走った。

　絶望の底が見えかけていた先程までと、気分が明らかに違っていた。まだ危機的状況には違いないが、今はどうにかなりそうな気さえしはじめている。

『広いところに出た！　あと二十メートルいけ！　そこで立ち止まれば、連中も上からは襲えん！』

　足元の気配が、土から玉たま砂利じやりに変わっていた。

『そこで止まれ！　はやく振り返る！』

　麻ま痺ひしていた視力が、少しずつ回復しはじめていた。まだ遠い場所はよく見えないが、人の影程度は認識できる。

　真ま砂さごは、両手の爪つめを強度を保てる限界にまで伸ばし、顔の前に掲かかげた。

　指の隙すき間まから、眼めを覗のぞかせる。

　三つの影が、森の切れ目で立ちすくんでいた。

「──来なよ」

　真砂は低く呟つぶやいた。本ほん音ねを言えば、まだ来られては困る。しかし、相手に少しでも威い圧あつを与えられれば、時を稼かせぐ一助になるはずだった。

「若いだけあって、意外に頑がん丈じようだ」

　男の一人が言った。

　残る二人が、真砂を囲むように、左右に散りはじめる。

『真砂、視力は──』

　通信球から、白はくの不安げな声が響いた。

「問題ない。いけるよ」

　真砂は一度、長く眼を瞑つぶり、そしてゆっくりと開けた。いつも通りとはいかないが、焼きつきによる黒い盲もう点てんがいくつかある程度で、その分もじょじょに見える範囲が広がりつつある。

　相手の戦法が摑つかめた今ならば、三対一とはいえ、どうにか戦えないこともない。

　──どこか遠くで、ぽん、と軽い爆発の音がした。

　黒くろ装しよう束ぞく達の脚が、不意に止まる。

「退たい却きやくの指示か──命拾いしたな、少年」

　互いに頷うなずきあい、そのまま真砂から素早く遠ざかって行く。

　──真砂は後を追わずに、視力が戻るまで、その場に立ち尽くしていた。
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　火ほ照てった体に、朝の空気が冷たく染みた。

　やがて汗が体温を奪い、真砂はその涼りよう気きに、まだ生きていることを実感する。

『真砂、無事か？』

　手元の通信球から、白の声が聞こえた。

「あぁ……」

　肩で息をしながら、真砂は応こたえた。それから自身の身を確認すると、小さな傷は多かったが、それほどの深ふか手ではない。

『とりあえず、乾けん坤こんについてこい。見えているな？』

　足元に動くものの存在を感じて、真砂は霞かすみがちな眼をじっと凝こらした。

　猫を象かたどった四本足の傀かい儡らいがそこにいた。額の部分に、白の額にあるのと同じ、青く濁にごった石がついている。

　白はくの操あやつる乾けん坤こんは、その石──操そう神しん珠じゆによって操られていた。操神珠は、額の奥からいくつものゴムに似た筋を伸ばし、それを人形の関節各部につなげることによって、人形にとっての筋肉の役割をも果たしている。関節があるだけのただの人形も、その筋すじによって、白の思うとおりに動かすことができた。

　もっとも、操神珠の筋の力は、白の非ひ力りきな筋力より弱い程度で、あまり大きな物は動かすこともできない。

　いってみれば、その小さな人形──乾坤は、白の分身だった。

　速度を落とし気味に走りはじめた乾坤の後を、真ま砂さごは小走りに追った。

「白、榊さかき先生と法のり章あきは、無事なんだな？」

『あぁ。ただ──』

　白が言い淀よどむ。真砂にはぴんときた。

　あの座ざ王おうに行かれ、そして榊と法章の二人が無事ということは──

「龍りゆう舌ぜつ魚うおは、取られた──？」

『……あぁ』

　白は通信球を通して、小さく肯こう定ていした。悔くやしかったが、しかし一方で、真砂は仕方ないとも思っていた。

　座すわり居い合あいの座王──その相手と対たい峙じした恐きよう怖ふは、真砂も身をもって知っていた。二人が無事だっただけでも、不幸中の幸いどころか、運がよかったと言っていい。

　通信球が淡あわい光を宿していた。

『すまん、もう少しのところで間に合わなかった。私達が寺に着いたのと、座王達が龍舌魚を奪ったのが、ほとんど同時でな』

　先程までの大声とはうってかわって、白はいつもの静かな物言いに戻っていた。加えてその内容のために、声が余よ計けいに沈んで聞こえる。

「いや、みんなが無事でよかったよ。相手が悪い。仮かりに抵てい抗こうしたって、みんな殺されて、魚も奪われただけだったと思う」

　慰なぐさめでなく、真砂は本心からそう思った。もし自分が龍舌魚を持っていて、あの座王という足のない老ろう爺やに迫られたとしたら、渡さずにいられたとは思えない。

　僧そう達をまとめて斬きり殺したあの手しゆ腕わんは、達人の域だった。純粋な戦闘力に限っていえば、甲こう院いん薫かおるはもとより、ヴィヨンや仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうよりも遙はるかに恐ろしい。

　鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロンの異い能のう者しやらしいが、座王の恐ろしさは神しん群ぐんの異能というより、その個人の修しゆう練れんの成果にあるような気がした。

　あるいは──異能に加えての修練というべきか。

　白はくの操あやつる人形、乾けん坤こんは、境けい内だいを駆け抜け、駐車場にまで辿たどり着いた。そこまで来ると、真ま砂さごにも数時間前に別れた仲間達の顔が視認できた。彼らは車の周囲に集い、真砂の到着を待っている。

　その中にいた銀髪の娘、フローラが、血と煤すすに汚れた真砂の姿を見るや、眸ひとみを見開いて駆け寄ってきた。

「ちょっと白！　何が〝真砂は無傷〟よ！　すごい怪け我がじゃない！」

「いや、かすり傷なん……」

　見た目は派は手ででも、それらの傷が深くないことを真砂本人は知っていた。小声で異い議ぎを唱えるも、フローラはまるで聞く耳を持たない。

「いいからそこ座る！　誠せい二じくんと法のり章あきは、きれいな水もってきて！　あとタオルも！　それから白は車から救急箱！　榊さかき先生はこっち手伝って！」

　てきぱきと指示を送り、最後に真砂を押さえつけ、一言。

「あんたは動くな！」

「──はい」

　勢いに吞のまれて、真砂は即座に頷うなずかされてしまう。西洋人形のように整った顔立ちながら、フローラは外がい見けんに似ず、その気き性しようが激しい。

　座らされた真砂の傍そばに、榊が駆け寄ってきた。

「真砂君、だいじょうぶ？　うわぁ……痛そう」

　榊は痛いた々いたしげに目元を歪ゆがめて、真砂の傷を見つめる。

　真砂は首を横に振った。

「見た目だけです。それより、先生がご無事でなによりでした」

「こっちは……ね。でもごめん。あれ、座ざ王おうに取られちゃった……」

　榊の声は重かった。

「仕方ありませんよ。他ほかの方法を考えましょう」

　気を取り直して、真砂は呟つぶやいた。

　他の方法──そんなものが果たしてあるのかはわからないが、榊糾ただすが無事だったことに、今はただ安あん堵どする。僧そう達をまとめて斬きり殺した、座王のあの刀さばきを見た後では尚なお更さらだった。

　真砂はじっと眼めを瞑つぶり、殺された僧達の冥めい福ふくを祈いのった。

　彼ら自身、座王とその一派を〝殺そう〟としていた。人を殺そうとする者には、逆に殺される覚かく悟ごも必要だが、しかし現実の彼らの死は、そんな理り屈くつで許きよ容ようできることでもない。

　短い黙もく禱とうから顔をあげると、小走りに寺へと駆けていく、背広姿の青年と法章の背が視界に入った。背広の青年には、真砂も見覚えがある。

「あれ、真ま名な井いの誠二さんか？」

　何故なぜこんなところに、と、真砂は首を傾かしげた。

　フローラが軽い調子で答える。

「うん？　あぁ、車、お願いしたんだ。ここって遠いし」

「ふぅん──」

　真ま名な井い誠せい二じは、フローラやファウナと同じく、翁おきな居い夢ゆめ路じの腹ふく心しんの一人と目もくされていた。その彼がここにいること自体は、フローラ達との親密な関係を思えば、それほど不思議でもない。

　あまり面めん識しきもなかったが、真ま砂さごもその実力を噂うわさには聞き、そして好感をもっていた。なんとなれば、彼はフローラ達の保護者的な存在の一人でもある。少し変な姉か妹のまともな男友達というだけで、得え難がたい貴き重ちような存在ではあった。

　救急箱を抱えた白はくが、真砂の耳元に寄った。

「真名井氏も気きの毒どくにな。フローラが無む理り矢や理り、真夜中に携けい帯たいで呼び出して、徹てつ夜やで運転させられてきたところだ」

　呆あきれ返った口調だが、白の声はどこか笑っていた。

「……あ、やっぱり」

　頷うなずいた真砂は、内心で、この事態に巻き込まれた誠二に詫わびた。心境は、我わが儘ままな姉妹を持った家族のそれにも近い。

　フローラは、つんとして視線を逸そらした。

「無理矢理じゃないもん。誠二くんだって、別にいいって言ってくれたし。私だって向こうに恩を売ったこともあるんだから、お互い様だよ。それより……」

　フローラは、消毒液を浸ひたしたハンカチで、真砂の煤すすを拭ふきはじめた。水が届いていない今は、まだ洗っていない傷口にはあまり触れない。

「この怪け我が──もぉ、なにやってんのよ、馬ば鹿か。あんま心配させないでよね。いったい誰だれとやりあったの？」

　問われて、真砂は黒くろ装しよう束ぞく達の姿を思い返した。

「あぁ、座ざ王おうの手て下したに焰えん鉄てつ衆しゆうって連中がいて、そいつらと……」

「焰鉄衆？」

　頓とん狂きような声を上げたのは榊さかきだった。

「あの連中、まだいたの？　座王配下の忍にん者じやでしょ？」

　榊の言葉に、フローラが眼めをしばたたかせた。

「に、忍者ぁ……？　って、あの手しゆ裏り剣けんとか投げるヒト？」

　いぶかしげに問うフローラに、榊は真ま顔がおで頷いた。

「連中は手裏剣とかほとんど使わないけど、まぁ、そんな感じ。パナンゾロンのいた鬼おに貴たか村むらって、昔は忍者の里だったから。

　まとめ役だった真名井家が、これからは商売の時代だって言って、忍しのびの技は捨てたはずなんだけど……捨てきれない連中もいて。焰鉄衆っていうのはその名残なごりよ。まだいたとは思わなかったけど──時代錯さく誤ごな……」

　溜ため息いき交りにいって、榊さかきは肩をすくめた。

「時代錯誤かも知れませんが……手て強ごわいですよ」

　今いま更さらに痛みはじめた体の傷に辟へき易えきしながら、真ま砂さごは呟つぶやいた。事実、一歩間違えれば殺されていたはずだった。

「白はくが助けてくれなかったら、危なかったよ。ありがとう」

　真砂は白に向き直り、礼を言った。白はおもしろくもなさそうに、視線を逸そらす。

「礼はいいから、真砂はもう少し自分の心配をしろ」

　フローラも頷うなずいた。

「言えてる。あんたこれ、二度目よ？　昨日きのうの今日きようで、こんな怪け我がしなくったっていいじゃない。今日は治してくれる由ゆ姫きもいないんだから、致ち命めい傷しようを負ったらそれまでなのに」

　真砂の体を診みていたフローラは、特に傷口の深い腕の傷を見つけ、そこにぺろりと舌を這はわせた。特殊な消毒液が染みる感かん触しよくに、真砂は身を震わせる。

「いてっ！」

「我が慢まんしなさい。消毒してるんだから」

　舐なめたフローラの舌に分泌されていたのは、人の唾だ液えきではなかった。彼女が体内にもつ薬草の成分が、そこに凝ぎよう縮しゆくされて含まれている。

　──濃いだけに、恐ろしく染みる。

「それ痛いって、普通の消毒液を──」

「こんなに深い傷つくっといて、いまさら泣き言いわないの！」

　フローラの剣けん幕まくに負け、真砂は渋しぶ々しぶ、おとなしく従った。

「フローラ、落ち着け。真砂の無む茶ちやは、今にはじまったことでもない」

　諭さとすように言った白は、さて、と思し案あんげな顔になった。

「で、私達は結局、見事に甲こう院いんに出し抜かれたわけだが──」

　言いにくい現実をずばりと言った。

　真砂は緩ゆるく唇を嚙かむ。

　相手が悪かったとは思う。しかしそれでも、失しつ態たいであり、痛いた手でである事実は消えない。

「何か次の策は、あるのか？」

　白の問いに、真砂はもちろん、その場の誰だれも答えられなかった。

「万ばん事じ休す、かなぁ……」

　榊が早朝の空を仰あおいだ。

「でもさ。山やま之の内うち派の動きも、これからあるだろうし……そっちをマークしていって、甲院が見つかったところで、横から搔かっ攫さらうって手も──」

　榊の言葉は、真砂にとって気休めでしかなかった。可能性がないわけではないが、山之内派は甲こう院いんを殺すことに固こ執しつし、由ゆ姫きの命を考えていない。甲院個人とは向き合わず、その本ほん拠きよを見つけ次し第だい、派は閥ばつ全すべてを一度に殲せん滅めつさせる方法を採りかねなかった。

　そしてまた──肝かん心じんの山やま之の内うち派の力をもってしても、甲院の居場所が突き止められるかどうかさえ、わからない。

　玉たま砂利じやりの上に座り込み、真ま砂さごは焦あせる心を落ち着けようと大きく息を吐はいた。

「……真砂、由姫を助けたいか？」

　白はくがそっと、囁ささやいた。

　当たり前の問いにも、真砂は自分の意思を確かめるように、深く頷うなずいた。

「助けたい。白もそう思ったから、ここにいるんだろ」

　静かな声こわ音ねに、決して曲がらない信念を込める。

　白はわずかに薄い微笑を浮かべ、すぐに表情を引きしめた。

「どうにも不確かな話になるが──というよりは、だめでもともとだが……一つだけ、心当たりがないこともない」

　真砂は顔を上げた。真正面にいる白を、じっと見つめる。

「期待はするな……いや、聞けば、期待できないと思うだろうが」

「なんでもいい。もったいぶらないで、教えてくれ」

　藁わらにもすがる心持ちで、真砂は白の言葉を待った。

「星ほし詠よみのエスハは──知っているな？」

　白が小声に呟つぶやいた。

　フローラが、う、と言葉を詰まらせ、榊さかきは小こ刻きざみに首を横に振る。知らないという意味合いではなく、〝あれは駄だ目め〟と、その疲つかれたような表情が語っていた。

　真砂は──首を傾かしげる。

「エスハ……？」

　名を聞いたことはあった。キャラバンに昔から関かかわる謎なぞの多い人物で、人の噂うわさでは──そもそも、人間ですらないという話だった。

　直接に会ったことはなかったが、真砂は、妙な力を持ったただの変人という程度に理解している。

「白の知り合いなのか？」

「私は紅あか街まちの人間だ。紅街の祭さい夏か老ろう派では、エスハは神のような扱いをされているから──何度か、話したこともある」

　白の言葉を遮さえぎるように、フローラが溜ため息いきを吐ついた。

「白ぅ……あれはだめだって。ていうか……そもそも、教えてくれないと思う。すかした声で噓うそつかれそうだし。正直、あんま関わりたくない」

　その声は冴さえない。

　榊さかきも腕を組んで頷うなずきながら、

「でも、確かに──知ってはいそうだよね。知らなくてもよさそうなことまで……ほんとのところを教えてくれるかどうかは、すっごく怪あやしいけど」

　その声に、否定的な響きを込めていた。

　二人の似た反応に、真ま砂さごは逆に興味をひかれた。

　星ほし詠よみのエスハは、紅あか街まち中華街にいるらしいと言われている。〝らしい〟というのはつまり、本当にそこにいると言っていいのかどうかが、誰だれにも判はん然ぜんとしないためだという。詳くわしいことは真砂も知らなかったが、一ひと筋すじ縄なわでいかぬ人物であることは間違いなかった。

「そのエスハって、そんなに嫌われてるのか？」

　白はくは頷いた。

「あの占うらない師しに関かかわった者は、騙だまされたり遊ばれたりで、結果的に破滅することが多いものでな──だが、他ほかにあてがあるか？」

　白の問いに、フローラも榊も、何も言えなかった。

「噓うそを教えられるかもしれないが、あるいは本当のことを教えてくれるかもしれない。どのみち、他の手がかりもない以上、試してみる価値はあるだろう」

　白の提案に、真砂は頷いた。

「じゃあ、そこに行ってみよう。何かのヒントくらいはもらえるかもしれない」

　真砂がそう決めると、榊もフローラも、まだ不安げな表情のままながら、どうにか頷いた。他に代案がないために、強く反対もできないらしい。

　ちょうどそのとき、誠せい二じと法のり章あきの二人が、タンクに水を抱えて戻ってきた。山奥の寺には、水道が通っていなかったが、代わりに井い戸どと湧わき水が豊富にあった。

　真砂は取り急ぎ、傷口の目立つ汚れを水で洗い流した。染みる箇か所しよも多かったが、多少の痛みにはもう、体が慣れていた。フローラの〝消毒液〟に比べれば遙はるかにましでもある。

「法章、後の治療は車の中でやるよ。急いで紅街まで戻ることにした」

　真砂がそう声をかけると、法章は合がつ掌しようして頷いた。

「わかりました。では、お気をつけて……それから、フローラ、白」

　久ひさ々びさの対面で、すぐ別れることになった懐なつかしい二人に、法章は昔のままの笑みを向けた。

「これが暴走しないよう、ちゃんと諫いさめてやってくださいね」

　真砂を指差して、片目を瞑つぶる。これ呼ばわりにも、真砂は苦笑するしかない。

「もち。法章の分もちゃんと叱しかっとくから、安心して」

　フローラが胸を叩たたいて請うけ合った。白も眼めを伏せて頷く。

「それから、今度は由ゆ姫きと桂けいとファウナ、それにできればネイも、ぜひ一いつ緒しよに連れてきてください。楽しみにしています」

　法章が呟いた名は、この場にいない仲間達のものだった。

　見送る法のり章あきに軽く手を振って、真ま砂さごは榊さかきの車に寄った。

　運転手を務めるはずの榊は、ドアに歩きかけて、ふらりとよろめいた。

「榊先生⁉」

　真砂が慌あわてて、榊の身を後ろから支えた。

「あ……ご、ごめん。ちょっと、立ちくらみがして……」

　榊は苦にがい笑みを浮かべ、それでも運転席に座ろうとした。

　──真砂は、彼女が昨晩以降、ほぼ不眠不休で動いていたことを思い出した。

　仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうに捕らえられた二日前の夜、そのまま明け方には紅あか街まち中華街での騒そう動どうとなり、朝から昼にかけては山やま之の内うち派での事情聴取を受け、それ以降は真砂に付き合い、軽かる井い沢ざわからこの幽ゆう禅ぜん寺じへと、ほぼ徹てつ夜やで運転を続けてきた。

　──榊先生、いつから寝てないんだろう──

　思い返して、真砂は慄りつ然ぜんとした。娘とも思う由ゆ姫きをさらわれ、霧きり塚づかが怪け我がを負い、さらには家まで焼かれた直後である。精神的にも相当な負担がかかっているはずだった。

　さして体力のある方でもない彼女にとっては、限界を超えていておかしくない。この寺までは、気力だけでもっていたのかもしれなかった。

「榊先生、運転は無む理りですよ。このお寺で寝ててください。法章、悪いけど……」

「待って」

　頷うなずきかけた法章を遮さえぎり、榊は真砂の袖そでを両手に強く摑つかんだ。

「お願い──せめてエスハから話を聞くまでは、付き合わせて。でないと、落ち着いて寝てなんかいられない」

　榊の声は必死だった。

　痛いた々いたしいほどのその思いは、真砂にも伝わった。

　危険な場所にはいけなくても、せめて手がかりを探すくらいの手伝いはしたい──その強い思いを受けて、真砂は迷った。ただ休んでいることに耐えられない瞬間があることは、真砂も身をもって知っている。

「でも──」

　それでも、榊の身に万一のことがあれば、由姫を助けても合わせる顔がない。

「運転はだめです。任せられません」

　真砂はあえて、強い口調で言った。我わが儘ままを諭さとされた子供のように、榊は口を噤つぐむ。

「じゃ、誠せい二じ君に運転してもらえば？」

　フローラが真ま名な井い誠二の腕をとって言った。甘あまえているわけではなく、ただ逃がさぬようにとの構えである。

「榊先生の車はここで預かってもらって、後ろの席で寝てたらいいじゃない。わざわざ二台に別れることもないんだし」

　フローラの提案を受けて、真ま砂さごは誠せい二じに視線を送った。

「……すみません、お願いできますか？」

　真ま名な井い誠二は、眼めを瞑つぶったまま笑った。

「えぇ、いいですよ。どうせ来る前から、往復で動くのは覚かく悟ごしてましたから、手て間まは変わりません」

　人の好さげな温顔に笑みをのせて、誠二は頷うなずいた。口ではそう言いながらも、一服をつく間もなく折り返す羽は目めになるとは、さすがに思っていなかったに違いない。龍りゆう舌ぜつ魚うおも甲こう院いん派に取られた以上、彼にとってはまるで無む駄だ足あしと言ってもいい。

　──否いや、真砂は、白はくに助けられた。

　誠二の車で彼女が来なければ、あの焰えん鉄てつ衆しゆうに殺されていた。そう考えれば、白はもとより、真名井誠二も間接的に、真砂にとっては命の恩人といえる。

「……ごめんね、誠二君。よろしく」

　榊さかき糾ただすは、その厚こう意いに甘あまえて後部席に座った。フローラが助手席につき、白は救急箱を抱えたまま、座席の中央に座った。猫を象かたどった白の人形、乾けん坤こんは、フローラの足元に入る。

　最後に車に乗った真砂は、窓越しに法のり章あきと視線を交わした。

「それじゃ、また来る。体、大事にな」

「えぇ。真砂こそ、あまり無む茶ちやはしないように。事が事ですし、気が急せくのはわかりますが──突っ走るばかりでなく、時にはゆっくりと周りを見渡すことで、逆に近道が見つかることもありますよ」

「憶おぼえとく」

　真砂は素直に頷きを返した。法章は、寂さびしげな微笑を浮かべていた。

　──思い出の地から、車が走り出す。

　その場所は、真砂達にとって始まりの場所であり、別れの場所だった。ここで実験動物としての生を享うけ、死んでいく仲間達と別れながら、真砂達は生き残り、山やま之の内うち派に救すくわれて新しい人生を得た。

　同時にそれは、生死の境をともにした仲間達との別れをも意味していた。

　法章との再会を果たした真砂は、今また、彼と別れようとしている。

　会うは別れのはじめ──そんな陳ちん腐ぷな言葉が、脳のう裏りを過よぎった。

　法章は、そんな真砂の思いを察したかのように、ただ無言で笑っていた。
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　都内、オフィス街の一角──

　現代を誇らしく象徴するかのような、眩まぶしい高層ビル群の谷間に、ぽつんと一つだけ、時代に取り残された古い建造物があった。

　打ちっぱなしのコンクリの随ずい所しよにはひび割れが見え、南面の外壁は緑の蔦つたに覆おおわれている。

　四階建てとさして大きくもなく、その古さとあいまって、建物は余よ計けいに小さく見えた。天てん井じようも、現代の設計によるものよりはだいぶ低い。

　一見、無人とも見えるそのビルの前を、キャップを目ま深ぶかに被かぶった独ひとりの少年が歩いていた。

　歩きながらに辺りの様子を素早く窺うかがい、人目がないことを確認してから、素早くその内に入り込む。

　特に尾つけられるような心当たりはなくとも、それは彼の身に染みついた、ただの癖くせとしての行動だった。

　狭せまく暗い入り口には電灯もついていなかったが、朝だけに少しは、外の明かりが漏もれ入っている。受取人の表記もない空からの郵便受け達の脇わきを通り過ぎ、少年は階段へと向かった。

　コンクリの段に、スニーカーが控えめな足音を立てる。

　慣れた場所を進む動きは、ゆったりと見えて素早く、足音も速い。

　三階までをほぼ一息に上がっても、少年の呼吸に変化はなかった。

　重苦しいほど狭い廊ろう下かには、三つの部屋に続く扉ドアがあった。うち二つは、借り手もいない空あき室である。

　残る一室の鍵かぎを開けて、少年はその部屋に入った。

　猫の額ほどの玄関を入ってすぐ隣に、使った形けい跡せきのほとんどないキッチンがあり、腰こし丈たけほどの高さの小さな冷蔵庫が足元に納まっていた。

　建物の外観に似ず、床ゆかはフローリングで、一応は居住空間としての体てい裁さいを保っている。

　使いもしない部屋が隣にもう一室あり、独り暮らしにはやや広い間取りだった。家具らしい家具がほとんどないことも、余計に部屋を広く見せている。

　雨戸が開いたままのガラス戸からは、薄いカーテンを通して朝の日が差し込んでいた。

　光に照らされて目につくものは、古いパイプベッドが一つと、備え付けのエアコンが一台、床へじかに置かれた電話と、携けい帯たい電話の充電器──それだけだった。肝かん心じんの携帯電話本体は、つい先日に少年が加わった乱戦の折に、落として壊されている。

　ベニヤ板のクローゼットの中には、数着の服も仕し舞まわれていたが、その数は多くない。

　清潔だが飾り気のない部屋にふらりと入ると、少年はそこでキャップを取った。ふわりとした銀髪が、日の光を受けて眩まぶしく光った。

　そのままベッドに横たわろうとして、少年はふと、違い和わ感かんを覚える。

　部屋の中で、いつもと違う現象が起きていた。

　緑色の、小さなランプ──点灯しているそれは、電話機のボタンの一つだった。

　冷さめた眼めで見下ろして、少年はそのボタンにそっと触れた。

〝いち、けん、です〟

　留守番電話機能──まともに使うのは、はじめてだった。携けい帯たい電話が主な連絡手段になってから、自室の電話はまったくといっていいほど使う機会もなかった。固定電話は、所属している組織の都つ合ごうで、勝かつ手てに置かれていたに過ぎない。気にもしていなかったが、会社の人間によってそこに電話が置かれた時から、留守番機能がオンになっていたらしい。

　発信音が鳴って、よく知る男の声がスピーカーから鳴った。

〝桂けい？　そっちの携帯、つながらなくなってるんだけど……まぁいいや。今日、病院に来てたんだって？　白はくから聞いて、一応、探してはみたんだけど、いなかったから……いつ聞くかわからないけど、伝言残しとく〟

　声の主は、乾いぬい真ま砂さごだった。しばらく前までは、少年と同じく、東とう都とまごころファイナンスという企業に勤めていたが──今は、別の任についている。

　電話に残された声は存外に明るかったが、その実、どこかに暗いものも混ざっていた。無む理りに声を軽くしているような気配もあり、少年はそのことに、漠ばく然ぜんと彼の思いを悟さとる。

〝もう知っていると思うけど……由ゆ姫きが、ああいうことになってさ。さっき、フローラやファウナ、白と会って、みんなでなんとかしようってことになった。

　暇ひまができたらでいいから、桂も後で連絡くれ。ぼくの携帯はもう会社に戻しちゃったから、フローラの番号を教えとくよ。０９０の──〟

　メモも取らずに、少年はその留守録を聞き流した。

　碑ひ文もん谷や由姫の件は、彼もよく知っていた。彼女の身を乗っ取って甲こう院いん薫かおるが復活したために、今、山やま之の内うち派の全体が態勢を整えながら動きはじめている。

〝じゃ、気が向いたら、連絡頼む〟

　旧きゆう知ちの声は、そういって途と切ぎれた。

　銀髪の少年──根ね黒ぐろ桂は、一度は受話器を取りかけて、しかし躊躇ためらうようにその動きを止めた。

　しばらくの沈ちん思しの後──腕を引き、何もなかったような顔で再び部屋を出て行く。

　仮か眠みんを取るつもりで戻ったにも関かかわらず、ベッドには入らなかった。
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　昼にも近い刻こく限げんに、真ま砂さご達は紅あか街まち中華街へと戻った。

　街の入り口で車を降りると、誠せい二じは別の用件があるといい、そのまま車で走り去った。

　去り際には、フローラが念入りに、自分達の動きについて〝口止め〟をしていたが、真砂は喋しやべられても構わないと思っていた。

　どのみち龍りゆう舌ぜつ魚うおは手元になく、山やま之の内うち派がこの情報を得たところで、後の祭りではある。

　黙って動いたことを責せめられる可能性はあったが、山之内派の内部で問題視されることに、真砂はもう慣れていた。勝かつ手てな行動や仕事を選えり好ごのむ我わが儘ままが祟たたり、今いま更さらに忠ちゆう誠せい心しんを疑われるまでもなく、そもそもの信用がない。

　人ひと気けの少ない紅街中華街の裏通りを、真砂は榊さかきとともに、フローラ、白はくに先導されて歩いていた。

　まだ午前中とあって、店が多い表通りにも人はまばらだった。ことに店も少ない裏通りとなると、たまにすれ違うのは住人達ばかりで、フローラの銀髪や白の額の宝石に、奇き異いな眼まな差ざしを送る者もいない。

　加えて、白は猫型の人形、乾けん坤こんを背負っていた。

　知らぬ者が見れば、それは奇抜な姿として目に映るはずだったが、すれ違う誰だれもが普通に会え釈しやくをして、そのまま去っていく。

　道に不案内な真砂は、辺りを見回しながら、前を歩く白へ声を投げた。

「白、エスハがいるところって？」

「碧へき洲しゆう楼ろうの奥の部屋」

　真砂の問いに、白は即答した。

　碧洲楼は、紅街きっての高級中華料理店だった。先だって榊の身と聖せい典てんを巡めぐり、仙せん崎ざき達と一戦を交えたのも、その店内でのことである。

　フローラも真砂を振り返り、

「もっとも、ほんとにそこにいるのかどうかは、わかんないけどね」

　細い肩をすくめ、白の答えを補足するように呟つぶやいた。

「一応は、〝星ほし詠よみのエスハ〟を奉る祭さい壇だんがあるんだけど、要するに窓口みたいな感じかな。そこで呼ぶと出てくることもあるし、出てこないこともある。だいたい、あんなのを神様扱いするなんて、どうかしてるわ、ほんと」

　最後の一言だけ、フローラは殊こと更さらに声をひそめた。

　紅街中華街は、神しん群ぐんとの共存を主張として掲かかげる祭さい夏か老ろう派の拠きよ点てんだった。この祭夏老派の内部に限り、星詠みのエスハは〝神〟にも近い存在として人々の崇敬を集めているという。それをおもしろがったか、星ほし詠よみのエスハはこの紅あか街まちと、古くから深く関かかわっていた。

「窓口って──部屋にいるかいないかぐらい、すぐにわかるだろ？」

　不思議に思って真ま砂さごが言うと、フローラ達に代わって、傍かたわらの榊さかきがひっそりと肩をすくめた。

「……ま、会ってみればわかるよ。とにかく常じよう軌きを逸いつした奴やつだから」

　車中でのひと眠りから覚めた榊の声は、常のものに戻っていた。熟睡できたらしく、顔色はよい。

　真砂は榊に問いかけた。

「先生は、会ったことがあるんですよね？」

「何度か……ね。常軌を逸してるだけじゃなくて、ついでに良識も逸してるっぽいから、口くち車ぐるまに乗せられないように、気をつけて」

　──たかが何者かに会うだけで、何をそこまで警戒しなければならないのか、真砂にはよくわからなかった。

　確かに、彼かの人物に会った人々の多くは、口を揃そろえて〝嫌な奴〟と言い、また〝関わりたくない〟ともいう。

　その言葉の奥に、真砂はいつも、得え体たいの知れないものに対する恐きよう怖ふがあることを感じていた。

　それならば──彼と自分達とは、それほど変わらないはずだとも思う。普通の人々から見れば、真砂の爪つめなどは化ばけ物もののものでしかない。化け物が化け物を化け物扱いしたところで、傍はたから見れば滑こつ稽けいなだけだろうと思った。

　表通りに近いところまで来ると、まだ少ない観光客の話し声が、建物越しに聞こえてきた。一ひと際きわに大きな料理店の裏側に、白はくとフローラは真砂達を導いていく。

　中華料理店、碧へき洲しゆう楼ろうの裏通りに面した勝かつ手て口ぐちを、白は慣れた様子でくぐり抜けた。

　勝手口は厨ちゆう房ぼうにはつながらず、従業員用の出入り口として、そのまま客用の入り口に近い店内の一角に続いていた。

　昼食にはまだ少し早い時間だけに、ロビーに待っている客の姿はないが、店の奥には幾人かの客が入っているらしい気配がある。

　ロビーを抜けて、白は自宅を歩くようにすたすたと二階へ上がった。紅あかい絨じゆう毯たんの敷き詰められた階段の前には、客を迎えるチャイナドレスの受付嬢もいたが、軽く目もく礼れいを送ったのみで、そのまま先へと進む。

　甲こう院いん派に絡からむ騒そう動どうのため、二階より上の階では内装の一部が崩れ、立ち入り禁止となっている箇か所しよもあった。それでも一階と無事な部屋だけで営業を行っているのは、商しよう魂こんのなせる技か、あるいは〝甲院如ごときのために休めるか〟という、紅街の人々なりの意地かもしれない。

　真砂達が争ったのはさらに上の階だったが、白は二階の廊ろう下かを先導して歩きはじめた。

　ＶＩＰルームの脇わきを抜けると、廊下の奥に従業員専用の扉ドアがあった。

　紅い絨毯と柔やわらかな光に包まれた廊下の豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きに対し、従業員用のただ無ぶ骨こつな白い鉄てつ扉ぴは、そこから先が別の世界であるかのように隔かく絶ぜつの感を醸かもしていた。

　白はくはその扉ドアも抜けていく。

　絨じゆう毯たんからリノリウムに、床ゆかの材質が変わった。同時に、それまで柔やわらかかった足音が、急にかつかつと神経質なものに変わる。

　その廊ろう下かの先、支配人室のすぐ手前に、真ま砂さご達の目指す部屋はあった。

　扉の雰囲気が、一つだけ明らかに違う。わざわざ木製のものに付け替えられた扉は、錠じようのかかった閂かんぬきによって塞ふさがれていた。部屋の上部には、〝星せい占せん師し〟と彫られた黒こく曜よう石せきのプレートがかかっている。

　閂を見て、真砂は戸と惑まどった。

「いないんじゃないのか？　鍵かぎがかかってる」

　フローラが首を横に振った。

「その鍵、エスハとは関係ないの。お客さんが迷い込まないように、いつもかかってるから」

　白も頷うなずき、廊下の先、支配人室へと歩みかけた。

「ここで待っていろ。鍵をもらってくる」

「いや、いいよ。こんな鍵なら開けられる」

　白を呼び止めておき、真砂は手袋を外はずした。長く伸ばした爪つめを柔らかくしてから、そっと鍵穴に差し込む。

　鍵穴の中で爪の形を変えて回転させると、錠前は簡単に開いた。

「……へぇ。真砂の爪って、そんなこともできたんだ？」

　フローラが感かん嘆たんの声を上げた。

　真砂は苦笑で応こたえる。

「それ、由ゆ姫きにも言われたよ」

　言いながら、錠前で固定されていた扉の閂を引き抜いた。

　微かすかに軋きしむ音をたてて、扉がゆっくりと、自然に開いた。

　──部屋の中は、真っ暗だった。

　やはり誰だれもいない──真砂はそう感じたが、白達はそれでも部屋に入った。さらに奥があるのかもしれないと思い、真砂も後に続く。

　その背後で、扉がひとりでに閉じた。同時に、ぼうっとしたほのかな点が、闇やみに暖かい光を放ちはじめる。

　それは、一本の蠟ろう燭そくの火だった。

　テーブルの中央に載のった背の低い燭しよく台だいが、誰の手も借りずに火を点ともしている。

「──いる」

　榊さかきがぽつりと呟つぶやいた。

　真砂の眼めにも、彼の人物の姿は見えていた。

　男か女かも判はん然ぜんとしない、フードを目ま深ぶかにかぶったその人影は、テーブルを挟はさんだ真正面に腰掛けていた。

　細く白い顎あごの線だけが、揺らめく明かりに照らされている。

　宝たからの森もりの占うらない師し・クラムクラムの加か護ごを吹ふい聴ちようする、キャラバン屈くつ指しの〝愉ゆ快かい犯はん〟──

　唐とう突とつな来客に対しても、俯うつむいて微動だにしないまま、その占い師は、高く低い奇妙な声を発した。

『──やぁ、皆様、お揃そろいで──』
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「星ほし詠よみの──エスハ？」

　真ま砂さごは、はじめて会うはずのその人物に、ゆっくりと問いかけた。

『久しぶりだね、乾いぬい真砂』

　占い師は、真砂の意表を突く言葉を口にした。

「──ぼくはあなたと、はじめて会うはずですが」

　いぶかしく思って真砂が言うと、エスハはくすくすと笑った。耳に障さわる嗤わらいだった。

『寂さびしいものだね、人に忘れられるというのは。〝忘ぼう却きやく〟は、神が人に与えた慈じ悲ひのうちでも、かなり気の利きいたものだと思うけれど──忘れられてしまう者にとっては、ただ哀かなしいだけ』

　フードの下の顔を俯けたまま、エスハは歌うような口振りで言った。

『さて、そんな忘れられた惨みじめな私に、君は何を聞きにきたのかな？』

　人をからかうようなその声色に、真砂は不快感を持った。

　同時に──エスハの言うとおり、彼とは昔、何ど処こかで会ったような気もした。それがいつ、何処でのことだったかは思い出せないが、ささくれのように引っ掛かる。

　壁際に腕を組んでいた榊さかきが、口を開けた。

「何を聞きに来たかなんて、もう知ってるんでしょう？　盗ぬすみ見や盗とう聴ちようがあんたの趣しゆ味みなんだから」

　ぶっきらぼうに呟つぶやくその声には、榊のエスハに対する不快感が見みえ隠かくれしていた。

『これはこれは、手て厳きびしいな。貴方あなたはせっかくの美人なんだから、もっと愛あい想そをよくした方がいいよ。そんなだから、三十を過ぎても独ひとり身みなんだ』

　エスハが嗤った。その挑ちよう発はつじみた言葉にも、榊は慣れた様子で軽く言い返す。

「生あい憎にくと、私は結婚とかには興味ないんだ。手のかかる娘が二人もいるしね。あいつら嫁よめにやってからでないと、おちおち相手も探せない」

　軽い榊の声には、しかし斬きりつけるような気き迫はくが籠こもっていた。

「その、うちの娘の居場所──あんた、知ってるんでしょ？　教えて」

　彼女が無む理りをしてでも、ここに来たがっていたその理由わけ──それは、このことを直接に聞くためだった。

　しかし真ま砂さごは、内心で榊さかきとエスハのやりとりに気を揉もんでもいた。エスハの側はともかく、榊は八つ当たりにも思えるような敵意を剝むき出しにしている。相手の機嫌を損そこねないかと気になった。

　エスハは、くすくすと空気の漏もれるような声で嗤わらいながら、しばらくの間まを置いた。

『──君は、私を情報屋か何かと勘かん違ちがいしていないかな？　私は宝たからの森もりの占うらない師し。客きやく人じんに伝えるのは、あくまで〝占い〟の結果だよ。トランプがいいかな？　タロットもある。筮ぜい竹ちくはあまり得とく意いじゃないけれど、お望みとあらばご披ひ露ろうしよう。もっとも得意なのは占せん星せい術じゆつだね。

　あるいは──今の君達には、〝水晶占い〟なんて、気になるのかな』

　ガラス筒つつに入っていた龍りゆう舌ぜつ魚うお──あの水晶のような目玉を、真砂は思い返した。エスハの今の言葉は、明らかにそれを意識して紡つむがれている。

「では──占っていただきたく思います」

　白はくが静かに、囁ささやくようにいった。

「エスハ様。私達は、由ゆ姫きの居場所を探しています。あの子は──あの子の体を乗っ取った甲こう院いん薫かおるは、おそらくマリアンヌの水中庭園に隠かくれている。その場所を、占ってください」

　白の言葉遣づかいには、畏い敬けいの念こそなかったが、切せつに願う響きがあった。元もと々もと、エスハに助言を請こう案を出したのも、彼女である。

『ふぅん──』

　くすくすくす──エスハは、ひときわ耳みみ障ざわりに嗤った。

『私にまともな占いを頼む人間が、まだキャラバンの中にいたとはね。占ってあげてもいいけれど、その前に──君達は何故なぜ、彼女を探しているのかな？』

　フローラが声を張り上げた。

「──仲間だからに決まってるでしょ。あんたにはわからないかもしれないけれど、ほっとけないの！」

『……それだけ？　単純すぎて、おもしろくないな』

　フローラとエスハのやりとりに不快感を覚えながら、真砂はその占い師を睨にらみつけた。

「別に、おもしろがってもらうつもりはありません」

　やや、声を険けわしくして言う。

　──見下されている──強く、そう感じた。

　エスハに会うまで、真砂は人々が彼を嫌うのは、〝未知の存在〟への恐きよう怖ふのためと思っていた。だがしかし、実際に会ったエスハは、仮かりに〝人〟として見ても、ひどく嫌けん悪おを感じさせる存在だった。

　顔を隠し、常に嗤いを含んだ声で、他者を馬ば鹿かにしたような態度を取り続ける──彼が嫌われる最大の理由は、そこにあるような気がした。

　もっと頭にくるのは──

　エスハという存在は、わざわざ人の嫌けん悪おを煽あおるために、全すべてを承しよう知ちで、その態度を取り続けているらしいことだった。

　怒りや嫌悪は、時として葛かつ藤とうを生み、そして意外な行動をも生む。彼──星ほし詠よみのエスハはそれを期待してか、真ま砂さご達を挑ちよう発はつするような話し方をしていた。あるいは、怒った相手の反応を喜んでいるのかもしれない。

　要するに──性格悪いんだ、こいつ──

　内心で呟つぶやいた真砂は、榊さかきやフローラが彼に会うのを嫌がった理由に、ようやく得とく心しんがいった。同時に、その発する情報にも信用が置きづらいということらしい。

　エスハは、真砂の心を見み透すかしたような声で、くっくっと嗤わらった。

『仲間だから、助けたい──結けつ構こう。それもいい。けれど、彼女のほうは本当に、君達に助けられることを望んでいるのかな？』

「……どういうことです？」

　声を険けわしくして、真砂は問い返した。

『言葉どおりの意味だよ。彼女の周りには、座ざ王おうや仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうをはじめ、それなりに強い異い能のう者しやが揃そろっている。君達だけで助け出そうとすれば、当然、犠ぎ牲せいもでておかしくない。彼女は、君達にそんな犠牲を強しいてまで、助けて欲しいと願っているのかな？』

　榊やフローラ、白はくが、答えられずに口を噤つぐんだ。

　真砂も、気付いてはいた。碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの性格からして、そこまで利り己こ的てきにはなれないはずではある。なにより彼女は、真砂の命を助けるために、甲こう院いん薫かおるに身を預けていた。

　──ちゃんと、助けてね。

　真砂が気を失う寸すん前ぜん──由姫を甲院に渡すまいとする真砂の耳元で、彼女はそう囁ささやいていた。そのとき、触れた肌はだから伝わってきた由姫の心は、自身よりもただ、ひたすらに真砂の身を案じていた。

　あの言葉は、本当は──彼女の願いではなく、真砂にそこで無む理りをさせないための方ほう便べんでしかなかった。

〝後で助けてくれればいいから、今はもう、何もしなくていい──〟

　そう言った由姫は、しかしそこで、全すべてをもう諦あきらめていた。

　だからこそ、由姫は最後に微笑わらっていた。真砂を安心させるために、無理な笑みを浮かべた。

　山やま之の内うち派と甲院派、そのやり方を知る由姫には、その後の事もわかっていたはずだった。

　甲院に乗っ取られたままで天てん寿じゆにより死に至るか、あるいは山之内派の攻撃によって、〝甲院薫〟として、殺されるか──

　その二つが、もっとも可能性の高い末まつ路ろであることをわかっていて、由姫はそれでも、甲院に身を委ゆだねた。

　真ま砂さごを、死なせないために。

　──そんなことをされたら。

　是ぜが否ひでも、たとえ無む理り矢や理りにでも助けないわけにはいかない。真砂はもう、心にそう決めていた。

「……あなたの意見なんか関係ない。この際、由ゆ姫きの意志もどうだっていい。

　ぼくが助けたいから助けるだけです。自分勝かつ手てでもなんでも──もし由姫が、それを嫌がるっていうなら、助けた後で、いくらでも愚ぐ痴ちを聞くつもりです」

　真砂はエスハを睨にらみ、吐はき捨てるように言い切った。病院で目覚めたときから──否いや、もっと前から、吹っ切れてはいた。

　幼い頃ころ──由姫は、仙せん崎ざきに操あやつられ、スパイとして榊さかき糾ただすの下に潜もぐり込まされていた。その時点で、真砂達はもう、彼女との約束を一度破っている。もっと前、研究所から救い出されたあの夜には、来年も桜さくらの花をみんなで一いつ緒しよに見られると言い、それも破った。

　無責任な子供の約束とは片付けられない。由姫はずっと、その言葉を胸に生きていた。

　もう二度と、裏切りたくない──切せつ実じつに、そう思った。自分勝手な理由であることは承しよう知ちで、真砂は開き直っていた。

　唐とう突とつに、エスハが声を高くして嗤わらった。くすくすと鼓こ膜まくを舐なめるような嗤い声が、一変して耳を塞ふさぎたくなるほど大きく甲かん高だかくなる。

「──何が、可笑おかしいんですか」

　真砂はうんざりとして問いかけた。テーブルの向こう、蠟ろう燭そくの小さな明かりに照らされたエスハは、微動だにしないまま、しばらくして笑いをおさめた。

『失礼──いや、君があまりに、〝変わっていない〟ものだから、ついね。私の見てきた人々のほとんどは、年を経るごとに狡ずるさを憶おぼえ、建たて前まえをもちいて本ほん音ねを隠かくし、さらには自らをも偽いつわって生きている。でも君は、笑ってしまうくらい、根元の部分が十年前と変わっていないんだね』

　エスハの声は、嘲あざけるようでもあり──しかし同時に、それまでとは響きを変えて、どこか真砂を肯こう定ていする雰ふん囲い気きも持っていた。

　そのことに気付きつつ、真砂は睨む視線を緩ゆるめない。

　──十年前。

　何故なぜ、彼が、その頃の自分を知っているのか──

　真砂は、ぎっ、と唇を嚙かんだ。

「ぼくは……あんたと前に、会ったことがある──」

　エスハが嗤った。

『やっと思い出してくれたかな？　嬉うれしいよ』

　真ま砂さごは、ぶるぶると体を震わせていた。

　鉄の寝台ベツド。

　神しん群ぐん組織の移植実験──成功例と失敗例の狭はざ間まから、失敗例の側に傾きかけていた真砂の脇わきに、人影が立つ。

　姿の見えない彼は言う。

〝今、君は自分が誰だれだか、わかっているかい？〟

『わざわざ試した甲か斐いがあった』

　──嗤わらうフードの占うらない師しに、真砂はテーブルを越えて摑つかみかかった。
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　鉄の寝台に両手両足を括くくられて、少年は死の瞬間を待っていた。

　暗くら闇やみが視界を覆おおい、全すべての感覚が底なしの沼に落ちている。

　少年は、何も考えなかった。ただ眠るように、その息を引き取ろうとしていた。

　そのすぐ脇に、人影が立った。

　つい先程までそこにいて、もう立ち去ったはずの影だった。

『そうそう、ついでに……あぁ、なんだ、もうだめかな？』

　くすくすと嗤う影は、血に染まった少年を可笑おかしげに見下ろしていた。

『今ね。君の隣の部屋にいた子が、この隣の実験室に来たよ。ヴィヨンもティギーも容よう赦しやがない。ついこの間まで、アラクナの拒きよ絶ぜつ反応にあれだけ苦しんでいた子を、また苦しめようっていうんだから──子供が虫を解かい剖ぼうするような心境なのかな？』

　少年は反応しなかった。その声は耳には聞こえず、頭の芯しんにそのまま響いてくる。

『結局──君は彼女達を見殺しにして、自分は〝安あん息そくの死し〟を迎えたいわけだね』

　くすくすくす──声が嗤う。

『それが悪いとは言わないよ。楽そうでいいなとは思うけれど。

　……あぁ……ひどいな、あれは。ルールーブの組織は、その移植部分によって、人体に与える影響が違うけれど……彼女は運が悪い。最悪だよ、あれは』

　影は薄笑いとともに、同情するような声を漏もらした。

『私がその気になれば、簡単に助けられるけれど、知らない相手にそんな義理もないか。かわいそうに──生きながらえても、あれじゃあ地じ獄ごくが続く。君は運がよかったかもね。このくらいで楽に死ねて』

　ぴくりと、少年の腕が震えた。

『君はここで死んで、彼女達はこれから長く──長く長く、苦しみ続ける。本当は、君は彼女達を助けられるんだよ？　そのルールーブの爪つめなんて、君がその気になって制せい御ぎよすれば、制御しきれないものでもない。君はつまり、彼女達を見捨てるんだ。そのつもりで、死んでいくといい』

　少年の心の底に、ゆらりと蠢うごめくものがあった。

　飛びかけた意識を辛かろうじて保ち──少年は、蠢く部分に近づいた。

　暗い大地に、澄んだ池のように開いた穴があった。

　見下ろすと、桜さくらの木が並んでいる。その根元の土にいくつもの穴が掘られ、まだ腐くさりかけの子供の屍しかばねが数体、無む造ぞう作さに放り込まれていく。

　内臓が腐って、血を吐はきながら死んだ仲間がいた。

　肌はだの全体が黒く変色し、体が潰つぶれるように溶けた仲間がいた。

　骨の異常な成長のため、体の内側から貫かれて死んだ仲間。

　全身の皮が自然に剝はがれ、皮下からの出血多量で死んだ仲間。

　手術時のミスで植物状態になり、邪魔だからという理由で解かい剖ぼうの実験台にされた仲間。

　四歳の誕生日を翌日に控えて、目を覚まさなかった仲間………………………………………

　火か葬そうにもされず、まるでゴミを埋めるように、彼らはそのまま土中へ放り込まれた。

　少年は泣いた。

　自分がそうなることよりも、今、生きている仲間達がそうなることの方が怖こわかった。

　死んでしまえば、それでその当人の意識は消失する。後に残された仲間はしかし、仲間の死を目の当たりにしながら、それからも恐きよう怖ふに怯おびえて、実験に苦しんで、死ねるその日を待つことになる。

　桜の木の下に、子供達の死体は埋うずめられた。

『木にとっては、いい肥料になるんじゃないかな。桜に死体なんて、ここの職員はいい趣しゆ味みをしているよ。坂さか口ぐち安あん吾ごだったっけ？　それとも梶かじ井い基もと次じ郎ろうだったかな。

　来年は、いい花を咲かせそうだ』

　影が嗤わらいながら──心しん底そこから可笑おかしそうに、嗤いながら言った。

　少年は唇を嚙かんだ。

　──怒りが、こみ上げてきた。熱い生命の鼓こ動どうを伴って、脳内に興こう奮ふん物質が分ぶん泌ぴつされる。

　影の暴言に対する怒りは、そのとき、少年の活力に変わった。

　──まだ死ねない──強く、そう思った。

　隣の部屋から、知り合いの少女の泣き声が聴こえたような気がした。分厚いコンクリートの壁を挟はさんで、そんな声が聞こえるはずもない。それは幻げん聴ちようでしかなかったが、しかし少年は、確かにその心の声を聴いたと思った。

　全身に力をこめると、手の甲が疼うずいた。

　手術台に乗る前まではなかったものが、そこにあった。

　決して聴こえないはずの隣室の悲鳴が、耳に痛いほど響いた。

　助けたいと、ただ切せつに思った。

　爪つめが伸びた。

　鋼こう鉄てつを水みず飴あめのように曲げる不ふ可か思し議ぎな力をもって、爪は少年を戒いましめる拘こう束そく具ぐを砕くだいた。血まみれの体を寝台ベツドに起こすと、後片付けのために残っていた職員が悲鳴を上げた。

　足を固めていた鉄てつ輪わをも砕くと、少年は職員を無視して、隣室の壁に爪をもって殴なぐりかかった。

　意外なほどの脆もろさで、分厚いコンクリートの壁が軽々と砕ける。

　──少女が一人、目の前の寝台に、裸はだかで縛しばりつけられていた。

　その動けない裸ら身しんを、注射器の針が打ち抜こうとしている。

　真ま砂さごは、吼ほえた。
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「エスハっ！」

　叫ぶや、真砂はテーブルを飛び越え、嗤わらうフードの占うらない師しの胸むな倉ぐらを引っ摑つかんだ。

　依い然ぜんとして、エスハはぴくりとも動かない。そのただ一枚の布を巻いた衣服だけが、真砂の手によって引っ張られる。

「真砂！　どうしたの⁉」

　フローラが悲鳴じみた声をあげて、その背にすがりついた。

「離せ！　こいつ、こいつはっ……！」

　死んだ仲間達を、侮ぶ辱じよくした。〝肥料〟と言い、嘲あざ笑わらった。

　助けられる力を持っていて、誰だれも助けようとしなかったことはどうでもいい。そんな人間は珍しくもない。現に今も、世界の多くは苦しみの中にある様々な現実を放っておいて、享きよう楽らくをむさぼっている。いちいち腹を立てるにも値あたいしない。

　真砂が許せないのは、彼が仲間を侮辱したことだけだった。

　忘れていたというわけではない。だが、あれは幻げん聴ちようか──あるいは内うちなる自分の声かとさえ思っていた。

　真砂は、両手で占い師の服を強く握った。

「……あんたは、最低だ。なんで、あんなこと……」

「──真砂？」

　歯を食いしばった真砂の形ぎよう相そうに、その身を押さえていたフローラは怯おびえて、摑む手を緩ゆるめた。

「真砂君……」

「──落ち着け。エスハには……」

　榊さかきと白はくの声が、背後に聞こえていた。

「なんとか言えよ！　エスハっ！」

　激しく服を揺すった真ま砂さごは、その意外な軽さに戸と惑まどいつつ、エスハの身を持ち上げた。

　フードに隠かくれた俯うつむき加か減げんの顔が、視界に入る。

　真砂は、息を吞のんだ。

　──顔がない。

　細い顎あごの上には、微笑の形に固まった唇の線があった。整った鼻び梁りようがその上につき──目玉は、ない。

　その身には体温もなければ、関節も存在しなかった。

　ただのマネキン人形。

　それが、フードを被かぶり、テーブルの向こう側にいた者の正しよう体たいだった。

『ふふっ……怖こわい、怖い。意外に激げつ昂こうしやすいところも、昔のままなんだね』

　エスハの中性的な声が、頭に響いた。

『怒ったかな？　乾いぬい真砂──』

「な……」

　真砂は呆ぼう然ぜんとして、持ち上げたマネキン人形を凝ぎよう視しした。

「真砂……それは、ただの人形だ。紅あか街まちの町内会に頼まれて、この祭さい壇だんに据すえる偶ぐう像ぞうとして、親父おやじ殿どのが前に作った」

　白はくが背後から呟つぶやいた。

「本物のエスハは、実体を持たない。あるいは何ど処こかにその本体があるのかもしれないが、見た者はいないはず──」

「──そういうことか……」

　白の言葉を受けて、真砂は舌打ちをかまし、その場に人形を下ろした。

　フードの占うらない師しは、少し傾いた状態で、真砂の手によって先程までと同じ椅い子すに座した。

　エスハは、そこにいた。眼めには見えないが、そこにいる。

　少なくとも、今だけは。

『これが、私だよ』

　エスハは嗤わらった。

『見えないかもしれないけれど、今、君達の前にいる私の他ほかに、私はいない。唯ゆい一いつにして──残念ながら絶対ではないけれど、君達よりは、遙はるかに絶対者に近いであろう存在──宝たからの森もりの占い師・クラムクラムの名において、君達を盗ぬすみ見るのが私、〝星ほし詠よみのエスハ〟だ。わかってくれたかな、乾真砂？』

　軽けい侮ぶを含んだ言葉を受けて、真砂は腹いせに人形の頭を小こ突づいた。

　無機物の人形は、軽く揺れただけだった。

　エスハには、物理的な攻撃手段は何一つ通用しない──真砂はそのことを悟さとる。彼はまるで、幽ゆう霊れいと変わらなかった。

「──あれだけいろんな人に嫌われているあんたが、まだ殺されていない理由がわかったよ」

　その言葉に、真ま砂さごは敵意を込めた。たとえ殺したくても、誰だれもその方法を知らないのだ。

　何故なぜ、自分がこんなに彼を嫌っているのか──真砂自身、よくわかってはいなかった。仲間を侮ぶ辱じよくされた事実が引き金ではあったが、嫌けん悪おの理由はそれだけとも思えない。

　強しいて言えば……相あい性しようが、悪いのかもしれない。

『ふふ──憎にくまれっ子、世にはばかるということかな』

　エスハはおどけた調子で言った。

　強く背を押さえたまま、フローラが不安げに問う。

「真砂、急にどうしたのよ。エスハに何かされたの？」

　真砂は何も言わずに、エスハの人形から身を離した。フローラに話せば愚ぐ痴ちになる。なにより、死んだ者に対する心ない言葉を、いまさらフローラや白はくに聞かせるのは躊躇ためらわれた。

　真砂はエスハの人形をひと睨にらみし、拳こぶしを握りこんだ。いつの間にか、爪つめが手袋を突き破り、鋭するどく伸びていた。替えの手袋は、榊さかきの家と一いつ緒しよに燃えている。そのことにも少し苛いらついた。

　エスハの嗤わらい声が響いた。

『失しつ敬けい、怒らせてしまったね』

「……由ゆ姫きは、どこにいる」

　嗤うエスハに、真砂は強気で問いかけた。本来ならば情報を請こわねばならない立場だが、もうエスハに対して、敬語を使う必要は感じていなかった。また同時に、彼に対しては、表面上の言葉遣づかいなどなんの関係もないこともわかった。

　幼い頃ころの真砂の頭の中を覗のぞいたことから知れるように、彼に対しては噓うそが噓としての用をなさない。どうせ見み透すかされるならば、心で怒って顔で愛あい想そ笑いを浮かべるより、正直に怒った方がましだった。榊やフローラの無礼な態度も、そのことを承しよう知ちでのことだったらしいと、今にして思い当たる。

『そうそう、探し人の件だったね。怒らせてしまったお詫わびに、今日は特別に、ただで占うらなってあげようか』

　虚こ空くうから響くエスハの声が、そう呟つぶやいた次の瞬間、真砂は、足元の感覚が喪そう失しつするのを感じた。

　床ゆか面めんが消えるが、しかしどこにも落下はしない。浮遊するような感覚をもって、体はそこに留とどまっていた。

　榊が頰ほおを引きつらせた。

「ちょっと、エスハ──」

『ようこそ──人の到達し得ない世界へ』

　占い師は、くすくすと嗤った。
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　眼めが慣れると、暗いと思っていた世界に、風景があらわれていた。

　そこは一面の砂さ漠ばくだった。

　満天の星の光を受けて、砂の一粒一粒がほのかな金色に輝いている。

　フローラと白はく、榊さかきの三人は、真ま砂さごのすぐ傍そばにいた。

　見渡す限りの広大な砂漠に立ち尽くし、真砂はエスハの姿を周囲に探す。

「榊先生、ここって──？」

　問うフローラの声が、呆ぼう然ぜんとしていた。

「うん──夢ゆめ路じさんの言ってた、星ほし詠よみの砂漠……みたいね。ガムナ教団の連中が、躍やつ起きになって探していた場所……私もはじめて来たけれど」

　榊はそう言って、その場に身を屈かがめた。砂を両手にすくい上げ、さらさらと手の隙すき間まから落としていく。

「──なんですか、その星詠みの砂漠って？　これは、幻げん覚かくじゃ……」

　真砂は戸と惑まどいながら、広すぎる砂の海へ、榊と同じように屈みこんだ。

　砂漠ははじめてではなかった。以前の雇やとい主ぬしだった南なん郷ごう司つかさとともに世界の各地を巡めぐっていた頃ころにも、何度か砂漠に入ったことがある。

　しかし今いる砂漠は、そのいずれとも様子が違っていた。夜の砂漠は恐ろしく冷え込むのが常だが、ここは暑くも寒くもない。空の星を見上げても、星座の形がまるで摑つかめなかった。

　むろん、真砂にしても天体の全すべてを把は握あくしているわけではなかったが、少なくとも知る限りでは、その星空ははじめて目にするものである。

　視線を転じると、遠く遠く、遙はるかな彼方かなたにうっすらと山の稜りよう線せんが見えた。それが岩山なのか、あるいは砂の山なのかも判はん然ぜんとしないが、その山の向こう側から、やけに大きな銀色の月が顔を覗のぞかせはじめている。

　──紅あか街まちに着き、エスハの部屋に入ったのは、午前中のことだった。しかし、今の世界は夜である。希き薄はくな身体からだの感覚とあいまって、目の前に広がる光景は幻覚としか思えない。

　榊が訥とつ々とつと呟つぶやきはじめた。

「星詠みの砂漠っていうのは、ここに来る人間が、必ず〝星詠みのエスハ〟によって連れて来られるから、そう呼ばれているだけ。実際には、ここがどこで、どんな世界なのか、誰だれも知らない──ただ、ここには全ての知識が集まっていて、過去と現在のあらゆる光景が見れるって……」

「見れる、って……ただの砂漠ですよ、ここ」

　真砂は警戒していた。これが幻覚でなく、榊の言うとおり、人の住む世界とは別の異い界かいであるならば──ここに閉じ込められれば、真ま砂さご達は元の世界に戻る術すべを持たない。

　ぞっとしたところで、星空の片かた隅すみにはためく物が映った。

　見上げれば夜空一面に、透けたエスハの姿が広がっていた。風もない空に、長衣ローブの裾すそがなびいている。

『乾いぬい真砂、砂を一粒、手に取ってごらん』

　空から声が響いた。足元を見た真砂は、たった一粒の砂だけが、やけに眩まぶしい光を放っていることに気付いた。

　その砂を、ルールーブの爪つめを備えた指先に摘つまみ上げる。

『覗のぞいてごらん。君の見たいものが、きっと映っているよ』

　真砂は砂に眼めを凝こらした。それは、ただの砂ではなかった。小さな小さな、針の先で突ついたほどの穴がそこにあり、その穴の中で何かが動いている。

　さらに眼を凝らすと、穴の先には自転する小さな星が見えた。星の表面には海が見え、陸地があり、雲が動いている。

　砂粒の中に見えた星は拡大され、日本と思おぼしき弓形の島が確認できた。

　真砂の視力は悪くないが、それでも人並みのはずだった。小さな砂の一粒の中に見えたそれらは、しかし明らかに視力の限界を超えている。

　フローラ達も、一粒の砂を囲むようにして周りにいたが、真砂の視点はもう彼女達を捉とらえてはいなかった。ただ、砂の中を──奥へ奥へ、より深く見つめていく。

　焦点がじょじょに絞られるような感覚で、島国が近づいてくる。それは、高精度の航空写真を拡大し続ける作業に似ていた。

　東京湾を少し離れた沖おき合あいに、視点が落ちていく。

　一隻せきのクルーザーが、その海に浮いていた。船の縁へりから、釣つり糸いとが二本、凪ないだ海に垂れており、三人の男が船の上にぼうっとしている。

　その三人ともが、それぞれ別の方向を眺めていた。ただの釣り人と船の主に見えて、しかし真砂はその顔かお触ぶれのうち、二人に見覚えがあった。名は知らないが、東とう都とまごころファイナンスの社内で、何度か見かけたことがある。

　その社の主だった華かヶが瀬せ清きよ元もとは、山やま之の内うちよりも仙せん崎ざきに近い立場の人間だった。といっても、華ヶ瀬が甲こう院いん派の人間だったというわけではなく、彼はただ〝荒あら事ごと〟に対して寛かん容ようだった仙崎の権力を利用していたに過ぎない。

　しかし──その社内に、甲院派の流れを汲くむ人間がいたことには、真砂も薄うす々うす感づいていた。華ヶ瀬の会社に在ざい籍せきしたのには、その動向を見張るつもりも、多少はあった。むろん甲院の復活までは予想していなかったが、彼らはただでさえ、性格の危険な人々でもある。

　視界は船の中に潜もぐり込み、船室の扉ドアをくぐった。

　清潔感のある磨みがき上げられた部屋には、大きな木製のテーブルとソファが揃そろっていた。奥にはワインセラーや冷蔵庫も完備されている。

　それは一見して、金持ちが道どう楽らくに使うための船だった。

　据すえつけられたテーブルの上には、オレンジほどの大きさの、薄青い水晶球が鎮ちん座ざしていた。銀の台座から、手の形に伸びた五本の爪つめによって支えられ、薄暗い船室の中で場違いに鈍にぶい光を宿している。

　真ま砂さごの視界は、水晶球に肉にく薄はくした。

　ぶつかると思ったのも束つかの間ま、視界は水晶球をすり抜け、狭せまい船室から、急に広い場所へと出る。

　そこには、海の底を思わせる景色が広がっていた。

　一面が水色の世界に、魚達が群れをなして泳いでいる。それぞれの群れは十匹ほどの単位でまとまり、整然と泳ぎつつも、群れ同士で混ざり合い、またすぐに離れてと、その様さまは踊おどるようだった。

　群れをなすその魚達を見て、真砂は息を詰める。

　水晶のような目玉と、白く滑なめらかな肌はだを持った魚──その一匹と、真砂の視線が交こう錯さくした。

　魚は何も見なかったかのように、そのまま悠ゆう々ゆうと泳いでいく。

　真砂はそこで、足元の感覚が戻っていることに気付いた。砂さ漠ばくではなく、硬かたい石の床ゆかを踏んでいる。振り返れば、フローラと白はく、榊さかきもそこで、狐きつねにつままれたような顔をしていた。

　状況を悟さとって、真砂は愕がく然ぜんとする。

　彼は今──そこにいた。
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　刀を手の届く間近に置いて、少女はやたらに冷たいシャワーを浴びていた。

　すらりと細い身を伸ばし、仰あお向むけた顔に細こまかい水の粒を受ける──

　張りのある肌はだは全すべての水すい滴てきを弾はじき、濡ぬれた長髪は流れるようにその身に張りついた。

　──降り注ぐ水の流れに身を任せていると、全てを忘れてしまえそうだった。

　恐きよう怖ふも責任も、過去も未来も──現在も。

　冷たいシャワーは、体を芯しんから引き締め、彼女の意識をはっきりとさせた。

　──不思議だった。

　今の彼女は、刀身に宿った意思でしかない。もし見る者が見れば、その刀からは歪ゆがむような影が伸び、少女の身につながっている様さまが窺うかがえるはずだった。

　しかし〝由ゆ姫き〟の肌を通して、〝甲こう院いん薫かおる〟は確かに、その水の冷たさを感じていた。

　まるでその身が、本当の自分の体であるような気さえしてくる。刀が本体であることも、つい忘れてしまいそうだった。

　刀が由姫の身から遠く離れれば、甲院は彼女の身を支配できなくなる。

　アラクナの加か護ごを受けた刀、真しん女めは、水如ごときで錆さびる品ではなくなっていた。だからともにシャワーに浴びているが、もし真女がただの刀であったなら、水を浴びるたびに由姫の身を解放するか、さもなくば拵こしらえを外はずし、手入れをしなければならないところだった。

　冷たいシャワーを止めると、甲院の思し考こうはたちまちに現状へ引き戻された。

　水の滴したたる裸ら身しんをそのままに、シャワールームを出る。

　外には、バスタオルを用意した召使の娘がいた。年の頃ころは二十代の半なかばで、〝由姫〟よりは年上だが、〝甲院〟よりは年下である。

　甲院が椅い子すに座ると、娘は静しず々しずと彼女の裸身を拭ふきはじめた。

　その手が白く細い肩に触れて、不自然に停止する。

「──どうした？」

　娘を振り返った甲院薫は、眉まゆ根ねをひそめた。

　娘は呆ほうけて、焦点の合わぬ眼めを見開いていた。体は動かず、その口許だけがやがて言葉を紡つむぎはじめる。

『やぁ、甲院薫。また来たよ』

　──聞き覚えがあるどころか、忘れたくても忘れられない声だった。

「……趣しゆ味みの悪いタイミングで出てくるな。私の部下の体を乗っ取ってまで、何を言いに来た」

　甲こう院いんは嚙かみつくように言った。

　星ほし詠よみのエスハ──彼は人の体を乗っ取らずとも、余よ人じんと会話する力を持ち合わせている。つまりはけれんのためだけに、他人の身を使っていた。この場合は同時に、余人を挟はさまず、甲院薫かおる唯ただ一人と話したかったということかもしれない。

　それでも自分の部下を玩がん具ぐ扱いにされたような気がして、甲院は不快感を持った。

『人の体を乗っ取っているのは、あなただって、似たようなものだろう？』

　エスハは娘の口を通して、くすくすと嗤わらいながら言った。眼めの焦点が合わぬその顔から、滑なめらかな言葉を紡つむがれると、やや気味が悪かった。

　エスハの指摘に、甲院は眼を細く据すわらせた。

「私のは〝契けい約やく〟だ。それにもともと、この娘が生まれた理由は、甲院派の実験動物としてだった。私が使う分に、支し障しようはない」

　エスハが嗤った。

『君達の言う〝人権派〟がそれを聞いたら、言葉を失うだろうね？』

「人とて、実験動物を好きに扱っている。人も獣けもののうちである以上、大差はない」

　澄すました顔で甲院は応こたえ、

「暇ひまそうだな、貴き様さま」

　娘を──その身に乗り移ったエスハを、きつく睨にらみつけた。

『その通り。ここ数百年、暇で暇で仕方がない。あるいは、もう数千年だったかな──？　だからこうして、暇潰つぶしには餓うえている』

「嫌われるわけだ」

　甲院は呟つぶやいて、使用人の手からバスタオルを取った。柔やわらかく締まった四し肢しを拭ふきながら、椅い子すから立ち上がる。

　甲院は、さして裸ら身しんを隠かくしもしなかった。目の前にいる相手は、男どころか人ですらない。また見られている体は、〝碑ひ文もん谷や由ゆ姫き〟のものでもある。

　バスタオルで長い髪を拭ぬぐいつつ、甲院はエスハに問いを発した。

「……エスハ。昔にも聞いたような気がするが、改めて問う。貴様の目的はなんだ？」

　表情を変えない娘の口が、くすくすと嗤いを漏もらした。

『ただ、暇潰しに君達を見ること、見守ること──それだけだよ？』

「──昔は、その言葉に裏があると思っていた。だが、どうも今は、貴様は本当に、ただマナーの悪い観客のような気がしている」

　甲院は溜ため息いき交じりに言った。

　エスハはたいして反応も示さずに、

『だから、昔からそう言っているだろう？』

　軽く流した。

　耳みみ障ざわりな嗤わらい声を、甲こう院いんは無視した。

「聞きたい。お前の〝目的〟はなんだ」

　甲院は再度、同じ質問を投げかけた。

「何故なぜ、我らを観察し続ける？　時に口を出し、時に手をひき、貴き様さまはいったい、何を目的に生まれてきた？」

　問いを受けて、エスハは嗤った。

『そういう君達は、何か目的や理由をもって、生まれてきたのかな？』

　甲院は応こたえなかった。

『君達の言う生きる目的やら理由は、すべて後天的に決められたものだよね。自然発生するものには、〝原因〟はあれ、理由と目的はない。もちろん、後から理由と目的が付け加えられることは多いけれど──

　さしあたって、私の今の目的は〝見守ること〟。特に他ほかの狙ねらいをと聞かれて応えるなら、やっぱりひまつぶしなのかな？』

「──あながち、冗じよう談だんには聞こえんな」

　甲院は鬱うつ々うつとして呟つぶやいた。

　エスハが他に隠かくしていることはあるに違いない。しかし、その隠し事のもつ意味さえも、エスハにとってはひまつぶしになってしまいそうな気がした。

　エスハは、くすくすと嗤っていた。

『君達が、私を傷つける術すべを持たないように──私もまた、自分自身を傷つける術をもたない。だから、長過ぎる時を持て余しているのは確かだよ』

「……死ねないのか、貴様は」

　甲院はふと、再度、我が身を省かえりみる羽は目めになった。

　由ゆ姫きの体は、いずれ時が来て死ぬはずだった。しかし、刀に宿った自分は──どうなのか、わからない。

　エスハの嗤い声が、やや高くなった。

『私は生きてはいない。だから死ぬこともない。生物として生きているわけではないから、君達の尺しやく度どで、私のことを考えるのは無む理りじゃないかな』

　その馬ば鹿かにしたような声にも、今の甲院は不思議と、不快感を抱かなかった。

「……エスハ。その長い時間を過ごしてきて、何故、貴様の精神は壊こわれない……？　悠ゆう久きゆうの時の流れに、どうして貴様は耐えていられる？」

　自然と、甲院の声はすがるようなものになっていた。

　エスハは嗤った。

『だから私は、もともと違うんだよ、君達とは。君達の言語を使ってあげてはいるけれど、そもそもの根っこの部分が違う。だから私は、このことに関して、君に助言できることはない。人それぞれじゃないかな？

　むしろ聞くならば、満まん月げつのフェルディナンに聞くといい。あの子は一応、元は人間だから。あるいは、まだまだ若いけれど、夢ゆめ路じもその気になれば悠ゆう久きゆうを生きることができる。もっとも──あの二人とも、自分が死ねる方法はわきまえているはずだけれどね』

　甲こう院いんは言葉に詰まった。強気の底に潜ひそむ彼女の弱気は、完全に見み透すかされていた。

　死ねない意識を抱えて、永遠に生き続ける──その恐きよう怖ふに、甲院薫かおるは怯おびえていた。

　エスハは満足げに嗤わらった。

『天下の甲院派の首しゆ魁かいも、ずいぶんと弱気になったものだね。昔の君なら、長い命を得たら、ここぞとばかりに調子づいたと思うけれど』

「……私は、弱気になどなっていない」

　甲院の声は、かすかに震えていた。本人はしかし、そのことに気付かない。

『そうかな──？　そうそう、私も君に、聞きたいことがあったんだ』

　甲院の返事を待たずに、エスハは次の言葉をつないだ。

『これは大事なことだよ。紅あか街まちでの、騒そう動どうの時のことだ。

　君は何故なぜ──紅街でのあの夜、ヴィヨンに殺されかけた乾いぬい真ま砂さごを、わざわざ助けたのかな？』

　エスハの問いに、甲院は戸と惑まどった。

　同じことを、配下の仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうにも窘たしなめられた。乾真砂は、生かしておけば必ず、障害の一つになる──そう言われた。

　むろん、彼個人に決定的な力があるわけもないが、捨て身になられれば、軽視できる相手でもない。まだいかにも若いとはいえ、千せん界かいの鍛冶かじ師し・ルールーブの組織を移植された唯ゆい一いつの成功例でもあり、これからその力が伸びる可能性も否定できない。

　甲院は、頭の中で告げる言葉を練ねった。

「あの男を助けたのは……この娘の体を得るためだ。ああいう男は、追い詰めると怖こわい。窮きゆう鼠そが猫を嚙かむともいうし、不意を打たれればどうなったかわからない。だから、自分からは近づかずに、言葉であの娘を誘い出した。それだけのことだ」

　甲院はエスハの問いを、〝どうして由ゆ姫きを強ごう引いんにさらわず、取引きを申し出たのか〟という意味合いに、わざとずれた捉とらえ方をした。

　何故、真砂を助けたのか──それをエスハに再び指摘されることが、不思議に怖かった。

『それはいい。私が聞きたいのは、その後のこと──』

　エスハは、嗤いながら甲院の小さな望みを砕くだく。

『相手を乗っ取ってしまえば、後は君の意志が全すべてだ。なのに何故、敵にまわるとわかっている彼を助けたのかな？

　いま、窮鼠が猫を嚙むと言ったね。なるほど、確かに彼は、猫どころか虎とらをも嚙み殺すだけの牙きば──いや、爪つめを持った鼠ねずみだよ。そんな彼がせっかく死にかけていたのに、なぜ君は、わざわざアラクナの力を使ってまで、彼を助けたのかな？』

「──この女──碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの、最さい期ごの願いだった。叶かなえてやったのは、ただの気まぐれだ」

　甲こう院いんは、今にも詰まりそうな声で応こたえた。

『へぇ──あなたに、そんな慈じ悲ひがあったとは知らなかった』

　エスハが嗤わらう。

『私が知る頃ころのあなたなら、小こ娘むすめとのそんなつまらない約束なんて、気にもしなかったはずだよ。しかも助けたのは敵の命だ。狂きよう気きの沙さ汰たと言ってもいい』

　ゆっくりと嚙かんで含めるように、エスハは甲院へ語りかけた。

　しばらくの間を置き、エスハはしつこく、くすくすと嗤う。

『──はっきり言おうか？　君は、自分の意思で彼を助けたわけじゃない』

　エスハの言葉に、甲院は眼めを剝むいた。

　エスハは、乗っ取った娘の目玉をくるくると回した。子供をからかうのに似たその表情にも、甲院は怒りを覚える前に、その言葉の続きを恐れた。

『そう。君が乗っ取ったはずの、碑文谷由姫の意識──それが、彼を見殺しにすることを許さなかったんだよ。違うかな？』

　エスハの指摘──それは、甲院薫かおるが心の底で疑いつつも、必死に否定してきたことだった。

　湯上りのその顔色が、さあっと青ざめていく。

『乾いぬい真ま砂さごを助けたのは、自分の意思だと思っていたんだよね？

　でも違うよ。君はすでに、以前の甲院薫じゃない。碑文谷由姫の体を借りたことで、少なからず、彼女の意識に影響を受けはじめている。いずれ──君は逆に、取り込まれるかもしれないね。碑文谷由姫に……』

「なに、を……馬鹿な……」

　甲院は、震える声でエスハの言葉を否定した。

　今の自分は、間違いなく〝甲院薫〟だと、胸を張って言うことができた。

　しかし、その心の何ど処こかに、何か別の存在がいる──そんな気配にも、薄うす々うすは気付いていた。今まで目を逸そらしてきたその事実を、エスハの言葉が浮うき彫ぼりにする。

『──籤くじ方かたのように意志薄弱で、他人の言うことならなんでも聞いてしまうような人間ならば、君の思うとおりになるかもしれない。だが碑文谷由姫は、気弱に見えてなかなか、芯しんの強いところがある。

　つまりは、そういうことかな？』

　エスハの、男とも女とも思えない曖あい昧まいな高さの声が、冷たく甲院の耳に入り込んだ。

　甲院は歯嚙みした。乗っ取る体を変えさえすれば、それですむことではある。籤方刀とう至じは半なかば壊こわれているが、まだ殺さずに幽ゆう閉へいしてあった。

　しかし、アラクナ聖せい典てんを用いて、長ながくのたうつ女め神がみ・アラクナの加か護ごを得るためには──碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの体が、必ひつ須すだった。

　なればこそ、今はその体を完全に掌しよう握あくする必要がある。

「エスハ──こんな小こ娘むすめの心が、私に影響を与えているというのか？」

　甲こう院いんはまだ、認めたくなかった。真ま砂さごを助けたのは、今でも一時の気の迷いと思っている。

　次に会うことがあったならば──斬きれる。そう思っていた。

『証明する方法があるよ』

　エスハが嗤わらった。

『もう、自分でもわかっているんだろう？　乾いぬい真砂を、君の手で殺すこと──それがなによりの、証明になる』

　甲院は身じろぎもせずに、使用人の娘を──その身に移ったエスハを睨にらみつけた。

『簡単なことだよね。君自身には、彼を殺せない理由は一つもないんだから。それに、捕らえるための手て駒ごまも揃そろっている。

　乾真砂を殺せない理由を持つのは、君ではなくて、碑文谷由姫だけ──

　つまり、もし君に彼が殺せたなら、私の今の指摘は、ただの噓うそだったことになる。あるいは、由姫の意識より君の意識の方が、遙はるかに勝まさっている証明にもなるだろう。

　だけど──君が彼を殺せなければ、それは君の中に、由姫の意識が働いている証しよう拠こになるわけだ。

　予言してあげるよ、甲院薫かおる。君に、彼は殺せない。きっと──』

　エスハは嘲あざけるように言った。

　甲院は、頰ほおを硬かたく引きつらせて笑う。それは明らかに、由姫の表情とは異質だった。

「殺せるか、殺せぬか──わざわざ試すまでもない。私は、貴き様さまの口くち車ぐるまには乗らない。今、仙せん崎ざきや座ざ王おうが、海外へのルートを探している。どのみち、乾真砂などとは、もう会うこともないだろう」

　エスハの声が、一ひと際きわ高く嗤った。

『ほら。もう〝殺さないですむ〟理由を考えている。それこそが碑文谷由姫の影響だって、どうして君にはわからないのかな？

　まぁ、自分のことはわからないものだよね。他人のことはよく見えても、自分自身のことはさっぱりわからない──いや、もちろん、他人のことも見えてるつもりなだけで、結局は何もわかっていないことが多い。

　人は何も知らない。

　理解もできない。

　君達は迷いふらつくばかりで、先に進む術すべを見失っているうちに、破滅へと一歩ずつ歩いて行く──』

　歌いあげるようなエスハの声に、甲こう院いんは柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「ふざけるな。今のこの込み入った時期に、あんな小物と関かかわる暇ひまはないというだけのことだ」

『ふぅん──それなら、その必要がもしあれば、君は彼を殺せるわけだね？』

　甲院は、傲ごう然ぜんと裸はだかの胸を反そらした。

「当然だ。この真しん女めの切れ味は、貴き様さまも知っているだろう。ルールーブの爪つめだろうと、機会があれば、この刃で斬きり伏せてみせる」

『なるほど。確かに真女は、いい刀だ。その刃には、君の〝心〟が凝こり固まって宿り、そのために常じよう軌きを逸いつした切れ味を生んでいる。おそらくは、ルールーブの爪をも斬ることが可能だろう。ただし──』

　がくん、と、召使の首が揺れた。顔をあげ、眼めを甲院に合わせぬまま、にたりと唇を笑みの形に崩す。

『君が、その気になれれば、だけれど──』

「くどいぞ、エスハ」

　いつになくしつこいエスハに嫌気が差し、甲院は刀を抜いた。失敗もしていない部下の身を斬るつもりはないが、刀を抜くと威い圧あつ的てきな自分を演出しやすい。

　しかしエスハの側は、当然のようにその威圧を受け流す。

『じゃあ、とりあえずは試してもらおうか。実はね、甲院薫かおる。私はちょっとしたおせっかいで、乾いぬい真ま砂さごとその一行を、この庭園に招待したんだ』

　その言に、甲院は色を失った。

「貴様、私を山やま之の内うち派に売ったのか──」

　心音が速さを増した。

　幽ゆう禅ぜん寺じを襲った座ざ王おうは、そのまま海外へ動くルートを探しつつ、敵の目をくらます陽よう動どうのために動いていた。仙せん崎ざきはこの庭園の中にいるが、山之内派の勢力に本気で攻められれば、対たい処しよは難しい。

『いいや。君との約束どおり、山之内派にはまだ知られていないよ。

　驚いたことに、彼らは個人で動いている。その体の本当の主あるじを助けるためにね。まぁ、あまりに無む謀ぼうなことをしているから、少しくらいはハンデの代わりに、手伝ってあげてもいいかなと思って』

　エスハの言葉に、甲院は薄く、冷ややかな笑みを浮かべた。

「──そうか。そうまでして、私に奴やつを斬らせたいか」

『斬れなくてもいいんだよ？　斬れるか、斬れないか──どっちでもいいんだ、私にとっては。ただ、その結果が気になるだけ……』

「──乗ってやる。奴らは何ど処こにいる？」

　甲院は頰ほおを引きつらせた。

『じきに君を見つけるんじゃないかな？　せめてその前に、服を着ておくといいよ。いい体だけど、いかんせん、若い子には目めの毒どくだろう』

　くすくすくす──エスハのその人を食った笑い声にも、甲こう院いんはもう慣れつつあった。

　その笑い声が、尻しり切きれに遠ざかっていく。

　使用人の眼めが、ぱっと光を取り戻した。

　甲院は黙って、体を拭ふいたバスタオルを彼女に手渡す。

「あ……あの……？」

　何が起きていたのかわからずに、首を傾かしげる娘を無視して、甲院は素早く衣服を身につけた。

　学生服にも似た黒い長なが袖そでの上着に長ズボンと、およそ華か美びには縁遠い格かつ好こうだったが、女性らしい曲線がその姿を優ゆう美びに見せる。由ゆ姫きの容よう姿しと相まって、ある種の荘そう厳ごんささえそこには漂っていた。

　甲院は使用人をそこに残したまま、庭園内に用意された自室を出た。

　庭を眺められる広間に向けて、足を進ませる。

　──血に汚すなら、掃除のしやすい場所がいいと思った。




　　　　２




　空気までが青く見えるその庭に、真ま砂さごはその身を置いていた。

　脇わきに立つ榊さかきが、白い額を押さえてぼやく。

「あんにゃろ──やってくれたぁー……」

　真砂もまた、苦にが々にがしい思いで、目の前を泳ぐ〝龍りゆう舌ぜつ魚うお〟の群れを眺めた。

　生きて泳ぐその魚達を見るのは、はじめてのことだった。ただし正確には、〝泳いでいる〟とも言いがたい。ごくゆったりとした速さで、彼らは何もない空間を浮遊していた。

　なぜか、真砂達の周りに集まりつつあるようにも見える。

「榊先生」

　真砂は小声に名を呼んだ。

「ここが、例の〝水中庭園〟ですね？」

　額を押さえたまま、榊が頷うなずいた。

「──私も甲院派にいた頃ころ、時々は入っていたから間違いない。建物の一部が実験施設になっていて、広いから資料とかの保管庫も兼ねてたんだ。

　エスハの奴やつ、こっちは準備も何もしてないってのに、こんなとこに放り込んでいきやがって……」

　榊さかきは苛いらついたように、青い大理石の床ゆかを、靴のつま先でこんこんと叩たたいた。

　そこは左右が庭園に面した、渡わたり廊ろう下かのような場所だった。屋根はなく、見上げると眼めに染みるような深い青が広がっている。

　その頭上を、まるで水中を泳ぐように、龍りゆう舌ぜつ魚うおの群れがひっきりなしに横切っていた。

　ここに──由ゆ姫きがいるのかもしれない。そう思うと、気が引きしまった。

「でも──これは、願ってもない好機です」

　真ま砂さごは声を落として言った。ここに甲こう院いんが隠かくれているとすれば、その配下の者達もいるはずだった。あまり大声で話すわけにはいかない。

「エスハのあの変な力でここに来れたわけですから、甲院の連中はまだ、ぼくらがここにいることを知らないはずです。この庭園を隠していたクルーザーには見張りがいましたけれど、彼らも、ぼくらには気付いていませんでした」

　真砂が言うと、榊だけでなく、白はくとフローラも頷うなずいた。

　こと、この件に関してだけは、真砂はエスハに感謝すらしていた。今でも嫌いなことには変わりないが、彼がもたらしたこのチャンスは、千せん載ざい一いち遇ぐうのものといっていい。

　クルーザーの上で見張りをしていた三人について、真砂は〝異い能のう者しやではない〟と察しをつけていた。彼らが普通の人間でなければ、付近にもし、詩し乃ののような異能者を探知する者が来た場合に発覚してしまう。この忍しのび込めた庭園で、由姫をどうにか助け出すことさえできれば──その後でクルーザーに戻って、彼らを蹴け散ちらすことは容よう易いに思えた。

　もし仮かりに、山やま之の内うち派が先に水中庭園を見つけていたら──真砂は、そのことを想像した。

　彼らの採りそうな策には、あらかた想像がついた。水中庭園の性質については、榊がたとえ黙っていても、他の研究者達が話してしまうに違いない。

　おそらく彼らは、甲院の姿をその中に確認することすらせず、外部から庭園に毒ガスでも吹き込ませるはずだった。そして内部の命が全すべて死に絶えた後に、じっくりと死体を検けん分ぶんし、甲院の宿った刀を探す──そんなところだろうと思う。

　送り込むのは、毒ガスなどでなくてもいい。文ふみ槻つき派に属する異能者の〝腐ふ食しよくのメリア〟なら、たった一人でも全ての命を腐らせる。〝沈ちん黙もくの山之内〟と恐れられる山之内派の首しゆ魁かいが自ら乗り出せば、この水中庭園の建物ごとが灰かい燼じんに帰きす。

　いずれにせよ──

　山之内派が、由姫を助けてくれるとはどうしても思えない。

　しかしフローラと白、榊の三人は、甲院を云うん々ぬんではなく、由姫を助けようとして動いている。真砂もその点では変わらない。

　三人とも、戦闘力にかけてはあまり期待できないが、それでも思いを同じくする彼女達の存在を、真砂は心強く思った。

　水中庭園の中を、真ま砂さごはさっと見回した。

　渡わたり廊ろう下かの左右は中庭に面していたが、その少し奥には別の建物が見える。遮しや蔽へい物ぶつは多かったが、廊下である以上、人が通ることもあるはずだった。

「榊さかき先生、ここは人目につきそうです。ひとまず──」

　真砂が言いかけると、榊はすぐに頷うなずいた。

「ん、任しといて。うろ憶おぼえっぽいけど、ここの地理も少しはわかってるから。甲こう院いんが今、何ど処こにいるかはわからないけど、いそうな場所は三箇か所しよくらい、心当たりがある」

　榊は渡り廊下の手すりをまたぎ越え、庭を先頭に立って歩き出した。屋敷の中をうろつくのが得とく策さくでない以上、庭側から、どこかへ回り込む算さん段だんらしい。

　足音を忍しのばせつつ、真砂と三人は素早く動いた。庭の砂地についた足跡は消せなかったが、元がでこぼことした砂利じやりの地だけに、あまり目立たない。

　動きながら、真砂は白はくの様子を見た。

　水中庭園に踏み込んでから、彼女は黙ったまま、辺りの様子を気にしていた。いつも怜れい悧りな表情が、今はどこか強こわ張ばっている。

　声をかけようとして、しかしフローラの声に遮さえぎられた。

「ね、榊先生、ここってどのくらいの広さなの？」

　好奇心も露あらわな澄んだ声に、榊が振り返る。

「えーと、だいたい、大きめの野球場が三つ四つ入るくらいだったと思う。でも外周部分──」

　呟つぶやきながら、榊は視線を、一瞬だけ遠くに向けた。

　珊さん瑚ごのような木々の合間を、水晶の目を持つ龍りゆう舌ぜつ魚うお達が行き交っている。全体に見渡せるほとんどの範囲が青を基調としており、その景色は海底を思わせた。庭には砂利が敷かれていたが、降り注ぐ光までが青いせいで、白いはずの砂利までがやや青みを感じさせる。

「外周部分、つまり、魚達が泳いでいるこの庭の部分がほとんどで、邸てい宅たくそのものの広さはそれほどでもないよ。高い所は四階まで増築しているけれど……問題はむしろ、変に改築しているせいで、中身が入り組んでいることかな。その分、相手には見つかりにくいけれど、こっちも相手を見つけにくいかもしれない。あと迷うと厄やつ介かいだから、離れないでね」

　真砂は頷いて、庭から渡り廊下を振り返ってみた。

　周囲を見回しても、自分達がどこから、この庭園に入り込んだのかはわからない。肝かん心じんなことを問い忘れていたことに、そこで気付いた。

「榊先生、ここの出入り口は、どうなっているんですか？」

　榊は、あぁ、とばかりに頷いた。

「うん、ここはね。入り口が複数あるんだ。あの水晶球に〝触さわる〟ことで、ここに入ることができるんだけど、その触った箇所によって、入る場所がいくつかのブロックに分けられる。

　でもって、出口は、この水中庭園のど真ん中──屋敷の中心にあるわ。やたらと大きな水晶球があって、それに触れると外に出られる仕組み。その真ん中の部屋に続く通路は八方にあるから、もし道に迷っても、なんとか行けるんじゃないかな。

　あと、さっきも言ったけど、この水中庭園は広さに限りがあるから、外周の部分まで行けば、何ど処こからでも外にも出られる。ただ──遠いんだよね、そっちは。潜せん入にゆうしているのが発はつ覚かくしたら、外に出る頃ころには、表の水晶球の方が完全に包囲されてる──なんてこともあるかもしれないから。できれば、邸てい宅たくの中心にある出口から抜けたいところね」

　榊さかきはこともなげに言った。

「その中心の出口には──見張りの連中とかもいそうですね？」

　思し案あんを重ねつつ、真ま砂さごは呟つぶやいた。見張りがただの構成員ならば、それほど問題にもならない。しかし、焰えん鉄てつ衆しゆうや座ざ王おうのような者がそこにいた場合──彼らを退しりぞけて榊たちを脱出させるのは、至し難なんの業わざとなる。

　榊は微かすかに、首を傾かしげた。

「それはどうかなぁ。一人二人ならいてもおかしくないけれど、そんなに人数はいないと思う。それにそういうのって〝下したっ端ぱ〟の役目だから、たいしたのはいないはずよ。

　私達はエスハの手て品じなであっさり入っちゃったけど、そもそも、この水中庭園自体に入ってくるまでに、表で見つけられる態勢になってたから……出口の方の警備は、手て薄うすだと思う」

　言われてみれば、そもそもこの庭園に〝敵〟が入り込んでいることなど、甲こう院いん派は考えてもいないはずだった。また、入ったら入ったで、山やま之の内うち派ならば即座に荒あら事ごとへと移る。捕ほ虜りよがいるわけでもない以上、入り口はともかく、出口の警備など意味がない。

　真砂達は、榊に先導されて、その豪ごう奢しやな邸宅の外周を動きはじめた。

　真砂は、歩きながらに邸宅を観察する。

　白はく亜あの豪ごう邸ていとも形容したくなる、全体に白と青を基調とした涼すずしげな建物だった。一階部分の屋根の高さは、優ゆうに三階分ほどもある。

　内部で複数の階層に分かれる部分もあるのかもしれないが、外観の造りとしては、生活空間というより神殿という印象だった。そんな建物が、この世界にはいくつか並んでいる。

　さきほどの渡わたり廊ろう下かは、それらの神殿と神殿をつなぐものの一つだった。

　ギリシャ風の太い柱の合間には、開かれた廊下が見えたが、その廊下はただ外周を巡っているだけらしく、内側の壁の向こうには別の通路が隠かくれている。あたりに人ひと気けはない。

　珊さん瑚ごの茂みに身を隠して歩きながら、榊が一同に注意を促うながす。

「そこの廊下の奥──少し深く入ったところに、広い部屋が続いているんだ。私がここに入ってた頃は、詰つめ所しよみたいになってた。ひょっとしたら今も、甲院の私兵がいるかもしれないから、見られないように注意して。

　──もっとも、注意したところで、見られるときは見られちゃうんだけどね」

　榊の言葉を受けて、フローラが微かに笑った。

「だいじょぶ。いざとなったら、真ま砂さごと私でなんとかするから」

　真砂も傍かたわらで頷うなずく。

　白はくの力は、どうしても戦闘には向かない。フローラにしても、本来はサポートが役目だが、それでもまったくの無力とは言えなかった。

　彼女が甲こう院いんの実験の結果、得た異い能のうは、主に二つ──

　背中に生やした強きよう靱じんな蔦つたを、袖そで口ぐちから鞭むちのように操あやつる直接攻撃の力。そして、体内で生成された植物性の様々な成分を、口や汗かん腺せんから発散させる能力。

　それは蔦をまとった僧そう兵へい・ナシュレイと、双そう頭とうの女め神がみの右・クティカの異能、その二つが、彼女の体内で合わさった結果、もたらされた異能だった。

　類たぐい稀まれな力ではあったが、しかし決定打には欠けている。

　しかしフローラの場合、実験室の子供としては、由ゆ姫きについで恵まれている部分もあった。

　その外観に、人と変わる部分が少ないこと。また、副作用が少ないこと──

　真砂が手袋の下に隠かくすルールーブの爪つめ、白の額に生成される人形を操あやつるための操そう神しん珠じゆ、副作用として常じよう人じんの数倍の睡眠時間が必要とされるファウナ、同じく副作用のため、日々の生活にすら発作が絶えない法のり章あき、力を発揮するために、定期的に屍し肉にくを食す必要に迫られる桂けい──

　別の研究所の出身者の例だが、詩し乃のという少女にいたっては、自らの喉のどにもう一つの眼球を持っている。

　むろん、たとえば霧きり塚づか雅みやびなどのように、なんの副作用も、外観の変化もない人間もいた。彼女の場合は、また別の研究所で、投薬を中心とした比較的に軽い実験を施ほどこされていたせいもある。

　フローラは、背中に蔦を生やしてはいたが、それは衣服によって自然に隠せた。その外見もさほど醜しゆう悪あくなものではなく、〝植物相フローラ〟の名が示すように、どこか西洋絵画の主題に多くある植物の女神をさえ連想させる。

　碑ひ文もん谷や由姫もまた、外見は普通の人間と変わらない。

　その異能も──つい先日までは、まるで役に立たないとさえ言われていた。相手の感情を操るわけでもなく、ただ自分の心を〝伝える〟だけの力など、望まぬ実験を経て得た力としては、皮ひ肉にくにしかならない。

　しかし──その力は、ごく限られた用途──〝アラクナとの交信〟のためには、必ひつ須すのものだった。

　その異能のためだけに、彼女は甲院によって囚とらわれている。

　壁に阻はばまれて見えない神殿の奥に、真砂は由姫の存在を思って、その拳こぶしを強く握りこんだ。
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　水中庭園に踏み入ってから、すぐ──

　その額と喉のどに、白はくは疼うずくような熱さを感じていた。

　はじめは風邪かぜかとも思ったが、だるいわけでもなく、他ほかには体調の変化もない。

　──調子が悪いどころか──心の奥には、奇妙な高こう揚よう感かんさえ感じられた。

　白は、そんな自分をいぶかしく思う。

　いつも暴走しがちなフローラや、あまり考えないファウナの足りない部分を補う意味で、白は冷静であることを心がけていた。

　その自分が今、理由の知れない妙な高揚感に囚とらわれている──

　白はどくどくと高鳴る心音に辟へき易えきしながら、そんなことを考えていた。

　研究所での日々には同室で寝起きしていた由ゆ姫きが、ここにいること──

　昔の仲間、真ま砂さごやフローラと、ここでともに一つの事をなそうとしていること──

　どれも、その高揚感の理由としては弱い。

　周りを巡る水中庭園は、美しかった。

　水など何ど処こにも見えないが、まるで空気に薄青い色がついているように、その世界は深い青を湛たたえていた。

　その中を、龍りゆう舌ぜつ魚うおの群れが縦横に泳ぎまわっている。人を避ける性質があるのか、一定の距離を保って、近づいてはこない。人と彼らの間に、見えない壁があるようだった。

　しかし──その眼めが、自分を注視しているような違い和わ感かんを覚える。

　光が何処から注いでいるのかも判はん然ぜんとしなかったが、海底から水面を見上げるように、頭上はきらきらと輝いていた。その光を受けた魚達もまた、白い肌はだをぼんやり光らせている。

　──ふと白は、その光景を、遠い昔にも見たことがあるような気がした。

　頭が──額が、少し痛んだ。

「ね、白。ここって、ちょっと水族館みたいだね。〝水中庭園〟て言われてるのも納なつ得とくしたわ」

　傍かたわらのフローラが、囁ささやくように言った。雑談をするような事態でもないが、逸はやる心を少しでも押さえるためか、フローラは話したがっていた。白はそれを察して、会話をつなぐ。

「……水族館は、嫌いだ。ここもあまり、好きになれそうにない」

　白は体調の変化を隠かくし、声を整えて言った。

　会話を流そうとしての否定ではなく、それはあくまで本ほん音ねだった。

　歩きながらに、榊さかきが振り返った。

「へぇ？　女の子なのに、珍しいね。魚とか苦にが手て？　それとも暗いとこがだめなのかな」

「魚は別に。でも、水族館は嫌い。昔のことを思い出す」

　その身を得え体たいの知れない熱に浮かされながら、白はくは訥とつ々とつと語った。

「──広い海に住むはずの生き物が、あんな狭せまい水すい槽そうに、閉じ込められて……それでも見に来る人たちは、囚とらわれた彼らの前を、笑顔で通り過ぎていく──それを見るのが、つらい」

　呟つぶやきながら、白は言葉を止めようとした。これ以上は愚ぐ痴ちに近くなる。それでも、高こう揚ようした心と、この水中庭園の風景が、彼女を饒じよう舌ぜつにしていた。

「──自由を奪われて、狭い檻おりに閉じ込められて、それでも彼らを笑って見ていられる人間が多いことに耐えられない。

　あそこへ行くと、水槽や檻の中にいるのは魚じゃなくて、私のような気がしてくる──」

　白の言葉を受けて、榊さかきは口を噤つぐんだ。

「……すまない、榊先生。変なことを言った」

　失言というほどではないにせよ、白は場に合わないことを言ったことに気付き、榊に謝った。

　榊は、首を横に振る。

「そういや由ゆ姫きも……おんなじようなこと、言ってたかな。あの子も水族館とか嫌いみたいだった。一度、雅みやびと一いつ緒しよに連れて行ったことあるけれど、合わなかったみたい」

　微笑して、そう呟いた。

　フローラが、白の手を握り、横から口を挟はさむ。

「──普通の人が水族館で笑っていられるのは、しょうがないと思う。本当に囚われたことがないから──たぶん、わからないのよ。一生出ることのかなわない狭い檻に、囚われたことがないから」

　握るフローラの手が、少しだけ強さを増した。

「私はもう──あんな施設に戻りたくない。あんな時代はもう嫌だから、甲こう院いん派の復活なんて冗じよう談だんじゃないって思う」

　フローラの言葉は、その場の全員に共通するものだった。山やま之の内うち派もまた、甲院の存在を嫌って、その探たん索さくを続けている。

　この場にいる四人と山之内派の方針の違いは、由姫の安あん否ぴに関することだけだった。そして由姫を助けることは、同時に甲院派を砕くだくことにも通じている。

　白は、真ま砂さごに視線を回した。

　子供の頃ころ──彼は由姫を救い、そして研究施設を壊こわして、全すべての実験の進行をも遅おくらせた。

　白もフローラも、そして他ほかの仲間達もまた、真砂には特別な思いを持っている。

　──彼は、研究所を仕し切きる大人おとなたちに、本気で反はん抗こうした唯ゆい一いつの存在だった。

　白もまた、由姫を護まもろうとして職員に殴なぐられたことはあった。他にも、大人たちから見れば〝駄だ々だをこねる〟程度の反抗をした者は少なくない。

　しかし、手術を施ほどこされる寸すん前ぜんの仲間を力ずくで助け、施設を破壊し、さらには職員達に重傷を負わせるほどの反抗を示したのは、彼、乾いぬい真砂だけだった。

　あの瞬間に白はく達は、ただ水族館に囚とらわれた魚ではなくなった。反はん抗こうによって、自らが生きる権利を得る日を夢む想そうしはじめた。

　当時の真ま砂さごは、由ゆ姫きを白達の元に戻した後も、その後の数十分間、一人で施設の破壊を続けた。ようやくに彼が捕まった時には、腕一本と片足を骨折し、血と打だ撲ぼく痕こんのために肌はだの色が変わって見えるほどの怪け我がを負っていた。

　その重傷のために、真砂は強しいてそれ以上の懲ちよう罰ばつを受けることもなく、そのまま謹きん慎しん状態に置かれた。殺されなかったのは、彼が〝ルールーブ〟初の植しよく神しん成功例であり、また皮ひ肉にくにも、反抗によってその強さを認められたためだった。

　五歳かそこらの子供が、異い能のう者しやも含む職員達を蹴け散ちらし、施設を半はん壊かい状態にまで追い込んだ──その事実が、結果的に真砂の命を救った。

　それからの数ヶ月、施設が復旧するまでの間は、白達には投薬以外の目立った実験もなく、真砂の看護も許された。多くの職員達が怪我を負ったために、研究所は一時的な人手不足に陥おちいり、子供一人の看護に割さける人員がなかったせいもある。

　その怪我が完治し、設備が復ふつ旧きゆうしかけた頃ころに──甲こう院いん薫かおる死亡の報が入り、その数日後、山やま之の内うち派による研究所の襲撃があった。

　白達は、彼らによって自由を与えられた。

　しかし白をはじめ、当時の仲間のほとんどは、その恩おん義ぎを真砂個人に感じていた。数をもって助けてくれた山之内派より、たった一人でも反抗を示した真砂に、畏い敬けいの念が集まるのは自然なことだった。

　真砂と同じ研究所から出た子供達には、一つの特徴がある。

　──そのほとんどが、〝組織〟をあまり信頼していない。

　形式上は、白もフローラもファウナも、山之内派に属してはいる。祭さい夏か老ろう派の町、紅あか街まちに住み、両派の結びつきに一役買ってもいる。しかし決して、組織に盲もう従じゆうはしていない。どちらの派からも、〝問題児〟として見られることすらあった。

　他ほかの研究所の出身者には、助けられた後も、従う対象をただ、甲院から山之内派に替えただけのような意志薄弱な者達も少なくない。

　しかし白達は、当時の──一人でも反抗した真砂を、直じかに見てきている。そのことが、その後の生き方にも少なからず影響を与えていることは明白だった。

　白の眼めには、その少年の成長した顔が映っていた。

「白？　なんだよ、人の顔、じっと見て」

　真砂がいぶかしげに言った。いつのまにか彼を見ていたことにそこで気付き、白はついと視線を逸そらした。

　──変わっていない、そう思った。

「なんでもない。少し、策を考えていた」

「策？」

「真ま砂さご。由ゆ姫きを、どうやって助けるつもりだ？」

　白はくが問うと、真砂は眉まゆをしかめた。

　フローラが声を挟はさむ。

「どうって……行き当たりばったり、しかないんじゃない？　だって私ら、向こうの状況がさっぱりわかんないんだから。下手へたな作戦組んでも、裏うら目めにでるだけだって」

　白は、首を横に振る。

「向こうの武器が〝刀〟だということははっきりしている。ほとんどのものが斬きれる刀らしいから、盾たては役に立たんし、向き合えば避よけるしかないわけだが──避けきれる自信は、あるのか？」

　問うと、真砂は苦にがい笑みを浮かべた。

「避けるしかないだろ。なんとかして」

　白はわざと、大おお仰ぎように溜ため息いきを吐ついた。

「それが無む茶ちやだと言っている。桂けいのように理り不ふ尽じんな速さで動けるのならともかく、真砂が強いのは両手だけで、足の方は普通だろう。

　向こうの刀は、いくら斬れるにしても、それを使うのは由ゆ姫きの体だ。そんなに早く動けるはずはないし、隙すきはあると思うが──」

「でもあいつ──ボクシングとかやってたから、体はそれなりに鍛えてる。力はないだろうけれど、動きは速いよ」

　真砂は思し案あんげに呟つぶやいた。

「なら尚なお更さら、刀を抜かせるわけにはいかないだろう」

　白が言うと、真砂はそのまま、しばらく考え込んだ。

「真砂の力は接近戦専用。正直に言って、長い得え物ものと戦うには向いていない。相手が由姫でなければ、懐ふところに潜もぐり込んで一いち撃げき必ひつ殺さつでもいいが、あの子の体を殺しては元も子もない。つまりは必然的に、〝刀〟だけを狙ねらう必要がある」

　白の指摘に、榊さかきも頷うなずいた。

「そうだね……甲こう院いんが宿っているのは刀だし、籤くじ方かたから由姫に乗り移り変わったのは、紅あか街まちでも確認できた。刀を身から離すことができれば、なんとかなると思う」

　真砂は、考え込むように俯うつむけていた視線を上げた。

「えぇ。甲院が常に刀を抜き身で持っているとは考えにくいし……つまり、奴やつが刀を抜く前に、鞘さやごと奪うばい取れれば、一番いいわけか」

　ようやく真面目まじめに考え出した真砂に、白は微笑をおくる。

　首を微かすかに傾かしげながら、そこでフローラが口を挟んだ。

「じゃあ、私がやる？　ナシュレイの蔦つたなら……」

　彼女の背中の蔦つたを伸ばせば、それなりの距離を稼かせいで相手を襲うことができる。しかし、その距離を詰める間に甲こう院いんに気け取どられれば、フローラの身が危ない。

　なにより、甲院の刀──それに蔦が触れることで、フローラが彼女に乗っ取られる危険も、白はくは否定できないと考えていた。

「失敗したら、フローラにも手伝ってもらうが──最初は、私がやるのがいいと思う」

　白はその背に負った、小さな猫の人形をそこへ下ろした。

　乾けん坤こんという名をもつそれは、白と視覚、聴覚をつなげている。触しよつ覚かくまではないが、人形に埋め込まれた操そう神しん珠じゆからはゴム状の筋が伸び、白の意思を受けて動くこともできた。

　操神珠は、白の額にて生成される。数ヶ月のタームで、ある程度の大きさになると、それは自然に取れて人形につけられる。そして人形の側の操神珠が、バッテリー切れのように動かなくなる頃ころ、白の額には新しい操神珠が生成されているのが常だった。

　白の額──そこについた宝石のような青い石は、鈍にぶい光を宿していた。

「あ、乾坤を使うの？　でも──」

　フローラは首を傾かしげた。

「さすがにバレない？　私の蔦より目立つよ、その子」

　白は一度、背から外した乾坤を、それこそ猫のようにその胸で抱えた。

「そのままは使わない。どこか、机の下にでも隠かくれさせて、甲院が近づくのを待とうと思っている」

　白の提案に、まず榊さかきが頷うなずいた。

「ふぅん、待まち伏ぶせか──なるほど、その子に刀を奪わせるわけね。悪くないわ。そういう場所なら、心当たりがないこともないよ。中の造りと使われ方が変わっていなければ、だけど」

　真ま砂さごとフローラも、榊に続き頷いた。仮かりに失敗しても、人形を使えば人的な被害がない。次の動きを取るのは、その策を試してからでもよかった。

「この場で乾坤を放してもいいけれど、私には土と地ち鑑かんがないから……できるだけ、榊先生の心当たりの場所に近づいておきたい」

　白が言うと、榊は頷いて、また歩き出した。

　屋敷の外周を巡り巡って、白達は広間に面した庭へと出た。外周の廊ろう下かが途と切ぎれ、そこだけは広間と庭が直接、つながっている。

　青い大理石を敷き詰めた天てん井じようの高い広間は、その部屋の位置はさておき、どこか謁えつ見けんの間まを思わせた。

　その奥に、玉ぎよく座ざのような椅い子すがある。椅子の下には、乾坤を隠せそうな暗い隙すき間まもあった。

　甲院がそこに座るとすれば、絶好の位置取りになる。

「あそこですか？」

　真砂の問いに、榊が頷いた。

「うん。私も、入ったことはないんだけど、廊ろう下かから見たことあって──甲こう院いんが、幹部達と話す時によく使ってた部屋だよ。一人の時もだいたい、ここにいたような気がする。水中庭園が一番よく見える場所だからかな」

「今のうちに、忍しのばせておく」

　白はくは乾けん坤こんを放した。小さな猫はするすると走って、椅い子すの下に潜もぐり込む。白の脳のう裏りには、その人形の視界も見えていた。

　──喉のどと額に感じていた熱さが、やや強くなった。

　緊張のためとも思えない。今までに、そんなことはなかった。

　椅子の下の視点から、白は広間を見渡した。

　背の側に、ひどく天てん井じようの高い入り口があった。幅も広く、重そうな扉とびらが左右一いつ杯ぱいに広げられている。

　白はつい、その奥に人形の視界を集中させた。

　暗いその部屋の奥を見つめていると、なぜか心を乱された。

　喉が──そして額が熱い。

　指先で触さわってみると、確かに熱を持っている。風邪かぜの熱などとは異なり、純粋な生命の熱さを感じさせる熱だったが、温度が高すぎて不快感を覚えた。

　じっとりと汗がにじみ、たまらず、白は熱い吐と息いきを漏もらした。

　人形の視界に、眼めを凝こらす。

　暗い闇やみの奥に──星が、浮いていた。




　　　　４




「白……？」

　傍かたわらにいる娘の様子がおかしいことに気付き、真ま砂さごは彼女の肩に触れた。

　くらりと揺れて、白はその場に倒れこむ。

「白⁉」

　慌あわてて真砂は、その身を抱えこんだ。

　──体が熱い。額に触れると、人の体温とは思えない熱さが掌てのひらに染みた。

「熱……？　おい、白！」

　真砂は驚いて、声を震わせた。

「……ち、違う……熱いのは、操そう神しん珠じゆと通信球、だけ……」

　真砂に抱えられた白は、声を途と切ぎれさせていた。急に病人のような症状を示した彼女に、榊さかきとフローラも驚いて、その周りに近づいた。

　フローラがその顔を心配げに覗のぞき込む。

「白はく？　なに、あんた、風邪かぜひいてたんなら……」

「だから……ちが……レティスマが……なんで、あんな、ところに……」

　白が呟つぶやいた。

　榊さかきの顔が、蒼そう白はくに転じた。

「レティスマって……神しん群ぐんのレティスマ……？　まさか……」

　榊の眼めが、広間の奥を見た。

　真ま砂さごもまた、同様にその先を見み据すえる。

　真っ暗な広い扉とびらが口を開けていた。中の様子は窺うかがえなかったが──なぜか、爪つめが疼うずいた。

　──瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマ。それは、白の額に移植された組織の、元となった神群の名だった。

　白が呻うめいた。

「だ、だいじょうぶだ……人形の方は、普通に操あやつれる、から、このまま……」

「無む理りだ、白」

　真砂は唇を嚙かんだ。

　甲こう院いんがいつ、あの椅い子すに座るかわからない。その間、ずっと白をこのままにしておけば、彼女の体力が先に尽きるのは明らかだった。

　水中庭園を脱出するには、屋敷の中心にあるという水晶球の元に行かなければいけない。白をそこまで連れて行くことは難しくないが、由ゆ姫きを助ける機会は失われる。

　一瞬だけ迷って、しかしそれでも、真砂は白を逃がすことを考えた。

　彼女の体温は、常じよう軌きを逸いつしていた。何が起きたのかはわからなかったが、その様子を見る限り、楽観できる状況でもない。

「榊先生、一度、ここを出ます。このままじゃこいつ──」

「ま……さご……だいじょうぶ、だから……もう、少し……」

　真砂の服を力なく摑つかみながら、白が懇こん願がんした。

　痛いた々いたしい思いで、真砂は彼女を見る。どうしても由姫を助けたいのは、彼女も同じはずだった。

「乾けん坤こんは……動かせる──お願い、もう、こんな機会……」

　──由姫を助ける機会はまた、訪れるかもしれない。しかし一方で、あるいはこれが最後の好機かもしれない。

　この庭園を出て、水中庭園を内包する水晶を強ごう奪だつする手もある。しかしその場合、おそらくはこの中にいるであろう座ざ王おうなどが、甲院よりも先に出てくるはずだった。あの居い合あいの老ろう爺やには、真砂はどうも勝てる気がしない。気き迫はくでは負けないつもりでも、実力の差がヴィヨン以上に歴れき然ぜんとしすぎていた。

　ジレンマに陥おちいりながらも、真砂は白の身を抱えあげた。その細い身は軽かったが、感覚としては重く感じる。

　榊さかきは、広間の奥をじっと睨にらみつけていた。

「……レティスマは、だって、焼しよう却きやくされたはずじゃ──二体目……？　違う、ひょっとして、最初から……」

　ぶつぶつと呟つぶやいた榊は、やがて真ま砂さごに向き直った。

「その子、はやく、連れてった方がいいかもしれない。拒きよ絶ぜつ反応が、ぶり返してる可能性があるから、急いで」

「拒絶……反応が？」

　フローラが、不安げに呟いた。

「まさかとは思うけれど──広間のあの奥に、神しん群ぐんのレティスマが──もしそうなら、その子の中に埋め込まれたレティスマの組織が、反応しているってことになる」

　榊は、白はくの熱い額に触れながら言った。

「真砂君も、例えば……神群や異い能のう者しやに、そのルールーブの爪つめが反応して疼うずくことがあるでしょう？　それのヤバいくらい激しいヤツと思って。

　人に埋め込まれた神群の組織は、それと同じ神群に特に強く反応することがあるから──でも」

　榊の声は険けわしかった。

「でも、レティスマはもう、山やま之の内うち派に焼却されたはずなのに……なんで……」

　その不安げな声を聞きながら、真砂は広間の奥の闇やみを見つめた。

　確かに爪は疼いていた。しかし、あまり怖こわいという気もしない。なんとなれば、その方向には悪意や殺さつ意いといった負の気配が、まるで感じられなかった。

　例えばそこに、何かの厄やつ介かいな武器が置かれていたとしても、肝かん心じんの使い手がまるでいない状態に近い。

　しかし反応する白は、荒い息を吐はきながら、真砂の服をきつく摑つかんでいた。

　その時──広間の逆の入り口に、よく知る姿の娘が立った。

　真砂達は一様に身を硬かたくする。

　見み紛まがうはずもない、それは碑ひ文もん谷や由ゆ姫きだった。

　男物にも近い、学生服のような上着と長いズボンを着込み、腰には件くだんの刀を佩はいている。らしくもないその格かつ好こうは、しかしぴたりと板についていた。

　ポニーテールに結ゆった長髪を揺らして、彼女は広間に入ってきた。光こう沢たくを放つ髪は、しっとりと濡ぬれている。

　距離はまだ遠い。

　珊さん瑚ごに似た木の陰かげから眺めていた榊が、ごくりと息を吞のんだ。

　真砂は、甲こう院いんに乗っ取られた由姫をはじめて見た。

　姿すがた形かたちは確かに碑ひ文もん谷や由ゆ姫きのものだったが、その表情と、そして何よりまとった気配とがまるで違うために、別人にも見える。

　甲こう院いん薫かおるは、まだ真ま砂さご達の存在には気付いていなかった。

　真砂の胸に抱かれた白はくが、ぎりっと唇を嚙かんだ。

　やる気だ──

　真砂は、そう察した。止めるに止められない。

　絶好の機会であることは事実で、また止めたところで、ここを離れない限りは白の苦しみが止むわけでもない。そして離れるには、今は甲院の視点が邪じや魔まだった。

「ここで、決める……」

　白が小声に呟つぶやいた。真砂は、ただ成り行きを見守る。

　甲院薫は、独ひとりだった。

　逆に警戒したくなるほどに、状況は真砂達の味方をしている。

　つかつかと堅かたい靴音を響かせ、甲院は広間の椅い子すに深く腰掛けた。少女の優ゆう美びな物腰に、真砂は嫌悪の眼まな差ざしを向ける。本物の由姫ならば、そんなに気き取どった座り方をしないはずだった。

　椅子には、刀が邪魔にならぬよう、特別にしつらえたらしい隙すき間まがある。

　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、やや首を傾かしげるようにして、甲院はそこに動きを止めた。

　白の額に宿った操そう神しん珠じゆが、青く鈍にぶい輝きを宿していた。

　呼吸を止めて、真砂達は甲院と、彼女の座った椅子とを横から凝ぎよう視しする。

　──椅子の側面、真砂達からは影になった反対側から、乾けん坤こんが飛び出した。

　白の操作する猫の人形は、刀の柄つかに飛びつき、顎あごの機構でそれをがっちりと咥くわえ込む。

　そのまま跳はねるように動き、乾坤は白刃を引き抜いた。

　不意の奇襲に、甲院の反応が遅おくれた。

　慌あわてて刀を引き戻そうとするが、間かん一いつ髪ぱつの差で鞘さやから刀身が抜け切り、甲院の手は空くうを摑つかむ。

　乾坤はそのまま、半なかば転ころげるようにして逃げだした。

　真砂は拳こぶしを握った。

　フローラは白にすがりつき、榊は眼鏡メガネの奥の眼めを輝かせる。

　──甲院は──

　動かない。

　乾坤は刀を咥えたまま庭には出たが、真砂達のいないまるで逆の方向へと駆け出した。

　真砂は身を硬かたくして、由姫の姿を見つめた。いつでも駆け寄れるよう、その足元にはもう力が込められている。

　由姫は──しばらくして、笑い出した。

　彼女の声ではあったが、その様子は由姫の仕し草ぐさとは明らかに違う。

「そう来たか。いるのはわかっている。出て来い」

　──甲院薫が、声を張った。

　真ま砂さごは呆ぼう然ぜんとする。

　刀は確かに、由ゆ姫きの身から離れたはずだった。榊さかきを振り返ると、彼女も体を震わせている。

「なんで……どうして……？」

　フローラが呟つぶやいた。

　次の瞬間──全すべての疑問が、氷ひよう解かいした。

　甲こう院いんは、自らの背に手を差し入れ、ぞろりと一本の刀を引き抜いた。

　傍かたわらで、榊が額を叩たたいた。

「甲院の奴やつ────〝偽にせ物もの〟、用意してやがった……」

　そのことに気付いた彼女の声には、断だん腸ちようの響きがあった。

　全ては上手うまくいっていたはずだった。ただ──相手の警戒が、一枚上うわ手てだった。

〝刀〟が弱点である以上、それをカモフラージュしようとするのは、ある意味で当然の帰き結けつでもあった。ただ──カモフラージュする必要もない安全地帯であるはずの、この水中庭園の中でさえ、相手がそれだけの警戒をもっていたことは、間違いなく誤ご算さんだった。

「……榊先生、フローラと白はくを頼みます。先に逃げてください。ぼくは後から追いかけますから、元の世界で、合流しましょう」

　小声で呟くや、真砂は返事を待たず、また制止の声を挟はさむ余よ裕ゆうすら与えず、珊さん瑚ごの木こ陰かげから飛び出した。白は動けないが、フローラがいれば、クルーザーの上にいる常じよう人じんの見張りくらいはどうにかなるはずだった。

「甲院！」

　声を張って彼女の気をひくまでもなく、甲院は真砂の存在に気付き、その顔を向けていた。

「あぁ。乾いぬい真砂──だったか」

　由姫の整った美しい顔に、酷こく薄はくな笑みが浮いていた。本来の彼女のものではないその表情に、真砂は堪こらえ難い嫌けん悪おを覚える。

「せっかく助かった命を、むざむざ捨てにきたか？」

　甲院薫かおるは由姫の声で挑ちよう発はつした。

　真砂は、返事の代わりに両手の爪つめを硬かたく伸ばした。

「来い。どのみち貴き様さまに、私を倒すことはできん」

　刀の切っ先を一度、真砂に向け、そして甲院は、背から別の鞘さやを引き抜いた

　鞘を腰にあて、中に刀を納めるや、甲院は腰を据すえて居い合あい抜ぬきの構えをとった。

　剣けん客かく、座すわり居い合あいの座ざ王おうを部下に持つだけに、甲院薫に剣けん術じゆつの心得があったとしても不思議はない。だが、肝かん心じんの刀を扱う体は由姫のものだった。

　当然、速さも強さも、その筋力の限界を超えることはない。

　真砂は、榊の家でサンドバッグを叩たたいていた由姫の姿を思い出した。

　速さは充分にあった。ただしそれは、あくまで〝グローブで殴なぐる〟速さである。剣けん術じゆつはまた勝かつ手てが違うはずで、その技には甲こう院いんの経験が反映されるとしても、居い合あいのために必要とされる部分の筋すじなどが、それほど鍛えられているとは思えない。有利に刀を扱う体をつくるためには、基礎体力とはまた別の鍛たん錬れんが必要なはずだった。

　つまり──本気でやれば、かなりの高確率で勝てる──真ま砂さごはそう踏んでいた。

　あらゆるものを切り裂さく妖よう刀とう・真しん女めは怖こわいが、真砂の爪つめも似たようなものではある。リーチは相手が有利だが、かわしてしまえば隙すきが大きい。もちろん、由ゆ姫きの体に致ち命めい傷しようを与えるわけにはいかないが、この際、腕や足の一本くらいは折っても仕方がなかった。

　真砂は駆けた。

　甲院は、居合いの姿勢を保ったまま、広い場所を嫌って広間の奥──レティスマのいるらしき部屋へと逃げ込んだ。刀を振るうには充分な広さがあり、同時に、その入り口付近にいれば、真砂は正面からしか近づけなくなる。

　もう一つ──それは、何ど処こかに隠かくれていると思おぼしき、真砂の仲間からの挟きよう撃げきを警戒しての行動でもあるはずだった。

　真砂は軽く舌を鳴らす。咄とつ嗟さの行動だろうが、さすがに頭は切れた。

　甲院を追って入ったその部屋で、真砂は眼めを見張った。

　暗い部屋の奥に、巨大な青い水晶が見えた。

　直径は、両手を広げてもまだ足りない。薄青い水晶球の中には、いくつもの光点が星の瞬またたきを宿し、夜空の星座を早送りするように、その星が群れとなってゆっくり流れている。

「──レティスマ……？」

　真砂は、その神しん群ぐんの名を呟つぶやいた。

「ほぅ。気付いていたか」

　甲院が、水晶を背にして嗤わらった。

「……焼しよう却きやくされたんじゃ、なかったのか？」

　榊さかきが言っていたことを、真砂は反はん復ぷくした。

　瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマ──それは、山やま之の内うち派でも特に異い能のう者しやの多い、名の知れた神群だった。国内のとある村に潜せん伏ぷくしていたが、すでに狩り出されたとも聞く。

　甲院は嗤った。

「お前は、それぞれの神群が、この世に唯ゆい一いつの存在だとでも思っていたのか？

　山之内派が焼いたのは〝別の個体〟だ。ここのレティスマは、悠ゆう久きゆうの昔から、この水中庭園の主あるじとして存在してきた」

　甲院は居合いの構えを解かぬまま、横目で水晶を見た。

　真砂はその周囲にある物について、ようやくに気付いた。眼が闇やみに慣れて、そこに見覚えのあるシルエットを浮かび上がらせる。

　はじめは、眼めの錯さつ覚かくかと思った。

　一匹の──巨大な龍りゆう舌ぜつ魚うおが、そこにいた。

　部屋の床ゆかは、その中央部分が広く丸く下へと抜けており、巨大な龍舌魚が、その中心に浮いている。はじめに水晶と見えたのは、張り出したその眼球だった。

　庭園を泳ぐ魚達は、せいぜいひと抱えほどだが、目の前のそれは大きさの桁ケタが違っている。床に広く空いた穴に浮きながら、その鰭ひれは見上げるほどに高い天てん井じようまでも届いていた。

　瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマ──その名を持つ神しん群ぐんの威い容ように、真ま砂さごは息を吞のむ。

　水晶の目玉の中には、無数の光点が蠢うごめいていた。群れをなして縦横に動くそれは、魚ぎよ群ぐん探たん知ち機きの映像にも似ている。目玉の隅すみには二つだけ、まったく動かない光点もあった。

　レティスマの名を持つその存在は、真砂のことなど気にもかけず、ただそこに浮いている。

「──異い界かいを造り出すマリアンヌの神しん具ぐは、そのほとんどが、内部に神群を内包する目的で造られた節フシがある。つまりは古代にも、神群を恐れたか敬うやまったかして、その封ふうじる手段を模も索さくした連中がいたということだろう」

　甲こう院いんの呟つぶやく声を聴きながら、真砂は背に冷や汗を感じていた。

　──レティスマの姿と、龍舌魚の姿は、その大きさを除けば、まったく変わるところがなかった。もし、庭園の中にいる龍舌魚達が、成長を続けたとしたら、いずれは──

「まさか──外にいる魚、あれも、全部──？」

　真砂の声は、わずかに震えていた。

「あれらにはまだ、神群と呼べるほどの影響力はない。時々は死ぬものもあるようだが、私が知っている限りのここ数十年では、大きさが変わったようにも見えぬ。だが、あるいは千年、万年──遙はるか悠ゆう久きゆうの時を経て成長していく者達だとすれば、庭の奴やつらがこうなる日も、遠い未来にはありえるのかもしれんな。さもなくば、これが死んだ後に、彼らの中から新たなレティスマが生まれるのかもしれん」

　甲院は、さも可笑おかしそうに嗤わらった。

「長々と話をするつもりはなかろう？　早く来い」

　誘さそわれて、真砂は迷った。ただ無む駄だ話ばなしをしたつもりはない。甲院をこの場に足止めすれば、彼女が仲間を呼ぶのもそれだけ遅おくれる。その間に、せめて榊さかき達に逃げ延びて欲しかった。真砂一人ならば、ある程度の無む茶ちやも利きく。

　そう考えていた真砂は、しかし背後に駆け寄る複数の足音を聞き、慌あわてて振り返った。

　榊糾ただすとフローラが、気き絶ぜつ寸すん前ぜんの白はくを抱えて駆けてくるところだった。

「なにやってるんですか！　はやく……」

　声を荒げかけた真砂に、フローラが激しく首を横に振った。

「だめ！　外、囲まれてるの！」

　驚いて、真砂はレテイスマの部屋から一歩を退ひき、庭を見た。

　甲こう院いん派の私し兵へいと思おぼしき人影が、いつの間にか庭を囲んでいた。警戒を続けながら、彼らはゆっくりと近づいてくる。

　部屋の奥で、甲院が嗤わらった。

「くくっ……何の策もなしに、私がこんな抜け道もない部屋に逃げ込むと思ったか」

　誘さそい込まれた──そのことに気付いた真ま砂さごは、唇を強く嚙かみ、甲院を睨にらみつけた。

　その一方で、榊さかき糾ただすが呆ぼう然ぜんと、部屋に棲すむ神しん群ぐんを見つめていた。

　その部屋の床ゆかには、ちょうど円えん筒とう形けいに穴が空あいている。床の縁へりから距離を置いて漂うレティスマの眼めには、不意の来訪者たる真砂達が映っていた。

「──これって……龍りゆう舌ぜつ魚うお……え、レティスマなの……？」

　榊の声には困こん惑わくが見えた。

「誰だれかと思えば、裏切者の榊か。久しいな。貴き様さまは、これを見るのははじめてだったか？」

　甲院の声には余よ裕ゆうが感じられた。

「山やま之の内うち派が狩り出したレティスマとは、違う──」

　榊の苦にがい呟つぶやきに、甲院は苦笑を送る。

「当然だ。あれは人によって汚けがされ、姿までが変わっていた。一方のこちらは、この水中庭園の中で長らく保護されていた個体だ。

　神群が人の欲望を受けて変化をすることは、貴様もよく知っているだろう。これはまだ、歪ゆがんだ人の願いをほとんど受けていない、純じゆん正せい種しゆに近い〝レティスマ〟だ。

　当然、実験の折には、汚れた神群よりも人の身に使いやすい」

　馬ば鹿かにしたように甲院は呟き、居い合あいの構えを解いた。もう、その必要もないということらしい。

　真砂達を中心に、広間とレティスマの部屋は、甲院派の異い能のう者しや達で囲まれていた。
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　少女の視界に、少年がいた。

　親代わりになって自分を育ててくれた女も、その脇わきにいる。

　昔の仲間で、今は成長した二人の少女の姿も見える。

　そのうちの一人は、隣の肩を借りたままぐったりと俯うつむき、まるで動けない様子だった。

〝……白はく？〟

　彼女の額についた青い石が目め印じるしとなって、少女は彼女を識別した。もう一人、銀髪に薄い緑のメッシュが入っている娘は、フローラという名だった。

　仲はよかった。明るいフローラのことも、優やさしい白のことも、少女は好きだった。

　ただ──ほんの少しだけ、不安に思っていたこともあった。

　子供の頃ころ、いつも二人に、少年のことを取られそうな気がしていた。そんな幼い嫉しつ妬と心しんを、少女は決して外に出したりはしなかったが、そのことがしこりになって、研究所を離れてからは疎そ遠えんになっていた。

　二人のことは、本当に好きだった。むしろ嫌いだったのは、そんな二人にも嫉妬を抱いてしまう自分の心──その弱さと、身み勝がつ手てさの方だった。

　彼女達に合わせる顔がないままに、十年を経て──なぜか今、彼女達が、目の前にいる。

　少女はある種の懐なつかしい思いで、二人を見つめていた。もう少し見ていたい自分の意識とは裏うら腹はらに、その視界が勝手に動く。

　見えたのは、険けわしい顔で自分を睨にらみつける榊さかき糾ただすと、少年の姿だった。

　その怒ったような厳きびしい表情に、くっ、と少女の胸がきつくなる。少年の方は、体の所々に包帯が巻かれ、細こまかい傷を負っていた。その痛いた々いたしい姿にも、胸が詰まる。

　──なにか、怒らせるようなこと、したかな──

　少女は自問した。

　よくわからない。

　不安に思うと、心音が少し、速くなった。
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　熱に浮かされて、朦もう朧ろうとした意識の中──

　白は、その視界にうっすらと碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの姿を認識した。

　十年振りに間近で見る彼女は──悪い意味で、ひどく大人おとなびて見えた。それが彼女の本質ではなく、むしろ甲こう院いん薫かおるのせいであることを、ぼやけた頭で考える。

　体中が、ひどく熱かった。

　全身にかいた汗が蒸発し、少しずつ熱を奪っていくが、しかし体温は一いつ向こうに下がらない。

　額と喉のどの発熱は特に激しく、そこにだけ、自分の体とは違う何か異質な気配も感じられた。

「──フローラ……」

　肩を借りた銀髪の娘の名を、白はくは掠かすれる声で呼んだ。

「白？　しっかりして。なんとか……なるかどうかわかんないけど、とりあえずあんたは心配しなくていいから──」

　勇気づけようとするフローラの声も、しかし焦あせりのために口調が早い。

　白は、碑ひ文もん谷や由ゆ姫きの──その背後に見える水晶を見つめた。

　奥の闇やみを透かした暗い水晶の中には、いくつもの光点が星のように光っていた。

「フローラ……あれが……レティスマ？」

「たぶんね──」

　辺りを囲む甲院の私し兵へい達に、フローラは気を取られていた。

　白はその存在──瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマをじっと見つめる。

　巨大な龍りゆう舌ぜつ魚うおの形をしたそれは白の視線を察したかのように、穴の中心でゆっくりとその向く方向を変えた。

　薄っぺらい身の左右から出っ張った水晶の目に、白の姿が映りこんでいる。

　縦に連なった小さな四つの口が、金魚がそうするように微かすかな動きを見せた。

　──遠い昔に。

　白は、その目に見つめられたことがあった。

　動けぬよう全身に麻ま酔すいを打たれた状態で、白は額に、その目の一部を移植された。

　今も青く鈍にぶい輝きを宿す、その額の石──レティスマの目が、痙けい攣れんを起こしたように震えた。

　耐え難い熱に、白の足からは力が抜け、フローラが全身をもって彼女を支える羽は目めになる。

「白⁉　ちょっと！　気き絶ぜつしてもいいけど死なないでよ⁉　ねぇ！」

　耳元で、フローラががなりたてる。その声が、じょじょに遠くなっていくように感じた。

　──レティスマ。瑠璃の都の鐘打ち。

　その主な異い能のうたる通信球の存在は、戦闘には向かないサポートの役割を担になうものであり、また異能者の数が比較的に多い事情もあって、キャラバンの中では軽視されがちだった。

　有効ではあっても、決定的な力には成り得ない。

　便利ではあっても、欠かせない要素ではない。

　異能者の数とその価値が比例するわけでもないが、直接的な破壊力と防御力を兼ね備える〝鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロン〟や、砂を操あやつるという点で応用の利きく〝砂すなに埋うもれた心しん臓ぞう・バゼン〟、また、直接的な肉体の強化がなる〝賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニ〟などの戦闘系の異能者達からは、どうしても差をつけられていた。

　その異い能のうを人に与えた神しん群ぐんは、しかし山やま之の内うち派によって、すでに狩り出されている。

　白はくの目の前にいるそれは、同じ〝レティスマ〟の名を持つ、また別個の生命体だった。

　神群が複数確認されるのには、いくつかのケースがある。

　他ほかの世界からたまたま、複数の個体が、〝この世界〟へ渡って来る場合。

　そして、この世界に渡ってきた神群が、ある事情で分裂、増ぞう殖しよくした場合──

　レティスマがどちらに該がい当とうするのか、白にはわからなかったが、ただ一つ──自分が、目の前にいるその個体と、以前に関かかわったことだけははっきりとわかった。体の異常な熱さは、その証明でもある。

　──切り取られた貴き様さまの体を、返せと言うのか──？

　白は心の内で、神群に対してそう問いかけた。

　返答はこない。

　──違うのか？──

　問いかけておいて、すぐに白はそう察した。

　言語を介かいさない神群の不可思議な意思が、白の頭には届いていた。しかし、彼が何を望んでいるのかは一いつ向こうに摑つかめない。摑めない思いが熱となって、白の身を焦こがしつつある。

　──なんでもいい、この状況を、どうにか──

　白は、そう願った。自身の熱をどうにかすること、そして、真ま砂さご達をこの状況から救い、可能ならば由ゆ姫きの身をも助けること──それは都つ合ごうのよすぎる願いだったが、願うだけならば当人の自由である。それが叶かなうかどうかは、また別の話だった。

　白の身、その額に埋め込まれたレティスマの組織は、火傷やけどをしそうなほどに熱を増しつつある──
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　白の危険な様子に気付きつつ、しかし真砂は動けずにいた。

　目の前には、甲こう院いん薫かおるがいる。

　その周囲には、彼女の部下達が居並ぶ。

　座ざ王おうや仙せん崎ざきといった厄やつ介かいな幹部の姿はまだ見えなかったが、パナンゾロン、バゼン、ルールーブ、クティカ──様々な神群の異能者らしき敵が、そこにいた。中には銃じゆう器きを携たずさえた者もおり、自分一人ならばともかく、榊さかき達を護まもりながら戦うことは難しい。

　隠かくれられるような遮しや蔽へい物ぶつもない。

　真砂は、白の様子に焦あせっていた。

　レティスマの異能者は、甲院の側にもいるはずだった。しかし彼らには何の変化もなく、白だけが苦しんでいる。移植された神しん群ぐんの組織が反応していると見て、まず間違いない。

「──わかった、投とう降こうする。だから、こいつを──」

　これまでと見て、真ま砂さごが言いかけたその時──その声を遮さえぎるように、唐とう突とつな鐘かねの音が響いた。

　広間だけでなく、水中庭園の全域にも轟とどろきそうな鐘の音が、振動を伴って鼓こ膜まくを叩たたく。

　思わず、その場にいた全すべての者が耳を塞ふさいだ。

　──ただ一人、気を失いつつある白はくを除いて。

　鐘の音は、レティスマを中心に響いていた。その水晶の両目が、左右から中心へと動き、二つの目玉が体の中でぶつかることで、四つに開いた口から鐘の音が漏もれている。

　その様子は、どこか楽器にも近い。

　反響するように、庭園の魚達からも鐘の音が響いていた。その一つ一つの音色は小さかったが、数が多いために、共鳴を起こしてひどく大きな音となる。

　真砂の視界で、白が薄く笑っていた。熱に浮かされ紅こう潮ちようした頰ほおが、引きつるように歪ゆがんでいる。

「……白っ⁉」

　異変を察して声を荒げたが、鐘の音に阻はばまれて、真砂の声を聞く者は誰だれもいなかった。

　鐘の音が、いよいよ激しさを増す。

　レティスマの透き通った目が、深みを帯びた瑠る璃り色いろへと転じていた。真砂が庭に視線を回すと、しばらく前までは薄青かった世界が、今は毒どく々どくしいほどの青い光に覆おおわれている。

　それは、龍りゆう舌ぜつ魚うお達の目の色が変わったせいだった。音が鳴ることで、彼らの目が色を濃くしていく。

　白の額についた青い宝石もまた、同様の光を宿していた。

　彼女はフローラの手を離れ、ふらふらと数歩、前へ歩みだそうとする。

　嫌な予感に襲われて、真砂は耳を塞ぐ手も外はずし、その身にめがけて飛びついた。頭が痛むほどの音が鼓膜を叩き、三さん半はん規き管かんを揺すって視界までが不安定に波打つ。

　体当たり気味に、真砂は白の身を押し倒し、その場の床ゆかに押さえつけた。

　娘の切れ長の眼めは、惚ほうけたように焦点を失っていた。汗ばんで紅潮した肌はだは、その身が極度の興奮状態にあることを示している。その症状は、風邪かぜなどよりもむしろ熱中症に近い。

　鐘の音に負けぬよう、顔を間近に寄せ、真砂は声を荒げた。

「白！　しっかりしろ！　なに寝ぼけてんだ！」

「ま……さご……？」

　白は、途と切ぎれ途切れの声を紡つむいだ。

「……離れ……ろ……！」

　力の籠こもらない腕で、白は真砂の身を押した。

　不意に真砂の視界が、水に包まれたように濁にごった。鐘の音が和やわらぎ、全身が得え体たいの知れない粘ねん液えきに包まれる。

　白はくの身が、ぬるりと滑すべって服から抜けた。

　抵てい抗こうする間もなく、その身は液体に包まれて、真ま砂さごの傍そばから離れていく。真砂を覆おおっていた粘液もまた、白が動くのと同時に離れていった。

　生き物のような粘液が、白をさらい、真砂の手元には、その体温を宿した服だけが残された。

　再び鐘かねの音に耳をやられながら、真砂は慌あわてて振り返る。

　レティスマの口から伸びた、ストロー状の器官──それが白だけを捕らえ、いま、巻き取られようとしていた。半透明の筒つつ状じようの口には、手足を曲げた白の身が、胎たい児じのように納まっている。

　真砂が見つめる前で、その口は体の中に引き込まれ──

　鐘の音が、止んだ。

　部屋を満たした残ざん響きよう音おんが少しずつ弱まっていく中、真砂は呆ぼう然ぜんとして、レティスマを見た。

　縦に薄い魚の、その額の部分に──娘の姿が透けて見える。

　膝ひざを抱えたその裸ら身しんから、真砂は咄とつ嗟さに眼めを逸そらし、しかしまたすぐに視線を戻した。白の裸身を見たくはなかったが、見ないことには、状況が摑つかめない。

「捕食──された？」

　榊さかきが呆然と呟つぶやいていた。フローラは口もきけずに、その場に膝をつき、カタカタと震えている。

　レティスマは、部屋の中央、そこに深く空あいた穴の中央に浮いていた。

　穴の淵ふちからその巨体までは、目もく算さんでも跳とべる距離でないことは明らかだった。

　レテイスマの体にロープでも打ち込んで渡るしかなかったが、手元には何の道具もない。

　真砂は歯は嚙がみした。

　白はまだ、死んではいないはずだと思った。根こん拠きよはないが、少なくともその裸身に傷口は見えない。

　──ただし、レティスマの額、その透けている部分が、仮かりに彼の生物の〝胃〟であれば──この後、白の姿がどうなっていくかは、想像したくなかった。

　レティスマの肌はだには装そう甲こうもない。爪つめが届けば、切り裂ける──真砂はそう信じた。

「フローラ！」

　声を張る。

　震えていた銀髪の少女は、びくりと身をすくませた。

「ナシュレイの蔦つたで、あそこまで道をつなげてくれ！　あの野や郎ろうをぶった切る！」

　狩人かりうどの眼をして、真砂は叫んだ。

　神しん群ぐんを相手に、容よう赦しやをする気はない。かつて、乾いぬい真砂が所属していた東とう都とまごころファイナンスも、神群の〝狩り出し〟を行うための組織だった。いろいろと問題を抱えた組織ではあったが──実績も、それなりにある。

「あ──え、で、でも、落ちたら……」

　フローラの声が震えた。レティスマが漂う穴は広く深く、その底も見えない。蔦つたには、真ま砂さご一人の体重を支える程度の強さは充分にあったが、万が一にも落ちたりすれば命がない。

「落ちないようにするさ」

　真砂は努つとめて、軽い調子で言った。

　フローラは言葉に詰まりながら、その両手を真砂の方へと差し伸べた。半はん袖そでシャツの肩口から、緑色の蔦が蛇へびのように伸びていく。

　フローラの蔦が、真砂の肩に絡からまった瞬間──二人の間を、細い影が疾はしり抜けた。

　眼めを見開いた真砂は、そこに由ゆ姫きの姿を見る。妖よう刀とう・真しん女めを抜き放ち、彼女はフローラの蔦を一瞬で切り裂いていた。

「あ……」

　遅おくれて気付いたフローラが、小さな声をあげる。

「あれは実験にも用いる、大事な神しん群ぐんだ。みすみす殺やらせると思ったか」

　甲こう院いんは、蔑さげすみの視線を真砂に向けて呟つぶやいた。

　刃の切っ先が、その鼻先に突きつけられる。

　真砂は歯を食いしばった。

　フローラの蔦に痛つう覚かくはなく、また日が経たてば長く成長もするが、断ち切られた分は当然、短くなってしまう。

　甲院に斬きられた長さはさほどでもなく、まだ彼女の背には蔦が残っているはずだった。しかし不用意に伸ばしても、甲院に中途から斬られてしまえば、いずれは尽きてしまう。仮かりに真砂がレティスマの体に渡る途中で斬られてしまえば、後は穴に落ちるしかない。

　真砂は、由姫の身を持つ〝別人〟を睨にらみつけ、その爪つめを丸く固めた。

　先に相手をしなければならないが──間違っても、その身を切り裂くわけにはいかない。
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　甲院は、周囲を囲む部下達に声を張った。

「ちょうどいい機会だ。皆の者、手出しはするな。この男と、話がある」

　部下達の中には、人体実験を経て強力な異い能のうを身につけた者もいた。一対一では、真砂という目の前の少年に及ばないだろうが、数で押し包めば勝てる程度に、戦力は揃そろっている。

　甲院は、真砂を冷さめた眼で見み据すえた。

　──エスハに言われた言葉が、脳のう裏りを過よぎる。

〝予言してあげるよ、甲院薫かおる。君に、彼は殺せない。きっと──〟

　心なしか、心音が速くなっていた。エスハの言を証明するならば、今が好機である。

　問題なく、斬きれる──

　そう思った。

「乾いぬい真ま砂さご」

　甲こう院いんはその名を呼んだ。

「ほんの余よ興きようだ、相手をしてやる。他の者は、私がいいと言うまで手を出すな。どのみち貴き様さまは、この娘の体を傷つけられまい？」

　何を言い出すのかとでも言いたげに、乾真砂は眼めをしばたたかせていた。周囲にもざわめきが満ちる。

「甲院！　どういうつもり！」

　離れた位置で、榊さかきが声を荒げた。

「余興だと言ったろう。ルールーブの爪つめと、この私の剣技──どちらが上か、試してみたくなった」

　曖あい昧まいに、そう答えておいた。エスハに言われたことを確かめるためなどとは、口が裂けても言いたくない。

　エスハは──自分には、真砂が斬れないと思っている。

　ならば斬ってやろう──

　斬って、この体の支配者が今や由ゆ姫きではなく、この甲院薫かおるであることを実証しようと思った。

　それは、甲院派全体の今後を占うらなうことにも通じる。もし、由姫の意識が自分に影響を与えているようであれば、いずれはその意識が自分を超こえる可能性も否定できない。そうなれば、それはもう〝甲院派〟ではなく、碑ひ文もん谷や由姫の派は閥ばつと化す。

　真砂が襲ってくる気配はなかった。

　どのみち、彼が甲院をどうこうできる可能性はもはやない。白はくという娘の身がレティスマの中に取り込まれ、さらに榊やフローラを人ひと質じちにとられたも同然の状況では、せめて機を窺うかがうくらいが関せきの山やまのはずだった。

　真砂の視線は、甲院とレティスマを、ちらちらと交互に見ていた。どちらの状況も気になるらしかったが、そうして気を散らすことが、戦いの場においてどれだけ危険なことか、甲院はよく知っていた。

　──勝てる、そう思った。

　甲院は居い合あいではなく、刀を正せい眼がんに構え、真砂に飛びかかった。

　少年は身を退ひかせながら、その振り下ろしを大きくかわす。焦あせった様子の顔をめがけて、甲院は斜め下から切っ先を突き上げた。

　刀を振るう少女の体は、存ぞん外がいに重たく感じた。

　籤くじ方かたの体よりも筋の力が弱いことには気付いていたが、刀を扱いはじめた途と端たんに、甲院は自身、つまり真しん女めの刀身を重く感じる。

　突きは決して遅おそすぎることもなかったが、少年のかわせぬ速さには及ばなかった。

　頰ほおに浅く血の筋が浮いたが、切っ先は空くうを刺す。

「くっ……」

　のけぞりながら、少年が片手を伸ばし、その頑がん強きような爪つめで少女の腕を取ろうとした。握られれば骨を砕かれ、刀を持つのに支し障しようが出る。

　甲こう院いんは咄とつ嗟さに腕を引きつつ、刃を横に薙ないだ。

　少年の手は届かず、その腹部に真一文字の光が走る。踏み込みが浅く、刃は服と皮一枚を傷つけただけだった。

　決め手に至らず、甲院は苛いらついた。

　少年はやや青ざめた表情で、しかし敵意を剝むき出しに自分を睨にらみつけている。

　どうしても、斬きり伏せたい──斬れなければ、エスハの指摘を肯こう定ていすることになる。

　がむしゃらに近い動きで、甲院は袈け裟さ懸がけに刀を振り下ろした。

　まるで体が逆さからうように、その刀身が重い。違い和わ感かんばかりが動きにつきまとい、甲院はその感覚を否定するため、なお無む理り矢や理りに刀を振るう。

　心音が速さを増した。

　──傍はた目めには、甲院が真ま砂さごを圧倒しているように見えるはずだった。しかしその実、真砂は単に手を出しかねているだけであり、甲院は踏み込みの最後の一歩、あるいは刀を振る一瞬の間を縮ちぢめられずに、勝機を逃し続けていた。

「こ、のっ！」

　裂れつ帛ぱくの気き合あいを込めて薙いだ刀が、焦あせりのために空を切る。

　がらあきになった左の側面へ、少年の体が転ころげるように回り込んだ。少女の身に飛びつき、刀を握った手を摑つかむ。

　不ふ覚かくを思った次の瞬間、奇妙な衝しよう撃げきが体を通して伝わり、少年に握られた手が簡単に外はずれた。

「薫かおる様！　何をしておいでです！」

　厳きびしい声が、部屋の口から飛んだ。

　遅おくれてやってきた腹心の幹部、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうがそこに立ち、肩を上下させて怒ど鳴なっていた。

「仙崎……か」

　甲院は安あん堵どした。しかし、心音はいよいよ大きくなっていく。

　仙崎がその口から飛ばした毒どく液えきの針を、もろに背中へ受けた真砂は、その場に倒れ伏し、小こ刻きざみに震えていた。

　甲院は、構えを解く。

「……助かった、仙崎」

「薫かおる様。遊びが過ぎますぞ。アラクナの巫女みこたるその娘の体の重要性は、薫様がもっともご存知のはずです」

　常になく厳きびしい声で、仙せん崎ざきは甲こう院いんを諫いさめた。それは彼の忠ちゆう誠せい心しんの裏返しでもある。

　頷うなずいて、甲院は伏した少年を見下ろした。

　──今ならば、とどめを刺せる。

　仙崎の放った毒どくは、即そつ効こう性せいのものながら、致ち死し性せいのものではなかった。彼は体内で毒液の濃度を調節して吐はくことができるが、咄とつ嗟さの場合には、濃度を高める前に毒を吐くため、その威い力りよくが殺そがれやすい。

　少年には、まだ息があった。毒の効果も、数日が経たてば抜けそうな具合である。

「薫様、とどめを──」

　仙崎が促うながした。駆け寄ろうとしたフローラが、甲院の部下によって腕を取られる。榊さかきもまた隅すみでその動きを封ふうじられていた。

　少年が、低く呻うめいた。

「由ゆ、姫き……」

　──その名に、虫むし唾ずが走った。

　甲院は、右手に刀を持ち上げ、切っ先を下に向けた。

　真砂の体の中心──その心臓に、狙ねらいを定める。相手は動けず、距離は近く、刃の切れ味も申し分ない。

　それは、外はずすことの方が難しい態勢だった。

　甲院は一ひと際きわ高く刀を持ち上げると、逆さからう筋肉に渾こん身しんの力を込め、突き下ろした。

　フローラ達が眼めを瞑つぶる。レティスマの中に囚とらわれた白はくは、依い然ぜんとして動かない。

　甲院は、勝利を確信した。

　真砂への勝利ではない。それは、〝由姫〟に対しての勝利だった。
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　少女は、悪あく夢むのような光景にうなされていた。

　全身に傷を負った少年が、今にも息を引き取ろうとしている。

　刀を持った見知らぬ青年が、手を差し伸べてこう告げる。

〝私の言う事を聞けば、そこの男を助けてやれるが？〟

　それは悪あく魔まの誘さそいだったのかもしれない。それでも少女は、その言葉にすがった。どうしても、死なせたくないと思った。

　その少年は、幼い頃ころの命の恩人でもあった。しかしなにより──その面おも影かげが、生きていく上でいつも支えになってくれていた。

　少年は、少女を行かせまいと、腕を握っていた。気を失ってなお、離そうとはしない。

　指を一本一本引き剝はがすようにして、少女はその人ならぬ爪つめを外はずした。

　刀を持った男が、目の前で薄く嗤わらっていた。

　差し出されるままに、その刀の柄つかを握る──

　その瞬間に、誰だれか別の人間が、頭の中に入り込もうとした。その不快感に怯おびえて、咄とつ嗟さに刀から指を離す。

〝助けたく、ないのか？〟

　男が呟つぶやいた。

　少女は再び、柄を握る。時間はあまりない。少年の心臓が、まだ動いているかどうかさえ怪あやしい。

　柄を握って、ほんの十数秒──少女は、不快感に耐えた。

　頭の中に入ってきた何者かは、そこで少女の意識を押しのけ、体の主あるじとして居座った。

　少女は身体からだの感覚を失った。

　ちょうど眠っているときの夢のように、すべてが頼りなく、ぼやけた印象に世界が映る。

　目の前に、血に染まった少年がいた。

　失しつ神しんしているのか、それとも死んでいるのかもわからない。胸が詰まり、涙が零こぼれそうになった。しかし詰まる胸も、涙を流す眸ひとみも、すでに少女のものではなくなっていた。

　思し考こうと感覚は曖あい昧まいだった。それでも、少女は強く、少年の命が続くことを願った。

　視界を共有するその何者かが、刀を納め、手元に一冊の本を広げた。

　鉄で造られた表紙を開くと、そこに宇宙の景色が覗のぞいた。

　少女の意識は、びくりと怯える。

　自分の意識とは別の存在が、少女の声を用いて本の中に語りかける。

　我はアラクナに仕える巫女みこ──

　ここに我が望みを託たくさん──

　星々が瞬またたき、その数を増やした。赤、青、黄、白、緑、金──様々な色の光こう沢たくを伴って、その星達が本の奥から迫ってくる。少女は眼めを閉じようとしたが、しかし今の体の持ち主はそれを許さなかった。その意識が喜びに震えているのが、少女にも伝わった。

　次の瞬間──

　本から続くその奥から、虹にじ色いろに輝く長い蛆うじ虫むしが大量に溢あふれ出した。星に見えたのは、彼らの頭だった。

　少女の封ふうじられた意識は、その光景に悲鳴を上げて縮ちぢこまる。

　滑すべるような繊せん毛もうを持った触しよく手しゆがまず顔を覆おおい、イソギンチャクが獲え物ものを捕らえるようにして、その身を包み込んでいった。

　視界を閉ざされているにも関かかわらず、目の前にはまぶしい光が散っていた。油ぎった虹の色彩を宿した光が、眼めの奥に染しみ、心までを染そめていく。

　少女は怯おびえながら、ただひたすらに少年の無事を願った。

　体中を這はいずる触しよく手しゆの感覚までは伝わらないのが、せめてもの救いだった。触手は口の中にまで入り込み、体の内側からも、その身を苛さいなんでいる。

　何をしているのかまではわからなかったが、欲しがっているものは伝わってきた。

　──肯こう定ていの感情。

　彼らはただ、それを欲していた。

　少女の思いとは無関係に、今の体の持ち主は彼らを従えた。

　視界が開けないまま、触手とは別の感かん触しよくが体に触さわる。

　それは、少年の体だった。

　アラクナの触手たちが、少女と少年の体を一いつ緒しよに包み込んでいた。その傷口を這う蛆うじのような触手は、得え体たいの知れないとろりとした蜜みつを分ぶん泌ぴつしていた。少年の身にそれが染みると、たちまちに深い傷口が塞ふさがっていく。

　しばらくすると、潮が引くように、触手は本の中へと戻っていった。

　少女はその場に膝ひざをつき、しばらく喘あえいでいた。体を覆おおっていた粘ねん液えきは、触手が退ひくと同時に、そのほとんどが拭ぬぐい去られて消えていた。

　少女の身を乗っ取った意識は、満足げな吐と息いきを吐はいた。

　少年の身からは、全すべての傷が消えていた。

　その確かな効果に眼めを細めると、少女は息を整え、立ち上がった。

　────そんな記憶が、呼び覚まされるのと同時に。

　少女の前に、やはりあの少年が倒れ伏している光景が浮かんだ。

　周りには他ほかにも人がいる。見守るばかりで、動く者は誰だれもいない。

　そのほとんどが、少年を敵視していた。

　そして──その中で一番、少年を嫌っているのは、〝自分〟だった。

　少女は必死に否定する。

　ほんの幼い子供の頃ころに命を助けられてから、ずっと思いだけを募つのらせていた。会いたいと思ったことも一度や二度ではなかったが、逆に会うのも怖こわいほど、少女はその少年を慕したっていた。

　そんな相手を──

〝自分〟が、その手にした刀で殺そうとしていた。

　耐えられずに、少女は声にならない悲鳴を上げた。

　拒きよ絶ぜつする心とは裏うら腹はらに、少女の体は勝かつ手てに動いた。

　止めたいはずなのに、止まらない。誰かが勝手に操っている。

　持ち上げられた刀の切っ先が、伏した少年に向けられていた。

　身体感覚は、自分の物ではなかった。それでも少女は、必死に儚はかない抵てい抗こうを続ける。

　抵抗──

　少年も、抵てい抗こうしていた。

　遙はるかに年上の大人おとなたちを向こうに回し、少女を助け、他の仲間達の実験をも遅おくらせた。

　その面おも影かげは、今も瞼まぶたに焼きついている。

　──刀が、突き下ろされた。

〝──やめてっ！〟

　少女は、渾こん身しんの思いをこめて叫んだ。熱いものが身体からだを駆け巡り、どくん、と一度、胸が大きく鼓こ動どうした。

　支配していた何者かの思し考こうが、その瞬間だけ、ひどく薄くなった。やや抵抗はあったものの、勢いで少女はその意識を押し流す。

　体が動く。

　右手に力を込めて刃を止めようとしたが、下方向へ一度ついた勢いは止め切れない。

　少女は──

　咄とつ嗟さに動いた左手で、突きこんだ刀身を握りしめていた。

　左手は刃の上を滑すべりつつ、柄つかの部分に引っかかった。
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　──白はくは、自身の眼めではなく、〝レティスマ〟の眼球を通して、由ゆ姫きと真ま砂さごの戦いを見ていた。

　由姫──否いや、甲こう院いんの振る刀が、真砂の身を幾度もかすめる。冷や冷やとしながら、白は見守るしかない自分に強い苛いら立だちを感じていた。

　──なぜ、私はこんなことに……──

　白のその問いに、レテイスマは反応を示さない。

　──……お前は何がしたいんだ？

　その意識がまるで感じられないことに、白は半なかば呆あきれつつ、レティスマに問いかけた。

　明確な答えは期待できそうになかったが、レティスマの困こん惑わくするような思いが、揺らぐような小波さざなみとなって白の心に寄せてくる。

　体の熱は引いていた。

　正確には、身体の感覚、そのものがなくなっている。

　今の白は体と意識を切り離され、意識だけをレティスマの前に置いていた。その体も、龍りゆう舌ぜつ魚うおの額の部分に内包されてはいるものの、あくまでそれは〝見た目〟だけのことである。

　レティスマの身と白はくの身は、肌はだと粘ねん液えきを間に挟はさんで隔かく絶ぜつしていた。

　しかし、その〝意識〟は今、隣り合い触れ合っている。

　──レティスマ。

　白は、自分に異い能のうを与えた元げん凶きようたるその神しん群ぐんに、改めて呼びかけた。名を呼ぶと、微かすかにその意識が震えた。

　──何故なぜ、私を捕らえた。

　言葉で問いかけても、その返答は得られなかった。しかし、レティスマの困こん惑わくしたような様子だけが伝わってくる。

　──何がしたいんだろう、こいつは──

　今度はレティスマには問いかけず、白は自問した。

　白の額には、レティスマの組織の一部が移植されていた。はじめは、レティスマがそれを取り返そうとして、彼に捕ほ獲かくされたのかとも思った。

　しかし実際には、白の体は捕らえられたものの、それっきり何かが起きる気配もない。

　迷めい宮きゆう神群と呼ばれる彼らについては、まだ未知の部分が多すぎた。それでも白は、これまでにあった人と神群とが関かかわったケースから、今の状況の分析を試みる。

　迷宮神群──彼らは基本的に、異世界からやってくる、人とは別種の〝生命体〟だった。その彼らが〝神〟と呼こ称しようされた背景には、はじめて神群に触れた人々の誤ご解かいがある。

　彼らは──その土地に住む人の望みを、たとえ歪ゆがんだ形にせよ、叶かなえてしまうことが多い。

　ある共同体では豊作の神となり、ある地では戦いくさの神となり、またある地では生いけ贄にえを捧ささげられる対象となってきた理由は、その奇妙な特性を、人々が誤解したために他ほかならない。

　神群は種しゆ々じゆ雑ざつ多たに存在する。そのほとんどが、それぞれに違った特性を備え、また違った異能を人に与えていた。

　神群に関わる資料に記された、いくつかのそのケースを、白は思い返す。

　例えば──

　豊漁を望んだ島の海には、魚を育はぐくむ栄養素が満ちた。

　豊作を望んだ村の土には、豊かな土ど壌じようと強い作物が生まれた。

　強い力を祈いのった忍しのびの村では、村民の一部に鉄の鎧よろいと鞭むちが与えられた。

　より商品価値の高い品を作る技術を求められた神は、職人の指と爪つめの形を変えた。

　子供が無事に育つことを祈られた安あん産ざんの神は、子供の身体能力を理り不ふ尽じんなまでに高めた。

　離れても言葉を伝えることを望んだ恋人同士には、それを可能にする珠たまが与えられた。

　神との交信を望んだ村には、一人の巫女みこにのみ、その資格が与えられた。

　──砂さ漠ばくに渇かわいて水を求めた旅人には、砂の津つ波なみが与えられ、

　──世界の覇は権けんを求めた者は、何者も存在しない小さな異い界かいの王に据すえられ、

　──使い切れぬほどの金きん塊かいを求めた者は、金脈の豊富な異界へと渡ったきり戻らず、

　──ただ戦闘力を追求した者は、肉体の寿じゆ命みようを縮ちぢめられ、

　──永遠の命を望んだ者は、呼吸するただの石と化した。

　どんな望みもが叶かなうわけでは決してなく、また全すべての者の望みが叶うわけでもない。

　人が望んだとおりに叶うわけでもなく、とんでもない間違いや落とし穴がそこに混じることもある。

　望みが叶う確率、異い能のうに覚かく醒せいする確率も安定しないが、しかし、その神しん群ぐんができうる範囲の中で、神群の力は発揮されることが多かった。

　白はくは思った。

　ついさっき──自分は、〝この状況をどうにか〟と願った。

　その身はレティスマに囚とらわれたが、今は〝熱〟を感じていない。

　同時に白は、レティスマを理解することをも求めた。

　そして今、レティスマは、白に自分の意識を触れさせている。

　脳のう裏りに思い浮かぶ単語があった。

　──巫女みこ。

　あるいは、神しん官かん。

　ある種の神群に好かれる、奇妙な要素を持つ者がいることは、白も知識として知っていた。

　その要素が、果たして何なのかはわからない。

　神群は、その巫女に対して、特に何かを要求するということもない。ただ、周囲の人間が勝かつ手てに彼らの機嫌を取ろうと、その喜びそうなことを考えて実行に移すことはあったが、神群の側が明確に、人に対して望みを告げることは、今までにあまりなかった。

　ただ、望みを叶える上でそれが〝必要なこと〟であった場合、それが神群の望みと誤解されて、人に伝わることはある。

　巫女や神官を、神群が個別に選定することはあったが、神群にまつわる研究では、それは神群側の〝好み〟を反映させた結果ではなく、人の個体が持つ〝適性〟のためと言われていた。その真しん偽ぎは定かでないが、事実、ある共同体の中で、巫女や神官となるべき者が、その任を拒きよ絶ぜつした場合──神群は、その〝拒絶する願い〟の方を、尊そん重ちようする節フシがある。

　白は、ふと考えた。

　もしや、今、自分は──考えてもいなかった、その立場にいるのかもしれない──

　レティスマの意識が震えた。

　伝わってきた心には、主あるじの指示を待つ犬にも通じる、どこか健けな気げな気配が感じられた。
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　刃の切っ先が、背に刺さっていた。

　深さは、ほんの数ミリほど──点のように小さな傷から、血の玉がぷっくりと浮く。血は表面張力で留とどまって、流れなかった。

　代わりに、背中の上から──ぽたぽたと、血の雫しずくが滴したたった。それは、真ま砂さごの血ではない。

　刃はまともに体を刺さぬまま、そこで持ち上げられた。

　うつぶせに寝たまま、真砂はまともに動けなかった。

　意識はあるものの、仙せん崎ざきの毒どくにやられて、体が言うことを聞かない。ゆっくりと少しずつ、震えながらに這はうことはできたが、とても戦うどころではなかった。

　それでもどうにか、麻ま痺ひしかかった力を振り絞って、真砂は事態を把は握あくしようと仰あお向むけになった。

　上を向いた視界に、由ゆ姫きの──甲こう院いんの姿が映る。その左手が、血に濡ぬれていた。

　一瞬、真砂は自分の爪つめが負わせた怪け我がかと錯さつ覚かくしたが、彼女の掌てのひらに刻きざまれているのは、真しん女めによると思おぼしき刀傷だった。

　刃を鞘さやに納めた彼女と、ふと視線が合う。

　──その眸ひとみが、微かすかに潤うるんで見えた。

「──薫かおる様？」

　仙崎が、小声に主あるじの名を呼んだ。なかなかとどめを刺さぬその様子を、不ふ審しんに思ったらしい。

　真砂は動けないまま、その視界の奥に、奇妙な現象を見み咎とがめていた。

　甲こう院いんの背後──巨大な龍りゆう舌ぜつ魚うおの姿をとるレティスマの体が、薄ぼんやりと発光している。甲院の部下達もそれに気付き、場がざわめきはじめた。

「──白はく……」

　真砂は、掠かすれる声でその名を呼んだ。

　──鐘かねが鳴った。

　終末を告げるように厳おごそかに、低い鐘の音が部屋を満たす。

　レティスマの目玉はゆっくりと動き、先程とはうってかわった鈍にぶい音を出した。

　次の瞬間──広間の口から、龍舌魚の大群が部屋に雪崩なだれ込んできた。

　真っ青な水晶の目が辺りを満たし、視界の全すべてを魚が覆おおう。

　それまで、彼らは決して邸内には入って来なかった。

　庭ではゆったりと空間を泳いでいた魚達が、しかし今は獲え物ものに襲いかかるような勢いをもって、レティスマの部屋を覆い尽くそうとしている。

「何事や！」

　仙崎の叫ぶ声は、魚達の体がこすれあう音に搔かき消された。

　やがて魚達の群れは、レティスマの周りに固まりはじめ、塔とうの外壁を形成するようにして、彼らの親玉を囲む。

　小さな龍舌魚達が造る塔の中に、レティスマが浮いていた。

　寝ね転ころがったまま呆あつ気けにとられて、真ま砂さごはその光景を見つめていた。

　鐘かねの音が鳴る。

　レティスマのストロー状の口から、白はくの裸ら身しんが吐はき出された。

　龍りゆう舌ぜつ魚うおの群れが、恭うやうやしく彼女の身を受け止め、穴の淵ふちまで運んでくる。白はその上で、ゆったりと身を起こした。

　寝ぼけたように辺りを見回す彼女の物腰からは、熱による鈍にぶい動きが抜けていた。

　裸身に気付いて、細い腕でわずかに体を隠かくしたが、特に臆おくした様子もない。

「──ふぅ……」

　大きく深く、白は深呼吸をした。

　一同の視線が、青い宝石を額に持つ、その娘に集中していた。

　白は──微笑を、その場の人々に振りまいた。

　真砂はぞくりと、背筋に寒さむ気けを覚えた。そこにいるのは紛まぎれもなく白だったが、同時に、何か得え体たいの知れない存在のようにも見えた。

　運ばれて穴の淵ふちに着くや、白はふらりと、その場へ仰あお向むけに倒れこみ、動かなくなった。

　間の悪い沈ちん黙もくが、辺りに訪れる。

　しばらくして──

　レティスマの巨体が、強いレンズを通した世界のように歪ゆがんだ。

　真砂は眼めを疑う。

　見上げるほどに巨大なレティスマの身が、渦うずを巻くようにして、白の額へと流れ込みはじめた。それに合わせて、龍舌魚達も彼女の額に殺さつ到とうする。

　質量を無視し、紙に描いた絵が細く縒よられるようにして、一筋に白とつながった。

　白の額についた小さな青い石は、彼らの全すべてをたちまちに吸い込んでいく。

　その場にいた全ての人間が、呆気にとられてその光景を見つめていた。

　龍舌魚達は、一匹残らず部屋から消えた。レティスマの巨体も、その影すら残していない。

　誰だれも口を開かない。

　何も動くものはなく、ただ名残なごりのような鐘の残ざん響きよう音おんが、ドーム状の天てん井じように留とどまっていた。

　沈黙を最初に破ったのは、フローラの声だった。

「──なに、今の──？」

　その問いに答えられる者は、その場に存在しない。真砂は毒どくのために口もきけず、ただそこに横たわっていた。

　数秒が経たって──白が、その裸身を起こした。

　座り込んで、胸を両手に隠しながら、前に垂れた短い髪を、ばさりと後ろへ撫なでる。

　その顔に、得体の知れない微笑が浮いていた。

「──甲こう院いん。すぐに、由ゆ姫きの身を離して、投とう降こうしろ──」

　その喉のどから、内容のわりには涼すずやかで優やさしい声が紡つむがれた。

　真ま砂さごの脇わきで、甲こう院いんが──由姫が、ごくりと唾つばを吞のんだ。その眸ひとみが何故なぜか、葛かつ藤とうするように揺らいでいる。

「さもなくば──」

　白はくの額が青く鈍にぶい光を宿し──その奥から、滑すべり出すようにして、五匹の龍りゆう舌ぜつ魚うおが姿をあらわした。

「この子らが、敵に回る」

　傍そばで聞いていた仙せん崎ざきが、その時、微かすかに吹き出した。

「あほか。そないな魚に、なんの──」

「なら、試してみようか」

　白が嗤わらった。裸はだかの少女が浮かべた笑みは、人を蕩とろかすようでもあり、また威い圧あつするようでもある。

　白の周囲に漂っていた五匹の龍舌魚が、中空を裂くように駆けた。

　眼めを疑うほどの速さで、部屋の中を一周した次の瞬間──そこかしこで、血ち飛沫しぶきが舞った。

　ごく柔やわらかそうな龍舌魚のその鰭ひれに、体を裂かれた甲院派の構成員達が、悲鳴をあげて倒れ込む。

　龍舌魚達は再び、白の周囲に戻っていた。思し考こうの感じられないその水晶の目玉が、青く淡あわく発光している。

　白は滑なめらかな細腕で、戻ってきた魚の白い肌はだを軽く撫なでた。

「レティスマを、手なずけたんか⁉」

　仙崎が舌打ち交じりに言った。

　甲院の体が、不意にぐらりとよろめき、その場に膝ひざをついた。

「──小こ娘むすめが、図ずに乗るな」

　低い──ごく低く押し殺した声が、真砂の耳に届く。

　その言葉は、白を指したものかと思った。だが甲院の眼は彼女を見ずに、ただ床ゆかを見ている。

　仙崎が、その傍に駆け寄った。

「薫かおる様、ここは──」

「うろたえるな。向こうが神しん群ぐんの力を用いるならば──こちらも、同様だ」

　甲院薫は、その指に地味な黒こく曜よう石せきの指輪を嵌はめていた。彼女が指輪を一ひと撫なでするや、その手の上に、一冊の無ぶ骨こつな鉄の本があらわれる。黒い石から、ぬるりと出てきたその品は、真砂も知る〝聖せい典てん〟だった。

　甲院薫は、細い指をもってその本を開く。

「アラクナの御み名なにおいて──彼かのものを食らえ」

　素早く短く、本の中へと指示を飛ばした。

　龍りゆう舌ぜつ魚うおが駆けた。

　白はくの意思を受けた魚達が、由ゆ姫きの──甲こう院いんの持つ、その聖せい典てんにめがけて殺さつ到とうする。

　毒どくのために動けない真ま砂さごは、ただその様子を見つめていた。

　白の操あやつる魚が、由姫を無む闇やみに傷つけるとは思えない。彼らが狙ねらっているのは、あくまで〝聖典〟だった。

　その魚達が、空を滑すべって聖典に疾はしり──

　そして、聖典からは、虹にじ色いろの光こう沢たくを放つ蛆うじ虫むしのような触しよく手しゆが、大量に溢あふれ出した。

　真砂は眼めを疑う。

　聖典の口が、まるで何かの生き物のように見えた。その口から溢れて伸びた触手が、たちまちに龍舌魚達の体を囲む。それぞれの触手は、糸ミミズにも似た繊せん毛もうを生やし、生理的な嫌けん悪おを伴う、滑るような色をまとっていた。

　龍舌魚の鰭ひれは触手を切り裂き、油ぎったその体液を四散させたが、すぐにその体は捕らえられた。鰭に切られた触手の側は、真砂が見守る前で、見る見るうちに再生していく。

　五匹の龍舌魚は、多数の触手に絡からめ取られ、そのまま本の中へと引きずり込まれていった。

　離れた位置で、白が息を吞のんでいた。

「──そんな……」

　絞り出すようなその声に、白の無む念ねんが滲にじんでいた。龍舌魚達は、聖典の中に吞み込まれたきり、出てこない。

　甲院は、本を開いたまま、その闇やみの口を白へと向けた。

「アラクナの力と、レティスマの力──争えば、アラクナの勝ちは揺るがぬ。長ながくのたうつ〝女め神がみ〟と、たかが鐘かね打うちとでは、そもそもの格が違うということだ」

　甲院は、やけに忌いま々いましげに言った。その面上には、どこか苛いらつくような様子が濃い。

「……しかし、レティスマを従えたとなれば、貴き様さまは厄やつ介かいだな──仙せん崎ざき、毒を撃て。奴やつを始し末まつしろ」

　甲院は頭痛をこらえるように顔を歪ゆがめ、そう指示した。

　頷うなずいた仙崎が、その身に力を込める。双そう頭とうの女め神がみの右みぎ・クティカの異い能のうを持つ彼は、体内で生成した毒を、口や汗かん腺せんから外へと吐はく。真砂が受けたそれは、咄とつ嗟さのことで薄かったが──今、仙崎は、その体内で毒の濃度を高めていた。

　そのまま白にあたれば、彼女の命はない。

　真砂は必死で、体に力を込めた。どうしても全身の筋肉が緩ゆるみ、動くことができない。

　その顔の上を──

　一筋の、銀色の光が走った。

　仙崎が呻うめいて、その場にたたらを踏む。

　その首筋に、細い銀のナイフが、短く刺さっていた。

「仙せん崎ざきっ！　その子に手ぇだすな！」

　怒ど鳴なるように叫んだのは、榊さかき糾ただすだった。

　彼女が投げたのは、家の焼け跡から見つけた銀のペーパーナイフだった。辛かろうじて仙崎に刺さりはしたが、元がペーパーナイフだけに、致ち命めい傷しようにはほど遠い。首の横という急所にも関かかわらず、脂し肪ぼうに阻はばまれたか、出血もあまりなかった。

「──こ、このっ！」

　仙崎の顔色が変わっていた。致命傷ではなくとも、受けた痛みは相当なもののはずだった。

　榊は退ひかずに、真っ向からその危険な男を睨にらみ返す。その脇わきに、フローラが榊を庇かばうように寄っていた。

　真ま砂さごは、動けない我が身を呪のろった。もっとも戦えなければいけない自分が、真っ先に動きを封ふうじられた──そのことが、ただ悔くやしい。

　レティスマがいた穴の傍そばで、裸はだかの白はくが立ち上がった。

「ここまで、か──」

　低く呟つぶやいた白の額が、青い光を籠こもらせ──その中から、数十匹の龍りゆう舌ぜつ魚うおが溢あふれ出した。

　うち数匹は、倒れた真砂の方へと来る。

　その動きに甲こう院いん派が反応する前に、五匹の龍舌魚が真砂の下に鰭ひれを差し入れ、その身を浮かせるように担かつぎ上げた。

「榊先生、フローラも摑つかまれ！」

　白が叫んで、背後の〝穴〟の中に身を躍おどらせた。数匹の龍舌魚に、その身は支えられている。

　真砂もまた、龍舌魚の柔やわらかい身に担がれるようにして、レティスマが浮いていたその穴に素早く運ばれた。

　見ればフローラと榊も、半なかば強ごう引いんに龍舌魚によって運ばれている。由ゆ姫きの傍に寄った龍舌魚もいたが、彼らは真しん女めによって切り裂かれた。

　落ちるような速さで穴に飛び込むや、頭上で遅おくれた銃声が響いた。そこでは真砂達が追われぬようにと、まだ数匹の龍舌魚が留とどまって甲院派を牽けん制せいしている。

　ほぼ自由落下に近い速度で、真砂達は喧けん騒そうから逃れるように、穴の中を落ちていった。

　白の声が、支えとなった龍舌魚から響く。

『レティスマに見せられた映像では、この穴は、この水中庭園を内包する水晶球の外周にまで通じているそうだ。このままここを抜けるから、魚を離すな』

　白の声には、悔しげな響きが籠もっていた。

　由姫は──助けられなかった。

　真砂にとってもそれは痛つう恨こんの一事だったが、今はどうしようもない。

　真っ暗な穴の底を、真砂達は龍舌魚とともに落ちていった。

　魚達の青い水晶の目玉は、まるで星のように、闇やみの中で浮いていた。
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　──全すべての報告が終わった後で、榊さかき糾ただすは吐はき捨てるように啖たん呵かをきった。

「あんたらなんか信用できないから、私らでやったの。文句を言う前に、あんたらの今までのやり口を、胸に手を当てて考えな」

　彼女の前にいる複数の背広姿の男達は、一いち様ように黙り込んでいた。

　山やま之の内うち派での、事情聴取──

　水中庭園から抜け出した榊達は、そのまま船から海上に抜け、白はくがその額から出した龍りゆう舌ぜつ魚うおによって、岸までの距離を逃げのびた。

　フローラは水晶球の状態の水中庭園を、もって行こうとしたが──中から甲こう院いんが聖せい典てんを伴って出てくれば、太刀たち打うちできる方策がない以上、断念せざるを得なかった。

　そして榊達は、真ま砂さごが仙せん崎ざきから受けた毒どくを中和させるために、仕方なく山之内派との連絡をとり、そのまま連行されていた。

　今、榊糾は話したくもない一連の事情を、真砂達への処分を軽くすることを条件に話し終えたところだった。

　ただし──白の額にレティスマが宿っていることだけは、彼らに話していない。

　都内のオフィスビルの一室を借りての事情聴取に立ち会ったのは、山之内派幹部の南なん郷ごう司つかさとその警護が二人、それにキャラバン創そう設せつ者しやの翁おきな居い夢ゆめ路じと従じゆう者しやの娘の、合わせて五人だった。

　その彼らを前に、榊は早口にまくし立てる。

「だいたい、うちの由ゆ姫きは被害者よ？　人ひと質じちみたいなもんじゃない。誘ゆう拐かい犯はん達を殺すために人質まで殺すなんて、どう考えたっておかしいわ。あんたらがおかしいのは、今にはじまったことじゃないけど」

　その激しい口ぶりに辟へき易えきしたように、事情聴取に立ち会った作さ務む衣えの男が、傍かたわらで頭を搔かいた。

　鉄の煙管キセルを片手に携たずさえ、困り果てた顔で、一言──

「まぁ、なんだ……」

「……なによ」

「とりあえず、お前らが無事でまだよかったよ──」

　翁居夢路は、心しん底そこから絞り出すような溜ため息いきを吐ついた。

「ふざけんな、このくそ爺じじい！」

　座っていた榊は立ち上がり、夢路の顔に詰め寄った。

「何がよかったって⁉」

　その勢いに、夢ゆめ路じは大おお仰ぎように肩をすくめる。

「──榊さかき女史、落ち着いてください」

　テーブルの正面に座った中年の男、南なん郷ごう司つかさが、低い声音で諫いさめた。精せい悍かんに日焼けした顔には、ここ数日での疲労の色が濃い。彼もまた、山やま之の内うち派の一員として、甲こう院いんの捜そう索さくに駆けずり回っていた身である。

「ともあれ、フリーの研究者である貴方あなたはさておき──真ま砂さごとフローラ、白はくの三名がとった行動は、山之内派に対する背はい任にん行為です。処しよ分ぶんはこれから検討しますが、非常時のことでもありますし、二週間の謹きん慎しんぐらいに落ち着くかと思います」

　南郷は疲つかれ切ったようにそう言った。

　彼は、真砂とも長い付き合いのはずだった。その彼の心中を少しは察しつつ、榊はまだ嚙かみつく。

「あぁ、そう。ついでにあんたらも、お休みとって頭冷やしたら？　あの三人は、山之内派としてなんて動いてない。あんたらが殺そうとしている友達を、助けに行っただけよ」

　南郷を睨にらみつけ、そう断じた。

「……榊。お前が苛いらついているのはわかったから、少しは状況を考えてくれ」

　どうにか落ち着かせようと、夢路がなだめに入った。

「考えてるわよ。由姫の身が危ないの」

　すっかり母親の顔をした榊糾ただすを見やり、南郷が深ふか々ぶかと、切せつなげな息を吐はく。

「彼女の命にこだわって、正面からやりあえば、どれだけの被害が出ることか──人一人の命と、三桁ケタを超える数の人命。どちらを取るかと言われて、迷わずに後者を取るのが組織というものです。納なつ得とくしろとは言いませんが、ここは譲ゆずれません」

　榊は、険けわしい眼めで南郷を見み据すえた。

「だったら、せめて私達のやることに口出ししないで」

「……そうもいきません。貴方達に勝かつ手てに動かれると邪じや魔まなんです。事実、貴方達が、せめて水中庭園のことを早く報告していてくれれば、我々は……」

　榊は聞く耳をもたず、首を横に振った。

「……由ゆ姫きを殺して、全部に蓋ふたして、それから大だい団だん円えん？」

　言葉を失った南郷が、そっと眼を伏せる。

「私も、納得しろとは言わないけれど、これだけは言っとく。

　あの子は、あんた達にとっては危険な甲院の依より代しろでも、私にとっては大事な大事な娘なの。絶対に殺させたりなんかしない。もちろん私も、甲院の存在自体は許せないから、その件では協力してもいい。

　でもそれは、由姫を助けてからね」

　強気の姿勢を前面に押し出し、榊はまた椅い子すに座した。倒れこむように粗そ雑ざつに椅子を揺らし、

「──もっとも、もう私なんかには、どうしようもないのかもしれないけれど」

　悔くやしさを隠かくしもせずに呟つぶやいた。その重い声には、榊さかきの万ばん感かんが籠こもっていた。

　乾いぬい真ま砂さご、フローラ、白はくの三人は、山やま之の内うち派の手によって抑おさえられていた。南なん郷ごうは〝謹きん慎しん〟と言ったが、三人ともが異い能のう者しやだけに、むしろ軟なん禁きん、あるいは監かん禁きんと言った方が近い。甲こう院いん派の片カタがつくまで、もう出したくないというのが彼らの本ほん音ねのはずだった。

　榊自身にも、監視が付く。家が焼けた関係もあって、しばらくは自由に動き回ることもままならない状況に陥おちいりそうだった。

　うなだれる榊を置いて、南郷司つかさとその警護役達が部屋を出ていった。後には、翁おきな居い夢ゆめ路じと詩し乃の、そして榊の三人が残る。

「榊……確約はできんが、俺おれもできる限りのことはする。まだ、諦あきらめなくていい」

　夢路は溜ため息いき交じりに言った。

「──噓うそつき。なにしてくれるっていうのよ」

　榊は、声を落としてかすかに嗤わらう。

「最初から、期待してない。山之内派にも、南郷さんにも、夢路さんにも」

　自分をも嘲あざけるその口調には、しかし頑がんとして厳きびしいものがあった。

「まぁ……な。確かに、できることってのがどうも思い付かんが」

　夢路は顔を天てん井じように向け、しみじみと言った。

「お前の言うとおり、山之内派の連中は、由ゆ姫きも一いつ緒しよに殺すことに躊躇ためらいがない。仙せん崎ざきや座ざ王おうが、あの娘の周囲を護まもっているからな。あの二人を退どけて、娘だけを助け出すとなると、こっちにも何人の被害が出るか、正直わからん」

　夢路の声も沈痛だった。

「だから、たとえ巻まき添ぞえにしちまっても、強い力で一いつ気きに叩たたくのが一番、被害が少ない──」

　榊は舌打ちをした。しかし、夢路の言葉はまだ終わっていない。

「実際、俺も──甲院が復活した瞬間には、気が動どう転てんしてそう思っていた。だけどなぁ。よくよく考えてみれば、あの仙崎と座王の二人──仙崎はもう六十歳を超えてるし、座王に至っては八十歳だったか」

　榊は、テーブルから顔を上げた。

　見上げた夢路は、まだいかにも難しい顔をしていたが──榊はその顔を、若干の期待をもって見つめ返す。

「……こいつは、あるいは残ざん酷こくな、ひどい提案かもしれん。

　だが──何年か経たてば、まず座王が寿じゆ命みようで死ぬだろう。焰えん鉄てつ衆しゆうも厄やつ介かいだが、甲院派ではまず、座王が最強の使い手だ。甲院を護ご衛えいする幹部が、仙崎一人になったら……殲せん滅めつ策さくでなくても、どうにかなるかもしれん」

　夢路は明言を避けつつ、声を落とした。

　榊さかきは眉まゆを寄せる。

「甲こう院いん派を──今は見逃すってこと……？」

「故こ意いに見逃す気はない。だが、そういう選せん択たく肢しも──ないわけじゃない」

　榊の心中に、ほんのわずかな希望の火が点ともった。

　いつになるかはわからない。何年か先のことになってもおかしくはない。それでも、生きてさえいれば、いずれ好機は巡ってくるはずだった。

「だから榊。あまり焦あせって死ぬような真似まねはするな。これからしばらく、事態がどう動くかは俺おれにもわからん。ひょっとしたら、明日あすにも座ざ王おうが心臓発ほつ作さでも起こすかもしれんし──まぁお互い、長生きしようや」

　言い捨てるように言って、夢ゆめ路じは部屋を出ようとした。

「夢路さん」

　その背を、榊は呼び止めた。

「夢路さんは──実際のところ、どうなの。由ゆ姫きを助けたいって、少しは思ってくれてるわけ？」

　振り返らないまま、夢路は背中を向けて応こたえた。

「──フローラや白はくの動きから、お前達が動いていることは知っていたんだ。誠せい二じからも、連絡は受けていたんだが……俺は、そのことを南なん郷ごう達には言えなかった。結果的には何もしなかったわけだから、責せめられて当然だよ」

　夢路の声は重い。

　彼の背には、キャラバンの様々な思惑おもわく、その全すべてが滲にじんでいた。

　自ら作り上げた組織の、光と影──その多くを知る男には、敵も味方も多すぎた。彼の行動は常に誰だれかに注視され、目立つ行動が裏うら目めに出てしまうことも珍しくない。

　──榊は、夢路の背にそっと頭を下げた。

「ごめん。さっき、ひどいこと言った」

「いいさ。俺だって、こいつや……」

　夢路は、傍かたわらに付き従う黒髪の娘の頭を撫なでた。少女は微かすかに、眉まゆを震わす。

「誠二や幻げん三ぞう、フローラ、ファウナ、貴たか音ね──それに、他ほかのいろんな連中のことが関かかわってきたら、どうなるかわからん。そいつが、身み内うちの情ってもんだろう」

　夢路はそれだけ言って、部屋を出て行った。

　その隣に、従じゆう者しやの少女はぴたりとついていく。

　詩し乃のは表情も変えなかったが、榊の眼めに、その背はどこか嬉うれしげに見えた。
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　水中庭園──

　広間の椅い子すに深く腰掛けた甲こう院いん薫かおるは、眼光鋭するどく、白く光る刀身を見つめていた。

　その刀こそが、今の甲院薫の姿だった。人の身は所しよ詮せん、借り物に過ぎないが──しかし、支配しているという確信はあった。

　刀身には、険けわしい眼まな差ざしが反射して映っている。

　刃に添そえた左手には、幾いく重えにも包帯が巻かれていた。真しん女めの刃によって、そこには傷ができている。さして深いものではなかったが、どうにもひどく痛んだ。

「──この娘……」

　甲院は低く呟つぶやいた。

　……支配しているはずだった。

　たいした異い能のうもなく、気弱で内気で、意志薄弱な娘だと思っていた。

　そのつもりでいた。

　侮あなどっていなかったといえば噓うそになる。しかし、まさかあの瞬間に、自分を押しのけて、彼女が自じ我がを取り戻すとは思っていなかった。

〝碑ひ文もん谷や由ゆ姫き〟が、甲院を押しのけて体を得たのは、真ま砂さごへ刃を突き刺そうとした、あの一瞬だけだった。すぐに甲院は、再び体を乗っ取り直すことを得たが──

　あの、刀を下ろした瞬間、確実に、甲院は由姫の意識に打ちのめされた。十代半なかばの小こ娘むすめの、その思いの強さの前に敗北した。

　認めたくはなかったが、しかし現実にその事実がある以上、認めないわけにはいかない。

　……なればこそ、今は、エスハの指摘が脳のう裏りから離れない。

〝いずれ──君は逆に、取り込まれるかもしれないね。碑文谷由姫に……〟

　怖い──そう思った。

　だが同時に、あるいは、とも思う。

　刀に宿って死ねない身となった甲院薫にとって、由姫に取り込まれるということがもしあるとすれば──それは、安あん息そくの死しにもつながるのではないか。

　甲院はまばたきもせず刀身に見入り、ごく薄く嗤わらった。

　それは自じ虐ぎやく的てきな笑みだった。

「か、薫様、失礼をいたします」

　一難が去った水中庭園の広間に、仙せん崎ざき竜りゆう太た郎ろうの声が飛び込んできた。

　甲院は何事もなかったかのように刀を納め、冷さめた視線を旧きゆう知ちの部下に送る。部下の前で、自分が感じている恐きよう怖ふを吐と露ろすることは絶対にできない。

　駆け込んできた仙せん崎ざきの首には、真新しい包帯が巻かれていた。

　甲こう院いんは、旧きゆう知ちの老人につけられた傷を、痛いた々いたしい思いで見る。

「何事だ」

「は。その──信じ難いことですが……」

　仙崎の声が、やや裏返っていた。

「その、座ざ王おうからの連絡がありました。あのカーマインが……同どう盟めいを、組みたいと……客きやく人じんとして、薫かおる様をお迎えしたいと、申し出を……」

「……なに？」

　甲院は眉まゆ根ねを歪ゆがめた。

　欧州ヨーロツパの雄、〝災さい厄やくのカーマイン〟は、沈ちん黙もくの山やま之の内うちと並び称される、キャラバンの一大派は閥ばつの主あるじだった。貴族的な立場にいる彼は、異い能のう者しやを選せん民みんと位置づけ、それ以外の愚ぐ民みんを正しい方向へと導くべき存在だと主張している。

　それは支配ではあったが、搾さく取しゆではない。カーマインの思想の根こん底ていには、〝愚民〟が愚おろかなままで、幸福に過ごせる社会があった。

　東洋での動きが主だった甲院派とはあまり縁えんもなかったが、少なくとも〝神しん群ぐんを狩る〟山之内派よりは、〝全すべての人類を異能者に変える〟という甲院派の目標に、カーマインは近いところにいる。

　座王の報告では、つい最近にも、カーマイン派はアメリカにいた狂信者の集団、ガムナ教団をその身内に引き入れたと聞く。

　その彼が、甲院にまで声をかけてきたということに、何か得え体たいの知れない大きな動きを感じた。

　ただし──隠かくれている甲院派を、同盟という餌えさでおびき出して、キャラバンに引き渡す可能性も捨て切れない。

「誘さそいの罠わなか、それとも……」

　甲院は決断に迷って、仙崎を見た。

「──決断は、お任せいたします。わしや座王は、いついかなる時にも、薫様をお守りいたしますゆえ──」

　甲院は口許を手の甲で押さえ、しばらく思し案あんした。

「断るべきか、受けるべきか……」

　心は千ち々ぢに乱れて、決められない。

　その様子を見て、仙崎が小さく首を傾かしげた。

「──薫様。少々、お疲つかれなのではありませぬか？」

　気き遣づかわしげに、仙崎が問いかけた。

　甲院は、ぴくりと身を震わせる。

「──いや。この娘はいたって健康だ。なぜだ？」

「いえ──そこまで悩まれる薫かおる様を見ることが、久しかったもので……」

　何気ない仙せん崎ざきの言葉に、甲こう院いん薫は愕がく然ぜんとした。

　言われてはじめて気付いたことだった。

　常の甲院薫ならば、不ふ敵てきに笑って誘さそいにのるか、さもなくば断固として拒きよ絶ぜつする二つの発想しかない。考えてもわからないことは考えず、ただ運命に委ゆだねるのが彼女のやり方だった。

　少なくとも──うじうじと思い悩むのは、彼女の流りゆう儀ぎでない。

　甲院の心音が、高くなった。

（──私が……弱くなった……？）

　認めたくはなかった。体の持ち主だった娘に、一時的に負けただけでなく、今の自分すらが、その心の影響を受けている──それを認めることは、甲院にとって耐え難い屈くつ辱じよくだった。

　──由ゆ姫き……碑ひ文もん谷や由姫……

　──この女の心が……私のどこかを、狂わせている──

　安あん息そくの死しを一瞬、願ったことすらも、由姫の影響のせいに思えた。

　甲院は、努つとめて気を張った。

「仙崎──カーマインの元へ行く。奴やつが何を狙ねらっているかは知れんが、罠わなならばそれまで──そうでなければ、活路が拓ひらけるはずだ」

　朗ろう々ろうたる声で、甲院は決を下した。

　迷う余よ地ちは、もうない。

　山やま之の内うち派に追われている以上、より強い木の元に身を寄せるとすれば、カーマインの派は閥ばつは願ってもない場所だった。この際、その軍門に下ることがあろうとも、壊かい滅めつよりはよほどましである。

　甲院は、決して支配者を目指しているわけでもない。ただ、神しん群ぐんの異い能のう者しやが増えれば、今の世界が変わると考えていた。その意味では、カーマインの思想とも重なる部分はある。愚ぐ民みんの存在を許すか許さぬかの違いはあれ、異能者が優位に立つ社会を目指す点では変わりない。

　仙崎は、頷うなずいて退出した。

　残った甲院は、椅い子すに浅く腰掛け、白刃を引き抜いた。

　刃にその顔が映る。まだ見慣れない少女の顔に、甲院はひと睨にらみをおくり、次いでその長い髪を一いち瞥べつした。

　──昔の甲院薫は、髪を短くしていた。

　真しん女めの刃でもって、ポニーテールに結った腰こし丈たけまでの長い髪を、ばさりと短く切り落とす。

　滑なめらかな美しい黒髪が、摑つかんでいた手の中に残った。

　由姫に対して、自分の優位を誇こ示じするように、甲院はその髪を床ゆかに捨てて踏みつける。

　髪の重さの分、頭が軽くなった。

　深みに眠る由ゆ姫きの意識は、特に何の反応も示さない。

　しばらくそのまま立ち尽くして、甲こう院いんはそっと、庭先に視線を転じた。

　そこを泳ぎ回っていた魚達は、今は一匹もいない。

　ふと甲院は、服のポケットを探り、そこから細い銀色のナイフを取り出した。

　それは、白はくという少女を狙ねらった仙せん崎ざきに対し、榊さかきが投げつけた品だった。刃らしい刃はついておらず、刃引きのナイフにも近い。あるいは、ただのペーパーナイフにも見える。

　もし、投げられたのが本物のナイフであれば、仙崎は死んでいたろうとも思う。

　刃がないために深くは刺さらず、そして榊の非力さ、仙崎の首の太さ、急所を外はずれたこと──様々な要素が重なって、仙崎は軽傷ですんだ。

　仙崎が捨てたそのナイフを、甲院は何気なしに拾っていた。

　その銀色のナイフに──見覚えがあるような、違い和わ感かんを覚えた。

　記憶の糸を手た繰ぐっても、まるで心当たりはなかったが、何故なぜか心がざわめく。葉のレリーフをあしらったデザインは優美で、捨てるには惜しい品でもあり、甲院は再び、それをポケットの中に突っ込んでおいた。

　もうじき、水中庭園の水晶を乗せた船が、海岸に着くはずだった。そこで甲院は、一足先にこの場を離れることになっている。

　最後の名残なごりを惜しむように、青い光の注ぐ、海底に似た庭を見渡した。

　視界に動くものは、何もない。

　龍りゆう舌ぜつ魚うおを失った水中庭園の光景は──ひどく、寂さびしいものに見えた。
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　乾いぬい真ま砂さごは、山やま之の内うち派が所有する留りゆう置ち場じようの一室に押し込められていた。

　解放後に投与された解げ毒どく剤ざいによって、仙崎から受けた毒はもう中和されていた。まだ少し体はだるかったが、動けぬほどではない。

　粗そ末まつなベッドに横たわって、真砂は低い灰色の天てん井じようを見上げていた。

　鉄てつ格ごう子しの部屋は今、山之内派の監かん視し下かに置かれていた。天井の隅すみには監視カメラも作さ動どうしていたが、特に気にもならない。

　上層部に龍舌魚の件を報告せず、みだりに動き回ったこと──それを咎とがめられて、真砂は二週間の謹きん慎しん処しよ分ぶんを、これから命じられることになっていた。今はまだ、その決まりきった命令が上から書類として降りてくる前で、いわば容よう疑ぎ者しやのような扱いでこの留置場に置かれている。

　年とし頃ごろのフローラや白はくは、さすがにもっとまともな場所にいるらしい。真砂一人が留置場に置かれたのは、南なん郷ごうからの懲ちよう罰ばつ的てきな意味もあるらしかった。

　寝そべって、真砂は思し案あんにふけっていた。

　これからどうするか──

　──由ゆ姫きを助ける。その思いは変わっていない。

　そのためには、何をしたらいいか──

　──それが見えてこない。

　がむしゃらに探すのでは、雲を摑つかむような話になる。かといって、手がかりらしい手がかりもない。

　大量の龍りゆう舌ぜつ魚うおが白はくの額に移り住んだことで、水中庭園の位置ぐらいはつかめるかとも思った。しかし、龍舌魚達が示していたのは〝レティスマ〟のいる方角だったらしく、そのレティスマまでが白に懐なついてついて来たため、今の彼らは羅ら針しん盤ばんとしての用をなしていない。

　また、拠きよ点てんを真ま砂さご達に知られた甲こう院いん派が、その場所をおそらく捨てるであろうことも予想できた。

　加えて──相手の戦力と、自分の実力差は、どうにも痛い。

　座ざ王おうには依い然ぜんとして、勝てる気がしない。仙せん崎ざきと甲院を相手にも、不ふ覚かくを取った。

　どうにも情けない思いと焦しよう燥そう感かんが交こう錯さくして、真砂は歯を食いしばる。

　──もう少しで、由姫を助けられた。

　エスハによって水中庭園へと連れて行かれたのは、唐とう突とつではあったが嬉うれしい誤ご算さんだった。

　白が熱を出しながらも動かした人形、乾けん坤こんの動きには、非の打ちどころがなかった。

　榊さかきは龍舌魚と水中庭園につながる手がかりを探し出し、フローラは全般でサポートをしてくれた。

　真砂もまた、数度の手て傷きずを負いながらも奮ふん戦せんした。

　──それでも、甲院には勝てず、由姫の身にも手が及ばず──

　結局は、また彼女に助けられた。

　真砂には、確信していることがあった。

　甲院にとどめを刺されそうになった瞬間、助けてくれたのは由姫だった。

　何が起きたのかはわからないが、確かにあの瞬間、由姫と甲院は入れ替わっていたように思う。甲院は由姫に負けて、自分を殺し損そこねたとしか思えない。

　由姫に命を救われたのは、これで二度目だった。

　──あるいは、三度目かもしれない。

　実験室で、ルールーブの組織を移植された時──真砂は、確かに命を失いかけていた。助かったのは、由姫や他の仲間の身を助けようとして、気力を充実させたためだったとも言える。

　いずれにせよ、借りだけが溜たまっている。助けて返さないことには気がすまない。

　さしあたっては、今いる牢ろう獄ごくから出る必要があった。

　真砂は横目で、監かん視しカメラをそっと見た。

　ルールーブの爪つめを用いれば、逃げようと思って逃げられないこともない。その先で追われるため不便な立場にはなるが、コンクリートの壁をも砕くだくルールーブの爪にとっては、全方向が出口も同然だった。

　くすぶっていても、仕方がない──

　真ま砂さごは立ち上がると、鉄てつ格ごう子しに近づいた。

　その爪つめでもって軽く力を込めると、鉄格子は水みず飴あめのように曲がって、たちまちに人一人が通れる穴を作り出した。

　警報装置が鳴った。

　留りゆう置ち場じようの鉄格子が連なる廊ろう下かの奥から、三人ほどの警備員が駆けてくる。

　手には警棒を握っていたが、真砂の爪に対して、それはあまりにかよわい武器だった。

　駆けてくる三人の、まだ年若い警備員達を見て、真砂は思う。

　──自分を見ていた座ざ王おうの視線は、あるいは今、自分が警備員達を眺めるのと同質のものだったかもしれない──

　実力差の歴れき然ぜんとした相手に、本気を出す気にはなれなかった。上の指示で仕方なく警備をしているだけの人々を、できれば傷つけたくもない。真砂は彼らに一礼した。

「すみません、ちょっと行くところがあるんで、ぼくはそろそろ──」

「だめです、乾いぬいさん。戻ってください。謹きん慎しん処しよ分ぶんの通知が、もうすぐ届くはずで……」

　警備員は、言いにくそうに口を尖とがらせていた。

　その背後で、窓を蹴け破やぶる派は手でな音が響いた。

　真砂は、彼らの肩越しに奥を見る。警備員達も、釣つられて振り返った。

　──獣けもののような速さで、駆け寄ってくる人影が一つ。

　次の瞬間に、警備員達は悲鳴を上げる間もなく、留置場の廊ろう下かに転ころがされていた。一人は気き絶ぜつし、他の二人は足を痛めたか、うずくまっている。

　飛び込んできた影は、真砂の前でその素早い動きをぴたりと止めた。

　銀髪の、冷さめた眼めの少年だった。

「桂けい！」

　真砂は、旧きゆう知ちの友の名を叫んだ。

　賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニの異い能のうを受け継ぎ、人間離れした身体能力を誇ほこる実験室の子供──根ね黒ぐろ桂は、くすりともせずに真砂を一いち瞥べつした。年はまだ十四と幼いが、一線級で戦える特殊な力の持ち主である。

　少年は、すぐに視線を逸そらした。

「話は後にしろ。出る」

「あ、あぁ」

　先導して走りだした桂について、真砂も駆けた。

　騒ぎを聞きつけ、さらに数人の警備員達が走ってくる足音が聞こえた。

　彼らは敵でもない、ただの山やま之の内うち派構成員ばかりだった。真ま砂さごは桂けいとともに、彼らを無視し、破られた一階の窓から飛び出した。

　桂はすぐに、その目の前にあった車へと乗る。

「早く！」

　助手席から響いたのはフローラの声だった。どこかから先に脱走してきた娘に、真砂は苦笑を送りつつ、桂の後について後部席へと飛び乗った。

　運転席にいたのは──白はくだった。

「飛ばす」

　短く一声呟つぶやいて、白は車を急発進させた。

「ちょ、ちょっと待て！　白、お前、免許は⁉」

　真砂は声を荒げて問う。

「心配ない。ここまでは事じ故こらないで来れた」

「……おい！」

　真砂は焦あせったが、すでに白は、アクセルを強く踏み込んでいた。反動でシートに押さえつけられ、真砂は冷や汗をかく。

　減速をほとんど行わず、車体はコーナーに突っ込んだ。ドリフト気味に後輪を滑すべらせ、危なっかしく態勢を立て直す。

　冷めた静かな声のわりに、その運転は粗そ雑ざつで荒々しかった。

　フロントミラーには、運転席の白の、青い石を持つ額が映っていた。

　真砂は、毒どくにやられながら見た光景を思い出す。

「あのさ、白──水中庭園で……？」

「これのことか？」

　白は自らの額を、こんこんと軽く叩たたいてみせた。

　その青い石を、真砂はフロントミラー越しに見る。

「……おかしなものだ。私は、レティスマに気に入られたらしい」

　白は、くすくすと年とし相そう応おうに笑いながら言った。

「今、奴やつらはここにいるよ」

　白のその言葉に、真砂は水中庭園で見たものが、幻げん覚かくではなかったことを再確認した。

「ほんとに神しん群ぐんを──体の中に入れたのか？」

「驚くほどのことでもあるまい。夢ゆめ路じ老も背中に神群を飼かっているし、植しよく神しん効果の少し大おお袈げ裟さな程度だろう」

　白の言うことはもっともだった。

「なかなか、便利になった。龍りゆう舌ぜつ魚うおは任意に出せるし、その視点も私の意のままだから、乾けん坤こんより使えるかもしれん。庭園で見せたとおり、戦力にもなる。山之内派に発はつ覚かくしたら、また厄やつ介かいな事になりそうだがな」

　白はくは頼たのもしげに言った。

　冷や汗をかく真ま砂さごのすぐ傍かたわらには、根ね黒ぐろ桂けいがぼうっと座っていた。

「……桂、留守電、聞いてくれたのか？」

　桂はごく小さく頷うなずいた。

　助手席のフローラが、華はなやいだ声を上げる。

「私らも捕まってたんだけどね。桂が助けてくれたの」

　その声からは、不ふ審しんや不ふ仲なかを思わせる響きが消えていた。

「……そっか。桂、ありがとう」

　真砂が礼を言っても、桂はにこりともしなかった。視線を合わせぬままに、ぼそぼそと小さな声を紡つむぎだす。

「──〝ルールーブの植しよく神しん成功例〟にしては、ずいぶんと負けが込んでいる」

　真砂には、耳に痛い言葉だった。ただ、頷くしかない。

「あぁ──ほんとに情けないよな。結局、ぼくは……」

　──何ができたろう。

　自問して、真砂は溜ため息いきを吐つく。

　精せい一いつ杯ぱいにやっているつもりはあった。同時に、空から回まわりはしていないにせよ、まだまだ未み熟じゆくな行動が目立つと自分でもわかってはいる。

「……勝てなかったよ。ヴィヨンにも、座ざ王おうにも、甲こう院いんにも──」

　真砂は悔くやしさを押し殺して呟つぶやいた。

　根黒桂は、おもしろくもなさそうに眼めを背そむけた。

「当たり前だ。お前は考えなしに一人で動きすぎる。相手は策を用意した上で、人の数を使い、連れん携けいで動いている。山やま之の内うち派にしても甲院派にしても、それは同じことだ。一人でどうにかできるほど、奴やつらは甘あまくない」

　桂の珍しく長い言葉に、真砂は耳を澄まして聞き入った。

　桂は、一いつ拍ぱくの間まを置いてから呟いた。

「……俺おれが背中につく。それで少しは、やりやすくなるだろう」

「桂──」

　驚いた反面、いずれはこうなることを、真砂は予想していた。

　根黒桂は冷たく見えて、存ぞん外がいに情が深い。自分を殺してでも任務を優先する非情さは、その裏返しでもあった。

「……由ゆ姫きを助けることは、どうでもいい。だが、お前の手伝いはしてやる」

　視線を合わせないまま、桂は静かに言った。

「ありがとう、桂。助かる」

　本心から、真ま砂さごは礼を言った。根ね黒ぐろ桂けいの身体能力と判断力は、戦力として頼りになる。

「それで、逃げたはいいけれど……これから、どうするわけ？」

　フローラが、やたらに明るい声を上げた。どこか吹っ切れたその声には、開き直りの気配も強い。

「──まだ全然、決めてない」

　真砂が応こたえると、白はくとフローラはくすりと笑った。

「甲こう院いん派は、カーマインと同どう盟めいする気よ。ついさっき、白が仕入れてきたネタ。向こうに飛べば、また足取りが摑つかめるかもね」

　真砂は眼めをしばたたかせた。

「そんな情報、何ど処こから⁉」

　勢い込んで問うと、運転席の白が、また額を叩たたいた。そこに輝きを宿す青い石が、こんこんと乾いた音をたてる。

「向こうに、乾けん坤こんを置いてきただろう。まだ通じている」

　白はその大人おとなびた顔に、悪戯いたずらに成功した子供そっくりの微笑を浮かべた。

　甲院が持っていた、偽にせ物ものの刀──それを引き抜いた白の人形、乾坤は、水中庭園に置き去りにされていた。そのことを思い出して、真砂は白の周しゆう到とうさに舌を巻く。

　同盟の相手というカーマイン派は、キャラバンにおける欧州ヨーロツパの最大派は閥ばつだった。甲院がそこに逃げ込むとなれば、追うしかない。

　身の内に、真砂は新しい活力を感じた。それと同時に、今、ここに仲間達がいることを、改めて心強く思う。

　座ざ王おうには──一人では、まだ勝てそうな気はしなかった。しかしこの仲間達がいれば、由ゆ姫き一人を助けるくらいなら、充分に可能な気もしてくる。

「真砂」

　運転席の白が呟つぶやいた。

「全部、まだまだこれからだ。由姫はきっと、助けられる。ここからが正しよう念ねん場ばだ」

　その言葉に、真砂は深ふか々ぶかと頷うなずいた。

　──彼女も自分達も、まだ生きている。

　生きてさえいるならば、きっと──その運命は、真砂達が追う限り、またどこかで交こう錯さくするはずだった。

　由姫を助けられるかどうかはわからない。

　この先、自分達がどうなるかもわからない。

　山やま之の内うち派、カーマイン派、甲院派──そして他の派は閥ばつが何をなし、キャラバン全体がどう動いていくかも、まるでわからなかった。

　しかしそれでも、時はただ未来へと流れ、状況は刻こく一いつ刻こくと変化し続けている。

　出口も定かでない迷めい宮きゆうの入り口に、真ま砂さごは今、ようやく立ったような気がしていた。





（続）









電子書籍版　あとがき




　一巻のあとがきで「ハオリムシ萌えー」という妄言に触れたのですが、これはあながち冗談でもなく、作者は深海生物が好きです。

　好きなだけで別に詳しくはないのですが、深海物のドキュメンタリーはなるべくチェックして録画していますし、深夜に独り、プロジェクターの大画面で深海物の映像ディスクをぼんやり眺めるのが密かな趣味になっています。

　怖いとか寂しいとか不気味とか言われそうですが、こればっかりは好きなのでもうどうしようもありません。

　異常に眼がでかい、やたらと口がでかい、恐ろしく牙が長い、頭の中身が半透明に透けている、体がネオンライトのように鮮やかに光る、そもそも動物なのか植物なのかすら見た目だけでは判断しづらい、等々――

　外観だけでなく謎の多い奇妙な生態、光の差さない深海での独自の進化、常軌を逸した環境で生き延びるチートぶりなど、もはや神々しく見えるほどです。

　このあとがきを書いている時点では、某水族館におけるダイオウグソクムシさんの絶食記録が話題になっていたのですが、その驚異的な生き様には得体の知れない感動すら覚えました。




　で、冒頭のハオリムシさんというのはチューブワームとも呼ばれる海底に生えている生き物でして、生態にはまだ謎が多いものの、硫黄酸化細菌と共生して、海底の硫化水素から細菌が作りだした有機物によって生息しているらしく――光合成すらままならない過酷な深海において泣き言一つ言わずに淡々と存在感をアピールするあの佇まいは、同じ地球上の生物として瞠目に値すると思います。

　その見た目の触手っぽさと異形ぶりからファンも多い（と思う）のですが、心当たりのない方はとりあえず画像検索とかしていただけると「……アレか……」と納得してもらえそうです。

　深海モノの映像では、このハオリムシの周囲に真っ白い大量のエビやカニが群がりわらわらと蠢いている様が見所の一つなのですが、見る人によってはドン引きしそうな映像なのでぜひ思う存分に取り乱し……もとい、機会があれば楽しんでください。




　さて、こちらの五巻に登場する龍舌魚は巨大な眼球などがまさに深海魚のイメージで、裏表紙に描いていただいたはぎやさんのイラストも素晴らしく印象的でした。

　見慣れない造形のものは、どうしても第一印象で「気持ち悪い」と感じてしまいやすいのですが、見慣れてくると実に愛らしいものも多々あり、ハオリムシも然り、ダイオウグソクムシも然り、ダンボオクトパスも然り、あとデメニギスも人相は悪いのですが、彼はただ悪ぶっているだけで中身はとても純粋無垢だと思います。主に額の辺りに、こう――透明感があるというか。隠し事のできないタイプだと思います。




　これらが宇宙の彼方の生き物ならさておき、身近な海のほんの数キロ下で今も普通に活動を続けているわけで――龍舌魚程度なら、こっそり混ざっていてもバレないんじゃないかとさえ感じます。

　ハオリムシにいたっては水深百メートル前後の浅い場所にも生息していまして、さすがに眼と鼻の先とまでは言いませんが、百メートル走のスタート地点からゴール地点を眺めたらもうそこでハオリん（※愛称）がうねうねと手（胴体？）を振っている、みたいな感覚が。

　もちろん平面での距離と深さの違いは大きいものの、距離的にはそんな短い範囲に異形の生き物が生活しているわけで、なんとも胸が躍ります。ちなみにこの浅い水深のハオリんは鹿児島湾にお住まいらしいので、いずれ進化して上陸してきたら楽しいことになりそうです。

　あるいは「ゆるキャラデビュー」という形で上陸する可能性も――ないとは言い切れないのがあの業界の恐ろしいところです。




　と、本編にあまり関係ない深海話を長々と続けてしまいましたが、ハオリムシ上陸はネタにしても――深海にいる何かが、数万年、数億年単位での進化を経てふらりと地上に出てくる可能性はそれなりにあるはずで、いずれは龍舌魚みたいに空を飛んで目玉を叩き合わせ音を鳴らす魚も出てくるかもしれません。「それは本当に魚類なのか」という疑問は残るのですが、廃墟になったビル街をそんな魚がふらふら遊泳している光景とか、ほんの少し憧れます。




　今回は深海話ばかりでしたが、それではまた、次巻でもお会いできることを祈りつつ――





２０１３年　春　渡瀬草一郎




〔このあとがきは電子書籍の配信にあたり書き下ろしました〕
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。今回の著者近影、似てます。そっくりです。たぶんねぎぼうずだと思うんですが、家庭菜園は親御様の趣味なので、詳しいことは知りません。何処が似てるかと問われると答えに詰まりますが、強いていえば――ほら、頭が丸いとことか。
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はぎやまさかげ

福井県出身兵庫在住。引越しの計画を立ててから早幾年。Ｂ型なのであまり急いではない模様。









電撃文庫






パラサイトムーンⅤ




水すい中ちゅう庭てい園えんの魚さかな











渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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